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建築と社会

1991 

6  
特集

建築と土木

毎 日放送本社ビル

近畿地方建設局営繕部

J

d

、

三・

:

・

一

-

-
一

戸

田
・

7

・
一
V

を

!F

4

t

t

d

t

?

一

-

-
r

、

:

-

i

i

i
い

紋

ト

，J

…一

一.

・

日本建築協会

， 

<  

，・

_"r . ， 

G  

、 .

〆 ー . .  ｾ Ｎ，Ｎ＠

r  

ｾ＠ V .. 

V ，_ 

ι p  

・- '. Ｎｾ＠ ｾ ｉＮＧ＠ .• J.... ' ，'  .  

， .ー・ "  ー -

.・・ ・・" ・.、; :s -::)

; ' ・ ¥: .〆F ・

c ・? π ，

-・ー ' . '  ' .  

'./' . 活・- . Ｎ Ｎｾ ［Ｚｉ＠
' " 、，ー
吃 ・・

ｴＮ Ｎ ・ｾ ＮＮ ・Ｎゴ
，. 品、

.  {  



小泉産業ピル

組

築

物

の

機

能

性

と

、

ぷ

術

性

と

の

訓

利

を

め

さ

し

オ

ー

ダ

ー

の

持

ち

味

を

H

山

大

限

に

生

か

し

て

ト
本

木

に

ボ

め

ら

れ

る

ハ

イ

ク

オ

リ

テ

ィ

ー

な

サ

ッ

シ

・

y

ス

テ

ム

を

出

ぶ

し

ま

す

可

ＨｾＩ 浪速建材工業株式会社
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日本建築協会会告

平 成 3 年 度

4 日本建築協会評議員(川 )

平 成 3 年 度

4 日本建築協会役員会務分掌(川 )

崎

井

瀬

谷

辰 Ｈ 安井主 ｬｴｾ 設 ｊ ｩＢｬｉＧ務所 Ｉ

文 ( 伊t主主主築設計'1'務 所)

之 ( 愛 知 工 京 大 学)

勇 ( 中京テレビホーム C )

登 ( 大 之 本 主lt 設 )

- ( i，'1  1I1 工 務 J;t; )

美 ( ア オ ケ ン )

男 ( 悩 水 位 設)

夫 ( 維 n 設 計 )

↑専( 水 長 主II 設)

治 ( N' i古 屋 )

明 ( 伏 見 工 業 高 校)

(電気部門)

騰 ( 中 央 電 気 工 業 )

永 造( ヤ マ ト i t 1 気 )

恭 上( き ん で ん)

l'i 雄 ( 八 千 代 氾 設 工 業 )

宗 吾(近 畿 工 業)

( 管工部門)

至 成( 日 比 谷 総 合 設 備 )

昭秀 Ｈ 西原 ｬｾｩ 生工 Ｑ 佐 ｩ所 Ｉ

弘(i n i'i 工 業)

甲 子 雄(扶 桑 竹 工 業)

守 'JLC朝 日 r. 1< IU  

( 建材部門)

年 光( ? ジ 7 )  

孝 太 郎( 係l l 3セメ ント 化 工)

二 郎 ( 大 阪 化 工)

義 夫( 1 挫 工 業)
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山

田

庄
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議 長

副 議 長

本部所属評議員

( 技術部門)

治 徳WI 水 ill 没)

興 一 (近 畿 地 主ll )

昭 夫( 大 阪 ill 物)

年 人( !I. ' .村主lt 築 事 務 所)

晃 右( 大阪市r . l lm務何I i ;J )

健 治( 修成主lt 設叩 1"1学 校)

宏 彦( ミ サ ワ ホ ー ム)

裕 紀( 大 阪 府 建 築 部)

俊 彦 ( 大阪IH建設監理| 品会)

昭 一 (大 林 組)

政 昭( 大 阪 芸 術 大 学)

( 総合部門)

隆 二( t:iJ 車U)

日出夫 ( 浅 沼 組)

秀 雄( 総 本 工 務 応)

正 世( 戸 旺l 建 設)

保 夫 (銭 高 制1)

敏 男(奥 村 剖1)

手IJ Jl it (金 剛 *11)

朝 男(中 道 組)

俊 夫(松 村 *11)

i変 ー (大 日 本 土 木)

静 二(泌 池 制1)

慎 一( 三 井 建 設)

公 善(鉄 建 建 設)

tt 久 雄(安 秘 挫 設)

fl多 民1¥(西 松 主lt 政)

耕 三( 架 本 建 設 工 ; ( ; )

哲 也 ( 山 間 建 設)
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松

三 ( 点知lill 築 事 務 所)

次 ( 日 建 設 計 )

ー ( 安井 ill 築設計事務所)

潔 (京 都 大 学)i

ｽ総務 ・ 会計 ・ 編集ｪｉ｛ｾ
日月 ( 日 住 設 計) J

宏 ( 東側l 建 築 :1' 務 所) i  
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夫 ( 川 岸 祭 ; ( ; )

i'l l¥(住 友 m 設)

季 (鴻 池 剖 ¥)

平 ( 大 阪 械 口 研 究 所)

ー ( 7 ジ タ )

二 ( 竹 中 工 務 ! 古 )

ー ( 愛 知 工 業 大 学)

{言(戸 回 避 設)

也 Ch'l 本 建 設)

雄 ( 近 畿 大 学 )

自I¥Cユ ニ オ ン)

j台{ 日本主主宰間造技術自協会)

治 (大 成 怨 設)

孝 ( 大 阪 府 建 築 部)

朗 { 日本建築総合試験所)

0 大 問

。岡 本

川 岸

O 小 林

鴻 池

O城 口

O 辰 巳

OEEl 村

中 山

西 川 秀

必 チ|ニi ! oi

( 事業) 7 名

板 井 亨 介(銭 谷 組)

今 村 祐三 郎 ( 大 阪 建 設 業 協 会)

O 多 井 幸 男( 多 弁 建 築 研 究 所)

藤 木 鍛 三( i草 木 T 務 庖)

坊 ! 内 史 自1¥(第 一 工 業 )

本損! 日 聴 ( 大阪市r . I l 市指刷局 )

O 三 品 '@. 夫 ( 大阪市建築技術協会)

(研修) 6 名
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i:jt (成 島 主lt 泣)

富 ( 近 畿 大 学)

ー ( 竹 中 工 務 応)

笑 (大 袋)

度 三 (ii li 辺 設 計 )

宏 至 朗 (安井建築設計事務所)

繁 ( き ん で ん )

( 総務) 6 名

伊 藤 良

大 林 芳

栗 原 信

中 西

校 村 雄

O 村 上 秀

(会計) 5 名

奥 村 俊 夫(奥 村 組)

銭 高 善 雄(銭 高 組 )

平 尾 勝 ( ダ イ ダ ン )

崎1¥ ( ( 1. 久治 ( 三 機 工 業)

O 前 野 慶 太 郎( あ め り か 屋)

( 編集 ) 10名

チ1 上

O金 井

川 島

O 小 島

O 須 r{

竹 中

O 深 江

O 松 村

O 椛 神

新 山

( 会努) 12名

浅 沼 禎

彦 ( 三 1 4 2 t 出.J)

自1¥(大 林 組)

ｾ Ｈ 栗原工業 Ｉ

孝 ( マ ン テ ン)

吾 (松 村 *11)

夫 ( 大 阪 域 ホ ー ル)

大阪

4 日本建築協会支部長(附 )

東 海 中 島 一 ( 愛 知 工 業 大 学)

京 都 井 出 正 己W Ii' II 建築設計事務所)

辛口歌 山 北 山 俊 ( 日 新 王lt 設 工 業)

中 国 平 本 iを 秋( 日 興)

手口

克*11) :  m 夫 ( 浅:

松岡至虫、

( 監事) j台( 新井組)瀬IE  尾 危ｩＱ Ｑ 四自 Ｑ｜ Ｈ 三 比 ｾｉ 羽 Ｉ ・ 牧

専 務理 事

4 第 11回大阪まちなみ賞推薦募集

日本建築協会後援

大阪府域内の建物( 昭和61年 8 月~平成 2 年 7 月末完成 ) および

まちなみ( 平成 2 年 7 月末完成) で、周辺環境の向上に資し、かつ

景観上優れたものを表彰する 「大阪まちなみ' f t J は、下記聖書領で一

般の人々からの推胞を募 っています。

行iU時受付 1991年 7 月 1 日( 1] ) - 7月31日(村

般的方法 推 ｭｴ 周ハガキ Ｈ または官製ハガキ Ｉに 、 推 ｮｾ 物件の名称、

所在地、完成時期、 t1Eas理由、 推1t
l

g者の氏名 、迷絡先住

所 ・電話番号を記入。ひと り何点でも応募可。

発 表 1991年 10月下旬

間合先 大阪都市景観建築 ｮ ・・ ｬＧ ｾ務局Ｈ大阪府建築士会内Ｉ

T E L  06-947- 1961 F AX  06-943- 7103 

第26回アイカ現代建築セミナー

4 マイヤーrARCHITECTURE TODA Y  J  

.  

， 

l  建築と社会/ 1991年 6 月号

アイカ現代建築セミ ナ一実行委員会主催、日本建築協会ほか後援

の現代建築セミナーは、 i ARCHI T ECT UR E  T ODA  Y  J と題し 、リ

チヤード ・マイヤーをま蒜師に迎えて開催されます。

・大阪会場 1991年 7 月30 日(刈18: 30- 20:30 ( 開場18: 00)

会 場 御 堂 会 館 大 ホ ー ル ( 定 員906人、入場無料)

( 大阪市中央区久太郎町4- 1-11 T E L06- 25ト5820)

アイカ現代建築セミナ一笑行委員会事務局( アイカ工業株

式会社大阪支庖内、 T E L06- 261-1510)

・東京会場 1991年 8 月 1 自体)18: 30- 20・30 ( 開場18:00)

会 場 日本教育会館一 ツ橋ホール ( 定員 882人、入場無料)

間合先 向上 ( アイカ工業東京支庖内 T EL 03-3342-1038)  

間合先



一一一一 日 本 建 築 協 会 会 告

平 成 3 年 4 月24 日開催の定例理事会において、下記のとおり各常設委貝会委

員を委l版作、 た し ま し た 。( 敬称略 。印委只長 O 向Jf，iI I委只長 . 印刷委只長代行

ム 印 ｉｾ 宇 Ｇ Ｑ Ｇ［ .‘ 印件・1>代行 楽印刷問職場名は略材、 をmo、ました)

平 成 3 年 度

4 日本建築協会常設委員会委員

政 本 文 彦( 大

. 広報小委員会

O 原 見 昌 志 (安井主主築設作1>務所)

ム 奥 村 進 ( JI(畑l主11築 '1>務 所)

ム門 川 清行 Ｈ 竹中工務，，ｾ［ )  

ム 川 村 民 次( 住宅 . ｲＮ ｾ ￯ 附 ｬ 柑 公団 Ｉ

ム 酒 井 重 治( 野 村 建 設 工 業)

ム 宮 内 宏 (三 五 im '1>)  

伊 藤 武 夫(大 林 組)

小 笹 光 彦 (ランテ汐計画 '1場所)

紙 西 孝 彦(昭 和 設 計)

r，t¥ 昔11 瀬 (住宅・都市制品1公団)

木 場 公 典 ( 大 阪 府 建 築 部)

坂 本 哲 郎 (関 西 氾 力)

佐 藤 稔 ( 束矧建築事務所)

下村健治 Ｈ 修成建設ｗＮ ＱＢｉｾｦ 校 Ｉ

高 僑 武 史 (7 ジ タ)

谷 本 敏 和(き ん で ん)

閉 村 美 喜 男 ( )J[! 尚 子)

中 西 稔 ( 西日本旅符 鉄 道)

三 上 不 二 夫(銭 高 車Il)

・若い会員の集い小委員会

0 杉 本 真 一( 大 阪 芸 術 大 学 )

ム 内 仲 毅 ( P P  1 )  

ム大 川 和彦 Ｈ 大阪 ｬ ＨＮｦ建築 ｩｾｊＩ Ｉ

ム 松 限 章 ( 竹 中 て 務 的)

ム品目回 ｾￍ￭Ａ 司 Ｈ 大阪大学 Ｉ

小 田 修 一 (大 林 組)

大 森 智 子( 武 1.11川女 f 大学 )

久 村 宗 懲( 大 阪 市 住 設 応 )

県 回 和 夫 ( 阪 急 ¥ i L 鉄 )

佐 々 木 晴 子( 大阪市町Il i I i ' ，洲町 )

似 井 目IJ 雄 (大 林 高Il)

ぬ |塗 男 (安雌忠I 1fill 築研究所)

iMi 藤 良 雄 ( 西日本旅客 鉄辺)

III 中 房t(へ y ズ)

l王i 畑 重 日 月( 坂: i T ill 築研究所)

竹 内 利 明 (浅 前 車Il )

i1包 野 豪 手IJ (大阪市都市経協同 )

手 烏 広 行(住宅都市鋒備公団)

土 井 正 ( 大 阪 市 立 大 学)

長 路 史 朗(治 水 生11 設)

藤 記 真 ( 日 建 設 計 )

附 田 昌 彦( 大 阪 I(.f 建築告11)

松 本 明 (戊11 議ill ! R研究所)

山 口 圭 一 ( iili 辺 設 ，ltl

山 問 手o ｾｗｒ 主 ￟ コ ンサルタンツ Ｉ

山 本 勝 彦(宏、Jt-ill築設，1十1>務所)

米 井 究 Ｈ 束知 ｬ 主Ｑｬ ｾＧ Ｑ Ｇ［ 務所 Ｉ

- 工高生教育小委員会

0 手口 問 康 由 ( 大阪市立工主主高校)

ム納 絵 47t 志 (泊予T問 調 取 ・怒矧1)

ム 三 宅 育 男( 布 地 工 業 高 校 )

今 村 泊 二( 東知lill 築事務所)

景 山 公 三( 西野田工業高校 )

小 山 将 史( 堺市立工業高校 )

武 田 雄 二 (刊 工 制 使 ・定時制)

出 雄 |径( 百111: .¥工 業 高 校 )

永 島 敏 郎(安井北築設計'1>務所)

水 嶋 易 自II( 自 主11 設 計)

- 建材委員会

主11材コンサルタント・新主I l 材のtJi 介

阿 音11 修 (松 村 組)

緒 野 達 雄( 竹 中 工 務 庖)

岩 口 勝 ( 大 ill 設 計)

岡 山 f言( 奥 村 組)

小 幡 義 明( 成 品 建 設)

布!i 本 正 和(銭 高 組)

。 金 井 弘 次

小 西 努 ( 大 成 挫 設)

O 近 藤 達 夫( 大 日 本 土 木)

小 谷 防 次郎 ( 日 ill 設 計 )

問 中 ｪｾ ｊ Ｈ 大阪セメ ｊ ト Ｉ

竹 凹 三 夫( 泊 地 * I l )

近 海 一 弘 { 日本ill 築総合試験所)

( 大 阪 府 建 築 部)

二 ( 脱 水 工 務 庖)

輔 (熊 谷 組)

一 ( 1昭 和l 設，汁)

弘ｾ Ｈ 大林組 Ｉ

i卒( It 宅・郎市特1曲公団 )

ｾ［ｉ ｉ ｉ Ｈ 昔 Ｇｊｉ 吐 ＱＱ 築設 ｮＧ ｬ ＾ 粉砕 Ｉ

由II(ボ 郎 大 学)

ii': i (新 井 組)

美 (戸 田 建 設)

笑 Ｈｩ ， ｉｊ ｾ 水建設 Ｉ

I; 'i: ( J ! l : 畑建築事務所)

次 ( 点ir紡エノJ ニアリング)

U!1( 近畿地 )J 建設局 )

ー( 関 西 大 学)

水 NTTI制限際掛セント )

tJ!J. ( 新 日 本 製 餓)
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設)ill 成際 世 ] 攻 ( 京 都 市 住 宅 局 )

佐 藤 勝 ( 京都府土木選楽部)

高 見 成 志( 兵庫県都市住宅ffll )

中 ｽ ｾｪ＠ ヲL 志 ( 大 阪 市 計 画 局 )

. 作品作風小委員会

荒 川 朱 美( 京都芸柑抱JY民 学)

遠 藤 公 介(竹 中 工 務 応)

尾 崎 久 純( 束知l建築事務所)

問 本 |後( 日 建 設 計 )

・ 北 様 修 一 (安井越築設計事務所)

問 中 均 一( 兵庫県都市住宅部)

自 国 昌 義(大 林 組)

稲 J也 一 彦(治 水 建 設)

前 川 治 彦 (前川治彦建築研知計)

松 田 普 弘(昭 和 設 計 )

松 村 衛 ( 大 阪 府 建 築 部)

0 7#J 下 幹 雄( 大 建 設 計)

水 川 尚 彦( 住 友 信 託 銀 行)

・会員企画小委員会

伊 藤 郁 郎( 日 建 設 計 )

稲 木 裕 子 ( リクルートコスモス)

尾 崎 俊 文( 近 畿 地 主Il )

大 沢 智 弘 、( ii'i 水 建 設)

北 村 恭 一( 大 建 設 計 )

グレッ夕、 ・ホ ー ル レノゾピ7ノビルf i >1ワイ/ ) ，プ)

小 板 紙 鉄 雄 ( 長谷エコーか一泊ン)

小 林 不 一( 近 畿 日 本 鉄 道)

. 佐 伯 由 紀 子(安井建築設計事務所)

佐 野 洋 ( 日 本 設 計 )

O 高 田 光 雄(京 都 大 学)

. 高 的 胞 子 (デザイン ・オフィスレイ)

塚 口 l明 i羊(塚口明洋誼j築研究室)

地 洲 昌 利 ( 神 戸 市 交 通 局 )

山 初 章 子( 神 戸 市 住 宅 問 )

・広告企画小委員会

.i也 榊l 俊 男 ( 7' ジ 7 )  

上 井 普 ー( 東 洋 シ ヤ > 7' ー )

衣 川 徳 好(i i'i ' 水 建 設)

O 佐 野 党 志(絞 村 * l ! )

山 東 晃 (大 林 組)

下 村 甫 ( 竹 中 工 務 1;5 )  

原 因 常 介( ク リ ヤ 7 )

除 問 孝 吉 ( 1免 品 建 設)

山 下 修 司 (安井辿築設計事務所) .  
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屯

'w(近 畿 大 学)

修 ( 修 処 築 '1> 務 所)

f:re(h
1

l 水 建 設)

↑吾(松 村 総)

公 雄( 脱 品 建 設)

麟 太 郎(関 西 大 学)

{圭 <<IJ ( 川 村 建 築 構 造 )

H美 意思( ll 自 制I 設 計)

康 信 (大阪工業技術専門学校)

孝 子( 大 阪 府 雄 築 部)

目よ(大 林 組)

跨( ( 大 成 建 設 )

孝 ( ! ! [ 南大 学)
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。
。- 教育委員会

処築教育についての調査、研究、. 講座なら

びに工高生デサ' インコンクールなどの企

同lおよび実地

。 片 倉 健 雄( 近

・2陣習会小委員会

0 金 回 宏 (大 林 車Jl)

ム 尾 崎 充 宏 ( 竹o J ' て務応 )

ム 雌 井 俊 彦 (大 成 411 J生)

上 回 昇 ( 1免 J: ，lj ! s 設)

l珂 忠 生 (銭 向 車Il )

同 総 窓 I @松 村 *I l)

中 川 徹 ( 治 水 all 設)

服 部 勝 輿 団 地 車Il)

成 啓 亭{滞 i" 品Il )

大畿

。 多 井 幸 男 ( 多封建築研究所)

O 三 好 機 ( 竹 中 工 務 1;5 )  

. 見学会小委員会

0 南 次 郎( 浅 沼 * I l )

ム 伊 東 史 民II(大 林 組)

ム 久 保 田 秀 男 ( 日 建 設 計 )

ム 中 川 滋 ( 竹 中 工 務 的 )

ム 稲 家 敬 (大阪府住宅供給公社)

f'J ト 育長 ｴｾ ｬｊ Ｈ 松 村 剥1)

M 問 実( i ，' ; 水主II 設)

太 聞 正 三( 版 木 工 務 応)

jゐ 回 民 彦 ( i，'j - 水 ハ ウ ス)

旺l 中 進 三(大阪市都市館協 J"j )

M 向 精 夫(1免 bA ;ru ｾ Ｉ＠

ｾ ｉ ｪＮ＠ 9! f' TH 彦 ( 鴻 池 m)

松 本 ｴｾ ｱＮ＠ !変( 東畑建築 ・l' 務所)

記長 四 万 次 (安打強築酎ド1>務所)
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Ｈ 束姐 ｬ 建築 Ｇｉ＾ｾｦｩ 所 Ｉ

稲 葉 繁 夫 (繁挫築十時造設計事務所)

ム戸j 彰 ( 竹 OJ ' T 務 1;5)

多 fI 謙 蔵( EI 雄 投 l刊)

針 村 外喜 夫 ( 大 林 組)

馬 場 石)f 介 ( 大 阪 大 学)

設備分科会

池 田 秀 行( 新 菱 冷 熱 工 業 )

遠 藤 j丘( き ん で ん)

大 田 克 彦 (総合設備コノサル7ント)

M 井 宏 修 ( j! i : 畿 大 学 )

河 津 |佳 之( 河川l 降之・1>務 所)

企 伊 達 正 雄( 大阪市都市技術局 )

施工材料分科会

有 光 利 ifi ( ｉ 免ｽ［，ｾ ill 設)

組 問 実 ( h'f 水 挫 設)

加 藤 民 ( 大 阪 府 官 給 室 )

小 椎 八 重 綴 ( fo' [ 水 ハ ウ ス)

志 水 史 典 (大 林 組)

ム 村 上 信 直( 竹 OJ' 1二務 的 )

法令分科会

稲 継 典

岩 田 純

l官i (大 阪 市 計 画 局 )

I在( 日 鐙 設 計)

子 ( 総 合 調 査 設 計 )

彦 ( 京郎工35撤紺;大学)

人 ( 神戸市郎市計画局)

吾( 三 井 不 動 産)

正 ( 竹 中 工 務 I苫)

子 ( イノタープラン )

紀 ( 純 水 ハ ウ ス)

材i ( 大 阪 大 学)

彦 ( 神 戸 市 住 宅 局 )

ー ( 大 阪 府 ill 築古11)
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デザイン・自子正人

( ダラ 7 {  .， 7デザイナー )

日本タ イポダラ7d品全全u

モチーフは毎日政送本社ヒソレ@

そしてカラーは 恥わすれな ぐさ

色¥

わすれな ぐさに縄わる f? JI/.tJ仁

ドイ; 11こ鈍っている.

ドナウ川町辺をー剖iの男女が歩

いていた。 lY年が111のIII 洲lこ咲

いているこの花を ｉｲｾ りに印きＮ

引き返すときに、急流に巻き込

まれてしまう 。彼は 「私を: t J 1

ないて-. / J と叫びながら J高み

取った花束を恋人に投げて、水

中に姿をmした。そして彼女は、

亡き人の忽い出の花を生誕身に

つけてし、たと L 、う 一一.

哀悠と優しきのカラーイメージ。

・特集予告

7 月号/ きんt ん

B 月号/ 建築紛争一計画から

嘘工ま でを追う ー

建註現場のイメージアッ

プ作戦( 置称・予定)

，. 

日

日

会

会

川

お

九

社

聞

社

副

社

問

問

l

明

一

進

服

制

限

雌

附

州

ぷ

肌

衛

側

主

攻

勝

航

時

閣

械

け

嫡

峰

t

M

4詑

術

糊

品

川

糾

倣

肌

ト

日

開

ι
洋

雌

船

出

軒

雌

削

十

制

批

晃

市

的

特

例

附

日

間

判

開

口

ば

叩

時

一

叶

叩

…

ー

公

藤

)

軒

ノ

;

E

画

グ

f

i

画

1

3

H

O

i

-

-

H

9

H

袋

池

度

雌

川

井

法

達

制

光

川

世

k

f

上

軒

続

四

川

勝

U

A

b

作

川

雄

崎

本

海

中

山

地

川

川

村

下

H

E

膿

木

崎

沢

村

Y

桜

林

伯

野

附

惜

U

湖

喝

詮

捌

井

川

野

東

村

H

日

下

印

6

6

本

本

削

↓

刈

同

制

問

~

H
M
ω

酬

畑

山

1

3

K
M世
河

川

一

叩

品

川

舶

小

L

U

松

山

一

m
m
g樫

佐

町

村

一

一

荒

川

岨

尼

問

一

川

山

山

パ

川

銅

山

松

松

倒

川山

一

寸

稲

尾

-
K

北

作

小

14
住

町

一

一

原

則

川

山

町

刈

よ

衣

悦

山

下

即

断

山

一

年

年

一

M

M

目

一

山

度

一

昨

ト

釦

ω

同

ト

山

内

相

潔

ま

成

白
0

・
j

o

-

-

-

a

a

l

l

i

-

-

i

・
e

・
-

o

o

o

-

J

e

l

l

i

-

-

-

j

o
i

e

-

j

-

:

桝

3

3

法

法

制

口

写

O

総

i

o

叫

t

m
M

州

Y

u

u

t州

ト

質

釘

繁

M
引

間

判

員

階

引

は

い

川

町

U

附

州

附

削

刑

制

制

J

1州

制

区

制

制

脚

U

h
剛

山

間

牝

協

議

彰

禁

足

払

訪

問

問

L

M

1
危

間

電

側

員

理

宏

委

宏

顧

委

制

系

川

不

7

奨

か

骨

外

八甘

寄

島

所

面

畳

畏

委

集

土

井

島

品

目

中

江

村

神

山

集

神

集

集

画

一山

村

端

楠

木

中

計

川

尾

関

村

築

山

杉

副

野

村

川

藤

本

金

本

羽

刊

合

森

楠

祖

師

谷

浦

川

市

明

川

問

造

業

賀

村

場

備

回

副

刷

行

刊

行

刊

{

金

集

編

升

金

川

小

須

竹

深

松

鴻

若

緬

構

編

束

絹

計

制

梅

河

小

鈴

問

中

松

山

繍

吉

伸

也

石

上

江

菅

北

県

佐

原

刃

山

首

れ

石

大

大

加

神

北

車

時

凶

館

構

稲

刈

多

野

鳥

段

池

印

f

t

瑚

会

副

編

・

・

・

・

*

官

官

O

出

古

来

O

*

0

*

O

印

発

発

発

向

6  
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8 3 1  

ｾ創刊 建 築 と 社 会 C AR CHI T E CT UR E  A ND  S OCI E T Y  

l  Ｑ 鯉￭ｉｉ ｾｈｩￊ ｬｬｓ

特集. 建築と土木

・毎日放送本社ビル

. 近畿地方建設局営繕部

SPECIAL FEATURES ON  ARCHITECTU.紅 AND CJVILENGINEEIVNG. THE NEW BUILDI NG  OF MAINICHI BRO!l IJ CAS 

'J1NG SYSTEM HEADQUARTERS. &  TflE CONSTRUCTION  IJEPARn1ENT  OF KI Nね DISTRI α.CONSTRUC71ON  BUREAU 

会告 平成 3 年度日本建築協会役只会務分掌評議n・支部長常設委只会委只' 7 イヤ _ CARCHI T E CT URE T ODAYJ .  

第 ＱＱ 回大阪まちなみ ｲｴ 推 ｩｾｴ 募集

大 阪 が ス 姫 路 支 社作 品 作 風

A R T  P R OC E S S  

bei ng 

スケ ァチブ y ク

ブックステーション

I NF ORMAT I ON 

レポート

新建材紹介コーナー

G B R Cニュース

建築の眼

特 集

プ ロ ロ ー グ

第 1 場

第 2 場

第 3 場

モ ノ ロ ー グ

エ ピ ロ ー グ

特 集

グ ラ ビ ア

本 文

特 集

グ ラ ピ ア 作 品集

本 文

挨 拶

メッ セ ー ジ

施工材料の頁 179

構造の頁 193

月報

I NF ORMAT I ON 

K OR Y O hYi E13ホ ー ル

設 計 監 理 : 安 井 建 築 設 計 事 務 所 4  

施工鹿 ｽ ｾ｜建設

設 計 既 製 N A K建 築 事 務 所 苛 智 設 計 ー奥 村 組 一 _ 8  

施 工 奥 村 組

設計 l五耳li ・EI建 設 計 笑 施 ・背 併 設 計 協 力 鹿 島 建設 一 一 10  

施 工 l庇J，' .，' ;建設

長山奇国際テレビ

日下部漬江 12  

HUBE RT  DUR T (ユーベノレ ・デ ュルト ) / 堤 展子 14  

最近竣工した新建築作品 8 点 (Nu2347- Nu2354)  16  

短評 6 冊/ 稲木裕子. 大沢智弘ー山時章子 17  

第 16回吉岡五十八 11 18  

T A K E NA K A  A RT  F OR UM 子J包/ 川 北 英 19  

OM- A S塗 装 2 1  

外壁仕上げ材 の民外暴誌による 汚染性試験の概要 2 3  

街路の公共地設デザイン / 岡崎 甚 幸 京 都 ら し さ / 図版 勲. 建築家と才能/ 西 部 明 郎 必 業 設 計 者/ 大内

主r H  

建 築 と 土 木

建 築 と 土 木ー そ の 技 術史

建 築 と 土 木一 対 立 か ら 融 和 へ

建 築 教 育 と 土 木 教 育

k

u

n
ツ

q

4

2

2

3

 

一

一

一

邦

攻

文

光

成

田

名

木

古

春

鈴

境 界 領 域 に お け る ラ ン ド ス ケ ー プ デ ザ イ ン - 21世 紀 へ の ア ー パ ー ニ ゼ シ ョ ン に 諜

民話を求めて 近 藤 公 夫 一 - 3 4  

都 市 デ ザ イ ン に お け る 建 築 と 土 木 の か か わ り 北 沢 筏 36 

コ ン サ ル タ ン ト カ ら み た 建 築 と 土 木 野 村 康 彦 一- 40 

建 築 と 土 木 の 協 力 と 共 同 一 大 林 組 の 場 合 三 浦 昭 商 一 - 4 2  

建 築 と 土 木 の 融 合 鹿 島 建 設 の 場 合 小 品 雄 一 - 4 3  

建 築 に 土 木 技 術 が か か わ る ー 竹 中 工 務 l苫の場合 寺 田 邦 雄 一 - -/. 4  

公 共桃 造 物 の デ ザ イ ン の 充 実一 橋の設計ーを通じて 松 村 博 一 - 4 5  

街 路 景観と自己 ｾ ｴｬ 設制 ｩｩ 和国 道 夫 4 7  

大 き な プライドと 中 ぐ ら い の 稲 時一雄築と土木のノ マー ソ ナ リティの迎い一一一一一一一佐藤 正 ｾ ｉｉＭ 4 9  

「全国 土 木 系 女子 学 生 の 会」 の 発 足 伊 藤 麻 由 子 一 一 50

環続デザインを学んで私のなかの入、空間、自然一一一一一下出笹子/ 古 津利 恵/ 前 町 久 美 子/ 山本玲子 一一 5 1  

環 境 安 紫 と し て み た 土 木 構 造 物 雌 本 修 三 53 

ま ち に い き づ く 大 阪 の 僑 山田 政 弥 一 - 5 4  

三 都 に み る 建築 と 土 木 鈴 木 克 彦/ 吉 村 英 祐/ 田 中 直 人 一 一 56

毎 日 放 送 本 社 ビ ル

毎 日 放 送 本 社 ビ ノレ一一一一一一一設計盟主理日建設計・大阪/ 施 工 大 林 組 ・竹 中 工 務 府 共 同 企 業 体 一 - 65  

放 送 新 時 代 を 先 取 り し た 新 社 屋 r  務総 守 慶 一- 8 .l 

企 画 箱 崎 1 ' t - 8 2  

建 築 中3j 進 ・渡 辺 豪 秀 ・藤 井 詔一 - 安 江 広 一 - 8 4  

外 装 木 村 啓三 ・安江 広 8 8

構 造 斎 藤 幸 雄 ・平 野 広 之 一- 90 

設 備 今 井 宏 自1¥・ 池 滞 成 和 杉 山 隆 ; 庄 野 理 文 一 - 92 

施 工 小 架 武 男 ・侮 原 弘 記 98

放 送 シ ス テ ム 繁 沢 苧 松 並 利 引 l 一一 100

イ ン テ リ ア ・アート 中 小 路 泰 久 山 本 和 仁 一 一 102

一 般 図 ・概 袈 104  

近 畿 地 方 建設 局 営 繕 部

l  神 戸 地 方 術 易 裁 判 所 合 同 庁 舎 ・2. (1也岡市 庁 舎 ・3 . 奈 良 国 立 文化 財 研 究所 飛 l 以来 l尽宮発4即刻査

部 ・4 京 都 国 立 近 代 美 術館・ 5 国 立 京 都 国 際 会 館 6  匡l立 若 狭 湾 少 年 自 然 の 家 ・7 天 理 市 庁 舎 ・

8  国 立 文 楽 劇 場 ・9 神 戸 第 ] 地 方合 同庁舎・ 10 奈 良 国 立 博 物館・ 11 奈 良 県 庁 舎 ー他40作 品 一 一 106

作 品 位 世 図 14 4  

よ り よ い 公 共 建 築 を つ く る た め に 佳 山 正 彦 一 一 14 6

公 と し て の 度 量 大 谷 幸 夫 一 一 14 8

公 共 建 築 へ の パ プ 1) .， ク性 級 文 彦 14 9

官 公 庁 営 絡 の 将 来 的 在 り方 巽 和 夫 一 一 15 0

魅 力 あ る 公 共 建 築 を め ざ し て 原 因 明 治 一一 15 1

ポリ 7 ー セメント絞合唱橡阪防水/ 大久保芳博 17 9  

関西国際空港旅も; ターミナルピルの構造計画/ 多賀謙蔵 18 0  

平成 3 年 4 月分 18 2  

環境にやさしい主II 築デザインは可能か l 深化する建築 居住空1:目的未来を探る 波辺位手口氏の出版記念。パーテ

ィ開 fm. 日本建築学会の 「建築家講誠会 J J: Hfll i . 立体道路制度を所用してー第二京阪道路上にコミュニティ ・ス

ペースを建設一. 第 5 固建築環境デザインコンペティン ヨン. 第 3 巨11 キロンデザイ ンコンペ 一一一一一一一一 18 3

3  



大阪ガス姫路支社

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 鹿 島 建 設

外観西而 外観東南I而

4  挫築と社会/ 1991年 6 月号

所 在 地 姫路市神屋町 4- 1 他

敷 地 面 積 6，433. 47 m
'  

建 築 面 積 2，753. 48 m
'  

延 床 面 積 7，582. 29 m'  

外観西前

情 造 規 模 RC、5F (業 務 棟 ) s、2F ( お客様施設棟)

工 期 平 成 2 年 2 月一平 成 3 年 2 月

最 寄 駅 J R 山陽 本 線 姫 路駅

撮 影 花 城 辰 男

“  



ｾ Ｎ＠

エ ントランス廻り アプ ローチ

5  



ホール兄 t げ

敷地は、 J R姫路島1'( の北京およそ 1.5 kmの位; 丘にあ お谷線総訟陳は、鉄骨 21; 皆挫で、ガラスカーテン

り南側 に国道 2 号 線 、西 fWJ に6.5111 の 2 方向道路に ウオールとパネルの IlI lfmを持つ' 1 E 1 : 快で親しみやす

困まれた角地で、 WJ( J a. ftfi ;f j'lは約6，400111' である 。 ぃｾ物とし、会 ｴ ｖ 降に 利 用 ｈ Ｚｾ 米るように配慮した 。

ここに、' & 路支祖と} j 主婦支社の統合に伴い、兵1 > 1 1 . 1  1滑はショールーム ・料忠誠符室 ・カフェテ リア

凶支社 となる業務 般 の 建替 えと、 「ふれあいを大切 コーナ一、 21; 皆は多目的ホール ・ギャラリーで相

にしたい j r文化の発信拠点でありたい j r地域に 互の間仕切りはスライデイングウオールで行い、

武l献できる施設をつくりたい」 という大阪カ' スの 各純ノ マーティ一等の l侍は間抜して多目的ホール ・

コンセプトのもとに、お答様施設僚の新築を計画 ギ ャラリーが一体利用出来る僚にしている 。

した 。 お客様施設似の南 2 号線沿いにプラザを設け 、盆

ショールーム y ョールーム

6  

ｾｬ ｦｊ＠ 1) ・N( 木rli 等の 各傾イヴ ェントが行える坊とし、

又 地 主ｫ 住民の恕える士 ｾｪ として開放した 。 この プラ

ザには各純の楽しめる装;丘、 たとえば野 外ステー

ジ ・キ ッズの森 ・11(:t7k . + J II ・ガス灯 ・街路樹な

どを配している 。 業務相Rは R C造 51; 皆建てタイルI ! 占

ライトグレーの建物 で、コ ・ジュネレーションシス

テム、情報通信 y ステム 、ガスによる個別 分 散空

調システム等を採用している 。

( 大 阪 ガ ス 技 術 部 ・安井建築設計苧務所 )

、‘



l 階平面図 1  :  1，000 

ぜ

料理t陣営 室

2 階平面 図 1  :  1，000 

ホー J レ・多目的ホール

事 務室
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K OR Y O 5青田ホ- ) レ

設計監理 NAK建築事務所

音 響 設 計 奥 村 組

施 工 奥 村 組

所 在 地 神 戸 市 北 区 山 田 町 小 部 字惣六畑山 12- 3

敷地面積 2，622. 93m'  

建築面積 1，802 .40m'  

延床面積 5，023. 09 m' 

構 造 規 模 RC(一部 S) 、日IF、4F

工 期 平 成 2 年 3 月 一平 成 3 年 3 月

最 寄 駅 神 戸 電 鉄 北鈴 蘭 台 駅

撮 影 稲 住 泰 広

ｾ＠

8  
" 皆平面図 I  :  1，000 

正I師外観

凶 六 'T' ・神 戸 の ベ y ド タ ウ ン と し て 発 展 し つ つ あ る 鈴 蘭 台 ニ ュ ー タ ウ ンの

ー 画、六甲の自然、と街並みの接点に位置するこの建物は、 神 戸 弘 陵 学 図 の

旅 立 と し て 建 設 さ れ た 。 設 計 主 旨 と し て 1 ) 今 ま で の 学 校 に な い 多 目 的 で

グ レ ードの高い 催 しが出来るホーノレである ｾ ｊ Ｇ ［ 、 Ｒ Ｉ 周辺と調和 したテザ イ ン

で あ る ，'] >; を主阪 に 計 画 を 進 め た 。

フ ァ サ ー ド は y ンボ ノレ性 を 印 象づ け る シ ン メ ト リ ー な 枠 の ヰ1に 、 ア ー ル 形

状 を し た エ ン ト ラ ン ス 部 分 を シ ン メ ト リ ー を く ず し て は め 込 み 柔 ら か み を

持 た せ た 。 111l J而 は 六 甲 の 山 並 み を モ チ ー フ に 三 角 屋 似 て十品成 した 。 また 、

外 堕 仕 上 げ は 大 き な 壁 面 が 多 〈、7客ち うむし、た色の四丁掛タイノレを使用した 。

1 ，000人収容のホーノレは、多彩な学校のmi し に 対 応 で き る よ う フ ラ ッ トな床

とし 、 'i l L 動式可動客席を係用した 。 また、平筒形状を、高月主的に i亙れてい

るシ ュー ポ y ク ス タ イ プ( 矩 形 ) とし、いわゆる無目的ホーノレにならないよ

う、さま ざまな' fIj ，しに 過 し た 残 響 時 間 を 実 現 す る た め 残 科 可 変 装 世 ( 天 井 ・

後 ｮ［ ｾ 部 ドや 、 Ｇ ， ｬｌｩｊｩ ｬ ｊ 式音響反射板 Ｈ 舞台音 ｊ｜ Ｉ を採 用した 。

こ け ら 訴 し の 目 、 辻 久 子 さ ん の バ イ オ リン の 生 の 音 の 枠 き が 深 〈 印 象 に 妓

って いる 。 こ の 建 物 が 学 生 生 活 の 想 い 出 の 1 ペ ー ジ を 彩 る 司王ができればと

原;ii っ ている 。

断面図 I  :  1，000  

、‘
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長崎国際テレビ

設 計 日建設計 喜審議i協 力

監 理 日建設計

施 工 鹿島建設

所 在 地 長 崎 市 出 島 町 11-1

敷 地面積 1，347. 76m'  

建築面積 1，107 . 15 m'  

延床面積 6 ，283 .42 m
'  

構造規模 5 、 7 F、 P 2

工 期 1989年 4 月一 1991 年 l 月

最 寄 駅 JR 長崎本 線 長 崎 駅

撮 影 河 野 博 之

鹿島建設

敷 地 は 、 そ の JT、 EI4玉の鎖国時代に i唯一 オ ラ ン ダ /)f.jか れ た テ レ ビ 局 を 目 指 し た 。 即 ち 、 局 と し て の J レ と ホ ワ イ エ 、 ロ ビ ー の 聞 の 間 仕 切 は 可 動 壁 と す

とヰ: 凶に l操っ て 交 流 が 行 な わ れ た 長 崎の 出 品 に あ ス タ ジ オf也、放送関連機能は上層| 滑に集約し、低 ることによリ、 ｪｊｾｪｽ Ｑｘ的な 一 体空間となり、フロア

り 、 テ レ ビ }，dとし て現 代 の 国 際 化 、 情 報 化 時 代の Ｉｾｪ 滑には多目的ホ ー ルを併設することて｜ソフト 全 体 が 県 民の 人々 の 間 際 交 流の ステ ー ジ 、また.

情 報 発 信 基 地 に ふ さ わ し い 歴 史 性 を 有 す る 立 地 で ハー ド ｮｬｩｪ 而で、より充実した地威主主 主 ｲｲ ｊｾｾ の パ ブ 創造的空 ｉｈｬ を ｩｾｬＺｂ する多目的イベント の ステー ジ

ある 。 リッ ク ゾ ー ン を 雌 保 し 、 般 極 的 に街を呼び込み、 として 利 用 される 。 主l ! 物は、新しい Hj ': hに 立 地 す

計 画 に 当 っ て は テ レ ビ 局 の も つ 使 命 で あ る 充 実 し Ａｊ ｩ へ 出る姿の市民 ｪｊｾ ｊＩ，度的釜山を迫 τ Ａ とした 。 船のデ る 文 化 . t?i鰍品目をイメ ー ジしておリ、庁、ワイエ似

た 番 組 及 び ニ ユー ス をリアノレタイムで確実、安全 ッ キ を モ チ ー フ と す る 空 中 歩 }Jl Uを も っ 11欠 抜 ロ ビ ー り の 床 及 び 手 術 は 船 の デ y キ 床 ・手 摘 、 ト イ レ ・

に送t J 1す る だ け で な く 、 長 崎 の 歴 史 と 文 化 を 大 切') ! 立、スタジオとして番組収鉢が可能であり、 21: 皆 サ ー ビ ス コ ナ ー の 小 :f!. は自白の ;!. L: ' e をモチ ー フと

に し な が ら 、 さ ら な る 国 際 化 の 時 代 に あ っ て 、 住 の多目的ホーノレは 、判 11年ステ ー ジ ・糾 1'牢天井をは している 。 この Ｉｕ ぞの ｉｉｬ ｾ 前には長崎泌がせまり、

か な 文 化 の 創 リ手 と し て 、 県 民 に 税 し ま れ 、 か つ 、 じめスタジオ訟判il . 11央写設備等を 11iii え 、 あ ら ゆ る ＱＱ ｾ 仏ならではの奴飢が楽しめる設計とな っ ている 。

国 際都 市長 崎 に ふ さ わ し い 国 際 交 流 の 場 と し て の ジ ャ ン ノレのイベントに対応できる 。 と く に 、 ホ ー ( 寺 岡 俊 彦/ 日建設計 ・大 阪 )

10 也築 と社会 1991年 6 月号

、.



ホール ーホワイエ ・ロビ ーが一 体利朗できる多目的ホール

A  

廻り階段見 t げ

ー

司 副.

.，・

配置 ーl '皆平面図 I  :  800 

外観
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/

/
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 2  ，皆平面図 I  :  800 断面図 I  :  800 
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ART. ァートプロセス

PRocESs 

日下部漬江

- プロフイール

新 制 作 展 ・ 行 動 展 新 象 展 出 品 受 賞

1967年 10月 東 京 個 展 / 椿 近 代 画 廊

1968年 11 月 東 京 個 展 / 秋 山 画 廊

1969年 2 月 大 阪 個 展 / 画 廊 ・ あ の

6 月 芦 屋市 展 受 賞

1970年 10 月 神 戸 新 聞 社 主 催 「 幻 想 の イ ン テ リ ア 展 」 出 品

10月 大 阪 日 下 部，賓江彫刻展/ 今橋画廊

1971 年 6 月 京者日 射 手 座 ギ ャ ラ リ ー 企 画展

1972年 l 月 東 京 個 展 / 村 松 画 廊

1973年 2 月 京 都 東 本 願 寺 会 館 議 事 堂 ロ ビー 壁 面 制 作

8 月 大 阪 日 下 部;賓j工 作 品 展 / 阪 急 百 貨 広 美 術 部 画 廊

10月 毎 日 新 聞 社 主 催 第 5 回 現 代 日 本 彫 刻 招 待 出 品

1974年 6 月 毎 日 新 聞 社 主 催 国 際 美 術 展 招 待 出 品

7 月 講 談 社 現 代 版 画〈星座 〉 シ リ ー ズ ( 菅 井 及 ・ 篠 原 有 司 男

ほ か 8 人 に よ る ) に参 加

1975年 9 月 東 京 個 展 / 村 松 画 廊

1979年 5 月 大 阪 版 画 展 「 太 極 篇 J / 堂 島 ぎ や る り

7 月 大 阪 個 展 r70年 代の 心 像 J / ギ ャ ラ リー 芦 屋

9 月 東 京 都 美 術 館 針 生 郎 企 画 「 発 言 '79J 委 嘱 出 品

11 月 大 阪 新作 展「機械の 時 代 J / ギ ャラ リー 白

1980年 7 月 東 京 日 下 部漬 江 彫 刻 展 / 銀 座 絵 画 館

1981 年 l 月 エ ン パ 美 術 賞 展

2 月 東 京 第 4 回 日 本 金 属 造 形 作 家 展 / 銀 座 ・ 和 光

8 月 東 京 日 下部 漬;工版画展「機械の時間 J / 養 i膏 堂 画 廊

10月 大 阪 日 下 部，賓江版画展/ 茶屋町 画廊

1982年 l 月 京 都 日 下 部漬 江 版画 展 「機 械 の 時 間 J / 平 安 画 廊

2 月 東 京 第 5 回 日 本 金 属 造 形 作 家 展 / 銀 座 ・ 和 光

5 月 京 都 日 下 部漢 江 彫 刻 展 / 朝 日画 廊

1983年 4 月 京者日 日 下部，賓〉工版画展/ ア ー トス ペ ー ス 虹

1984年 6 月 京者日 日 下部，賓p工 彫 刻 展 / き' やら りー ・す ず き

1985年 l 月 エ ン パ 美 術 賞 展

1986年 10月 大 阪 日 下 部漬 江 版 画 展 / 平 松 画 廊

1987年 10月 京 都 日 下 部漬 江 新 作 展/ i 工務 画 廊

1988年 5 月 東 京 日下 部 漢 江 彫 刻 展 / 愛 宕 山 画 廊

9 月 大 阪 日 下部 漢 江 彫 刻 展 / ギ ャ ラ リ ー ヤ マ グ チ
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創造とわたし

五月の若芽の息ぷ きは、 最近郊外に移り住んだ私に、

いろいろなことを感じさせる 。

! 汎に感ずる太陽の光の暖かきゃ、 草原のむせかえる様な、

素H青らしい香 り、梢を渡るさわやかな風のそよぐ音、そ

してゆるやかに続 く山並 、また空中にそそりたつ山々の

中にみるいいようのない静寂は、い ったい何なのだろうか。

激しくかわる 隆起は、なぜ落ちついた安らぎを見いだせ

るのか。その美 しい陽のあたるところと、かげりの深さ

を交互にみせる色のなすわざなのだろうか、などと 。

自然のすべてが、私達のすべてをつつみこむ。

自然の絶大とその微妙さにわたしは、わたしの中にも

つ、 自然の美の本能にゆらぎ、せわしく動きまわ ってい

る日々 に、 朝 まだき、小鳥のかわいい噛ずりに目をさま

したり、 ふ と路傍のちょっとささやかに咲く、 草花達迄

が、私に語 りかけてくれる様な気がする 。

いつも私はたずねられる、「この作品はどんな時に

出来るのですか、どんなところから生れてくる

ので、すか」と、私は一瞬困ってしまう 。

ひとくちで説明出来ないのかもしれない

道を歩いているときでもないし、お風 呂

に入っている時でもない、 点から線へ

とか面がどうのこうのとし寸、 立派

な出発点でもない様だ。

&ー

次に出てくる 言葉は、「難かしい、わからない」である 。

対照物のないところを起点にして、 自分の胸の中にある

ものを造型 してし、く 。

その深い心の美カ可架ければ1架いほど、その表現がi菜くな

る。あいまいもこ の中から、 静穏 と持続、持続 と経験の

もとに定着 させて行 く様だ。

感覚的な悠久空間から、 自分を切り離し、 自分の手ざわ

りのあるところにひきょせ、無限のも のをおさえてみて、

花火のように未来にさくれつさせる 。

常に新らしい美の発見に、 客観的に挑んでいく 姿勢をく

ずきない様に心している 。

%0  

民

国

吋

700 l  P日目。 5日日 ， 

企画協賛 . 橡式会社 ' 3: ; 守

13  



逗三ノ1

H・デュyレト一一「法宝義林」仏教辞典編集長

14  也築と社会/ 1991年 6 J.Jサ

H U 8 E R T  D U R T ( ユベール・テ' ュノレト )， 1936年、ベノレギーのプルユセノレにて生ま

れる 。 1957年、ベルギーノレーパン大学文学部東洋歴史 ・2 3f 何ト半業。( 1958年、

同 文 学 部 古 代 文 学 哲 学 科 卒 業 ) ベ ル ギ 一 国 立 高 等 学校 の教r.rJ i を 努 め ( ' 59ー' 60) 、

1960年 、 ベ ル ギ 一 国 立 学 術 振 興 会 研 究n として来日 。 京都大学文学百II ( ・61ー・62) 、

東 京 大 学 文 学 部 ( ' 62- '63) 研 究 生 と し て 滞 在。 帰国後、 ベルギーノレーパン 大学初J

の 日 本 語 教mli となるが、 1965年 12 月、文部省の招待を受け、 「法 半 談 林 J ( 仏 教 静

掛 け 編 纂 の た め 再 来 日 。 」在京日 {ム会館 と契約。 1970Af三、 フランス 1'1<1立 極 東 学 院研

究貝となり、 「 法宝義林 」 制 ｾ ｬＥ継続 。 この年 、 ヘルギーノレ ーパン 大Ｇ字文Ｇ干 ＧＺ ｭ ｳ より東

洋 学 博 士 号 を 取 得。 1976年 、 フ ラ ン ス 極 東 学 院 永 久 学 術 研 究uと な り 、 同 年 フ ラ

ンス 国 籍 を 収 得。 1980年 、 フ ラ ン ス ・パノレム ・アカデミ γ 7 勲章を 付 受 さ れ 、 日 仏

文化の交流発展に武献 。 ｊ ＮｊｬＮＺＨｾ、京都市上京区相国 寺 内林光院にて 「 法主義林 ｊ 仏

教 辞 典 編 集 長 を つ とめ 、 同 住の 研 究 に 従 事。



， 

• 

古い民家を宮大工さんが再処したとおっしゃるお宅の

所為か 。

ｾから広がる須磨の海の所為か 。

ユベールさんの廻りの空気が、おだやかに漂うみたい

fごった。

話も淡々と流れます。

フランス政府の依頼で仏教事典をフランス語で作る仕

事は、三百年かかるかもしれないと、気負うことなく

お っしゃっ たり、東洋美術や宗教学に興味はあるけど

自分は無宗教だとお っしゃ ったり 。

お宮参りで始まり、キリスト教で結婚式をして、お葬

式は仏教で行うのが普通とな っている日本の社会の中

で、私が無宗教だと 言うの と、キリスト教の中で育ち、

仏教事典に携わるユベールさんが無宗教だとお っ しゃ

るのとでは、本当に異なると，Ｑｾ、う 。

「廃材の大きな木の柱を見ると、どうして皆こんなに

あわてているのか不思議て・す」と、廃材の中から拾っ

たという神棚をいくつも見せて下さる 。

ユベ ールさんと時を過ごすにつれて、私の中に、ぼん

やりとした思いが浮いてくる 。

歯をくいしばって、や っ とのことでくぐりぬける生き

方じゃなく って、も っと別の生き方があるはずだと 。

毎日を心安らかに過ごしたいと、誰でも思うはずだと 。

それは、 宗教や教祖に頼る のではなく 、自分自身に頼

らなくてはならないのかもしれないと 。

堤 展 子 ( 陶芸家)

15 



- 写真と 概要をどしどしお送 り下さい。

凡例 . a. 所在地 b  敷地面積 c  建築面積 d  延床面積 e. 構造 規 模 f . 工 期 E  最寄駅

1341 せとうち銀行福山支庖

設 計 。大 林 組広 島 支l吉一級 建 築士 事 務 所

施 工 大 林 組 ・三島 産業 J .V.

a  広島県福山市路町2丁目67 ，68- 1・2，119- 4  

b .  1，051. 59111'  

C .  588 . 14111'  

d  .  1，736 .59111'  

e .  RC、4F 、PI

f  .  1989年 8 月- 1990年 5 月

g.  J R福山駅

1350 株 式 会 社 告 団 組 大 阪 支 庖

設 計 奥 村 組一 級 建 築士 事 務 所

施 工 奥 村 組

a  大阪市福島区儒烏 1- 96- 1

b .  257 .29111'  

203 .89111・

d .  1，180. 66111'  

e .  RC、6F

f  .  1990年 2 月 - 1990年 12月

g.  J R傾 砧駅

1353 今 池N Mビル

設 計 . 東 海 設 計

施 工 . 清水 建 設 名 古 屋 支l吉

a  名古屋市千飽区内山 3- 31- 20

b .  731. 92111・

c .  612 .22m'  

d .  4 ，916 .09111'  

e .  SRC、BI F、8F 、PI

f  .  1989年 12月一 1991年 4 月

g  地下鉄東山線 ・似通線今池駅

16 住築と社会/ 1991年 6 Hサ

1348 鳴 門 県 民 体 育 館

設 計 昭 和設 計

施 工 フ ジ タ工 業 ・清 水建設・住友建設 J . V.

a  鳴門市保養町立岩四枚11-4 鳴門総合運動公圏内

b .  234 ，400. 00111'  

C .  6 ，553 .10111'  

d .  11. 153 .52m'  

e .  RC(一昔I¥S)

f  .  1988年 7 月 - 1 9 90年 7 月

g .  J RI鳴門駅

m プロシード南塚口

設 計 御 堂 設 計

施 工 山 国建 設

a  尼崎市南塚口町 1- 284

b .  181. 10m'  

c .  127 .50m'  

d .  459 .70111'  

e .  RC 、4F 、PI

f  .  1990年 5 月- 1990年 12月

g .  1阪急神 戸線塚口駅

1354 桃花台タウンセンターピアーレ

段 計 東 海 設 計

施 工 : 熊谷・大 日本 土 木 ・徳倉J .V.

a  愛知県小牧市古雅 1- 1

b .  28 . 500 .0m'  

c .  18，398 . 5 m・

d ， 45，083 .4m'  

e ， RC、4F

f  .  1990年 5 月- 1991年 4 月

g .  名最小牧線小牧駅より新交通 挽花古セ ノター駅

1349 長 崎 西 洋 館

設 計 : 三建 設 計 綜 合事 務 所

施 工 : 大 成 建 設九 州 支 底

a  長崎県長崎市川口町 13

b .  5 ，271111'  

c ， 4 ， 735m'  

d  19 . 356m'  

e ， RC、S 、BIF 、5F

f  .  1989年 5 月- 1990年 10月

g .  J R長崎本線浦上駅

1351 C R E O武 庫 之 荘

設 計 : 東 海 設 計

施 工 ; 東 レ建 設

a  尼崎市武庫之荘2ー115

b .  427. 64m'  

c  .  218 .45 m'  

d .  640 .03111'  

e .  1笠式 RC、3F

f  .  1990年 6 月 - 1990年 12月

g  阪急神戸線武庫之荘駅

スケッチブック欄作品募集/

当欄では、日々新しく竣工

していく建築作品を記録と

して永くとどめるため、会

員の皆様から提供いただい

た作品 を写真と概要でこ紹

介してお ります。

ご掲載ご希望の方は当協会

編集部まで 、どしどし原稿

( 写真と概要) をお送 り下さ

し、。

- スケ ッチブック柵原稿用紙

を用意 して おり ます 。

ご請求くだ さい。

、‘



ブックステーション

世界の集合住宅 :20世紀の200

芦 原 義 信 監 修

20世紀の 100年間に建築された主要な集合住宅

20点を時代を追 って紹介している 。 位i . i な写

真や居住者へのインタビューにより、これら

の住宅が今どう使われているかを伝える1 ' l : 1 I l

な一 冊である 。建築後数十年を経て. t 朽化な

ど様々な問題をかかえながらも、いずれもそ

れなりにコミュニティが形成され、上手に住

み こなされているのは篤きであり、 20年 を 経

ずして陳腐化する日本の? ンションについて

考えずにはいられない 。 ( Y )

大京創業30周年記念 出版

1990. 12. 10刊 A 4 W半IJ

320頁 (非売)

著

訳

世の中建築関係のI 'J 織は数多くあれど、ここ

まで建築家をリアルに語っている往物はあ っ

たろうか. 現在建築家であらんとする人にと

っても、またこれから建築家を目指す人にと

っても、本r_!.t : は何らかの指針となるであろう 。

佳築家はもうかるのか? 建築家としての才能

はあるのか? 建築家としての仕事は常にある

のだろうか＿越築家のｾｩＺの部分だけを語らず、

客観的にむしろ冷静なまでに夢と現実を諮る 。

この本を最後まで逃げずに読み切れれば、気

持ちはもう主主築家である 。 (1 )

S Dライブラ リー⑤

ア ー キ テ ク ト ー ー 建 築 家 と は 何 か

R.  ) レイス

六鹿正治

鹿島出版会 1990. 9. 11 刊

A4判 304頁 3，914円

D A建築図集

オヲイスビル II

アー ノ〈ンオフィスビル闘t J!'

市民派のデッサン

困 ｫｾ ｬｾｬ Ｎ p.J 獄 一 貫

市民派のデ: ソサン

大阪の展望

一貫 著森

新日本建築家協会編

本舎は、 「オフィスピノレ I アーバンスモール

オフィスピル」 の姉妹編。 この「オフィスピ

ノレ 1 J と 「オフィスピル lI J 、そして将来は超

高層のオフィスビルや大型絞合オフィスピル

図集の三部作になる 。今回は、 1. 000- 5. 000

m'位の中規淡のオフィスピ J レを対象にしてい

る。DAシリーズの図集らしく、近頃話題にな

ったオフィスビ ｊ レが満載 。 公共と私有の ｾ ｉ 聞

の絡み合い、波 り合いは都市 に4 I l つオフィス

ビノレにと って建物の大切な個 性 で あ り 、 テ -

7 て・はないかという観告から作品が選択され

ている笑も花もある図築である 。 (1 )

オフィス回レ1

ｔ ＮＮＮＮ，ＮｾＺ，ＮＮ オ司スピル

ω加 η 0 _ 釦柑" "

細

川

m

毎年 5 月に行われる ‘ てづくり" のまつり ー

中之島まつりの実行委只長として大阪の市民

運動の先頭にた ってきた著者が、市民として

の自らの成り立ち、真の市民とは何か、そし

て自らの住む者11市に資任を持ち自立的に行動

する実践の場としての‘ まちづくり" を怒る 。

経済優先 ・ビ ッグプロジェクト主導の企業 ・

行政相IJ の都市改i宜が目白抑しの現在にあ って、

商高11として市民逮が自身のオ党で築き上げて

きた大阪という 都 市の去の再生の道はどこに

あるのか? 大阪弁を交えながら展開される、

、、市 民 派命からの提言の数却がそれに対する

ある方向を示していることは篠かだろう 。(0 )

彰 国 社 1991. 4. 10刊

A  4*，J  120頁 3，420円

1990. 1  1  .251司j

1，000円

ヒューマカ'ジン

四六判 224頁

Shi ngu 

R HY T HM OF  NA T UR E  自然のリズム

風 ・水 光 な ど 、 自 然 が 自 づ か ら も っ 特 性 と

力を巧みにとり入れ 、 自然と人工が融合する

場の創出を泌出する新宮普或は氏の「動〈芸

術」群。野原 ・池 ・公園、室内 ・屋上 と、

「 動 〈芸術 ｊ の形 態 は舞台Ｈｾ ｴＺ ｉｊ Ｉ の変 化 と

ともに多様性をもち 、形態の変化とともに新

たなる " 自然のリス'ム" を奏でようとす る。

本書に収録された作品群を垣間見る時、この

. 自然のリズム " を奏でる楽総がいかに美し

い形態をもっ 「芸術」であるか、篤かずには

おられない 。新E芸皆本邦初の作JJ t集。氏の創

作の一端を知るためにも1 ' l : ・重な- { ! } である 。

晋 著新宮

東jg;g

京!手詰

j iる!る

どうなるどうする東京

日本建 築 学 会 編

昨年 6 月、日本建築学会主{ 醍で行われた公l潟

市民講座「どうするどうなる東京 J のエキサ

イティングな議論を生き生きと伝える好著。

3 人の専門家を迎えての第一部「世界都市 ・

東京はどうなる 」 では、経済学 ・環境問題 ・

郷市計画とい ったそれぞれの立場からの東京

論が諮られ 、巨大化 した東京の混乱を象徴す

るかの憾な白熱した 応酬が飛び交う 。 そして

「二十一世紀の東京にどう住む」と題した第

二割日立ぐ っとソフトなノ マネリスト達により、

東京に i主む ってどういうことなの? どうすれ

ば東京に住んでいけるの? と住む i目IJ からの誇

りかけが成される 。東京間短に対する結論は

遥か彼方にあるにしろ、つい引き込まれてし

まう一冊である 。 (0 )

ブレーンセン7 - 1991. 6. 1引1

260ミリ X240ミリ 140頁 5，000円

17 

会員企画小委員会/ 稲木裕子 ・大沢智弘 ・山寄章子

建 築 と 社 会/ 1991" ' 6 )J 号

te. 当

1991. 5. 10刊

165頁 1，550円

彰国社

四六判



第16回吉田五十八賞

建 築の 部

東 京 竹 葉 号・

出 江 寛氏

1931年 京 都 市 生

1951年 京都市立伏見工

業高校挫築科卒

1957年 立 命 館 大 学 土 木

工学糾平

1951年 京 都 大 学 地 設 部

文部技官

1959年 竹 中 工 務 庖 大 阪

本庖設計部商IJ 部長を経て退職

1976年 出江究建築 'J'. 務所設立

1984年大阪市立大学講師

1986年 ドイ Y 講io( ( アヘノ・ダルム y ユ y タy ト・ベルリン

プランシュバイクハ/ ー 7 ァー工科各大学 )

ま作品 谷崎邸ゲストハウス心斎僑タワーピル・岡l量点京支出

逆瀬台の家 ・ホテJ レリパティ .BOOK PORT'I1:品 MIDヒソレ

伝統の数寄屋が数百年の歴史の中て. ， f { しく的紡的

で例性のある木や石などでi主られてきたのに対して、

出江究氏は東京竹業手において、現代の工業製品の

ｪｾｊ 賀、非情な欽やアルミなどの金以材料をも っ て新

しい数寄ｾ問を自 ｉｊ 出した 。 これは先! yIJ を比ぬ大胆な

挑 i械であり、婆裟経 ( パサラ ) の所業である 。 しかも

十分すぎるほどの物誇性を依り込んで金属の非怖を

有1 ¥' ; に転化し、人とモノとの新しい関係を試験的に

生み出してなお手法は級衝であり、 ｾｊｕｊ は鈍である 。

数千専の本質に深〈立ち入って、敢えて大きな- - : r i を

投じたこの作品の 歴 史的な意義は大 きい。
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第 16回 吉 田 五 十 八n・は、推腕総数88件の中から、 選 考 委 貝 は 、 芦 原 義 信 、 池 原 義 郎 、 四 鍔 l勝 三 、

，建築の苦11で出江究氏の東京竹梨; ; ;工の 表 彰 が 決 ま っ 加 倉 井 手 口 夫 、 治 家 清 、 高 山 辰 雄 、 村 松 貞 次 郎 、 脇

た 。 さ ら に 、 山 田 崎 二 氏 、 吉 田 佳二 氏 の ー述の自I j 田平日の各氏。

作 活 動 に ;対 し て は 特 別nが 贈 ら れ た 。 な お 「 建 築 表 彰 式 は 、 7 月 4 日午後 5 時 か ら 東 京 会 館 で 行

関 連 美 術 の 部 」 に は 今 回 表 彰 該 当 作 品 が な か っ た 。 わ れ た 。

特 別 賞

伝統的な素材、瓦ゲの新しい使い方

による、一連の創作活動に対して

1960年抹式会社凸版印刷勤務

1962年 建築 ・美術を中心に、 7 リーカメラ 7 ンとして活協

ＱＹＸＲ 年職業 写真家に 「 終止符宣百 」 をして、淡路 ｽ［Ｎｾ で粘土

瓦の製造に従事

1984年 「山田情二・淡路かわら房」設立

主作品 淡路品御原橋 ・ 用 ｲｾ プロムナード 東京武道館 ・

伊豆町長八美術館 ・l梱南台文化セン 7 ー

センター

山悶陥二氏 (j 早くから、瓦のぬくもり、土への愛着

をも っていたようだが、四十台になって、今までの

'IJ:tJ. :aまとしての生活から、瓦附として瓦にこもる土

の感触を、現代人に伝えようとしている 。環 境 全 体

を情成する要素として瓦素材の新しい使い方に努力

されてこられた 。用 tl のプロムナード、持11南 台 文 化

センターのせせらぎなどが、この伝統諜材のm : 依に、

大いに力があったと言える 。今後さらに芸術作品と

してのレウ。エノレを itZめ、伝統瓦諜材の範IJIJ を拡めら

れることに JUJ 待したい。

特 別 賞

飛 騨 の 匠 文化 館 他一 連 の 修 景

計 画 に 対 し て

吉 田桂二氏

1930年岐阜. 市生

1952年東京美術学校建

築科卒

1952年建設工学研究会

池辺研究室

1957年 上 記 逃 所 迎 合

設計社設立

1959年迎合設計社市谷

i挫築事務所に改

組。主として住宅 公共建築を設計

1987年 工学博士( 大平町民家とその系議 ) 全国田町民み保

イ仁 ￌＧＡ｛ ｜ｾｬ 副会長 ・ 日本ナショナルトラスト保存活用委民

主作品 古河歴史博物館 ・科三;r. ｋ｜ 久長 ・ わらべの館 ・ ｾ城町

道廃史文化館丸岡町町民図書館

飛窺の

匠文化館

(F 制 1)
十i 二 l' 町

吉 田佳二氏は早く から民家や町並み の美しさに 泊目

し、そのスケ ッチuさなどを出版するとともに、そ の

保存や町並みの修禁事業に建築家として参阿して.

多年にわたって大きな業* 11をあげてこられた 。 'f 成

疋年秋に竣工した飛騨古川町の「飛見事の匠文化館 j (立、

地 元の 大工さんたち多数の技術者の協力によ ったも

ので、飛訴の匠の伝統を誇り高くうたいあげた佳作

であり 、氏の - jill の業従i の ; ' ) レク 7 - ) レになる作品

でもある 。全国町並み保存述WJ . 副会長でもある氏の、

こうした多年の業総は高〈評価Iされる 。



彫刻家 ・流政之氏による B OX A R T 審査風景

レポート TAKENAKA A R T  F OR U M '91 
予兆

5月24 日ωから 3 日tllj にわたり、 T A K E NA K A A R T  そして徹底して仮設資材で桃成された現場会場。

F OR UM '91 が、「予兆」をテー 7 に、大阪 ・中之 これらの、それぞれにプライドの高い也・界のぶつ

ぬの竹中工務庖 N- 6 計画作業所で開催された 。 かり合いから生じる不安と期待、そして創造が今

当イベントは今年で 3 回目に当たり、 7 ニュアル 回のテーマて' ある 。災犠交流といった経度の軽い

イベントとして定精しつつある! 惑がある 。 ウイ ッ トのようなものではなく、むしろ民族紛争

今回の主題は、徹底した異世界の出合による新し のような恨の深い対立にも似た世界のぶつか り合

い価値観の創造て' ある 。 このために、会場をいわ いと言った方が良いと忠われる 。

ゆる「建築現場」にし、そ こでB OX A R T 展とと 「グランドピアノ」。 それはヨーロ y パ文明が到達

もに、藤島究氏のプロデユースによる二つの音の した一つの完成品である 。控築現場はそれを奏で

イベントが試みられた 。20台のグランドピアノに るには最もふさわしくない場と言える 。 しかも、

よる現代音楽の演奏、藤原和通氏の創り ｴｩｾ す音の 15人のプロピアニストの出すサウンドの中に、ノ

インスタレーション、 146個の30cm立方の B OX A R T、 イズにも似たアマチュアのピアノが泌合する 。 し

かし、この ｩ｛ｾｩ 屯の中に、あきらめにも似た新しい

音の秩序を ｾｩｪｩ <  mlj も聴く| 則も確かに感じることが

て' きた 。

われわれは今回のこの試みにより、新しい空間や、

部ｾける未来を確信したわけではない 。 しかし、今

までの概念や価値観を越えることの有意性を術! 志

した 。

B OX  A R T の響査に当た った彫刻家 ・流政之氏が、

最優秀作品質「なんて。っ か貨」に、当イベントの

会場そのものを選ばれたのも、その意味ではない

かと .'J .I，う 。

( 竹中工務開設計部設計謀長 川 北 英)
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表 面 処 理 の 総 合 メ ー カ ー |  

‘ 溶融E 鉛めっきされた貯炭場建屋

大型構造物の長期防錆を目的に溶融亜鉛めっきが施工されている 。

溶融E 鉛めっきされた温室部材砂

高温 ・多湿の温室は非常に鈎やすい環境にある 。現在温室部材はほ

とんど全て溶融亜鉛めっきが施工されている 。

悶司軍軍宮ｾ｝ｉ［Ｉ悶

ｅｾｾｾ 詔 ｦｌ 憲章ｾＢｐＴ諸団

E M- Z P 辺E E L -

ENJ Il I 宣霊童翠

⑨ 

大型構造物の長期防錆 (2221iT幅1. 8 m ｘ ｩＪｾＳＮＶｭ Ｉ＠
製作 ・め っき 、化成処理 ・塗装一貫シス テム

環境調和 、添接部のすべ り係数の向上( 特許 出願 中)

溶融亜鉛め っき被膜 と色彩

J I S表示許可工場

オ ー エ ム 工 業 株 式 会 社

大阪市住之江区北加賀屋 3 丁目 3 番44号 T E L 大阪 06- 685- 0661 F A X  06- 685- 0670 
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新建材紹介コーナーNo.186 日本建築協会建材委員会

O M- A S塗装
オ ー エ ム 工 業 株 式 会 社 州本社工場大阪市住之江区北加賀屋3 丁目 3番 時

包 括 官 車 部 06- 685- ω6111[ 当川尚

技術開尭室 06- 685- 06641n当初i1tf

1. はじめに (3) 高 耐 候 性 ( 図ー 1、図 - 2 参照)

i容融亜鉛め っきは、防錆性、機械強度、総工性 ( イ) 長期i略暴露後の塗朕物性劣化 が、二液型フ ッ

間処理した物件等のアフターケア一等にも対

応出来る 。

等の性能から、鋼構造物の防錆手段として、多用 素塗料と接近し、極めて安定している 。

されているが、塩害( 海岸地域、凍結防止剤散布 ) 、 ( ロ) 塗り替え、補修の困難な被塗布物への対応

(10) 比較的低塗布膜で高機能なため、従来の塗材

( 特にウレタン系) と価絡的に対抗出来る。

自然環境悪化 ( 酸性雨 ) 等から、一層の防蝕性が 並に、塗り替え周期の: 1 ¥"1大、美観保持に、 ( 11) 呉樋塗料主主装面への補修性が良好 。

求められ、また最近では特に景観重視の立場から 、 力を発揮する 。

多彩なカラー化要望があり、これらの対策として、 (4) 優れた耐汚染性 3.0 M - A S 塗装の用途

塗 装 は 簡 単 て ・ 有 効 な 手 段 と 考 え ま す 。 ( イ ) 汚 れ の 付 着 が 少 な い (1) 溶融班鉛めっき鋼構造物全般

然し、溶融亜鉛めっき函の塗装の場合密活性に ( ロ) 挨などが活きにくく、付着してもとれ易い (2) その他の金属製品については、ご相談下さい。

問題があり 、その原因が必ずしも明確でレなく 、コ 付マジックインキ等が付着しても、簡単に拭 なお、長期防錆を基本としておりますので、

スト、時聞のかかる多層塗りで対応しているのが きとることが出来る 。 鉄鋼製品( 黒皮製品) の直接塗装は、原目 IJ と

現状であります。 そこで溶融亜鉛め っき、メーカ (5) 塗膜硬度が商い して行いません。

ーの弊社では、従来から蓄積した、め っき に|剥す ( イ) 常温硬化でも、鉛畿硬度 3 - 4 の高硬度仕

る処理技術と、耐候性、密活性等に特長のあるア 上げが出来、焼付硬化では更に硬くなる 。 4.他のシリコン系塗料との比較

クリルシリコン系塗料を組合せた、 主主装一貫シス ( 司メタリック調では 、一層美観が引立つ。 シリコン系塗料は、有機化合物に無機系のシリ

テムを 開発し、 O M - A S 塗装の名称で、ご使用 (6) 優れた耐薬品性 コンを含んでいますので

頂いております。なおこの塗装システムの最大の 酸、アルカリ、塩類等の化学薬品に対し、耐 ( 1 ) 金属、無機紫材に対する密着性が良い

特長は、原日 IJ として一回塗りであり、経費、工期 久性ず優れている 。 (2) 耐候性が良い

上のメリ ッ トがあります。 (7)美しい外観 (3) 高耐水性

( イ) ご要望の色調( 日塗工、色見本) を用意出 等、共通の長所をもっていますが、樹脂設計の

2 . 0 M- A  S 塗装の特長 来る、また金属翻も応穏できる 。 差から、悠々の差違が、生じます。弊社が使用

(1)溶融亜鉛めっき、リン酸塩処理と直結した 塗 ( ロ) 多層塗りが簡単に出来ますので、光沢、立 するアクリルシリコン塗料は、 (表 ー1、表 - 2)

装総合システム 体化等、種々の技法が答易に応用出来る 。 に示すように、架橋上の特長から溶融亜鉛め っ

μ) 主主装品質を保証する溶融亜鉛めっき (8) 優れた硬化反応性 き函との密箔性が、特に優れております。

( ロ) めっき皮膜の園長化、白鈷E 防止 ( イ) 短時間1で硬化しますので、取扱いが答易

( ロ) 非イソシヤネート硬化のため 、水の妨害が 5. 0 M - A S 塗装の費用付リン酸塩処理等表面処理技術の応用

(2) 優秀な密着性 小 さい 。 標準価絡2500円/ m'てe すが形状、塗工面積比、

( イ) 溶融亜鉛めっき面との化学反応が期待出来

るので、低塗布膜で高密着が得られる 。

(9) 硬化剤を選択することで、常温硬化、焼付硬 重赴等で、変ります。ぜひお問い合わせ下さい 。

( ロ) 一度塗り( 単層) で充分な密着性を示す。

化が出来ますので、超大型構造物、現場塗装

も応需しますし、更に I容融亜鉛め っき等で表

表 - 1 組成の差違

架 備 反 応

主 斉11 組 成

弊社使用アクリ J レシリコン |  一般のアクリノレシリコン

l シロキサ ン架僑 I  1 シロキサ ン架僑

2 エポキシ架僑

パワーシ リコン

1 ウレタ ン架橋

l アクリル主主)1 l アクリル主鎖 1  1 アク リj レ主鎖

2 活性アルコキンシラン基 1 (シ ロキサン結合含有)

I  1 活性アルコキシシラン基 I 1 酸又は金属塩系触媒 I  1 ポリイソシャネート

硬化 ｾｊ 組成 ｼ 目 目

1  2 エポキシ基

主宰

性 ]"" 'i 有ぬi会 副一一ー一一ーー守一一一一一ー一一一一一]""1'一右段溶剤一一一一ー一一ー 一一一一]""1'五勧告別

2 イソシャネート

| 優れている | 主知! の増粘 ゲル化の危険 | 硬化剤の地粘、ゲJ レ化の危

塗料の安定性 I  ._-- - - I  ｾＧＺＧＮＮ＠ _.-， .  .- ._--. I  

性あり | 険性あり

表 - 2 性能の差違 本硬化壷膜に対する' $ 着性

弊社使用アクリ J レンリコ ン |  一般のアクリルン リコン |  パワ ーン リコン

金属との窓、清性 | 非常に優れている |  優れている |  優れている

[亙雪村雨:房副::::: ::::::rr瓦::::::-: l:::: TP:44-2雨 量 一 一一:一一I 一一一:Jヒ示ヰ争渇言

下塗り中 盤 り | 不 必 袈 |  必 要 |  必 要

[i C::: 五----正 r: ::::::村主1手伝王子::::::: 1:::::: 雨12雨三fir--:: l::::::::: 房長:TE-- -:- 一一

補 修 性 吋 常 に 可 能 |  時間常に制限あり |  常 に 可 能

耐 蝕 性 | 非常に優れている |  優れている |  優れている

耐 候 性 | 非'}jl ; に優れている |  非常に優れている |  優れている

%  

100  

Z 年

嚇保則H! I ( 年}

図 - 1 屋外曝露

l ir s  
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建築とはなにか、建築家とはなにか。この考察に真正面から取り組んだ村野藤吾の感動以前ちたメッセー ジ。 初

の完全な著作集。 ・菊判 ・848頁/ 定価 15，000円( 税込)

ー- - - - A

• 
a h  養 壮 一

村野藤吾記念会監修

稀代の巨匠村野藤吾が演出する雅びの和

風建築 。写 真集Ｈオールカラ ー Ｉ 、 詳 細 ｾ ｉ ｯ

・B4変型判・総560頁/ 刊行記念特別定

価 69 ，000円( 税込) ( 1991 年 10月末日まで〕

定価75，000円(税込)村野藤吾生誕百年記念出版

フランク・ロイド・ライト |デザイン都市宣言

ドローイング集 |  国際都市創造会議・横浜

ブルース・ブルックス・ファイファー著 谷川正己監訳

吉富久美子訳 未公開の計画案を含む309点の図版( カ

ラー 134点) を収録。・A4変 ・304頁/ 定価 15，000円(税込)

蓑原敬監修償浜市企画・構成 磯崎新、アルド ・ロ ッ

シ、 棋文彦他、斯界の論為: を集め開催されたシンポ ジ

ウム 。 . B  5判・ 384頁/ 定価3，900円(税込)

同朋舎

本 社 干600 京都市下京区中堂寺鍵田町2 f r075 (343) 0680 

東京支社 干 101 東京都千代田区神田駿河台2- 11 - l f t 03(3292) 2021

お問い合せは

フ リーダイヤル日120-304081 まで

A コース : 1991年8月初日(月)'" 9月4 自体:)10日間 旅行代金 : 498，000円

B コース : 1991年8月26日(月)'" 9月9 日(月)15日間 旅行代金: 598，000円

古書加のおすすめ

建築を見るために ヨーロ ッパへ行かれてふ北欧まで足をのばされる方 l. i 少ないのではないでし

ょうか. しかし見るべ き建築は南に劣らず沢山の素晴らしいものがあります.

今回は、短い 日程の中で北欧の代表的な 郎市を集中的に見て閑ります。そして、多少お時1mの

ある方々 のために、フ ィヨルド観光の 71レージングやノル ウェーの伝統的なスタ ープ式教会の兄学、

ヨーロ ッパで今一番注目 されて いる都市パ1) などを加えた コース も用意しております. 新たな発

見 ・体験の旅に是非ご参加下さい。

大阪芸術大学 杉 本 真一

台旅の見どニろ

・ヘルシンキ ヘルシンキ中央駅( サーリネン )、ラウタ タ口、国民年金協会、文化会館、

フィンランデ ィ7 ・ホ ーJレ(以上アアルト ) 、告の教会

・スト ックホルム 市斤舎( ヱス トベ IJ } 、図書館、森の火葬場(以上アスプルンド )

コベンハーゲン グルントウ ィ( クリ ント)、ムンケガルト 小学校、SASピル( 以上ヤコ プセン)、

市斤舎( ニロ ップ)

- お問い合わせ・お申し込み先 . 旅行主催

( 遷強大臣登録 般旅行業第2 号)

Ｍ主催 ｾｂ ｊｊｲ 続 ｆｔ ･ 関 西海外旅行 支居
一般旅行業取扱主任者 松本邦夫

T  E  L  06- 344- 1881 附

干530 大阪市北区侮回トト3-300 大阪駅前第3ビル3F

!  担当 : 桑島、二木、中川

ド¥ 営業日 : 月~土営業時間: 9  :  30- ] 7 :  30 ( 土曜日 12:30迄)

|  北 ¥ ・資料議求は住所、電話、氏名を記入の上、資料請求券を貼付して

|昼 ¥ お送り下さい。
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行手呈

B夜 大阪 ・成岡発+ <機中1自〉国午前 コペンハーゲン着後、市内視察〈コ ペン ハーゲ

ン泊〉 図終 日、自由視察〈 コペンハーゲンi自〉 固コペンハーゲン + スト ックホルム .{f 後、

市内 観 察〈スト ｾ Ｇｊ ホルム ｩ 自〉固終日、自 ＱＱ Ｑ 悦察〈スト ッ クホルム ｪ 自〉固 ｉｍ￪ まで自 ＱＱＱ

4勝、豪華客船にドルンンキへ〈紗 I' i自〉 国11: 着後、市内侃察〈へlレシノキ泊〉圏

終日、 自由視察〈へんシノキi自〉

A コース 臨 ＱＱＺ へＯレシンキ ｾ ｈ ＼ 除 ｉＧ ｩｦ ｬ Ｉ 脚 。成III ・大阪者

食事 朝食7回 昼食3 Jii l  

日コース 臨月 I ヘルシンキ+ べj レゲン服、ホテルへ〈ベルゲン} 自〉固フィヨルドク

ルーズ〈ラルダル泊〉 回午後. オスロ者後. ホテルへ〈オスロ1自〉 図利 ' オスロ + パリ

着後、市内 視 察〈 パ リ ｩｾ ｬ Ｉ 包終日、自 ｲ ｬ ｬ 悦察〈 パ ｉＩｩ 自〉回午後パリ Ｋ ＼機中 ｩ 自〉固タ

成問 ・大阪者

食事朝食12回 昼 食 61匝l

一説明会のご案内

日時 7 月 13 日出 15 ・30-

場所 : 大阪卜ラベラ 一会館 T E L 06- 943-51 I  I  

!  大阪市中央区大手通 | ー| 一 2

l  京阪、地下鉄天満橋南へ徒歩 5 介

i  ※ 詳しい旅行内容につきましては説明会にご参加

頂くかパンフレ ッ 卜にてご確認下 さい。

利用予定航空会社: 日本航空など

利用予定ホテルクラス: フ ァース卜クラス

募集人員 : 各コース 20名

最少催行人員. 各コース 15名

※ 添乗員は同行しませんが現地係員がお世話させて 頂 きます。
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外壁仕上げ材の屋外暴露による

汚染性試験の概要

1  はじめに

建築用外壁仕上げ材料の汚染性を 把握する ために、今回、有機系

仕上げ塗材および無機系仕上げ材料を中心に 12種類の外壁仕上げ材

料について行った屋外暴 露 ( 1 年間) による汚染性試験の概要につ

いて述べたものである。

2 . 試験体

対象とした 試験体は 、主に工業化住宅の外壁 として使用される工

場生産タイプの仕上げ材12種類で製品より$ i ¥i 100mmX 長さ 200mmの矩

形に切断されたものでその形状 ・寸法 を図ー 1 に示す。

表面仕上げ材の材質としては、大きく有機系と無機系に分類でき 、

有機系としては性状や仕上げ工程の異なるアクリル樹脂エマルショ

ン塗材 4 極およびアクリルウレタン樹胎塗料、アクリルシリコ ン樹

脂塗料、フ ッ素樹脂塗料各 l 種の計 7 種類とした、また、無機系材

料としては、ガラス質系および金属塩系の無機塗料各 l 種および秘

薬 1 種、この他に比較用として無粕磁器質タイル並びに軽量気泡コ

ンクリ ート板各 1 種を加えた計 5 種類とした。仕上げ面の形状は、

有機系塗材については凸音11処理桜様 ( 以下、 スタッ コ状と称す ) お

よびリシ ン状と し、無機系については平消面 ( タイル目地を有する

ものを含む) およびリシン状とした。

3  . 試験方法

今 回の暴露では神 奈川大学 ・仕入氏 らが提案している暴露試験台1 )

を製作し、これを当所屋上階の暴露場に設置し 、北面におい て 1 年

間の暴露を行うこととした 。

試験体表面の汚染状況の評価としては、暴露開始後 1 ヶ月 、 3 ヶ

月、6 ヶ月、 9 ヶ月、 12ヶ月の各経過期 間 ごとに 、汚れ発生状況を

目視観察と写真ー搬出三および図ー 1 に示す所定の位置において、 V ・a・

.  b*表示系による色差の illll 定を行 った。また、今回採用した暴露試験

方法が、ｾ録台屋 根面 に堆積した汚染物質が 、雨水と共 に試験 体 表

面を流下し汚れを生じさせることから、 4是認期間中 の降雨量を雨量

計で測定するとともに流下水補収器により表面流下水量も il 判定した。
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4  . 試 験 結 果 お よ び 考 察

紙面の都合により、 1 年間の屋外暴露による汚染試験および考察

をまとめ以下に示す。

1  ) 各材料の汚れ程度

表面仕上げ塗材の材質による 汚れ程度は 閉じ表面形状( スタッ コ

状 ) の 4 種類についてそ の汚れ程度を見ると、高耐候性塗料として

開発されたフ ッ素樹脂塗料やアクリルシリ コン樹脂塗料がアクリル

樹脂エ 7 J レションやアクリルウレタン樹脂の各塗料に比べ汚れ程度

が大きく、色差値が初期の 1 ヶ月でいずれ も 5.0 以上の値を示した 。

また、他の材料に比べ初期において汚れ易い材料と の結果を得た 。

( 図 - 2 参照) 。

2  ) 汚れの経時変化について

今回の暴露試験体12体の汚れの経時変化を分類すると 3 つのタイ

プ ( A 、 B 、 C ) に大別できると考える 。 A タイ プは 、初期におけ

る汚れの蓄積が比較的多〈、暴露時間の経過と共に次第に汚れ付- 箔

が低減し放物線状の変化を示すもので、表面が軟質で粗い材料が典

型となる B タイプは、経過時間と 共にほぼ直線的に汚れの増進が見

られ、汚れ付着が飽和した状態で概ね増進が停止する 。 また、 C タ

イプは初期の汚れ付着がその主たるものとなり、その後の増進がほ

とんどないもので、今回の試験では、表面が硬質かつ平坦なガラス

質のもので、比較的汚れ難い材料とな った。(図 - 3 参照) 。

3  ) 目視観察と色差値

今 回、我々が試験に採用した日 'a* ' b*表示による色差測定の結果、

L1Eab5以下: わずか又は極めてわずかな汚れ発生、L1Eab 5  - 10: 汚

れ発生およびL 1Eab10以上 : 著しい汚れ発生の 3 段階の判断を示し、

目視による 主観評価と色差値と の聞に概ねの一致を見た 。

以上、各種外壁仕上げ材料の汚染性試験の概要を述べた 。 なお、

詳細については当所発行の機関誌 GB R C函 (1991. 4発行) を参照

されたい。

[参考文献1

1  ) 仕入盟和、陥商義J)I!、大崎健一 ・建築物外壁面の汚れに関する研究ー屋外暴露試験一、

日本建築学会大会学術講柑i傾概- . u! 昭和58年 9 月、 pp. 517 - 518.  

12 

..， 
。

同

20. 0 

15.0 

可 10. 0

淫

制

<sl 

k  

C  If ラス笥a長短 今川険 制 (.ヂ鳩 】

6  9  12 

経過期間 ( 月)

図 ー| 試 験 体 形 状 ・ 寸 法 お よ び 図 - 2 材 質 の 違 い に よ る 汚 れ 程 度 図 - 3 汚 れ の経時 変 化

色差値測定位置( 寸 法 単 位mm)

建築 と社会/ 削 年 6 月号 2 3  



街 路 の 公 共 施 設 デ ザ イ ン

ここ数年、二、三の都市の街路施設の実際の景観設計を担当する機会に，むまれた 。町j 名 表 示 線 、 公 共 施 設

案 内 、道 路 照 明 、 シ ン ボ ル マ ー ク 、 ス ト リ ー ト フ ァ ー ニ チ ャ一 、 産 業 シ ンボ ル 俗 、 高 欄 等 々 で あ った。

これらの焔訟のデザインの必要性は、発注者の1 M りにも市民にもほとんど認識されていなし、 。 そ の た め 製

作 者 に 設 計 込 み で 直 接 発 注 さ れ 、 出 来 上 が り の デ ザ イ ン的検討もあまりなし、 。 製作者のi H l J も教育を受け

た デ ザ イ ナ ー 不 足 で あ る 。 全 体 の 工-<J' ，.:貨が小 さいのでデザイ ン料 も 鰍 し い の で あ ろ う 。 ま た 、 こ れ ら は

機 々 の 担 当 課 か ら 別 々 に 発 注 さ れ て い る 。 |町 名 は 総 務 謀 、産 業 シ ン ボ ル は 工 業 謀 、 高fl制は土木課と係々

である 。 そ の 上 、 現 実 の 街 路 で は 以 や 市 町 村の枠を超えて、消防、笹察、税務署、屯力会社、 N T T 等

の 公 共 施 設 が そ れ ぞ れ 個 別 に 製 作 さ れ 配 置 さ れ て い る 。 デザイ ンの 全 体 的 統一 を計る 主体 が 必 裂 で あ る 。

都 市 景 観 の た め の シ ン ポ ジ ュ ウ ム や 委 只 会 も 多 い 。 例 え ば 統一 つのテサ。イ ンに 市 民 代 表 や 文 化 人 達 が 様

々 の 意 見 を 述 べ 、 そ れ ら を で き る だ け 多 く 取 り 入 れ た 案 を 造 ろ う と す る 。 またシ ンボ ル マ ー ク の 公 務 も

ある 。都 市 造 り に は み ん な の 意 見 が 必 婆 で あ る 。 しかしみんなでデザイ ンできるなら、デザイ ン教介・も

そのための学校も要らなし、 。 デザインには主観を超えた基礎的訓叫が必要である 。 街のＩｾＨ程ＡｬＮ ｊ 形成にはそ

れ を 創 る デ ザ イ ナ ー や 職 人 の 育 成 が JJf 婆 で あ る 。 ( S. 0 )  

京 都 ら し さ

京 都 は ど こ へ 行 っ て も 京都 ら し さ が あ る た め 、 意 識 し て 京 都 ら し さ を 演 出 す る 必 要 が な い と い わ れ て き

た。 し か し な が ら 現 在 、京 都 が 壊 さ れ 京 都 ら し さ が 急 速 に 失 わ れ て き て い る と い わ れ て い る J 京 都 ら し

さH と は 一 体何 な の で あ ろ う か 、全 国 に 小 京 都 と 称 さ れ る も の が 数 多 く あ り 、 小 京 者I1を 看 板 と し て 、 連

携 し て 観 光 客 を 誘 致 し 、 活 性 化 を 計 ろ う と し て い る 。 京 都 ら し い ま ち な み と い え ば 、 和 風 、 日 本 瓦 住 の

古 い た た ず ま い の 家 並 み を 指 す も の と 忠 わ れ る 。管 の 日 本 の 面115を 数 多 く 残 し た 所 を 小 京 都 と 称 し 、 京

都 ら し い イ メ ー ジ を 描 い て い る よ う に 忠 わ れ る 。

京都は、明治の東京選者11以 後 全 国 に 先 が け て 、 多 く の 新 し い 試 み を し て き た 。疏 水 を 造 り 、 水 力 発 電 所

を造 って路 面 電 車 を 走 ら せ た 。 三 条 通 り や 束 洞 院 通 り の メ イ ン ス ト リー ト に は 、 多 く の 洋 風 建 築 が 建 築

された 。 当時 は 全 く 異 質 な も の で あ った と 思 わ れ る が 、 永 年 の 聞 に 京 都 の 風 土 に な じ み 、 京都 らしさの

一 つ の 象 徴 と し て 保 存 さ れ て き て い る 。 そ の 地 域 に な じ み 、 周 辺 と 調 和 し た 良 質 な 建 造 物 は 、 後 世 に ま

で 残 り評 価 を 得 る よ う に な っている 。現 在 の 京 都 の ま ち づ く り に お い て も 、 個 々 の 要 求 に よ って 造 り 出

さ れ る も の で あ る が 、 各 々 の 建 築 物 が 、 京 都 の 都 市 機 能 と 将 来 の 評 価 を 十 分 に 意 識 し て 、 良 質 な も の に

限 ら れ る よ う に な れ ば 京 都 ら し さ が 失 わ れ る こ と は な い の で は な か ろ う か 。 (I . K)

建 築 家 と 才 能

芸 術 家 と し て 生 き る 道 を 選 択 す る の は 大 変 な 覚 悟 を 要 す る の が 常 で 、 そ れ だ け に 自 分 の 才 能 に 向 信 の あ

る 者 で な け れ ば で き な い こ と で あ る 。 そ し て 自 信 を 持 って ス タ ー 卜 し た 中の ほ ん の一 部 の 人 だ け が プ ロ

の 芸 術 家 と し て 認 め ら れ 、 大 部 分 は 生 活 費 を 他 の 手 段 で カ バ ー し な が ら 、 気 持 だ け は 芸 術 家 と し て の一

生 を 送 る こ と に な る 。 そ れ に 較 べ れ ば 建 築 家 は 才 能 の 有 る 無 し よ り も 、 執 念 の 有 無 に よ って 仕 ・J' ，. を維保

す る 傾 向 が あ り 、 好 き な こ と を 仕 卒 に し て 一 生 を 送 る こ と の で き る 可 能 性 が 大 で あ る 。 しかしこのこと

を 喜 ぶ べ き か と な る と 、 い さ さ か 疑 問 が 湧 い て く る 。才 能 の な い 建 築 家 の 設 計 し た 建 築 が 地 域 の 長 観 に

マ イ ナ ス で あ る こ と は 言 う ま で も な い し 、 建 築 主 に と って も 不 幸 な こ と で あ る 。 ではユーザー似IJ の 立 場

か ら は 、 も っ と 生 存 競 争 が 激 し く て 本 当 に 有 能 な 人 だ け が 建 築 家 と し て 存 在 で き る よ う な 環 境 が 望 ま し

いのでーあろうか。そ れ と も 、 そ ん な 状 態 に な る と 設 計 料 が ハ ネ 上 が る だ ろ う し 、 仕 事 を し て 貰 う ま で に 何

年 も 待 た さ れ る よ う に な る か ら 、 現 状 の よ う に 玉 石 混 交 で 供 給 過 剰 の 民 手 市 場 に な って い る 方 が 良 い の

だ ろ う か 。 こ れ は な か な か 答 え る の が 難 し い 問 題 で あ る 。 ( A . N )

兼 業 設 計 者

最 初 に こ の 欄 に 投 稿 依 頼 が あ った と き ゼ ネ コ ン の 設 計 部 を P Rで き る 絶 好 の 機 会 で あ る と 思 った が 、 我 田

引 水 の あ ま り に 専 業 設 計 事 務 所 の 悪 口 を 言っ て し ま い そ う で つ い 臨 時 し て し ま い 、 未 消 化 の ま ま 最 終 回

にな って し ま っ た 。今 回 のB C Sの 調 査 で も 専 業or 兼 業 設 計 者 の 問 題 に 触 れ て い た が 、我 国 は 欧 米 諸 国 と

は 事 情 が 異 な る の で あ る か ら 設 計 者 は そ れ ぞ れ に 共 生 す べ き で あ ろ う 。 未 だ に こ ん な 不 毛 の 議 論 を 躍 起

に な っ て し な け れ ば な ら な い ほ ど 兼 業 設 計 者 の 地 位 が 低 〈 視 ら れ て い る の か と 思 う と 実 に 情 け な い 。 兼

業設計者も名もない建築物を数多い制約のなかで其正面から取り組み- I ; IJ碕琢! 去しながら設計し社会基盤

の 形 成 に 貢 献 し て い る 。世 に 言 う 倫 理 観 を 決 し て な い が し ろ に は し て い な い し 、売 名 行 為 に な る よ う な

デ ザ イ ン は 断 じ て で き な い 仕 組 み に な っ て い る 。 ゼ ネ コ ン の 設 計 施 工 は 施 工 を 含 め て 無 限 に 責 任 を 負 わ

ね ば な ら な い 。 その建物の性能が保たれないのは設計者のせいにも施工者のせいにもできなし、。 だから

と い っ て 施 工 性 や 保 守 管 理 性 だ け を 満 足 さ せ る だ け で は 建 築 は 成 り 立 た な い 。 や は り 兼 業or専 業 設 計 者

に拘らずし っかりした倫理観の主主に 、環 境 に あ った良いデザイ ン を 目 指 さ な け れ ば な ら な い こ と は 共 通 に

認 識 し な け れ ば な ら な い こ と で あ ろ う 。 (M.O)



建築と土木一一ハード面とソフト面の織りなす生活環境のあらゆる場面で、このニ者

のパフォーマンスがくりひろげられています。あるときは一方の独演、またあるとき

は共演することもあります。もちろん、共演者は他の分野からもあり、場合によって

は、おのおの領域のなかて育まれ、成長したものによることもあります。

この建築と土木の世界は、→宣の人々からは土建屋さんの世界と認識され、あまり区

別されずに見られているようです。 しかし一歩この世界に踏み込めば、その違いはあ

らゆる場面に存在しています。ものとして存在する対象をはじめ、それらを生み出す

事跡犠や発想、感覚など多岐にわたります。

しかし、逆に共通のアイテムを探せば、かなりの範囲において共有できる世界もあり、

むしろ、共有したり、おのおのの違いとする特性を生かすところに、これからのより

すぐれたパフォーマンスの展開が期待できます。

本特集はそのような視点にもとづくものであり、その初演として企画されたものです。

プロローグに、全体的な課題を歴史的、学術的視点カ、ら、第 1場として、教育的視点、

学際的視点から、紹介していただきました。さらに第 2場として、都市デザインや計

画、その施工の実務的視点を通じて提言をいただきました。そして第 3場は、業界の

情事与をふまえて建築と土木にかかわる人や、これらを ｾ￬ｾ 人々か登場します 。 最後に、

モノローグとして、環境要素としての土木構造物についてのエッセイを、エピローグ

として、京銀、大阪、神戸という関西の三都市のなかに見出す建築と土木の情景をス

ケッチしています。

ニの建築と土木の未来を考える舞台は、今回を皮切りにいろんな視点て'公演される予

定で、次回は綱造技術の視点で行われます。

いずれにしても、建築から土木へ、土木から建築へ、対比から一歩進んだ世界を探り

出す皆さまの舞台になればと思います。 ( 編集幹事 田中直人)

本号特集鍾集瞬.

鈴木克彦/ 回中直人/ 綾川敏正/ 吉村笑祐/ 和泉ー縫/ 稲葉繁夫/ 角彰/ 多賀謙蔵/ 馬場研介/ 山崎雅生
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エッフェル塔は建築であるか?

この問題は、フランス革命100年をひかえた 1889年の パ リの

大きな話題であ った。革命100年を記念するために聞かれる万

国博。 その万国博会場を飾る壮大なモニ ュメントとしてのタワ

ー。 それを考えついたのは担当大臣のロクロワであ り、建築家

J  . ブールデである 。

ブールデは 1878年の万国博の際に建てら れた トロカ デ ロ戸-

1937年万国博に 一部は取りこわされた ー を設計した建築家であ

る。彼は m太陽の塔グ と命名した高さ 366mの石造の塔の案を

提出した。 それは 6 階建ての塔で頂上には灯台があり、ここか

ら電光でパ リ全市を照らそうとするものであ った。 しかし石造

のために、塔は恐るべき重量 となり、また風圧も大きい。 その

ため ロクロワはこれに反対 した。

これに対する案として 出されたのが、エ ッフェルの鉄骨によ

る塔である 。エ ッフ ェルはすでに鉄橋の設計と建設の技術者と

して有名な人物であ った。彼の仕事 は国内ばかりか、エ ジプ 卜、

/ レーマニア、 ペル一、スペイ ンなど各地に及んでいる 。 そのな

かには全長80 0 mにも達する大型橋もあ った。彼は そのほか天

文台や教会の鉄骨建築もっく り、ニ ュー ヨー ク湾頭に立つ自 由

の女神像の 内部の鉄骨構造も製作した。 こうした仕事をしてい

たエ ッフェルであるから 、鉄塔の設計はさほどの難題ではない。

彼のデザイ ンは高さ 30 0 m、重さは 7000 トンの鉄塔であ った。

その完成は '89年 3 月である 。

この塔が計画当初から猛烈な批判 を受けたことは有名である 。

画家、詩人、文学者たちはパリの風景を乱すものとし 、みにく

い記念柱、やせはそ ったピラミ ッ ドなどと評した。 もちろんそ

れは建築ではない。それは鉄骨をよせあつめた単なる構造物に

すぎない。建築とは石や煉瓦で築かれた堂々たる存在、永遠性

26 decembre  1888 20j anv; 肝 1889 12  fevri .肝 1889 12  ma円 1889
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を観る 人びとに感じさせずにはおかぬものでなければならない。

パ リで言えばノー トルダム、パンテオンなどである 。

そのため、エ ッフェル塔が建築としてみとめられるのは、 20

世紀に入 ってからである 。 アポリネール、コクトーらの新しい

詩人たちは積極的にエ ッフェル塔をテーマとしはじめた。 そこ

には 、 市機械はパラの花ように美しい H と言われた、新しい価

値の発見と転換がある 。 コクトーはエ ッフェル塔をパ リの女王

とし 、 ノー トルダムに並立させた。 そ して建築家のル ・コルビ

ュジェは 、エ ッフェル塔を直観、科学、信頼の果実、勇気と忍

耐の娘であるとし、愛される パ リのしるしであると評価したの

である 。

こうした評価の 180・の転換は、 1851年の最初のロ ン ドン万国

博での、クリスタル ・パ レスの 出現をも思い起こさせる 。 この

ときも展示のための大ホールの最初のデザ、インは 、やは り石と

煉瓦による巨大な建物であ った。 それは重苦しく人びとを威圧

するようなものである 。 これに代わるものとして提案されたの

が、パ クスト ンによる ク リスタル ・パ レスである 。 それは鉄骨

とガラスのみで構成された巨大な混室のようなものであ った。

パ クストンは園芸技術者であり、そのため多くの大温室 を設計

してきたから 。

外光がふんだんに入るク リスタル ・パ レスは展示空間として

は大成功であ った。 そのなかには、会場にもともと生育してい

た 3 本のニレの大木もそのまま生きていた。 しかしこれは建築

ではない 、 という 批評も盛んであ った。 それはサーカスのテ ン

トの ような一過性のものにすぎぬと 、建築に永遠性を求める人

びとは考えたのである 。

古代、建築家は全環境の設計者だった ・..

では建築と土木を 中心 とするいわゆるシビル ・エンジニア リ

ングは 、なぜこのような分離を見せたのか。

西洋建築の古典として有名なローマのウィトルーウィウスの

ホ建築書。で著者は 言う。 建築術には 3 部門がある 。家を建て

ること、日時計をつくること、また機械をつくること 。 そして

家を建てるにはまたふたつの部門がある 。第ーは城壁。第二は

公用地の共同の建物、また私人の建物 をつくること 。 さらに公

共の建築には 3 種がある 。第一は城壁、 城門、塔など都市の防

衛用のための構造物の建設。第二は宗教用の神殿などの建築。

第三は公共用の港、浴場、劇場などの建設とその配置の仕事 で



ある 。こ れを見ると、現代の土木や建築の多くがふくまれてい

ることが了解される 。言 えば建設工学といったものを、ウィト

/ レーウィウスは建築の話のなかに包括した。彼はさらに都市全

体の設計、すなわち大路、 小路の道路の割りつけと選定、神殿

をはじめとする公共建築物の都市内での配置をも建築家の仕事

とした。つまり一個の都市の城壁、道路、水道、公共 ・私用の

建物の、すべての設計と建設が建築家の役目となる 。建築家は

言 えば都市という全環境の設計者であり、建設者だ った。 そこ

で、、建築書。では幾何学を応用した設計法から、石材、煉瓦、

木材などの建設資材についても詳細を述べる 。 さらには機械と

して建設現場で使われる起重機などにも 言及した。 それは多く

の人力を集中することで働〈機械である 。

問機のことは中国古代の技術書として知られるホ周札考工

記。でも見ることができる。そのなかの匠人なる職種は、都市

を縦横に走る大路や城門、また公共の宮殿、政府用建物などを

設計し j建設する役割を負うている。

これらを見れば、古代にあ っては建築家はそのまま今日で言

う土木の分野をも担当し、デザイ ンも試みたと見られる 。 もち

ろんその下には、多くの職人や労働者が活動していた。

マスター・メイソン、そしてIngeni ator

ところで中世ヨーロ ッパは地中海沿岸ばかりか、アルプスの

北、中部ヨーロ ッパに新しい文明の展開を見せた。 ことに 10世

紀以後のヨーロ ッパは、気候も温暖化して飢餓も少なくなり、

人口も; 増加しはじめた。 こうした変化に対応して土木と建築の

分野には、新しいふたつの局面が現れてきた。そのひとつは、

各地に建立された多くの大聖堂である 。 そして第二は、領主た

ちが建設した城壁に固まれた小都市て" ある 。

前者については、ふつうはマスタ ー ・メイソン、すなわち石

ーの親方がすべての建築のデザインから現場の仕事を指揮した

ものと考えられている 。13世紀の有名なヴィラール ・ド・オヌ

クールの手帳は各地の教会堂の詳細や文様をスケッチしている

し、その書き入れには自分が関係している建物に応用するため

とある 。 また図は定規とコンパスを用い、幾何学にもとづいた

作図も行われる 。 これらの諸点から見て、彼の職能は今日に 言

う建築家にきわめて近いと 推定される 。

各地の聖堂はそれぞれ信者からの寄付金を重要な原資として

いた。 それとともに寄進者たちはその聖堂を、他の市の聖堂よ

建築と土木
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りも美しく特徴あるものにすることを強〈望んだ。 とすると、

そこには当然建築家としての石工の親方が、デザイ ンから建造

に至るまでのすべてを引き受けるという専門化が起きる 。親方

たちは石造建築の重要な構造の問題について、十分に精通して

いなければならなか った。 ゴシック の聖堂を見た人は、経験に

よる力学的、数学的な解決が笑に巧妙に行われていることを知

る。 それは同時に、彼らが石工技術について高度の専門家であ

ることをもの語る 。

マスター ・メイソンに対して、中世には Ingeni ator と呼ばれ

る人びとが現れてきた。Engi neer に同じである 。 この名称の

人たちは、建築にも関係していたが、おもに 軍事関係の技術者

であ った。彼らは都市を防衛するための城壁、城門、廊、物見

ムなどを設計し建設した。 また城内の道路は、防御のために入

りくんだ道路としておく要があ った。 このように道路、城壁を

つくり 、 さらに領主の城館をはじめとする多くの建物の配置を

デザインしたのが、 Engi neerであ った。 防衛や攻撃のための

陣地の建設にも動員され、時には兵器製作までも命ぜられるこ

とがあった。

かなり後の事例ではあるが、 1531年生まれと伝えるアゴスチ

ーノ ・ラメリもそのひとりである 。彼は大者二、機械学。をもっ

て有名で、風車、水車、人力による動輪の運転などによる多く

のメカニズムを著書に示し、さまざまな機械仕掛けの兵器を考

案している 。 と同時に、彼は都市の広場の l噴水なども設計し建

設したと伝える 。 このように軍事技術者であるとともに、平時

には生産関係の新しい機械を考案し製作する技術者の一群が、

中世からルネサ ンス期には、たしかに存在していた。 これが、

Ingeni ator と言われた人びとである 。 そして彼らは都市そのも

のの設計にもかかわ ったことは十分に考えられる 。1565年刊の

ホ金属学' の著者アグリコラもまた、各種の機械の考案と設計

を試みた人である 。 そしてルネサンス期のロレンツォ ・デル ・

マイタノも、こうした 人びとのひとりである 。彼はオルビエ卜

の聖堂を建てたメイソンだが、一方ではトテ'イ の要塞も設計し

た。つまりマイクノの前者の仕事はのちの建築専門の人びとに

ひきつがれ、後者の役割をラメリたちが受けついだと見られよ

つ。

土木技術者の自立

17世紀に入ると都市はしだいに拡大しはじめ、ここに都市に
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対する給水が重要な課題とな ってきた。 たとえばロンドンでは、

すでに 16世紀末にポン プ利用の給水が開始され、つづいて 1609

年には最初の水道会社が設立された。創立者のミドルトンはも

ともとは金工職人であった。彼の会社はさらに鉱 山の排水や、

干拓事業までも行った。 この実際の工事を進めたのはエ ドワー

ド・ライトである 。

イギリスには多くの湿地があり、これを干拓することは大き

な利を約束するものであ った。 そこで、国王ジェームズ I 世は

1620年からヴ、エルモイデンなる技術者に干拓事業を実行さ せた。

彼の方式は、水路を適当に設置して排水するもので、各地でこ

の方式は成功をおさめ、約30年の聞に 30万エーカ一以上の土地

が干拓きれ、耕地 としてよみがえ った。国土全体に対する技術

者の新しい貢献であり 、新しい分野である 。

ゥーェルモイデンは、また鉱 山の排水事業にもたずさわり、河

川の航行を可能とするような河川改良事業にも多く参画した 。

このウゃエルモイデンの生涯は、まさしく土木技術者が独立しは

じめたことを証するものである 。

18世紀に入 って都市間交通が盛んとなるにつれ、馬車をより

速く、またより重量物を運搬しようとする動きが強ま ってきた。

このとき運送業者のメ トカー フは、有料道路の建設と駅馬車の

運行を開始した。有料道路はこれ以後もふえつづけ、道路は新

しい工法によ って堅牢なものとな った。 あの有名な 19世紀のマ

カダムもブリストル有料道路会社の技師て、ある 。彼の砕石によ

る舗装方式は、彼によってマニュアル化 されたため、この方式

は 2 年のうちに 15か国、 700マイルに採用されたという 。

これに対しフランスでは、河川交通の堤防や橋の建設が重要

視され、 1747年には橋と堤防など土木技術のための学校が設立

された。初代の校長は橋梁技術者のペロネである 。彼の養成し

た技術者たちは、パリをはじめとする各地の運河や橋の建設を

進めた 。 この学校のパ ックとなるのは陸軍で、陸軍は早くから

工兵をもち、各地 の要塞工事によ ってフランスの防衛線を建設

してきた。 その リーダーは名高い軍事技術者ウゃオーバンである 。

こうしたフランスの動向は、 17世紀の宰相 リシュ リュ一、ま

たマザラン、さらに、ルイ 14世の親政とそのもとで重商主義の

強烈な政策を推進したコルベールとい った支配者たちが、イギ

リスあるいは オラ ンダに対抗し てフランスを強大な国家 としよ

うとする政治の動機に支えられていた。 そこで道路、河川|、防

衛とい った全国土にわた って影響を与える各種の工事が行われ

るようになり 、土木技術者の自立がはじま ったのである 。 こと

28 

にルイ 14世はすべての決定権を手中にし、地方の有力貴族はベ

ルサイユに集中してその実権を失わせ、 他方、地方政治は知事

の権限を強化して、中央一地方の体制 を確立した。 これを支え

たのがコルベールである 。軍隊もまた国王の直接指揮とな り、

常備軍も設けられた。 このなかで国土改造のための技術者とし

て、土木技術者が脚光を浴びはじめたのは、当然と言えよう。

イギリスはまたエリザベス女皇の時代に、世界的な海上帝国

の道を確立し、さらにクロンウェルの清教徒革命、ついでの名

誉革命によ って圏内体制は整備され、 1662年には世界で最初の

王立科学協会が設立された。そ こで論議されまた発表 される 研

究は、現実的 ・実用的で・あり、しかも国家全体に意味をもつも

のがめざされていた。 ここに、イギリスにも土木技術者が出現

する 。

世界に植民地 を拡大していたイギ リスでは、港湾設備 と灯台

建設がその商船隊や海軍のために必要で、あ った。 これにこたえ

たのはス ミ一 トンである 。彼は灯台についてはその地の潮流を

研究し、 さらに 耐久性のある 素材の開発に努力した。 ことに、

1759年に建設した灯台は、 以後118年間にわた って生きた堅固

なものであ った。スミ一 トンはまた橋の建設にも才能を発揮し、

' 7 l 年にはス ミー トニアン協会をつく って、技術者を組織化し

たのである 。 それは、彼らの社会的な機能と地位を確認させる

ものとな った。

テルフォードもまた、国家 ・国土を対象とする大計画の時代

に現れてきた人物である 。彼は石工の徒弟から 出発し 、スコ ッ

トラ ンドの道路や港湾を組織的に整備するという大事業を完成

した。 それらは 20年にも及んだが、これによ ってスコ ッ トラン

ドの国土は大きく改造された。バルト海と北海を結ぶ運河も、

彼の業績である 。 テルフォードはのちの 1820年、はじめて組織

された土木工学者協会の会長とな った。 この協会は法人として

独立し、みずからの会館をもち、名笑ともに土木工学の独立を

明示するものとな ったのである 。

ギ リシア 、ローマの小都市の時代、神殿を建てることはその

まま都市をデザインすることであ った。 そして中世、その伝統

は聖堂建築にひきつがれるが、 小都市はやがて封建領主による

国家群となる 。 この国家はしだいに拡大され、近代国家として

成長する 。 そのとき広い国土の管理と改造のための、土木技術

の独立がはじまるのである 。

( よしだみつくに 京都大学名誉教授)
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春 名 攻

建設界への新しし 3 要請

わが国の社会経済は、 世界の先進諸国 のみならず、発展途上

の諸国からも驚異の目で見られるほど高度な発展をとげてきた 。

建築と土木に携わるわれわれは、 このような高度化 ・複雑化し

た社会システムの基盤盤備や諸活動の支援体制づくりに役立つ

べ〈 、種々の努力を積み重ねてきた 。 そして、社会基盤や支援

体制の整備が現在のように 一応の水準まで達成され、世界的に

見てもト ップ レベルに達し、国際的なリーターとして期待され

るようにな った現在では、よ り一層豊かで活性的か つフレキシ

ヒリティの大きな魅力ある社会システム へ と高度化 していくこ

とが要請されるようにな ってきている 。

産業界は 「国際化」、「情報化」、「先端技術化」 という 3 種類

の特徴をメヵ・トレンドのなかで追求しており、一般の消費者も、

「ノ、イクオリテイ 」、「ノ、イフ ァッ ショ ン」 、「ノ、イテク ノロジー」、

「ハイプライス」に 代表される 豊かさや多様性を追求するよう

にな ってきている 。 これは、戦後の復興Wl から高度成長期にか

けて求められてきたものとは性格が異なり、われわれ建設界の

対応も、社会ニーズのなかの「不変なもの」と「時代の要請に

対応すべ きもの」の区別 を十分に認識 していかな ければなら な

い難しい時代に入 ったと 言 えよう 。

本稿では、 筆者が長年都市開発や建設フ。ロジェクトの研究や

実務分野での共同研究 を行 ってき た経験や 、それらを過して得

られた考え方をベースとして、新しい時代の都市づく りの動向

と、これらへの効果的なア プローチの考え方を簡略に述べると

ともに、土木分野と建築分野の工学 ・技術の協調の必要性を示

し、融和への努力の重要性について論じることとする 。

新しい都市づくりのなかの建設界への要望

伝統的に、われわ れ土木工学 ・技術の分担は、社会システム

の公共的基盤施設の建設 ・整備であるとされてきた 。 その社会

基盤の 内容は 、図ー 1 に示すような 6 橋類の基盤整備に分類さ

れ、地域の公共の福祉の増進を目的とした建設 ・整備が促進さ

れてきた 。

近年、わが国の都市地域の一応の基盤整備が進展し たことに

伴い、社会システムでは 、従来とは異な ったニース、が産業界や

一般の人々 ( 住民 ・市民 ・消費者etc .，) から要望されるように

なった。つまり 、産業界へは、そのメカトレンドとして 「国際

防 災基盤

・治山 治水施設

. 耐震関連施設

耐 風関連施設

耐火関連施設

コ ミュニケー ション基盤

. 運輸交通施設

( 物的コミユ二ケーショ

ン)

- 情報通信施設

( 非物的コミュニケーシ

ヨン)

発展のための先行的整備

社会システムの

中核部分

笠備の順序

文化学術基盤

美 術 館

ー↑専物館

図書館

文化的イベント胞設

レクリ エー シ ョン基盤

. スポーツ施設

・レジャ 施訟

リゾ 卜施設

その他

- 成熱化のための補完的霊備

図 ー 1 都市地峻に おけ る社会基盤と その関係

都 市機 能 ・ 施 設

学， ｩｾ ・ 教えるＨ学Ｉ 一 寸 繊能のバランスのとれ

遜 ぷ ー憩う( 遜) I 、 たまち( 都市)

住む ・生活する( 住) I  上記を実現する施設 ー

働く( 職) ___..J 空間の整ったまち

支える

日日⑨
健康支援体制

生活保障体制

巴白
安全( 各種) 保障体制

J 、ー ドな都市基 盤 ソ フト な 都市基 盤

ま ち

図 - 2 都市づく りに求めら れる 要素 とそ の関係

化」、「情報化」、「ハイテクイじ」が求められ、その実現を促進し

うるような 、あるいは支援しうるような 都市づく りが必要 とな

ってきて いる 。

また 、都市地域の住民からは、都市の活性的な雰囲気を創 出

するための特徴として、消費者動向に著しく見られる指向とし

ての 「ハイクオリテイ 」、「ノ¥イファ ッション」 、「ハイテクノロ

ジー」 、「ハイ プライス ( 高級感 ) J が、ブラ ン ド噌好と同様に

求められてきている 。このような活性的な部分が求められる一

方で 、若い女性を中心に、緑豊かで静かな落ち着いた 雰囲気の

l床わえる大規模公園や緑地の整備も強 〈求められてきている 。

さら に高齢化時代を迎え ての、長寿社会での老人の生活を支

援す るシ ステムや施 設を 備えた都市づく りや 、豊かな都市社会

システ ムの笑現 をめさした |態筈者の福祉環境の 向上など も重要

視されてきている 。 そのほか、都市生活や諸都市活動の行われ

る場としての都市空間のテザインや都市環境デザインなども、
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従来の衛生環境のみならず、総合的に整備していくことが求め

られるようになった 。全く大変に高度化 ・複雑化してきたもの

である。

筆者はこのような問題 ・課題構造を、 図 - 2 に示すような単

純な関係構造に把えなおして検討を進めることにするが、これ

は都市地域における諸現象( 物的 ・非物的 ) をあま りリアルに

把え過ぎると、かえってフレーム的で重要な関係構造を見失う

こととなると考えたためである 。

ここまで説明すると、賢明なる読者の皆さんはすぐに理解さ

れると思われるが、伝統的に広域 ・公共的立場からアプローチ

してきた土木工学 ・技術の分野の力だけでは、 上述のような高

度化 ・複雑化してきた社会的ニースに十分対応しきれなくなっ

てきている ことは明 らかである 。 また一方では、人々の生活や

コミュニティ、さらには都市テザイン聞、連築物 ・施設の計画

. デザイン面などを中心にアプローチがなされてきた建築学や

工学技術だけでも十分には対応しきれない状況に至っているこ

とも明らかで‘ ある 。

蔀市づくりへの社会的ニーズがこの段階まで高度で複雑なも

のとな り、しかも 経済的に、機能的に 、環境的に見て効果的 ・

効率的な都市社会の建設 ・主査備が要望されるようにな った現在、

建築の分野の人々のみならず、公因縁地関係の人々、環境関係

の人々 、設備や情報通信関係の人々 、等々都市づく りの基礎部

分を但う各分野の協調体制が、建設界全体に要望されているも

のと考える

土木分野と建築分野の協調の重要性

一融和に向けての努力一

表 - 1 は、われわれの都市開発を特徴別に 4 つのタイプに分

類したものである 。その概要( ねらし、) のなかに示した内容を

見れば容易に理解されるが、その中核が伝統的に土木分野の仕

事になっているように思われると ころに 、建築分野の技術の活

用がなければ達成できない部分も数多く見受けられる 。

筆者も 、数多 くこのような開発プ ロジェクトの計画や事業化

の仕事に関係しているが、実際には建築の専門家に支援しても

らうことも多 b 、。 また、筆者は、都市地域開発プロジェクト計

画とそのマネジメ ントや建設プ ロジェクトマネジメ ン トの方法

論の開発研究を行っているため、 図 - 3 に示すような問題意識

をもっている 。 このような立場から見ると、図 3 の各プロセ
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表 ー 1 最 近 の 都市 開発 プ ロジ ヱ ク ト の 4 つのタ イ プ

Ｇｉｾ 例長ｦｉ )]11 慨 望書 ( ねらい )

① (  a  ) 凶際化対応

ニュータウン l摘発 - 国際企業の立地を中心とするビジネスセンタ一地区

および再開発プロ の|非l発一 一 ( 大阪府 ) 国際文化公悶都市等

ジェクト - インターナショナル ・スクー/ レの誘致と新しい学生

( テー 7 ・オリエ 1封の建設

ンティ y ド プ (  b  ) 高度的報化対応

ロジェ 7 ト) - 情報サービスシステムを備えた業務地区や肘住地区

の一体艶備および一昔1¥組織体制lの確立 インテリジ

ェント y ティ等

(  c  ) 国際化 ・高度情報化の組み合わせ

.  24時間者1¥市活動をめざす都'L芯1¥再開発 亦坂， <

クヒ j レズ等

( d  Hu合機能セ ンターを核としたニュータウ ン形成

② - 市民の珍しき、話題性等の指" ，) を治問して、イベ ン

イベン卜 ・オリエ トを制iとするプロジェクトによる都市基然施設づくり

ンティ ッ ド プロ 大阪国際化郎、神戸ユニバーシアード 奈良ンノレ

ジェ クト 7 ロード博、瀬戸大統架附記念博 ( 坂出 合倣 )

③ - 国民全体の余暇 ・リゾー卜指向の活用により、 「見

リゾー トl開発によ る、する、遊_ " 、ザ: ... .;.: J という欲求の充足に、 「休む 」

るI也峨振興プロジ を加えた長JUI 滞在盟リゾートを軸にすえてのI也成の阪

ェ クト 興プロジェクト 一一 全国事例多数

@  (  a  ) 都市計画道路等

r.l ldj 純i設の悠備 - 専用化 自動車専用道路、歩行者 ( 自転車 ) リHII

一 交i I 1i ! 泡設e) q911- 道路

- 特化 鉄道 ｩｩｬｩｾ￫ 立体交差事業、者 ｉｬｲ ｬＱガイドウ ェ ー

専用道 ( インフラ ) 、fi 1 J 寛治設帯 ( パ y ファゾーン )

(  b ) 聖苦悩内容

- アメニティ ノニ ューの多機化 ｾ主続 ｍ 樹、スト

リート ・7 7 ーニチ ュア一、高規絡舗装、コミ ュニテ

ィ道路、共同構、 CAB; . . - ステム

関述投資一一道路開発資金 ( 道路フ ァンド )

- 沿道との一体経備、地下 ( 上空 ) 空間利用

ー昔日市 iii 11.:化のための事業一一 自動l ) i 駐Jli .tJ，.; の務備、

郎市基幹制l道路網の整備

〈機能〉 〈プロセス〉

企画化ー・ー ー ーーー ー

。計画化 ーー-- - - - --・・ h 。

事業化

実 施 ー ー守 一--:

合

⑩ 

図 - 3 開 発 プ ロ ジ ェ ク 卜 ・ 建 設 プ ロ ジ ェ ク ト の プ ロ セ ス と そ の 機 能



スにおい て建築分野をはじめとする関連分野の方々と協調しな

が ら、① 経営 ・経済学的問題、 ②建設技術的問題、 ③方法論的

問題、という各側面での問題の解決や課題の達成をはか ってい

くことが大切であると考える 。

特に建築分野と土木分野は、そ の基盤部分で の物的 ・機能的

目標の設定や計画 ・設計で密な結合 ( 融和 ) をはからなければ

ならないものと考える 。

近年の産業界は 他業務分野の開拓、つまり事業分聖子の拡大を

めざして多大な努力を行 っているが、われわれ建設界も協調や

融和の メリ ッ トを十分認識し、実務の分野で着実に笑行してい

くことによ り、 一体とな って事業拡大 ( 需要の創 出) へと前進

できる体制を確立していく必要があると考える 。

ニュータウ ン開発構想策定における可能性

の事例

以上で、建築分野と土木分野の強い関係を融合とい う段階に

まで進めること の重要性の認識について述べた 。以下に、簡単

ではあるが、 筆者が過去数年来関係してきた北大阪地域の大規

脱ニュータウ ン開発事業計画における最上流部の開発構想策定

を例にと って、建築分野と土木分野の融合の可能性について述

べ ることとする 。

さて、 図ー 4 には 、当ニュータウ ン開発における開発目標と

開発コンセ プ 卜設計ーをつなぐ検討 ( 設計) のプロセスを、 図 -

5 には、この開発コ ンセプト のなかで具体的に描かれた活動イ

メージを出発点とした 「ニュータウン開発イメージ ( 構想 ) J  

策定のプ ロセスを示した 。 このふたつの図のなかには、従来、

土木工学の分野ではイ変われてこなか った快感覚的な 言葉砂であ

る 情イメージ砂 あるいは ホイメー ジプ ラン H 等の用語がイ変われ

ている 。

上位計画の整理

新しい都市開発論理の明確化

開発に求め られる効果と方法論の明確化

= > 作業の メイン 7 ロー

ー一一→砂 分析情報の流れ

図 - 4 ニュータウン開発コンセプト設計のフロー
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図 - 5 ニュータウン開発イメージ策定のプロセス

つまり 、土木工学が機能論を中心に進めてきた方法論と 、建築

学の得意とするイメージや意匠デザインやビ ジュ アル ( シミ ュ

レーション ) という方法論と の結合をはかろうとしたものであ

り、機能部分と非機能部分の適切なバランスや融合をねら った

ものである 。

紙面の関係上、このような検討作業の内容を 具体的に示すこ

とはできないが、このほかにもアメニティ性なども両者の聞 の

議論によ って検討を加えてい くことが望ましいと考えられる部

分である 。

以上、簡単に示した事例ひとつを見ても、本稿のテーマであ

る建築と土木の融和の意義と効果は大きく、関係者全員で努力

し、 一刻もはやく融和の方向へ向かうべきであると考える 。

( はるな まもる 立命館大学教授 〈理 工学部土木工学科>)
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建 築 教 育 と 土 木 教 育

鈴 木 成 文

建築・土木の学科合併の動き

最近、国立大学で建築学科と土木工学科の合併や、合体した大学

院をつくる例が少なくない。 ところが当の建築学科ではそれを望ん

でいないのが実情である 。文部省からの圧力で、あるいは大学の自

主的な形 をと ってはいても文部省の顔色をうかが って、不承不承合

体させられるのである 。近年は情報工学とか材料工学とか、新しい

分野が増えてくる 。大学がどんどんふくれ上がるのでは文部省もま

かない切れない。 そこで、スクラ ップ ・アンド ・ビルトで、 一方が

増すなら他方を減らすというのが行政の態度であるが、ただ減らす

わけにはいかないので、既存のものを統合するという形をとる 。弱

い部分、旧来と変わらぬ分野である建築や土木に圧力がかかるわけ

である 。横浜国大では建築 ・土木 ・造船が合体させられて建設学科

にな ったし、宇都宮大も建築と土木が合併した。新潟大も 同様で‘ あ

る。 その他 これに類した例は数多い。

こういう合体が、建築と土木の融合した新しい可能性を生み 出す

ならよいが、事実は逆である 。相変わらず学科内に同 コースが併存

する場合が多い。 当の建築学科はいずれも合併に対して大いに 抵抗

したが、結局は判l し切られたという 。 なぜ抵抗反対するか。世間で

は 「土建」 と称して似たような分野と見られがちであるが、学科の

当事者から見れは¥違う、という意識が強い。

米国や欧州|では、建築の構造も橋梁の構造も同じエンジニアが扱

う。 ところが日本では、西欧の文明と技術を導入した明治の初めか

らそれは分かれていた。大学でも建築と土木は全〈別々に教育が行

われた。 それは、学問や技術がまずあるのではなく、とにかく列強

に追いつくために対象とする建築や港湾や鉄道の建設という大目的

が優先し 、 したが って対象別に教育体f!ilJ が形づくられたのである 。

別個 に発足し別の道を歩んで発達した 100 年の歴史があるから 、そ

う簡単 には一緒になれない。構造力学における 月3語さえ両者に速い

が見られるのである 。

建 築 と 土 木 の 違 い

生い立ちが違うからとい って、本質的な違いがあるのだろうか、

という疑問がないわけではない。 しかし、体J貨はずいぶん違いがあ

る。 それは業務の面でも学聞の面でも顕著である 。

土木は官庁仕事が主流であるのに対して、建築は民間lが主流であ

る。土木は計画における組織が建設省を頭にして全国的に ほぼ系列

化 しているのに対して 、建築は個々の建築家、 イ問々の建設業がばら

は、らである 。土木はタ ムにせよ道路にせよ鉄道にせよ橋梁にせよ港

湾にせよ 、一定の基準に従って計画され設計されるのに対して、建

築は似たような建物 でもその都度設計され、その形も仕様も機能も

まちまちである 。

大学における 研 究教育面ではどうか。土木は、かつては、河川 と

か道路とか港湾とか、対象別に技術が固められ、大学の講座 (研究

室) もそれら対象別 に組織されていたのに対して、建築は、内田祥

三が講座編成を確立した 1920年代末以降は、歴史 ・計画 ・構造 ・材

料・衛生・設備・都市計画とい った技術分野別あるいは学問分野別
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に編成されている 。

このような性格の違いがあれば、統合にはそう簡単に同意するわ

けにいかない。 その上、建築関係者の多くは、 「建築」という名称、に

愛着をも っているのである 。何とな く芸術 と技術の統合したものと

いうイメージをまと っていて、建設工学科 という技術オ ン リーと は

違うのだという気分がある 。

そのようなわけで、文部省の強引とも 言える統合策に、建築学会

としても反対の意思を表明してほしいという声が、合併の矢面に立

たされた二、三の大学から上がった。学会の建築教育委員会として

もこの問題を取り上げ、新潟大 ・横浜国大な。どの実情を紹介してい

ただいたりもしたが、 一方、相手方の土木工学科の方はどんな風に

考えているのだろうと 、東大の土木の教授を招いて話をうかがう機

会をも ったことがある 。東大の土木は 、教育面でもかな り新しい邸J

きを積極的に取り入れていることを 聞いていたからである 。

近 年 に お け る 土 木 教 育 の 変 質

学科統合に対する土木1l!1Jの反応は、建築1111J とはかなり異な ってい

ることが、この時の話から 明 らかにな った。

まず、土木は 「土木」という名称に こだわ っていない。 それどこ

ろか、土方の親分ないし土木作業員というイメージのあるこの名称

を変えたいという声がかなり 以前から存在し 、土木学会で過去三度

もこの件が公式に論議されたとの こと である 。現に東大では、学科

名こそ土木のままであるが、教養学部からの進学振り分けのコース

名を 「社会基盤工学 J r社会基盤システム計画」というように変更し

た。つまり社会のイ ンフラストラクチュアを支える技術とその計画

を受け持つという 印象を 押し出し たいという意図である 。名称を変

えたら志望者も増加し たという 。

研究教育の 内谷でも、従来の建設対象} j IJ の堅いイメージからの脱

却 を意図して、さかんにソフ ト化 を図 っている。建築学て計値l学が

誕生し確立されたのがほぼ40年前である が、土木の近年のこの商へ

の傾斜は著しく、かつての対象別か ら離れて計画手法而を 推進 し、

流行りの数理解析手法などの導入では建築よ りも先へ進んでいるよ

うにすら見える 。変わり身ーが早いと 言おうか。 その意味では建築学

は良〈 言えば着実、悪〈 言えば意外に保守的である 。土木は建築と

の統合を必ずしも嫌っていない。むしろある面では歓迎しているよ

うにさえ感じられた。

土木の教育が海外へ目を向けていることも特徴的である 。昔は海

外 と言えば日本から欧米への留学であった。今 日の土木は、 日本へ

留学生を受け入れることに熱心である 。新幹線 ・大型架橋 - 海底ト

ンネルなどのビ y グプロジェク トが一応目処がついた今 日、圏内よ

りも海外に目 を向ける とい うことであろうか。 とくに発展途上国で

は国家的プロ ジェクトとして土木の占める重要性は大きいので、そ

の技術指導 ・技術者養成に力を入れようとの意図であろうか。東大

の土木の大学院では講義も英語て- 行っているほどである 。 これに 比

べ建築では 、たしかに日本建築に憧れてや って来る留学生の数は極

めて多いが、積極的に H乎び込んでいるわけでもなく、それへの対応

を特に仕組んで、いるという風も見られない。



女子の学生を迎えようとしている点も最近の土木の大きな変身で

ある 。土木の就職先と 言えば、以前は設計 ・建設 ・監理の仕事はい

ずれも者11会から離れた場所で、スケールも巨大で・あった。 それは男

の仕事であ った。土木現場と 言えば最も男性的な舞台であ った。一

方、建築は都会が主な仕事である 。建築が多〈建っところがすなわ

ち都会である 。 そしてそれは土木に比べはるかに繊細で与ある。住宅

とい う大きな対象分野もあり、これは女性が能力を発揮する 。建築

設計の仕事に女性が進出し始めたのが1950年代前半であるから、す

でに 40年の歴史をもっ。今日の大学建築学科では約10- 20%を女性

が占め、その比率はさらに増加しつつある 。 これに対して、土木工

学科にも女性が進出し始めた。男女の差が草11 らいだという以上に、

土木工学がソフトイじしたことの表れであろう 。

デザイン教育について

このように土木教育の変貌は著しいが、しかしなお、建築教育と

の大きな違い、決定的とも 言える違いは、デザイン教育 ・設計教育

の而であろう 。

建築では、大学によ ってもちろん差以ーはあるが、その教育の中心

は設計製匡l、デザイ ン実習に置かれる 。 これに大きな i時間を割くし、

学生たちの生活もこのデザイ ン笑習を取I i に回転している 。 これは、

建築には芸術的美的側面が強いからではあるが、しかしデザイ ンは

何も形や姿ばかり訓練しているわけではない。設計の作業を通じて

ものをつ くるプロセスの訓練をしているのであり、講義で学 んだ

諸々の学問 ・技術の統合を試みているのであり、そして何よりも建

築という総合性を学んで・いるのである 。 この、総合性を身につける

訓練ということが建築教育の大きな特色であり、しかもこれが長年

にわた って受け継がれた伝統にな っているのが、建築教育の強みで

あろ う。

ただしその特色が近年揺らいできた の も事実である 。技術の発達

とともに講義科目が次第に増加し、多くの大学で設計笑習の l時間が

圧迫されている 。 また大学教員自身も専門分化して、必ずしも設計

指導を受け持たない人が増え、学生の聞にも 「建築デザイ ンこそ」

とい った気分は薄らいできた。教育におけるデザイン実習の意義 ・

役割の認識にも差異が生じてきている 。建築教育の特色にもかげり

がきしてきたのかも知れない。

都市工学の誕生

都市計画と言えば、建築畑の人たちはそれは建築の分野であると

考え、 一方、土木畑の人たちもそれは土木の分野であると考えてい

る。都市を考える場合の基本となる人聞の生活や住居、教育や医療、

産業のあり方などを考え組み立てるとい う面から見れば、それは建

築からのアプローチが主要であるし、さらに都市の景観や印象を決

定するのは建築物であるから、建築畑uの人間がそう考えるのは当然

であろう 。 しかし 一方、都市の骨格を決定しその死命を制するのは

交通( 道路 ・鉄道) であり、供給処理 (上下水道 ・ゴミ処理など)

であり、あるいは通信である 。 これらの基幹施設、インフラストラ

クチ ュアを計画 ・施工するのは土木であるから、土木知iの人たちが
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土木こそ都市計画の本流だと信ずるのも、またそれなりの理l主lがあ

る。

建築にも土木にも、都市計画の講座はあ った。 これらが合体して

東大に 「都市工学科」ができたのは、すでに 30年も前である 。 これ

は両者からの分離合併ではあ ったが、教員自身の出身や所属学会が

それぞれ別であ ったから、学科内部は依然として建築系と土木系が

存在していたのはやむをえない。 しかしこれも次第に 「都市計画学

会」が設立され、都市工学科出身者が教員となり、社会に多く進出

するにつれて、そのような意識は薄れてきた。

ただ問題は、都市を対象とする場合、次第に「もの」 そのものか

ら離れていくことであろ う。 人口とか交通量とか生産量とか、数値

や数量やその分布を問題としその動きを解析するが、なかなか形を

扱うに至らない。都市計画で扱うスケールはせいぜい 1/ 500どまり

であろうから、 1/ 200、1/ 100から 1/20、原寸ーまでを扱う建築デザ

インとはやはり隔たりがある 。 タウ ンプラ ンニングだけでなくアー

パ ンデザイ ンが電視されてきているが、これを扱うには建築と都市

の両面からのアプローチが必要であろう 。

環 境 デ ザ イ ン の 成 立

近年のもうひとつの動きとして著しいのは、環境デザイ ンとか環

境設計とか環境計画なとe の名称をもっ学科が生まれ、しかも最近に

わかにその数を増していることである 。

環境デザイ ンと称しても、その内容は大学によ って大きな違いが

ある 。建築を 主体としてイ ンテリアから都市計画までを扱 うもの、

外部環境のみを扱うもの、建築と土木の単なる寄せ集めのものなど、

さまざまである 。 しかし概して、建築的ーーすなわち人間的一一ス

ケールを扱いながら、建築単体にとどまらず広い環境のなかの計画

として取り組もうとの態度には共通するものがある 。

環境という 言葉を用いたとき、建築とか住居とい った 「もの」そ

のものを中心とするイメー ジから 、 よりソフトに、人聞の生活を包

み込むものとい った印象があり、教育面でも人間中心の考えを積極

的に打ち出そうとの意図が見られる 。 もっとも、それは現代の社会

一般の傾向であると 言っ てもよかろう 。

環境デザインの指向するもうひとつの傾向は、より大きく 地球規

模で環境問題の一環としてデザインの問題を把 えようとの態度が見

られることである 。都市や地域における周辺との調和の問題から、

さらに広〈広域環境の問題、資源の問題、エネルギーの問題、自然

と人工の対立と調和の問題に拡がる 。個々の建築や町のデザインを

そういう問題の広がりのなかで把えることは、現代の必然である 。

しかもこれを頭のなかの知識として、あるいは数量や図の上の操作

としてでなく、個々の 「もの」っくりのレベルから一連のものとし

て考えようとするところが環境デサ' インの特徴であり、それが、こ

の問題のむつかしさでもある 。学生たちも自然にそういう方向での

思考に立 っていることは、本号に載った学生の文 (p51) からも十分

うかがわれる 。 これをさらに仰ばしていくことが重要であろう 。

(すずき しげぷみ 神戸芸術工料大学教授)
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境界領域におけるランドスケープデザイン

- 2 1世紀へのアーノくニゼーションに課題を求めて-

近 藤 公 夫

ファジーのシーズンと言われる今日、そして明日である 。「 ファ

ジーとは、無論理とか非論理の事象を意味する領域に語源がある 」

と耳にした筆者の記憶からすれば、「境界領域について考えようと

するとき、この言葉を文の始めに据えるとは適当でない」 と言われ

るかもしれない。境界領域とは、明確な論理をも って構築された領

域が相互に:境界をなす状況を前提に成立する 。 それは両領域が火花

を散らしての衝突や変化に 反応する重合などの事態から、各領域が

それぞれにもつ論理のみによ って考えれば理解の難しい事態を生み、

その好ましさや厭わしさから 「オ一、ファジー」 と叫ばしめる場合

も少なくなかろうが・

好ましからぬエピソードに、日本の者11市景観を取り上げよう 。 そ

こにあるもの、住宅をはじめとする都市の施設は、道路や橋梁に至

るまで、ひとつひとつは丹念に見るほどそれなりに リゾナ ブルと 言

えようが、その努力と自己主張が集積した姿に、 「テ リプルなカオ

ス然とした 町」 とさえ評価せ ざるを得ぬ場合もある 。百数十年前、

徳川時代の末に江戸を訪れた外人が、白壁の武家屋敷や老松がそび

える社寺の境内など江戸城をめぐる 「まちなみ」 を見て賞賛の言葉

を本国に送 った、という話に比べれば皮肉な対照であろう 。

この話を単なるエピソードで終わらせるなら、デザインにかかわ

るアー キテクトの話題にはならない。アーキテクトという以_ Iこは、

人の営みであるアートそしてテクニクスを総合し、 「ものづくり 」

「ことづくり 」のデザインの上に トータルな人間生活の環境空間を

つくり LI' ，す、いわばオーケストラのコンダクターなのだから ・・・。

話はここから始まる 。 アーキテクトとはパビロニア帝国の時代か

らコ ンダクターとして機能すればこそ、古代ギリシャのアーキテク

ト観も生まれた。 またそのゆえに、ハ ンムラビ法典の厳しい徒 「建

築の崩壊によ って家族の長子が死ねば、その建築に当た った建築家

の長子は殺されねばならない 、云々」 という 言葉の重みも型f略され

よう 。 というのは、コンダクター( アー キテクト) こそオーケスト

ラ ( コンストラクター) を生かして名演奏 (名作品) を可能にする

責任者にはかならないから。

境 界 領 域 へ の 認 識 不 全 が 都 市 の カ オ ス を 生 む

とすれば、 カオスの観を 呈する日本の都市をつくり 上げたのは、

今日に至る関連アーキテクトの責任 (建築家、都市計画家、造園家、

その他ハー ドやソフトを問わぬ関係分野デザイナーたちの業紋) で

あり、自らの手をきれいとするのは自らの無力の証とされかねない。

今日に至るまで、この地球に人間の住居をつくり 、都市 として人の

目に映じる多くのものを築き上げてきたのが、建築家を中心とする

アーキテクトである 以上、 われわれは明日に向か つて責任あるヴイ

ジョ ンを提出するべきであろう 。 その場合、特に日 本の都市に見ら

れる現実、それを結果した過去百余年の歴史、についての検討は不

可避であろう 。ひとつの見方として、そこに形成された 「ラビ ッ ト

ハウスのカオスと見る 向 きもある 日本の都市」、それを生み出した

「日本のアー キテクトたち」は、将来、地球規模で進行するであろう

アーノ〈ニゼーションのなかで、注目される反面教師と 言えるかも知

れない。
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冗談ではない。誰が反而教師という評価を求めてデザインに骨身

を削ろうか。誰しもアーキテクトとして作品を通じ試みる発言は社

会に対する真剣! な自己主張の表現であり、それは住宅にせよ、公館

にせよ 、道路にせよ、公園にせよ、それぞれの作品の内奥に作者の

哲学は存在していよう 。 たとえ、今日の都市に好ましくない例とさ

れる往年の文化住宅類にしても、それを建築として笑在させるに至

らせたアーキテクトには何 らかの見解がもたれたはずである 。

筆者の学生当 H寺における経験をふりかえるとき、当時、住宅公団

が計画しつつあ った大阪府下の香里ニュータウ ン ・マスタープラン

に参画し、大型高層住宅の導入による緑地の保全を提言 した記憶が

ある 。プロジェクトの指導者は 「住宅問題の現実に対応する 一戸で

も多〈 リゾナブルな住宅を供給する必要を考えない空論」 という 批

判 を下されたが、住宅を居住機械としての機能から評価し、そ の向

上ないし能率化 を主張する立場は、建築家がアー キテクトである場

合に当然視される姿勢のひとつであろう 。 その後、香里ニュータウ

ンが日本の住宅問題において先駆的な意義をもっベ y ドタウ ンとし

て注目された次第は周知1の通りであり、当時の住宅公団事業の成功

例視されるところであるが、当時の緊急課題とされた住宅問題への

対応が必ずしもすべて成功と 言えない事実も否定しがたい。

前述したラビ ッ トハウスの話は極端としても 、今日の日本の都市

が景観においてカオス然たるところを見せる背景に、アーキテク ト

である建築家が一人ひとりの自己主張を余りにも赤線々に表現した

事態は無視できぬものがある 。 そしてその最大の要因に挙げられる

のは時聞の流れへの配慮、をふくむ境界領域の認識不全にあ った、と

筆者は考える 。 その場合、境界領域とは単に空間的な意味でとらえ

られる以外、時間的な意味をはじめとして、いわゆるソフトな感覚

でも考えられ、起三次元的 (少なくとも四次元的) な問題として認

識され理解されるべきであろう 。その不足ないし欠点5とでも 言えそ

うなものが、今 日の都市におけるカオス的な様相を生み 出し、人 を

して 「オ一、ファジ ー」 と言わしめたように思われる 。

先に挙げた江戸の武家町は 「東洋のガーデンシティ 」 とも 言 うべ

き姿を演じたが、その主役が屋敷の白壁にしろ社寺境内の緑にしろ、

今日のいわゆる境界領域に当たる空間とかかわるものと 言えなくも

ないのは、興味ある事実であろう 。

ランドスケープデザインは境界領域を体験して急た

さて、ラン ドスケープデザインの場合である 。幸いか不幸か、日

本における国土の開発や建設は、ランドスケープの領域を土木と建

築の谷間とも 言 うべきあたりへ追いや って今日に至 った。 そして、

その現実のなかにラ ン ドスケープデザイナーたちは、その曲折した

意味において境界領域を体験してきたと 言える 。 と同時に、ランド

スケープデザイ ンの大きな課題である 「環境形成上の素材としての

生物」は、これが生々流転するダイナミズムを本性とすることから、

その分野のアーキテクトに趨三次元的な計画のイメージを生ましめ

てきた。少なくとも 「建築や土木の造営に 比較してイニシャルコス

トは低くても、何年かすれば環境空間の景観にかかる主導権はわれ

われの領域にある 」 という想念は、ランドスケープデザインの原動



ブJ であ った。実際、いわゆる造!童l組栽を例とすれば、数年先の樹木

生長像をイメージしての配植て。なければ来観効来は不全を免れない、

という趣旨の口伝も J A聞する 。 そこに、特定の時間相に対応する長

観が相互間に形成する境界領域の存在も示唆されよう 。

そのような問題の所在にかかる事例として、筆者は阪神地域の環

境影斡i評価においてランドスケープアセスメントに関与した体験か

ら、あるお'H1TI工場の問題における境界処理と緑化粧栽についてコメ

ン トを試みたい。

ひとつは工場敷地の境界における修去に示された卒業者案の川姐

である 。 この種の施設が通例とする巨大で無表情な建築壁面を ffi 裁

によ って修対するというキャ y チフレーズの総案は、フェンスに沿

う街路樹水準の樹木を植栽するに過ぎず、そこに境界領域を積極的

に取り上げる計画姿勢のなお乏しいものが思われた。 それは強烈な

自己主張をもっ都市施設の建設が与えるインパクトに対するバ ッフ

アーの認識にも 問題を恩わせ、1 : 1本の者[1市にかかる計画家そのもの

が環境のカオス化に手をかしつつあるかの思いを抱かせる 。

他のひとつは、限られた敷地 を利用して、新施設の老朽化するま

で、十数年の聞は将来焔設を建設する予定地を緑化し、「ボリュー

ム感のある緑化により景観の環境調布l をはかる」というスリリング

な発泡: !である 。特に郷土樹種の導入などをうた った提案とは言え、

その樹木は根系を土壌に定粛させて本格的な生長に入るか否かとい

う十数年後、これまでの努力も空しく伐り倒される運命が待ってい

るのである 。 そこには自然が生物に与えた本性、 i時の流れに国平Tな

生物のダイナミズムに対して、人間の生活メリ ッ トを者11市環境開発

に短絡させている現実がうかがえよう 。

境界領域という謀題は、単に者Ilili における建築・構造物相互の空

間問題として考えられるにとどまらず、人間とその生活をとりまく

環境の多様な要因 ・素材などの IHJ においても、さらに JI寺の流れに伴

う諸相の様態聞にさえ無視されない、との想念が浮かぶであろう 。

その鋭点からすれば、環境空間を構成する要因 ・素材などがそれぞ

れにもつ固有のダイナミックな特性を生かし 、その上に境界領域を

イメージしてこそオーケストラの指揮者にたとえ得るアーキテクト

本来の姿は浮かび上がる 。逆にこの理解を欠くならば、そこには、

バイオリンばかりで( 時にフルートが入ったりドラムがl鳴ったりす

るくらいで .. .) シン ホニーを奏でようとタク トをふるディレクタ ー

のカ リカチュアが描かれはし ないだろうか。

「聞のデザイン」

境界領域論にかかるデザインの議論は、これを空間の問題として

考えれば極めて多彩でbあり、今さら 言葉を加えても屋上に屋を架す

だけで、議論の発展に資する上に、筆者の能力は乏しい。 しかし問

題を空間としての境界領域論以外の視点から展開すれば、それは今

円の議論にもフィ ー ドパ ックさ れて、新しい発展を生み出す可能性

なしとしないのではないか。それは一方に急激な変化の歴史を事IJみ

つつある生活環境の時系列的な展望に求められようし、また人 IHJ 文

明とは存在の論理を別にしながら水速の共生を謀題とする「地球の

自然」との問に見出されよう 。「国際花と緑の博覧会」基本構想の

主I ! 築と仁ノド

ｾ ｬ 場

起草に ｼ 関与した筆者の立場からすれば、 ｉ ｾ ｉ 然と の共生にかかる境 界

領域の問題にふれる議論に興味をおぼえるが、すでに紙数に乏しい。

以下にアーパニゼーションの近未来像をす描し、まとめにかえたい。

20世紀央において地球の人口は40他人弱。都市20億人弱と j島村20

億人経度の構成であ った人類は、 20世紀末には約601:a人、都市40億

人と J 2村20億人。 そして21世紀後半、その人口は 100億人、 12村人

口は 20億人の線を動かないのに都市は80億人の 巨大人口を擁するに

宅 り、 1960年にドク シアディスが予言した エクメノポリ ス的な地球

の都市化は具体的に 浮かび得るか、とも恩われる。

それはl時に年 1 億人に近い都市の人口増という事態を示唆するも

のであり、人聞がもっ技術的、経済的あるいは社会的な都市建設の

能力で来たして対応可能なものか、その対応不全は世界的にスラム

の海をひろげ都市のカオス化を進める のではないか、 を案じさせる 。

アーパニゼーションの進行について、メルテイングアイスクリーム

・スプロール( 溶けゆく氷菓のような都市膨脹) という至言 もli fJ く

が、その構造的な 問題は数多い。たとえば、そのひとつは都市機能

の発達に伴う 問題で、インナーシティに都市社会の成立基艇にもか

かわる人口減少などを生み 出 している 。 またひとつは都市の人口集

巾地域が拡大するために発生する都市と炭村との摩擦で、 EI本に 凡

られる秩序なきサプトピア形成は、この例に挙げられよう 。

それらに加え、ランドスケープデザインにかかる立場からは、者日

市を中心とする人間社会の活動が自然環境との接触によ って結果さ

れる問題を指摘したい。発生的に点状に見られた生活と自然との摩

機は、現在、摩擦点のi月二状発生に伴って面的に拡大され、原自然の

滅失や自然的環境の劣化など多数の問題を生みつつある 。 このZJ';. 笑

はl時として感傷の問題に帰せられかねないが、文化の継承として後

世ーに遣すべき資産でありながら、回復の困難な自然環境をほしいま

まに劣化 させる危険は、アーパニゼーションの加速につれ増大する

と予測される 。 そこには、今日、者11市環境のフィジカルな課題と考

えられやすい境界領域の問題が、者11mの論理をこえ地域の論理! ない

し国土の論理から考えられる可能性を示すものがあり、 21世紀社会

のアーパニゼーションを考えれば、深刻の度は高まらざるを得ない。

そのような事態が予見されるなかにあって 、生活環境の劣化を回

避するためにアーキテクトが採るべき道はは何か。先に筆者は「も

のづくり J r こと づく り」にデザイナーが専念した結呆が都市に好

ましくな い事態 を招いた例に ふれ、オーケス トラにおけるタク トの

ふり方をわきまえる必要にふれた。なかでもランドスケープの場合、

そのデザインの原理は風土環境に内在する資質をいかに「生かす」

かであり、広範にして多彩な京鋭のなかにいかに「さまをなす」べ

〈イ立置付け るかであり、それは「聞のデザイン」などの怨念にも至

り得る、と考える 。そして 、境界領域の問題は、そのような発想!の

なかに将来のアーパニゼーションに対抗する武器としての認識を得、

都市環境のなかに領域が確立されてランドスケープの環境形成にか

かる原点的な意義が理解 されなければ、得ると ころの少な い議論に

なりかねないと危快される次第である 。

( こん どう きみお 制I} i  ｾ 芸 術 ｬ 二 科大学教授 ・ 奈良 ｾｦ 大学名作教授 Ｉ
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都市デザインにおける建築と土木のかかわり

， 也ｵＡ［と ー ｉ ｾ イ ミ

圃園田・・・・・
ｴｮＲｪｾｪ＠

北 沢 猛

者11市テザインは者11市におけるさまざまな問題を空間的に解決する

方法である 。景観のガイドラインや公共空間のデザインといった手

法を意味するものとして受け入れられているが、恨本的な問題解決

に向けて都市を織成するさまさまな要素やその主体、実現のための

校術、デザイ ンが一体とな った行動をとるためのシステムと言 った

ほうが適切であろう 。一定の目標を共有しながら、空間の一体性と

II.f 間的な連続性を維持していく「活動」と 言 うべきである 。 これに

より、都市生活者が快適で魅力的な空間と、そこでの生前を手に入

h ることカ、できるのである 。

都市デザインのイ頃向

都市デザイン活動は、 1960年代からアメリカの特に大都市におけ

るインナ ンティ問題の改善の有力な方法として、注目を集めた 。

つまり荒廃する都心部に I N&さ、安全性を縦保し、その上で、市民

や都市的活動を引 き付ける魅力を生みだそうとした 。 これにより、

都心から郊外へと逃げだした 「オフィスや住宅」が再び立地し、 J来

勾1の改善もはかられたのである 。 それまでの都市の改善の方法は、

目11市計画 ( シティプランニンク ) と都市事業 ( 施設の計画 ・建設)

という二分された方法に頼 っていたことへの反省でもあ った。都市

，ii 画は、その都市の政策を実現するため主としてゾーニング ( 土地

利用規制 ) と交通や再開発などの事業計画に依存していたが、それ

らは新都市計画やスラムクリアランスに代表されるようにそれまで

の都市的必村 を i 1! '，F， J としてしまうものであり、常川と H寺問の連続

刊のないものであった 。 人々はこうした空間に独白 の文化や生川を

よよし、だすことが困 ｾｪｴ であ っ た 。

郡市デザイン活動は、ひとつの主体、一方的な計画論を排除して、

ＱＱ 占ｼ々の主体や事業を自然な ｽｦｾ で統合することで、より実際的でさま

ざまな要素が加味された空間の実現を目指している 。今日の都市テ

ザインの傾向は、より身近な地域での改善が重視されだしたことカ、

ポイントである 。すなわち、都心と郊外地域との境界、j 9IJ えばウォ

ー ターフロントなどから、 一般的市街地での活動とな っていくであ

ろう 。 また、大きな Ｑ ｾ ｦＮ ｊ 発、大きなスケールでのアーハンデザインか

ら、より 小さな開発の集約、より小さなスケールの構成へと移るで

あろう 。 これは、 住み手や使い手の感性により近づくことである 。

新宿副都心を代表とする 「近代主義的都市設計」 は、いずれ姿を消

し、よりきめ細やかなデザインが求められる時代となる 。

これらの似l向を考えると、今後 、より多 くの主体の参加が必要で、

改善のための時間i も、より長くかかる ( かける ) こととなるであろ

う。 (9
1

J えば、サ ンフランンスコなどで、すでに始ま った成長管理型

の 都市政策が、近い うちにわが匡 ｬ にも何らか の Ｚｪ［ Ｎｾ 科や論議を ｈ 乎ぶこ

とが予想される 。 これは、| 期発可能な地肢があ ったとしても、その

開発の単位を小さくして、 11寺間をかけてこれを完成させていくこと

である 。 これによ って、都市全体へ与ーえる ;μ 響 ( 交通問題や住宅供

給 ) を解消しながら行えることや、時間をかけることで、当初予測

しなか った事態への対処、あ らたな生活の需要への対応を可能とす

る利点がある 。昨年、横浜に mし、たリチ ヤード ・ベンダ一氏 ( アー

バンテザイナー ・カリフ ォルニア大学ノ、ークレイ校教佼 ) の言葉を
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{ けりれば、「象のように大きな建築で椛成された開発から、いぬぞり

のように 小 さな力が集まり効果をもたらす開発へ」と変わ っていく

のであろう 。

サンフランシスコのミ ッションベイ開発は、日本でも fJf 介されて

いる計画であるが 、こ の開発の手法はまさにこれを反映したもので

ある 。サンフランシスコの歴史的文脈に沿い、小さなスケールの建

築で構成され 、さらにきめ釧かい用途や活動が規定され たi斬進的開

発のプランであった 。私が説明 を|甘い 、た限りでは、画期的なもので

あった。「これが、市民投梁で合意されることを願 っている」と同氏

は述べていた 。 これまで、多 くのプランが行定されてき た長い. i l &f'，'

があるのである 。開発計画に対する住民投裂というシステム自体、

ちょ っと理解できなか ったが、こうした都市空間についての評価方

法ヵ、係立されている点も興味あるところである 。

しかし、この投薬の結末は 、わずかな差で行決されたと先般IHJ い

て、またび っ くリした次第である 。詳しいことは分からないが、"日

発のコンセプトというより、 ｉｾ 日発のスピードをさらにゆ っ く り させ

るべきというような議論があ ったらしし、。 いずれ、このあたりのシ

ステムを勉強してみたいものである 。

こうした成長管理は、一方で、当然経済成長の抑制につながるも

ので、現仰の日本の都市経済を与えるとき 、さまざまな困鰍に 直 I(II

するであろう 。 しかし、こうした方向へ向かわない限り、良好な} 筑

波づくりや都市文化の成長は巧えられないのである 。

都 市 を 構 成 す る 建 築 ・ 土 木

者11市テザイ ンは、建築をはじめ、土木、 j主図 、工業デザイン、イ

ンテリアデザイン、クラフィ y クテサインなとさまざまなデザイン

の築債としても考えられる 。 それぞれの聞に、基本的な方向性を与

えるものである 。具体的に 言 えは、道路のデザインとそこに建つ建

築のテザインは、無関係ではあり得なし、。 もちろん、どちらかが優

先されるとい った問題でもなし、 。 その都市や地域のおかれた fおif や

その柿成する主体の考え方によ って見いだされた「 目付;J がこれら

を結びつける のである 。

都市テザイン活動は、共通の理解を求め、さらに 35備の時間的ず

れや巽な った主体を結ぶ 「共通の言語」 として作用してし、〈 。 その

分かりやすいものが 、デザ インガイドラインである 。 これには、大

きく公共明 litl ( 道路、僑梁、公園、広場 ) と私的空間1 ( 建築、広告、

広場) の二つに 向けて行われるガイド ラインがある 。建築と建築の

Il¥l  ( 隙lilj ) が公共空間であるとい ったよさ 11寺代もあ ったが、今日の

ｩｬ｜築の状況は ｩ ｬＡＮ ｩＡｾ ， ｴ 以 外 のなにものでもなく、その Ｑ［ 初日 ｬ 的存不 ｉ ーの公共

ＧＯｾＱｬ ＱＱ のデザインの重要性を ｨｙｬ してしま っ ているのが 現状である 。

そうした状況を反映してか、今日、公共ヤ IMI のデザインの進展、

刊に土木テザインの進歩はめさましいものカ、ある 。道路や広場とい

ったデザインの向上は、この分世J'のデザイン ( ノf ブリ y クテザイン

とも 言われている ) への建築家もしくは鐙築や工業デザインの出身

者で環境デザインを行 っ ている人の ｾｬ 献が大きい 。 これは喜ぶべき

ことであり、公共空間のテザインは工夫すべきことが残されてもお

リ、こ の分野での デザイナーの活 ｾｎ を 期待するものである 。 しかし
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ながら、伊IJ えば紙 4ぷ- のテザインなどをと っても、現イ1 の と こ ろ 東 京

の 桜 前 な ど の 例 外 を 除 け ば 、 土 木 家 も し く は 土 木 技 術 者 ( 特 に 構 造

家 ) と建築家やデザイナーが一体とな って仕事をすることは難しし、 。

多くは 、精 進 が 決 定 さ れ た 段 附 で あ った り、 ま た 緋 造 !ft i J にイニシア

ティブがあるということにな っ ており、点に土木家と J建 築 家 や デ ザ

イナーの共同作業とはな っ ていないことが課題であろう 。

また、横浜港のベイブリ y ジ な ど 、 都 市 の ラ ン ド マ ー ク と し て 機

能 す る も の の テ ザ イ ン は 重 要 で あ り 、 そ れ が 支 配 す る 空 間 の 大 き さ

や人々のイメージへの Ｚｪｦ ｾ 響を ｊ 号えると、そのデザインはさらに重要

である 。 紙 1誌のデザインは、古くからその柿造 ・技術の進歩と 一体

とな ったすばらいしものが多〈、! ¥長JfI1J を与えるものが多〈残されて

いる 。

しかし、その一 方 で 道 路 の デ ザ イ ン は こ れ ら の 技 術 や 構 造 に 袋 打

ち さ れ る も の で も な く 、 テ ザ イ ナ ー の 能 力 に よ る と こ ろ が 大 き い 。

全国津々 ;111 々 「シ ン ボ ル ロ ー ド 」 などが建設されているが、位、邸J を

H千びおこものが少ないのは残念なことである 。

つまり、表! 荷 (I(j デ ザ イ ン が あ ま り に も 多 い の で あ る 。 これと沿道

の建 築の表! 町I(j デザインがあいま って、いかにも消費的都市空I i ¥J を

供給してしま っている 。 先 に 述 べ た よ う に 、 こ の 10年ほど、あまリ

にも速いスピードで都市開発や主主築 が 進 め ら れ て き た 結 来 、われわ

れ デ ザ イ ン に か か わ る 人 間 も か な り 表 附 的 な こ と に 目 を 符 わ れ て き

たのではないか。 建 築 と 土 木 の 関 係 は 無 I論 の こ と 、 都 市 と 建 築 、 公

共常川と建築、生 i，ij と建築の聞を今一 度 J7え直していくべきと !長じ

ているが、いかがなものだろう 。

自1¥市デザインという こ とを仕事として 15年になるが、在、から見れ

は 、 当 初 、 建 築 家 の 都 市 へ の 現 解l支や関心 は 、土 木 家 の そ れ の 数 段

| であ ったが、今日 、土 木 界 の 方 が 急 速 に 布11市 杢 間 へ の |羽心やデザ

インの工夫や努力を 見せている 。 しかし法本的にテザイナーがいな

い世界であるから、: ，: :rl(j な明 j川とともに画一 的デザインやH !t裂，R，(I(J

デザイ ン が航行するのは目に見えているのである 。 ｪ＿ ｉｊ えは‘、機ｴＺ，ｾコ

ン クリートの表 1Mを石千六みのように見せようとするテザインカ、ある

が 、そのことは良しとしても その石訓りヵ、情造的にありえないも

のであ ったりすることなどは、デザイナーカ、きちんと{ 士 ..[ 1;; をしてい

必近 〈、大t抗告の入口に完成したこ の広場は、 1854

年の 日米剰I親条約締結のI也でもあリ、まさに繊 iJi，発

行を 記念するも のである 。このJJ>;' 業は、道路の交差

点改良・ ｉｾｾ や公聞事業、下水道事業、ｩｊ ｊ 湾 ｦ Ｎ ｭ 克が ｬｩｩｩ

ｴＮＺ ど の 惚数 の 土木 Ｇ ｉ ｾｭ が組み令わされたほか、周辺

の建築の保存や設計調繁の結果; 生まれたも ので、ま

さにさまざまな分野のデザイナ ・技術者 ・竹酒! お

の共同作品である 。 さらに平成 3 年には、隣僚の正1

ＧＱ ＨＮＱＭＮＱ，Ｉを ｘｾ 収した広場拡 Ｇ［ｉ ｾ 計画が完了する予定 で ある 。

企画 ・ 訓務は、自 Ｑ Ｑ 市デザイ ン室 、 ， Ｑ Ｇ［ 業 主 体は、償 ｩ ｊｾ

､ｉ の道路、Ｑｍ政、下水、港湾むどのれ・ ｉ ｾ ＺＺＡｉＡ局、設計

は高 ｴｲ･ｾ と Ｑ 呆 彦 建築設百十 ｉｾ 務所である 。

開港広場 (昭和51年第 1 期工事完成)
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} . L ば避けられることである 。 近 年 に な り よ う や く 公 共 事 業 で も 、 土

木のデザイン費用カ、計上されるようにな った が 、 こ う し た 背 景 も 原

Ikl のひとつであろう 。 土木デサザインの的立と人材の育成に配慮すべ

きである 。

建 築 と 土 木 の 相 性

さらに詳細に、行11"1に お け る 逮 築 と 土 木 の 関 係 を 巧 え て み る 。

lW! i J i < の都市テザイン の 始まりは、公共雫I i ¥l つまり分野で 言 えは土

木の領域を対象としたのである 。 そ れ は 、 あ ま り に も 道 路 や 公 園 な

ど の ス ペ ー ス が い い か げ ん に 扱 わ れ て い た こ と へ の 反 省 で も あ る 。

そ こ を 使 う 人 間 に 主 体 が な か ったからである 。 いまから 20年 前 の 話

とな ってしま った が 、 経 済 や 機 能 優 先 か ら 人1M!! 変先へ、主11優先から

歩行者優先へと百I1市 の4lF備の訴しれを変えようとするものであ った。

行1¥心プロムナードい昭和48年 ) ゃ く す の き 広 場 ( 1I?:HD49年 ) 、馬車

道 ( 昭 和50年 ) 、大通り公団 ( 昭 和52年 ) の 計 画 は 、 そ の 先 駅II(J7・ロ

ジェクトである 。

こ こ で 期 待 し た こ と は い く つ か あ る が 、 そ の ひ と つ が 素 材 の 問 題

である 。 ｦＹ Ｑ ｊ えば、テザイ ン をしようにも、ｾｩＱｩ装材の選択肢はほぼひ

とつであ った。 アスフ アルトのみである 。 相ii兵のイメージを長くっ

くり出してくれたのは、レンガである 。 山 災 や 戦 災 で レンガ造りの

往 物 の 多 く が 失 わ れ 、 当 H寺の町並みの雰同気をf L . ; えるものは、少な

い。 しかし、横浜の 町並みの伽IYloは 、償 iJ i < で生まれたレンガ製造や

レンカ建築の 投術である 。 ま た こ れ を 支 え て き た 外 国 人 建 築 家 や そ

の 弟子たちである 。 そういう歴史的なコンテクストを維持していく

ためにも、 「レ ンガ」 というものを、まちの素材として活用しようと

存えたのである 。 そして、そのモデルとしての公 ｾ ｉ ｾＮＧｊｾ 川にこれをｾｩｉ￬

装材としてほH l しようとしたのである 。 建 築 村 と し て は 、 レンガタ

イルがすでに持及していたが、1 ; 11i 装 材 と な る と 使 用 に l耐えるものカ、

なく、あるメーカ ー と共同開発をしながら、設計を illl め た の で あ る 。

さらに、公 ｊｉ＼Ｇ ｊ ｾ ｉｩ ｜Ｑ の やや乱暴な使用やそ の ｩ 去のキ ＱＱ 持 ｗ ｊＱｬｾにも配慮し

な け れ ば な ら む か った。 これが、馬 '1主j草などで実用されることで、

レンカ・に対する比 }J が変わ ってい った。 建築にもこれが反映され、

レンガの建築カ、多〈弘られるようにら っ たのである 。

馬車道日本火 災ビJ レ

( 平成元年完成)

Ａ日 Ｇｉｩｪ 芭は、 ｉｦ ，ｾ ， 史を大切に し た

まちづく りを進め ているが、

ことにこ の 日本火 災ビルの保

全活用には、力 がit. がiLた。

所イ ｔ 者を はじ め、 ｉ 也 ｊ 亡 尚 ｊｾｩ 街 、

学会、慌浜市がthI，1J して その

保全活用の l可能性 を約 l 年に

波って検討してきた結果でも

ある 。横浜市は、これが契機

となり、保存に対し て、作ft't

時エの '，'nJli' 1の制度 (償i gdI 市街

地 ｦｾｩ Ｎｲｊｬ設計指 ｉｊｊｾ の 改定 Ｉ と保

存工 ι ドに対する助成 ｩｬｩｬｊｊ 主 Ｈ ｦｴｾ

'k を生かしたまちづ くリ袋制)

を5E J孟させた。

( 明ffi30年 代 機 影 )

ここは、 三菱償浜造船所跡地の臨海開発計画

地である 。償iJi:、造船所の前身、告官 t兵船泌が残

し た土木治怖 の 保存 ｾｨ Ａｬｬｩ で 、 一号 ド ｹ クはす

でに、日本; l Lの係wu也として活用されている 。

この二号 ド> 7 は、 H 本て' JtI，:tJJ の商船用乾式

ドy クとして、 'VI if i29年に，注設された 。設計

は↑日川柳作 。 Ｉ，ｾ，ＭｪｉＺ，ｪｪＭ ｮ 町は兆同人技 ￟ｴｬ ｩ ノ ぞ ＭＧＷー

であった。rJ fr 史を生かしたまちづ くり婆制」

により 「認定 J され、所有- / ' ; である 三菱地所

株式会祉の干によリ、 1993年には修復され、

文化施設として iMfI される計凶である

旧機浜紛渠第二号ド ックの保全活用計画



馬車道のまちづくり協定や山下公園周辺地区のカイドラインでは、

レンガ ( タイル) の使用をすすめている ( もちろん経済的な事情も

配! 意して、色調等で‘ の町並みづくりも可能であるが)。 これが何年か

続くと、 「横浜の古くからの都心 ・i刻内では、レンガしか建築の外装

材は認められない」 という風評がたつほど定着したのである 。 これ

は、やや実際と違 って、関内のなかでも中本術や元町などのさまざ

まな地区があり、それぞれの個性を尊重することが必要であること

は、当然である 。 しかし建築に際して少なくとも、その素材と町の

関係を注意しなければならないことが理解されてきたのである 。

また、建築が公共空間i に接する音11分のデザインがもうひとつの課

題である 。 これは、同じ公共空間でも例えば道路の歩道と隣接する

公園の歩道が何ら関係のないデザインをしていることをよく見かけ

るであろう 。 これが、単にデザインとい 7 より、その利用自体をつ

まらないものにしていることがある 。 たとえば、レベルの設定もそ

うである 。公園の入り口に中途半端な階段が l 段ついてしまうこと

もしばしばである 。 しかし、これらは現イlーではそれぞれの管理者の

名前の協議が定着した結果、徐々に解消されている 。

同じことが、道路と建築の間にはよくおこるのである 。WIJ えば、

牧商の後退をお原ｦ｛ｾ、している地区でも、その建築敷地 Ｑ 則で盤備した

歩道と道路のレベルや素材 、境界 ( ブロ ック) の処理、排水の始末、

またその後の維持管理をめぐ っての調援がある 。 これは、細かい問

題とも! 映るが、折角ひろげられた歩道がかえ って変な段差や全〈逃

うデザ インて吠7J果を薄め てしまうのである 。道路がすでにある位! 支

の務備を行っているところでは、レベルの調主主は簡単であるが、未

終備の道路では必ずしもちゃんとレベルが出ているわけではなく、

将来の蜂備を見越したレベル設定をしなければならない。

そうした意味て、の成功例として、山下公図通りの鮭備 ( 昭和63年 )

が挙げられる 。 この地区は、昭和40年代後半か ら開発、建築が始ま

った。 そこで、昭和48年にこの地区のまちづくり方針 ( ガイドライ

ン Ｉ が作成された 。 これに基づいて、 ｩｬｾＱ 々の建築に際する言問主主が行

われてきたのである 。特に、前而の山下公園通りに対しては、 3 111 

ずつ建築に際して歩道を提供していただくこととして調鐙をはか つ

てきた 。 この結果、全長約 11，mの90%て、これを成し遂げたのである 。

これは、逐次行われ、その附 15年の間は、デコボコの状態が続いた

のである 。歩道を提供した建築主には、我惜していただいたのであ

る。先ご ろ、全路線を、公共用地と民有地の歩道を合わせて、公共

事業として石畳に再生主備できたことで、われわれとしても ，il 占| の々

努力が最終的にはいい町 をつくるのですから」と言い続けてきたこ

とへの 、ひ とつの約束を果たせたような気がする 。 さらにこの歩道

笠備を契機として、それまでなか った地元の組織「山下公園通り会」

が発足して、ま た予行たなまちつρ くりへのステ γ プとなった こ とも意

義あることである 。

やや、ディテールのことを話してきたが、要するに建築と土木の

間にある「スケール」や '11寺問」、「管理」、「技術」、「材料」などの

水準のずれがあることが、都市デザインにと っての問題とな ってい

るのである 。都市空間においては、建築も土木もないのである 。 ひ

とつの空間を市民や利用者に供給しなければならないのであるから、

もう少し共通の考え方にお互いが歩み寄 ってまちをつくるべきなの

である 。

当たり前の ことである が、相互にデザインや技術を交換して、全

体の質を高めるべきなのである 。 これは、造図や工業テザイン、グ

ラフィ ックなどの他の分野にも言えることだが、お五いに批判し合

い、協力し合うことが、日常的に必要と感じている 。 それぞれの分

野での評価については、確立されてきたのであろうが、都市を構成

し、これをつく ってし、〈大きな要素としての評価も考慮しなければ

ならないのではないか。

今 後 の 都 市 デ ザ イ ン 活 動

「人に優しい環境づくり 」、これは世間谷区の都市デザイ ン活動ヵ、

Ｍ Ｑｾ Ｇ して 言っ ていることで、われわれも大いに触発されるものであ

る。 われわれは 、こ の限られた都市空IHJ で生日していかなけれは‘ な

らない。 また、実際に生治する地域の空 I:: 'Jが刊かなものにな って欲

しい。 しかし冒頭にも述べたように、近年の都市の開発の波、日IJ に

大規悦なものとは限らないが、これらが実際には都市空間lや地域空

1mを消費しながら行われていることに注意しなければならないと思

う。 もちろん、都市デザインがこうした傾向にも関与していること ‘

は、われわれ自身も巧えなければならない問題である 。早急に、都

市のあるべき姿が描けるものてはないが、あまりにも利芽11的な開発

や主主備には笹告を発すべきであろう 。

まず、法本にかえ って、都市を使う市民が、都市の空間やその機

能について、いろいろな段階で参加し、共通の理解の上に立 って、

点に求めるべき都市や地域の姿を拙l いていくべきである 。 そのため

に、建築家や土木家、都市計画家、都市デザイナーは、約鍬的な役

芹IJ を" * められているのである 。横浜では、ここ数年、少しずつでは

あるが、「まちづくりワークンヨ ツプ」を行っている 。 これは、まち

づく りへの地域の参加 を、より実践 的なレ ベルで行 おうとするも の

である 。

まず、公園づくりへの計画策定に、子供や地域の人の参加を求め、

実際に ー紡に絵を拙き、悦型をつくり、とい った作業を体験して、

その成果を具体化することから始ま った。昭和] 63年からは、南区の

南太田地区において、この地域 ( 中学校区純度) 全体のまちっくり

プランの策定段階から、市民参加を中心的なコンセプトとして、現

イl までに 13の事業が企画されている 。 これらは、またその実施段階

において、さまざまな形で参加が行われることとな っ ている 。 ｲ ｾ Ｑ ifi 

{ 本のなかだけでも、十数セクションがこれに参加している 。 また、

外部のコンサルタントの適切なアドバイスがこれを補佐し、住民と

のコミュニケーションを円治なものとしている 。

ここでは、土木や公図、建築、福祉、教育などさまざまな分野の

人が、この 3 年間の活動に参加しているのである 。最高の解決策、

デザインかどうかというよりも、どれだけの巧え方や可能性を追及

できたかという ことが主題である 。 また、いずれ このプログラムで

何られた成果や課題を報告する機会があれば幸いであるが、こうし

た市民や地域の参加は、近いフちに定着していくものであろう 。横

浜に| 浪らず 、多 くの例がすでにある 。例えば、世田谷区は、環境教

育やまちづくりハウスの実践など、さらに幅広い活動を展開してい

るし、 Jf長沢て。は 、景 観条例による 地 区指定そのものが地域住民の発

立によるものということを笑践している 。 また、 沖縄の j郎新市では、

j. o : の必備に| 捺して、地域設計室が現場 j! : i : くに設けられ、建築家と職

p . が常駐して地域の意見の反映がはかられている 。ここでは、建築

家をはじめとする「もの」づくりの専門家と向治体が連携して、さ

らに 地域やその生 j活者を交えた取 り組みの必要性が具体的なことと

なっていることを 知 ってもらいた い。

11¥(1去に、都市やその環境、今後のデザイン、そしてそれをささえ

る仕組みが議論されるべきときであることを、再度指摘しておきた

い。来年 3 月には、横浜て¥こうした議論の場を提供したいと考え

ており、都市とそのデザインについての国際会議を主体として「ヨ

コハ7 都市テe ザインフォーラム」の開催を予告して、本稿のしめく

くりとしたし、。 ( きた ざわ たける 償浜市郎市計画局都市デザイ ン宅 tll .当係長 )
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コンサルタントからみた建築と土木

J住築と土木

首¥2士品

野 村 康 彦

ここ数年間、日本ではウォーターフロ ントの再開発をはじめ 、都

市の再開発、学研都市やリゾートなど新たなテーマにもとづく都市

づく りのプロジェクトが次々に生まれ、 21世紀に向けての社会資産

形成が進められようとしている 。たとえば1基l西では、関西国際空港

の幣備を契機として空港直近地域、背後地域、 さらには、大都市圏

全域の開発 ・再開発を同時併行的に進めようという大きな動きがあ

る。 このような時代の流れのなかで、建築と土木はともに、かつて

の ような意味での主役ではなくなりつつあるが、新たな社会を築く

うえで不可欠な役割を求められていることも事実である 。

本航では、都市計画コンサルタントとしての立場から、改めて建

築と土木を対比するとともに、両者の複合領域、境界領域にかかわ

る話題を提供し、今後を展望するうえでの参考としたい 。

感 性 と 論 理 そ の 背 景

土木の教育を受け、総合設計事務所 (Pl anners Archi tect s  &  En-

gineers) に身を笹き、大規模都市開発プロジ ェ クトをはじめ建築 ・

土木双方にまたがる課題に接することが比較的多い筆者から見ると

ころ、建築と土木の発想 ・パーソナ リテ ィの述いは 、一言 で言えは

感性と論; 患にあるように恩われる 。 いずれも良い意味での建築の自

己主煩や結果 ( 作品 ) へのこだわリ、土木の協調重視、結果よりも

むしろプロセス重視a を強〈感じるのである 。

あえて両者の相対的特徴 を増幅表現してみたのであるが、なぜそ

のような差異が目立つようになったのか、次にその背気を概観する 。

，控築と土木の領域は、大まかに以下の 4 つの祝日1から区分できよ

7 。

第一は、対象の違いである 。建築が生川、文化、産業活動の杢| 問、

スペースを主な対象とするのに対し、土木は道路、鉄道 ・軌道、 iを

は、' ヤ港、エネルギ一施設なと社会必鍛施設が中心とな っている 。

アーキテクチュアとインフラストラク チュアの違いである 。

第二はスケールの迷いである 。 ここで言 うスケールとは 、対象の

大きさや規模よりは、むしろ計画や設計の尺度である 。建築が人間

の身体や行動を基本スケールとするのに対し、土木は必ずしもそう

ではなし、。道路は自動車 、河川は流水というように、対象によ って

スケールは全〈異なっている 。

第三は、 「公」 と 「私」である 。土木の主たる対象である社会基鍛

施設のほとんとが公共の利益に資することを目的として創造される

のに対し、建築物の多くが私的利益の追求のためにつくられるとい

うの ではない。「私」が 絞数あるところに必ず 「公」が発生するとい

うことである 。都市の原型が 「イエ」 と 「ミチ」にあることを想起

すればよし、。 この点が「建築」 と 「土木」の分水倣であるとともに、

Illd1'i を関係づける重要なきずなでもある 。

第四は、 「自然とのかかわり 」である 。建築も、自然との共生 ・調

千uなしには成立しえない ことは 言 うまでもないが、河 川や土地造成

に代表されるように、自然、そのものに 対す る大規模かつ人為的な介

入、改変にまで J L; ; '土木とは、自然とのかかわりの起度において大

きく異なる 。

むりやリ建築 と土木を対比した感は百めないが、両者を分けるこ

れら 4 つの差異が重なり合 って、前 j庄のような発想、の迭し、が生じて

いると見ることができないだろうか。つまり、ヒ ューマンスケール

で、私的自由を 実現するためにコンパクトでシンボリ ックな造形物

を生み出す，建築で感性が重視され、 11占l人性を抑制したところにはじ

めて成立しうる土木で、「私」の感性よりも「公」の論理が卓越する

のはある意味では当然と 言えよう 。

コンサルタント業務の商で包折的に建築と土木を比較することは、

非常に困難である 。 なぜなら、上述のような技術的汗景を反映して、

発注者も奥なるうえ、コンサルタントとして具備すべき専門知識、

図ー 1 りんくうタウン商業業務ゾーン全景
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図- 2  人工地盤設置区域と歩行者動線

( 大阪府「りんくう 7 ウン rrU' i :l¥¥fnゾーン 設 IH--;.>ニ ュアルム 1991年 3 )j )  

隣也J : J t 界沿L 、の歩行者空間

コ! 1 1 1 1仁

恒界P 11  iE 

図 - 4 道 路 一体 建 物 ( 日本道路公開 阪神向述道路公 I:H 大阪府r 1) んくう 7 ウン的道路一 体l . I! 物J )

J i 術、スキルも工学的基礎や椛造設計の一昔11を除き若しく分化し て

いるからである 。加えて、日本の場合は建築設計事務所に比べ、土

木系の建設コンサルタントの歴史1;1:40年足らずとまだ浅く、職能の

雌立やそれを袋打ちする業界法の制定にさえも宅 っていない。唯一、

コンサルタント報酬の算定基準について、建築設計の:料率方式に対

し、 土木系の建設 コンサルタントがほとんどの場合 Man-Day 方式

によっているのは 、「動機つi ! tJ の点で適切とは言い難いことを指摘

しておきたい。

都 市 づ く り に お け る 建 築 と 土 木

以上、 建築と土木の異質な面に目を向けてきた 。 しかし、現実に

は両者が相互にその存立基盤を認識し、尊重し合いながら ｾＡｨ 自の領

域で技術を展開すれば事足りるケースばかりではなし、。すでに、都

市計画、都市づく り ( 都市開 発プ ロジェクト) 、都市デザ インの分野

では、建築と土木の複合領域、上克界領域に属する諜題が顕在化しつ

つある 。以下はその一例である 。

図ー 1 の りんくうタ ウン商業業務 ゾーンの 、人工地盤の設置が義

務づけられた区域 ( 民間企業等への分譲用地 ) と人工地盤上に確保

すべき歩行者動線を 図ー 2 に示す。その趣旨は、 何 もしなければ空

港連絡道路 ・鉄道や幹線道路で分断される街区を一体化するととも

に、人と車を立体的に分離することにより効率的でハイ ・アメニテ

ィな都市空間を形成しようというものである 。

人工I也鍛は構造物を想定していることから、現行法制度上は建築

物とみなされるが、この人工地盤の35備によ って大規院な準公共的

宅 t::1が創出されることになる 。 とくに隣地境界Ht いの歩行空↑ 1 ¥1 ( 図

- 3 ) は、地区計画によ って担保されているから、実質的には街路

と同等の機能を操たすことになる 。

一方 、ZEi 谷述絡道路 ・鉄道の高架下空↑ HI ( 人工地鍛レベル、クラ

ン ドレベル) については、公共通路、利便施設 ( 物版庖、欽食庖等 ) 、

公共公益施設として 利用される計画である ( 図- 4 )。平成元年 6 月

に道路法等の一部改正がなされ 「立体道路制度」が創設さ れたこと

が、このような、道路と建物の一体的な盤備による新しい環境づく

りに具体的な道を開くことにな った。 りんくうタウ ンに 建設される

「道路一体建物」は、 この制度を活用して実現する日本で初めての

ケースである。

むすび

分化と総合化は、技術の世界てソk遠に繰り返される潮汐のようる

ものである 。 mi l i tarγ engineer ing とcivil engineeringが対僻した

時代から今日に予ー るまで数多くの技術分野が分化してきたが、改め

て新しい都市文明の創造をめざして建築と土木の統合を追求すると

ともに 、統合者たりうるコンサルタントが必婆とされているのでは

ないだろうか。

( のむら やすひこ 株式会村日処設計 1; 1-11111郎氏 )
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建築と土木の協力と共同一大林組の場合一

建築と土木

首 ｾＲ 場

一 浦 昭 爾

大 林 組 の 組 織 と 建 築 ・ 土 木

大林組の組織で建築 ・土木に直桜関係す るものを東京本社機椛で

見てみると、建築単独の組織は建築生産性本部、設計一本部があり、

土木単独の組織は土木本宮11、土木技術本音11がある 。共通する昔1st' ト! と

しては営業本部、エンジニアリング本部、原子力本部、技術研究所、

情報システムセンタ一等がある 。 この組織を部単位で建築 ・土木に

強いて分類すれば、建築100音11、土木50音I1になるが、エ ンジニア リ

ング部門等は地球環境音11のように建築 ・土木の範鳴に分類すること

が不適当な音I1が増えてきている 。 また、要員でみると、建築 ・土木

全技術者数は約7，300人、 その比率は建築70%、土木30%である 。

業務の進め方は 、基本的には建築 ・土木それぞれの音Ilr'] が受注し、

それぞれの部門が工事地工を行 っている 。 しかし建築・土木両苦111"1

聞の協力、協調も従来から行われている 。例 えばゴルフ場を - Jル受

注した場合、造成工事は土木、クラブハウスは建築のそれぞれの工

事部門で施工するが、あくまで一工事として協力して完成させてい

る。 また地下街や地下駅は土木工事として一括受注し、内装工事等

は建築部門に委託したり、逆に集合住宅で建築工事として受注し、

造成工事は土木部門へ委託するとい ったことも行われている 。

工法や技術の開発も建築 ・土木両部門が協力して行う場合がある

が、連続地中壁 ・OWS-SOLETANCHE工法の開発もその一例 であ

る。 当初、建築の土Wf壁}日 として向社開発したものであるが、その

後畑削機をフランスから技術導入し、 』居削用 のポ リマ一安定液やコ

ンク リート打設ロポ ッ ト等周辺技術を含め本格的な開発が進められ、

今では仮設土留壁のみならず、建築では耐震壁 ・基礎杭を含む地下

構造休として、土木ではニ ュー 7 チ ックケーソンに代わる紙梁苦手の

岡IJ 体基礎として 利用 されるようにな っている 。 さらに大断面、大深

度 (厚さ 3.2m、深さ 170mまで可能) 地中壁も 開発し、 L NG地下タ

ンクや明石海峡大橋の統台基礎にも用いられている 。

上記の施工例および技術開発は、建築 ・土木同音11門の協力例 て句あ

るが、共同で実施し たものではない。建築 ・土木一体 となって作業

を実施した例は まだ多くはないが、その実施例に ついて紹介する 。

建 築 ・ 土 木 共 同 実 施 例

① 箕面市高架水槽

この高架水槽( 写真

一 1 ) は二槽式、総容

量6000m'、高き 40mの

もので、建設地点はニ

ュータウン造 りが進む

丘陵地に あ り、周辺は

tt 重な自然林が残 って

いる地域である 。箕面

市ではこのような立地

を考慮し、周辺環境と

の調和をテー 7 に設計

コンペを行った。
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写真一 1

大林組では、かねてよ りサイロや熔檎類の建設のため、ス リップ

フォーム工法の 一 種で、 ｉ ｾ ｉ 1' 1:1な曲線形状と壁厚が得られるスウェト

ー工法を技術導入してお り、この工法を適用するこ とで目 的に合致

し、地域のシンボルマークにもな り得る高架水槽が建設できると判

断し、この技術をベースにプレストレストコンク リート製水糟 を提

案した。幸いにもこの笑が l 伎となり、詳細設計と 工事の施工を行

うことになった。笑施に当たっては、建築 ・土木の混合チームを編

成し、もてる技術を出し合 って作業を行った。設計て。は水槽の基本

デザインは建築技術者が、景観シミュレーションおよび構造設計は

土木技術者が、施工の総合管理は土木技術者が、スリ y プフォーム

工事は建築技術者が担当した。

この水槽は ス リップフォーム工法で、しかもポス トテンション方

式のプレスト レス トコンク リー トという、わが国で初めての形式で

あり 、 このような難しい構造物への挑戦に、建築 ・土木の技術者が

共同して対処し たことは大きな意義があ ったと確信している 。

② エコランド機想の提案

写真一 2

兵庫県の21世紀阪神産業活性化研究会は、阪神国際海上都市構想

を発表している 。 この発表を受け大林組を 中心 とした研究会をつく

り、環境と調和した新しい都市計画と建設技術について追求し、エ

コランド構想として提案した。 こ の 構 想 ( 写真一 2 ) は、大阪湾域

で緊急、の需品題となり つつある廃棄物で埋め立て造成し 、21世紀に向

かつての環境技術 を導入した海上都市 を築こうとするもので 、自然

環境の 回復、水、 エネルギ一、廃棄物の自己完結型都市の創出等、

実験都市としての性格をもつものである 。 このような大きな謀題を

含んだテーマは、建築 ・土木単独ではとうてい対応しきれるもので

はなく、都市計画、海洋、潮汐流解析、環境、構造、水処理等とい

った建築 ・土木の専門技術者を結集して構想をまとめ、提案した。

最近は建設市場も質的に大きな変化をしつつあり、こうした状況

のなかで 、上記のような建築 ・土木共同作業も増えていくのではな

いかと思われる 。

大林組では 、このような情勢に 対応できるよう 昨年来、組織の大

中高な改革 を実施し ているが、建築 ・土木といった観点から見れば、

民間工事の営業部門ではその担線を外して一つの部門 として統合し

ており、新しい意味での総合建設業の一歩をあゆみ出 したものと受

けとめている 。

( み? ら しょ? じ 株式会社大林組本山土木設計 1暗部長)



建 築 と 土 木 の 融 合一鹿島建設の場合一

ill 築と上木

・・・圃・・・・・・・・
第21晶

小 島 雄

鹿島建設は建築 ・土木阿部門を訂するゼネコンとして、 1 50余年

の歴史をもっている 。それは近代 FI 本の建築 ・土木の歴史の縮図と

も言えるものだが、決して平訟な道ではなかった。建築主体のl時代

から一転して、土木主体に変谷した l時代を経験し、そして現在のよ

うに建築 ・土木のバランスのとれた経営に徹するまで、時代の要諦

や当社を支えるアドバイザーに鋭〈反応しながら、 「現場を連常す

るしくみに建築も土木もない」とする経営理念がそのパックボーン

となって今円に至っているのである。建築と土木との融合について、

当社を事例として、歴史的 ・経営的観点から紹介しよう 。

洋館建築から出発して

鹿島建設の創業は 1840年 (天保 11年) 。最初Jは文明開化の波に来 っ

て建築を生業とし、横浜の英一番古代をはじめ外岡商館の主な主主築を

手控トけ、 「洋館建築の鹿島」としてその名を馳せた。

1880年 (明治13年) には、 Iljj ifi になって生まれた新しい仕事「鉄

道約負業」へと間期的な転身を図り、経営-胤伎を拡大してきた。鉄

道敷設に伴うトンネル、橋梁工事も当然大きなウエイトを占めてい

たようで、 「鉄道の鹿島 J r土木の鹿島」の名戸を不動のものとし

たH寺代が永〈統いた。

1909年 (明治42.it三) 、さらに新しい領域である水力発電所建設に苅

H し、 事業の範聞を一層拡大した。 このときの発屯所工事における

建築技術を活かして、煉瓦造のι"央大学校舎や上野駅本屋の工事を

ｾｴＧ Ｑ Ｚ￭ｾってきたことは、土木主体の会社でありながらも、付随する建

築工事の技術習得を怠らなかった所産として評価されよう 。

大正から H召利にかけて日本経済は大きく指れ動き、当社にと って

も非? 首に厳しい|時代で、 1936年 (昭和11年) ついに減資せ ぎるをq;}

ない状況にまで迫い込まれてしまった。当キ1:の，'，輿の祖と言われる

j克島守之助が副社長に就任したのはちょうどこの頃である 。彼の卓

越した経営手腕は、経営に「科学的管: 理」すなわち骨子として予算

統制と経営比較の，思想を定斎させ、地工能力の地強を強〈従 II /:'，し、

これを笑践した。 このとき、それまでは従であった建築分野への柏

極的進出へと 、受注方針を大きく転換したのである。

新 丹 那 ト ン ネ ル と 霞 ヶ 関 ビ ル

1964年 (昭和39年) に新丹司11 トンネ ルが完成した。四半世紀ii iJ に

完成した丹那ト ンネ ルの四分のー という短期間 で成し遂げ、 トンネ

ル技術の篤異的進歩を裏付け た。歴史の 1 ページを 飾 った郷かしい

その年、当社はあの霞ヶ関ビルに若手した。 日本の超高層ビル建設

の幕開けである 。 それまでのやり方を多くの面で革新した先駆的役

'，' II Jは大きく 、今日のシステマチックな建築生産方式の基を築いたと

言えるだろう 。このとき開発された二分割セルフクライミンクe方式

のタワークレーンが、その後、建築工事のみならず、土木工事にも

多用 されている事実は、 「生産技術に建築 ・土木の境はない」とい

うことを 物語って余 りある と思 う。

大規模開発で建築と土木の境界領域を学びあう

肯くは水力発電所で、あるいは臨海工業地帯における例のように、

仕上げに向けて建築との協力施工が進む地下発電所建設工事

挫築と土木が出くわす境界領域の仕事が、最近は格別多くなってき

ている 。 ウォーターフロントや本四架橋、東京湾横断道路など、海

洋土木を含めた湾岸の大規模Hf. J発は、第三セクターによる事業方式

も多〈 、その; 場合は公共土木工 'Jo ; と民間建築工卒の総合的技術に対

する要望がますます日くなっている 。

建築現場 ・土木現場という施工澱駐の差異や、成果物に対し て抱

〈建築屋と土木屋の価値観の祈l: i 主、そして成果物の社会と 人IlJ J への

かかわり具合というものの違いを超越して、プロジェクトの逐行に

両古11門がより密接に関連しあ うことによって、今まで経験し符なか

った新たな技術と連防と経常戦時が生まれてくるのである 。その立

l床で、関西国際空港工事を含めた兵庫 ・大阪ベイエリアの諸プロジ

ェクトは 、既成の建築 ・土木の諸概念を 必ずや変え てい くことにな

ると思う 。

主主築工事の生産技術に対し て、いか に土木的地下工法や海洋上木

でのケーソン技術や大型施て単位の概念を導入し得るか、また、 ー|土

木工事では、建築のフ。レハ 7' 技術の採用や新材料の都市土木への応

用など、お互いに境界領域でー学ひ' あい応用しあ うことにより、瓦に

セe ネコンとしての総合力が発持されることになるのである 。

建築と 土 木 の 技 術 の融 合

常業部門を見ても、 「建築」と「土木」とに大きく分かれている

のが一般的な組織だろうが、最近の複合大型フ。ロジェクトに 対して

は、今や従来の組織の殺を打破し、建築 ・土木を Prlj わずに対応でき

る体制が必要である 。 そして特定のフ。ロジェクトに対しては、既存

の組織を横断的に扱うプロジェクトマネージャーの存在が必須だと

考えている 。

建築 ・土木両部門を抱えるセeネコンが、その経営的視点と社会的

変容や意識の変革のなかで、組織として対応していくには、おのお

ののもてる技術の融合により、新しいニーズに応え、また新しいニ

ーズを 引き出し、 II らの手で事業化していくことも必要であろう 。

阿部門をもっゼネコ ンの経営的謀題の 「饗」はすでに投げかけられ

ているのである 。

に じま ゅ う 成品雄投株式会社常務取締役大阪玄防長)
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建 築 に 土 木 技 術 が か か わ る- 竹中工務庖の場合-

必1築とJ : .-f¥:

第2t，品

寺 田 邦 雄

竹中工務1;10 ; は組織上、建築は竹 中工務応が守備し、土木は竹中土

木が守備する 。 しかし、建築工事のなかで発生する木土工事につい

ては、竹中工務j苫が守備する 。

したが って、竹中工務庖での職種には、建築ばかりでなく土木も

ある 。彩、はそのなかの一人で、建築基礎や地撚に関する問題に携わ

ることが多い 。建築が主導である竹中工務胞にあ って、土木がどの

ようにかかわ っているかを、私の場合を仔IJ にして、実際のプロジェ

クトで述べたい。

丘 陵 地 の 建 物 の プ ロ ジ ェ ク ト

通常の建物は単体のものが多く、土木とは切り縦して設計 ・施工

できるが、 j互年は建物ヵ、大規般化、復雑化していて、建物のなかに

欽道や道路を包含する場合がある 。新神戸オリエンタルシティ ・C

3 工事もその伊IJ で、これは山陽新幹線新神戸駅の南に位澄し、延べ

床面 ｨＧＱ ＪｾＩ Ｑ Ｔｆｪ ｭ Ａ の超高層複合ビル建設工事て ｶ ある 。

/  

川

川

川

図 - 1 配置図

図ー 1 に示すように、当工事の敷地条件は六 11
1
山系の南縁に位置

し、 1[1生田川の応i央地である 。敷地西北には峡谷川が流れ、敷地は

ａ 敷地と ｂ 敷地に 二 分割されている 。 ａ リ ｾ￭ｏ 也 と ｂ 敷地には、桜谷 川

を境に約 16 mの高低差がある 。 A 敷地内には地下鉄新神戸駅舎があ

り、また、山鐙バイパストンネルが敷地中央を縦断している 。 A 敷

地の南西↑ f I I J には急斜面の山綾が迫り、 B 敷地は諏訪山断層の南斜而

lこ{ 立造している 。

本プロジェクトの設計 ・施工に当たり、 4，] ' ; : 前に検討した項目は、

斜面の安定性、施工 (建物のリパウンド ・セ y トや山止め壁の変形)

による既設椛造物 ( 山続バイパスと地下鉄駅合 ) への;13響、仮設予:f

重や本設北礎祈重による既設構造物への ［ｪｦ ＳＭｾ Ｚ ｾｾ " および、桜谷川への

［ｪｽｾ 轡 Ｈ 洪水時の通水能力、内部侵食、桜谷川河床地下水環境 Ｉ であ

る。施工H寺においては、 5十illi J管理計画の立案と指導を行った 。

そのほか、六甲山系での各種の建築物の設計 ・施工に当た って、

このような項目について検討や指導を行 っている 。
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大阪湾内埋立地の建物のプロジェク卜

図- 2 大阪湾沿岸域埋立構想図

出* :r大阪湾港湾計画の基本構悠 ・資料制」

運輸省( 昭和60年3 月)

凡例

囚 既定計画

( 未経功分)

皿 新 規制

図 - 2 に示す大阪湾内の叫! 立地では、地層は上部より、且I l 土層、

i'I' fI' i粘土層、 I共干II 互層、 iJ!、fll 粘土層、以下、砂層と粘土層の互層と

なっている 。通常、建物は日程固な支持地盤に杭などで支持させて構

築することを考え、杭を i JWl 五層に支持させている 。 しかしi ! I 年、

大阪湾内出立地での杭支持層以深の iM!'! 粘土層が沈下することが分

か つてきた 。 このように、支持地総が l閃雌でない場合、建物は沈下

を巧崎、して設計 ・施工する必裂がある 。 したカ、って 、まず、 沖約粘

土やiM!'l 粘土の圧密沈下に追随して沈下する直接基礎構造物につい

て検討する 。 この場合、粘土層の圧密特性に| 共Iする検討が重要であ

る。d建物を杭などで i:!tfl'l 互層に支持させる場合、 j共ヰt11i 層上の iNl' l

*，1; 土層の圧密沈下が原因で周辺地然と，建物の聞に沈下差が生ずる 。

このために、地盤から建物へ移行する各般の配管類との取り合いや、

建物の抜け上ヵ、りが問題となる 。 この場合も粘土層の圧奮沈下の検

討が重要である 。

したが って、埋立地で建物を検討する場合の検討項目としては、

次のような項目が考えられる 。

(1)  土質試験結果の信頼性の評価

(2)  地盟主改良効果の評価

(3) 沈下量予測! のための土質定数の検討

(4) 地盤 - 建物の沈下量予測

これらの項目の検討のため、標綜圧密試験方法、コンシステンシ

ーより圧密諸一定数を推定する方法、過圧密領域を考慮した沈下青I-rr

万法、埋土地盤剛性や建物剛性を考慮した沈下計算方法、サンドド

レーンの効果の把握、および、 d建物の北礎! ゑ総直下の地盤の転圧管

埴! 方法の研究を行っている 。 そして、これらの研究成果を 、.t!Il立地

での建物の沈下を設計 ・施工するときに適用している 。

( てらだ くにお 株式会社竹中工務広技術研究所主任研究只 )



公共構造物のデザ、インの充実一橋の設計を通じて m2

t

J，j

松 村 博

土 木 と 建築の 共 同 作 業

土木の世界から見て、土木と建築の違いは、土木= 構造、建築=

意匠という図式で把えられることが多い。 そして両者の共同作業と

しての成果も構造と意匠の担当者の分業によ って生み出されてきた

ようだ。 その; 接点にあるのが都市内の橋である 。

土木と建築の区別がいつ頃から始まったのか、よく知らないが、

少なくとも近世では社寺や御殿を建てる大工も、橋を架ける大工も

同じ集団であ ったようである 。 l明治にな って鉄橋が架けられるよう

になると、それを支える基礎の技術などが必要となり、建物を建て

る技術とはしだいに分化が始ま ったのかも知れない。 そして学校教

育での区別が与えた影響も大きかったであろう 。

明治以来のi慌の技術の発展を、大阪の場合を例にと って 簡単にま

とめてみると、次のようになる 。

①明治前期~中期l 一外国技術移入の時代

②明治後期~大正前期一外国技術消化の l時代 (市電事業など)

③大正後WJ- 昭和前期一技術発展の時代( 都市計画事業)

④昭和15- 25年頃 戦時休日，1出 よ び 戦災復興の i時代

⑤昭和25- 35年頃一技術革新の| 時代

⑥昭和35- 45年頃ー新技術の発展と長大橋の l時代( 万博卒業)

⑦昭和45年以降 一 橋 梁 多 機化の時代

上のような変避を 前提にし て、橋梁設計において土木と建築の共

同作業がどのようにして行われてきたかを具体的に見てみたい。合

わせて橋の設計思想の変化についても考えてみたい。

大阪の橋の設計lこ建築家が関与しだしたのは明治後期のことであ

ると考えられる 。明治の後半になると大阪は重工業都市への変貌を

めざして都市改造が行われた。そのときの大事業は築港と市屯敷設

であった。市i互の事業は単に屯車を通すとい うだけではなく、道路

の拡張を伴い、近代都市への基擦を整備するのが大きな目 的であっ

た。 そのなかで大阪の橋も急速に鉄橋化が進んだが、その大半は機

能優先の鋼板桁が採用されている。 しかし、技術的に新しい試みも

行われ、意匠而でも新しい考え方が導入された橋もあ った。その代

表的な例が、明治42年に完成した心斎橋の石造アーチ橋と、 J僑誌の

ライオン像で有名な難波橋である 。前者には建築家の野口孫、rl]が、

後者には宗兵蔵が関与したとされる 。下部工や高欄などの意匠設計

を担当したものと思われる 。

心斎橋は大阪で11佐ーの石造アーチ橋で、橋本体の鱗造と高欄など

の装飾音日分が適度なバランスをもっデザインであった。一方、難波

橋は、石造りによる装飾部が本体の鋼アーチ昔日を包みかくすように

なって いる 。難波橋のデザイ ンが後の橋梁担当者から見て、あまり

評判がよ くないのは、本体 と装飾のバランスがやや悪いことによる

のであろう 。

技 と 美 の 融 合

土木と建築の共同作業の利点が最大限に発陳されたのが、大阪市

第一次都市計画事業での橋梁設計であろう 。 当時の橋の設計は構造

問と意匠面の専門家の合議によ って行われていた。構造設計は東京

大学の旺i':j ' 宣教授や京都大学の高精逸夫教授らの指導のもとに、多

くの優秀な技術者が担当していた。そのなかには今俊三、川上暢夫、

橘普雄、平井敦各氏のように 、後に大学教授とな った人々も含まれ

ていた。 そして意匠面では京都大学の武田五一教授 (建築学) の指

導を受け、高欄やj照明灯のデザイ ンを担当したのは元良勲氏伊コち

大阪工業大学教授) らであった。元良氏がどの程度橋本体の設計に

かかわ っていたかはきだかではないが、氏の論文( 水者II :Iik観『建築

と社会』第19戦第 6 号 ・昭和11年 6 月) などによ って判断すると、

i慌の形式決定にもかなり積極的に参加していたようである 。

第一次都市計画事業での橋の設計の考え方は前期と後期で少し変

わったように見受けられる。大正末期から昭和の初めに完成または

設計が完了した橋はかなり装飾性が重視されたものが多い。例えば、

肥後 ・渡辺橋や堂島大橋のほか、大正末のデザインコンぺの入選作

が採用 された淀屋 ・大江橋や凹設橋などがそれに当たる 。一方、桜

宮橋のほか、天満橋、天神橋、そして特植木橋などは構造物本体の

形を重視して、付属施設のデザインは装飾性が押さえられている 。

これは、当時の設計課長で、市のJ橋梁設計をリードしていた堀威夫

氏の考え方によるのであろう 。堀氏は、橋梁設計の本質は 「洗練さ

れた単純さをねらう」ことであるとしている 。元良氏の考え方もこ

れと共通していた。

橋のデザイ ンは、あくまで橋本体の形を生かすことが大切である 。

高欄などの付属施設は橋の形の美しさを助長するものでなければな

らない。元良氏は、橋の設青|には構造から必然的にもたらされる形

の洗練という点に並々ならぬ苦心を払うべきであると述べている 。

ア ー パ ン デ ザ イ ン の 萌 芽

都市内の橋のデザインは、他の都市施設のそれと密接な関連をも

っている 。大正時代初期になると、橋を主体としたアーパンデザイ

ンの朗芽が見られる 。難波橋のデザイ ンを見ると 、橋詰もさること

ながら、 中fj たの中之島の音11分に石造りの立派な階段や飾塔がつくら

れ、この部分にずいぶん力点が置かれていることに気付く 。 このこ

とから、難波橋( 写真一 1 ) は当 時整備が始められていた中之島水

上公園の一部となることを念頭に設計されたものと考えられる 。

現在の本町通は市電の第 3J 切の事業でつくられたが、この通りに
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当たる本町橋と木津川橋が同じデザイ ンにな っていたことは注目さ

れる 。橋脚部分にギリシャ建築に見られるイオニア式のHi i 真剣iがつ

けられているのが特徴である 。 このデザイ ンの原点は、木津川橋の

束詰にあ った大阪府庁舎の正而玄関の装飾にあ ったと考えられる 。

このように 、者11市内の柄は近傍の建築や公園なととの一体性が意識

されるようにな った。

第一次都市計画事業では、この考r え方がさらに徹底されることに

なった。中之島を挟んで架けられた幹線道路の橋、淀屋 ・大江橋や

l肥後 ・渡辺干伝 常 安 ・玉江橋などが同じデザインをも っているのは

その表れであろう 。 この卒業の怖のデザインに大きな影響を及ぼし

たのは、大正13年に行われた大江 ・淀屋橋に対する意匠設計の懸u "

募集である 。御堂筋の建設は第一次都市計画事業のなかで最大のも

のであ った。御堂筋に通じ 、市役所、日銀を挟んで架けられる両橋

の設計には最もカが注がれた。公募の内容は、橋長、幅瓦を与え、

主構造を鉄筋コンクリートアーチとすること、 二橋を同ーの形とし、

付近の主I ! ; 築物および背景と調和することなどの条件が示されていた。

図一 1 はこのとき 一 等に当選した大谷龍雄氏の作品である 。主kJ i!iの

21tA十に当た っては橋上の塔などは省かれ、かなりの手直しが行われ

ている 。 また、 三等入選作も 一苛11に手を加えられて1 : 1 ] 古橋に採用さ

れたと 言われている 。

もうひとつ注目される事例は、西積府川の土佐掘 )11との分流点に

当日けられていた西国橋 (写真一 2 ) のデザインの決め方である 。淀

屋市汚から肥後備にかけての土佐坊li 川友岸に沿 って遊歩道が計阿され

ていたが、この遊歩道のデザイ ンは西岡橋を含めて、すでに建築さ

れていた住友銀行本庖ビルを '1 '心とした周辺の景観に調和させるこ

とが条件であ った。 このため、大阪市では、遊歩道と西国橋および

船I l rr僑の意匠設計を、住友の工作部長であ った長谷部鋭: 守氏に委託

した。 このように役所の仕事としては思い切 った方法をとり、まと

まりのある景観をつくり 出 したことは意義のある試みである 。

上の例のように都市景観上重要なポイントとなる建物と道路およ

び紙のデザインの統ー をはかることは、都市景観を II'J 上させる上て、
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重要なことである。前者では御堂筋を介して日銀および市役所の建

物と淀屋 ・大江橋のデザインを調和させており 、後者では住友銀行

ビルを核として土佐明川 岸の遊歩道と 西国 ・荷台l町両橋のデザインの

統ーをはかろうとしている 。 これらは問づく りの観点から土木と建

築の融合をはかろうとした貴重な例である 。

橋 の デ ザ イ ン の 展 開

戦争によ って発展がとぎれた橋梁技術は、戦後欧米からの導入に

よって、それを l但しゃくすることから始ま った。 そして昭和30年代

後半に至 って長大橋の時代 を迎 えることになる 。 スパン 100mを越

える桁橋が次々と架けられ、新形式の典型て、ある斜張橋も梢極的に

採用されるようにな ったρ 構造物の形が連続感を強調するのに適し

たものにな ったため、軽快て唄スマートな者I1市景観をっくり 出すこと

にな った。 しかし、この時代は橋を飾るという考え方はほとんどな

く、橋の設計とは構造本体そのものであ った。そして土木が対象と

している公共椛造物では公の部分が強調され過ぎたきらいがある 。

そのため、機造物は安全性優先、安価 第一主義に 陥り 、あま り美し

くないものを多くっく り出 してしまうことにな った。それにわが国

ではア ーバ ンデサ' インにあまり 伽ifl直を与えてこなか ったようだ。Ji 或

ｩＧￏｾに芽ばえかけたアーパンデザイ ン の考え方もとぎれてしま っ た 。

私たちが何か物を買う場合には、デザイ ンという 付加価値をい っし

ょに買 っているが、公共構造物にはそのような付力日価値が全くと 言

ってよいほど認められなか った。 これが土木デザインを育てられな

か った原 1:&1であろう 。

H召キ[150年代以降、続は多様化の時代 を迎 えたと 言っ てもよい。長

大橋にもさまざまな形式が適用できるようになり 、橋のテザインは

本体構造の変化を求めることに力点が置かれることにな った。斜張

橋のような形式て棋は塔の形やケーフソレの張り方に変化を求め、多彩

な橋 (写真一 3 、 4 ) をっくり 出すことが競われている 。一方、 比

較的規桜の小 さな橋に対しては、慌の文化化 という 言葉も生まれる

くらい、橋の高欄や橋面 を街li ることがはや りにな りつつある 。

写真一3 )11崎橋( 昭和53年完成) 写真一4 此花大橋( 平成2年完成)

橋のデザインを重視することは、橋を飾ることと 同 じではない。

土木i構造物は少なくとも数十年にわた って存続することを前提にし

ており、決してインテリアデザインのようなつもりで設計をしては

ならない。 そして橋のデザインの基本は 、誹n氏や元良氏らが主張し

たように基本構造を活かすことである 。つまり、橋の形は連続性と

安定感を 強制することが第一で、その上に立って適切 な変化が求め

られるべきである 。

現代では技術の発達によ って分業化が進んだために、統一的に設

計を取りしさることができる人がいなくな っている 。 このため、』品

造は土木、デザインは建築という図式を取りはら って、新しい共同

関係をつく っていくことが重要である 。 さらに、公共構造物のデザ

インを充笑させるためには、 何 よりもデザインに対して価値 を認め

る土; 撰づくりの上に立 って、デザ インに対する競争原理11を維立して

いくことも考えていかねばならないだろう 。

( まつむ句 ひろし 大阪市計阿} ，J r.l lrli ，liilli 課長)



街 路景 観 と 配電 設備

和 国 道 夫

配電設備は高い供給信頼度を保ち、かつ潟嬰形態や都市構造の変

化に柔軟に対応できる設備でなければならないため、わが国におい

ては、従来から屯柱に電線や変圧探を施設した架空配電方式を主体

として発展してきた。

近年、 1i Hi 値観の多械化やライフスタイルの変化に伴い 、社会環境

の整備に関心が高ま ってきており、その結来、街路景観の一昔11を椛

成する配電設備へも目が向けられるようにな ってきている 。 このよ

うな状況のなか、関西電力では環境に調和する配屯設備の技術開発

に柏極的に取り組んでいる 。

架 空 配電 方 式 に よ る 環 境 調 和 対 策

(1)装柱改善

装柱改普 ｩ 立、 ｾ｡ 柱の［ｷ，事長皮と美観についての住民の意識を宮 ｴ￬ｾ 検

を手法を 用 いて評価し、改普した架空配屯方式で、主に 地中化隣接

地域で笑施している 。

匿亙量E

‘、、

図- 1 装柱改善
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図一 1 のように、今までの綴準的な装柱に比べると、高圧線を l

同線化し、電柱への取り付けも縦配列としている 。 また、排JI:/] 器に

ついても屯柱に密着できる縦形ｼ羽間総や、 一 つの箱に Ｓｔ ｅ ＿ の ｾＩｦｊ 閉器

を収納し HFJ 閉株数を減少させた柱上多回路開閉器を採川している 。

また低圧引込線についても 一束化し、今まてヴ丘柱の周囲に多数取り

付けられ雑然としていた似Z使用ヒューズ ( ケ ッチ) についても箱

(集合ケ ッチボ ックス ) に収め、す っきりさせ、環境との調和をは

かつている 。

(2)着 色コンクリート柱

ー 治色コンクリート位は、ｾｴｉ柱の製造段階で耐候性顔料をセメ ン ト

に混ぜ製造したもので、現在、関西電力では周囲環境と調平日する色

彩として「うめねずみ (淡いチョコレート色) J  r うすみどり J rア

イボ リーブラウン」などを使用している 。 また前項の装中1 : 1攻伴と合

わせて笑施することもある 。

(3)カラーポールシステム

カラーポールシステムは、街路j照明灯を兼ねた細径のカラーコン

クリート柱を中心にして、柱の陰に隠れミミスマートな変圧器や向圧

地上分岐箱ーから構成されている( 写真一 1 、図- 2 ) 。 このシステ

ムの特長は、高圧受i : [ L の需要家に対して地上に設置された日圧分岐

箱から地中引込で供給し、低圧受電の需要家に対しては柱上変圧器

から架空引込で供給しておくもので、将来低圧から高圧に移行し、

地中化笑胞にふさわしい街並みにな ったl時点で、高圧分岐符iおよび

高圧地中引込線をそのまま前用し、需要家の引込線を架空系統から

地中 系統へスムーズに移行が行えるように考l語、したものである 。

(4)シンボルゾーン無電柱化

シンボルゾーン無電位化とは、グレードの高い新規開発住宅地等

において 、植樹衛がありカラータイルブロ ック等て令官装されている

ような、その住宅地のシンボル的な地区( 道路) には電柱を設置し

な い 方 式 で あ る ( 図- 3 ) 。 この場合、シンボルゾーンへの屯気の
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図- 3 シンボル ゾーン無電柱化方式

供給は隣接する街路に設置した電柱か ら、低圧地中ケーブルでシン

ボルゾーンに引き込み、低圧分岐箱から各低圧受電の需要家に供給

する方式をと っている 。

地 中 化 に よ る 環 境 調 和 対 策

(1)都市部における地中化

わが国の都市開発は用途地域別 を基本として、幅広い建築の自由

を認めてきており、また戦後の者11市再開発にはヨ ー ロッパに見られ

る地域保全の概念、がなく、専らス クラップアンドビルト方式のみで

あったことから、都市の電力需要は著しい変動を呈 して きた。 また、

国民からは、供給信頼度への要請が特に強〈、停電の減少が重要課

題のひとつにあげられてきた。

このような条件のもとでは、 地中設備は架空設備に比べ、

・需要増、需要変動に対して道路の再掘削を要するなど、柔軟に対

応することが困難である 。

・事故が発生した場合、復旧するのに非常に長い時間を要する 。

図- 4 関西電力における地中配電設備の概念図

4 8  

- 大地震により大規模な設備被害が生じた場合、早期復旧は不可能

であり、社会的影響が懸念される 。

・建設費および設備を維持する管理費が高くなり、経済的な問題が

大きい。

などの問題があり、地中化 を実施する 地域は、技術的に可能で電気

事業の発展からも合理的な範囲に限定して実施している 。具体的に

は、街並みの恒久化が進み中高層ビルが連続する箇所( 写真一 2 )  

で、しかも 地上に機株が設置でき、事故発生時においても 比較的短

い時間で復旧できるような地域である 。 また新規開発地・再開発地

では開発完了時点において上記の要件を満たすような所では、 地中

設備による供給 を行 っている 。

図- 4 に、関西電力における 地中配電設備の概念を示す。地中系

統では高圧架空配電線に相当するものとして地中 ケーブルを敷設し、

この地中ケーブルと各機株との連系により需要家に供給している 。

高圧受電の需要家には、多回路開閉器を介して、また低圧受電の需

要家には、 地上設置変圧務またはこれに接続した低圧分岐箱を介し

て似治合している 。

(2)戸建住宅地における地中化

都市部と同様、 戸建住宅地においても高いグレ ー ドの街づ くりを

進める開発者等からの地中化の要請が高ま っている 。 こうした要請

への対応として、住宅面積や建築規制さらには歩道、モニ ュメント

等の設備などハイグレードな街並みの形成と費用負担を前提として、

・街づくりの段階からの施工、施設条例二等の協力による地中線工事

費の低減

・電気の高度利用 による電力販売量の増加

などを確実に笑施することによ り、他の住区との不公平の発生を 排

除できた地区においては、戸建住宅地に おける 地中 配電方式 (A -

UR D方式 [Advanced- Underground Residenti al  Di st ributionJ )  

図 5  A- U R D方式の概念図

を開発し笑用化している 。

この方式においても 、者11市音11の地中化と同様、地上設置機器を必

要とするが、者11市音11では技術的、経済的観点から歩道上へ機器設置

を原則としているが、このA -UR D方式 (図- 5 ) では開発計画と

協調して線路 ・機若if の設置場所を宅地の前庭等とすることにより、

コスト低; 減をはか っている 。

関西電力では、それぞれの周囲の環境に適した環境調和設備を開

発 して きており、今後とも 「供給信頼度の向上J i 需要増大への対

応 J i 街路景要に調和した設備形成」を 三つの重点諜題として技術

開発を積極的に進めていきたいと考えている 。

( わ だ み ち お 関西電力妹式会社内己m部配電計画課長)



大きなプライドと中ぐらいの謡、晦

- 建 築 と土木のノ マーソナリティの違 い -

建築と土木

第3場

佐 藤 正 則

一般の人たちは、建築と土木の追いや、それぞれに携わる人のパ

ーソナリティの違いなどほとんど意識しない。 あえてその違いを念、

識したり、ときによ ってはその相違を見出したいという心理は、建

築と土木の* 当事者。だけのものであ って、とりわけ建築サイドの

人たちにそれが強いように思う 。 その意味では、 「建築と土木のパ

ーソナリティの違い」というテーマも、建築サイドゆえの発想と 言

えなくもない。

建築、土木いずれの側の人たちも、それぞれに於持をも っていて、

その表現の仕方が建築サイドの人たちはれ顕示的。になりやすく、

土木サイドの人たちは多分に水稲略的。になる面が強い。 てもこれ

は、於持の大小や優劣とは無関係のもので、ことさらテーマにこだ

わってみるなら、そこにパーソナリティの違いを見ることができる

かもしれない。

「見られる」を意識する建築

数年前に、青函トンネルと瀬戸大橋が相前後して完成し、日本列

島が陸路でhつながったときに、この二つのプロジェクトの際立った

相違点を、次のように記したことがある 。

〈青函トンネルは、その全体の姿を視覚でとらえることは何人

( なんぴと) にも不可能であり、人に「見られる」ことを意識せず

に造りあげたものである 。かたや瀬戸大僑は、「見られる」ことを

意識して造られたもので、巨大な橋の隅々までが、人の視線を受け

とめて在り続ける 〉

少し乱暴な言い方をすれば、 一方は土木的であり、片方は建築的

であると 言えるかもしれない。工事そのものも、青函トンネルはま

ぎれもない土木工事であるが、瀬戸大橋の橋自休の構造は建築工事

の範囲14に入るのではないだろうか。

完成した建造物が人に「見られる」ことを、製作者側が意識する

かしないかの差も、建築と土木のノ マーソナリティの違いと 言えなく

もない。

「個性」と「普遍性」

人びとの視線を意識するかどうかの違いは、建築製品では仕上げ

材を多用するが、土木製品ではほとんど用いないことにあらわれる 。

建築は美観を提供しなければならない社会的責務があり、外観を

整える必要に迫られる 。 ただ、仕上げの工程が存在していることは、

外観を とりつくろうチャンスが残されているということにもなる 。

一方の土木製品は、建築製品ほど外観の細部にまで気を iiE う必要

はないが、仕上げ材で誤魔化せるチャンスは与えられていない。土

木工事において、コンクリート打設時にホ入魂的。な緊張感が漂い、

コンクリートの打設を工程の節目としてとらえるのも、そのための

ような気がする 。

また、人の視線を意識せざるをえないがゆえに、建築はデザイ ン

そのものを重視してしまいがちで、施工と遊離したデザインが一人

歩きするケースがなしとは言えない。土木エンジニアのデザインは、

絶えず構造物の強さ堅牢さの計算に裏づけされたものとなり、施工

密着型のデザインとなる 。

その意味で、建築デザイ ンは個性的で‘ あり、土木デザインは没個

性的という見方もあるが、それは没個性というよりは「普遍的」と

言 える 。

精 度 に 粗 密 の 差 は な い

「建築はミリ単位、土木はメートル単位」という表現が用いられ

ることがある 。 これは、建築製品に比べて土木製品の規模が大きい

ところから出てきたものであろうが、多分に「建築は級密で、土木

はラフである」との意味も込められてしまっている 。

しかし、精度の高さにおいて、両者にいささかの差異もあるまい。

例えば、 津軽海峡の地底 を両側か ら煽 り進み、中央で出会 うために

要求される精度を、規模の小さい建築に当てはめてみるなら 、おそ

らくミリ単位の高精度であるはずだ。

建築工事では多くの工程や業種の人聞が集まり、複合的に生産し

合う色彩が強〈、使用する材料も多岐にわたるため、必然、的に「か

けひき」や「商品知識」が必要となる 。翻って、土木工事は工程が

少なく 業種が建築工事のように分業化 されておらず、エンジニア全

員がひとかたまりにな って生産する 。 このため、 システム化 された

建築生産プロセスを「キメが細かい」と見て、専門分業化されてい

ない土木生産システムを「キメが粗い」と見てしまうのかもしれな

し、。

でも、このことは綴密さと粗雑さの基本とは、全〈次元の違うも

のであるが、むしろ、建築、土木の両サイドの人たちが、暗黙のう

ちにそれを認めていることの方に、問題がある 。 したがって、密か

キ且かの視点では、建築と土木のパー ソナリティの違いはない。

互 い に 優 し い の だ か ら

日本の建設業が、バイオテクノロジーとかかわり合いをも ったの

は、クリーンルームがき っかけで、つまり建築であ った。

ところが、土木技術者がひとたびバイオの世界を覗くと、建築技

術者以上の興味と関心を示す。これは、土木が土や水など自然を相

手に物を創造してきた歴史が長〈、ホ有機的な視線H がより備わ っ

ているためと言われている 。

アメリカでも活躍した実績をもっ、日本のある女性建築家 (33

歳) は、「土木」をこう表現した。

「土木の営みのなかにこそ、日本の本来の建設の営みが見えてく

る。 これは土木技術者の方が、純粋エンジニアの，思想を継承し続け

ているせいだと思う」

一方、 20年以上一貫して土木に携わってきた男性技術者 (46歳) は、

「建築」をこう表現した。

「とても建築の繊細さに、土木はおよばない。土木は形が単純だ

から図面を見て直ぐその容を思い浮かぶ。 しかし、建築のあの複雑

な形を立体的に直ぐイメー ジできる建築技術者にはかなわない」

二人の話のなかに互いのプライドと箱晦の優しさを見る思いがす

る。あえて、建築と土木のパーソナ リテ ィの違いなど分析する必要

がないのでは、と筆者は思う 。

( さとう まさのり 日刊建設工業新聞社編集部長)
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『全国土木系女子学生の会』発足

品邑占4L

伊 藤 麻 由 子

' 1;..: -.子学生の全国的なネ ッ トワークをつく ってみたら 」。 関東学

院大学の宵村忠先生の一言が 『全同土木系久子学生の会』の発会の

きっかけである 。 いつものおしゃべりのなかの一言だった。ひとつ

の学校に凝り悶まることなく、 {' I' 聞を増やしてい って欲しいという

先生の考えがあ ったのだろう 。話をもちかけられたのは、関東学院

大学工学部土木工学科女子クラスの学生。 このとき、 k 子クラスの

学生は l 年生だけのわずか 7 人だ った。 このメンバーが中心にな っ

て、会は ，'H発した。

|対東学院大学には、この 7 人以前に、ひとりだけ土木工e:'t f r に入

学した午，t がいた。 しかし、 l 学年約 100 人の学生のなかの紅一点、

心細か ったのだろうか、 4 年間の学生生前を終えずにやめてい って

しま った。1987年の女子クラス創設により女子学生の人数が附えた

とい っても、た った 7 人。前例がないとなれば、や っぱり心細|いも

のだ。他の大学では、 l 学年にひとり、ふたりという状態が続いて

いる 。 そこで、 r土木』という共通項をも ったやII /l ll づくりが始ま った

わけだ。 しかし、初めから 「土木系女子学生相互の税肢をはかる 」

という lりl械 な け的があ ったわけではなか った。 ' 1m1

4

1いかもしれな

い」、そんな'怪いのりだったように思う 。

150人/ 3 万 人

4  J  J に入 って最初に 始めたのは、全同に必絡する上木系女ー子学生

の人数を調ィをすることだ った。何百枚ものはがきを、会同の」て水系

学科に送 った。 その結来、土木系女子学生の数は全/1，1で約 150 人い

ることが分か った。案外、 多いと感じる人もいら っしゃるかもしれ

ないが、全|玉lに上木系の学生が 3 万人以一l二いることを考えると微々

たるもの、 1%にもが11j たない。

全同でた った 150 人の土木系女子学生の* まる機会として、この

年の ＱＱ 川 ＱＹＱＱ 、土木の ＱＱ の翌卜 ｬ に、 「 全開土木系女 ー 子学 ＧＱＺＺＮ の 会 ・ ｾ ｬ

川総会」が開催 された。 とい っても 、決して大袈裟なものではなか

った。大学の小 さなホールを伶りてのノ f ーティーである 。 それでも 、

北は仙台から名古屋まで 63人の女子学生が集合した。ケー キを阿ん

でのおしゃべ りに花がl咲いた。「 どこの大学 ? J  ' 家はどこ? J とい

った話から、話題はいつしか土木の専門科目 のことへと移 ってい っ

50 姐 築 と社会/ 1991'f. 6 川号

た。 そう して、 なせぜ，カか、 ' i世世宣生:1川i日川lリlて

している女子学生」の会がス夕一卜したわけてで納ある 。

根 強 い 「土木= 男のロマン」 を背に会を運営する

そして、 l 年後の 11月 4 H に第 2 回総会が開催された。「も っ と

仲間を増やしたい」、そんな思い で盛大な会を企画し、準備に励む。

テーマは 「土木って知 ってる? 均等ライフを考える」である 。 あく

までも学生の会なので、学生 内身の手づくりの運常である 。舞台を

設置した り、マネキンを 50体借り て土木|刻係の企業からお借りした

制服 を新せた り、女子学生のデザインによる作業服のファ ッション

ショーの リハーサルを繰 り返したりと、 li ij 11 の夜遅くまでL 準備は続

いた。 というか、何をや っても不安でみんなでなんとなく準備らし

きことをしていた。当 H は思 っても見なか ったような盛況だ った。

マスコミ関係者まて' 大勢おしかけてきた。泣く北海道から来た人も

いて、女子学生の参加者は 92人。 それ以 t に土木関係の企業の方が

参加してくださ った。

この後、 『全国土木系久子学生の会』は色、に注 1-1を集めるようにな

った。新|端、 雑誌、テレビ等マスコミの取材攻勢は兵: えない。女子

学生のデザインによる作業服に対する問い合わせも殺到した。 ファ

ッションショーを開{l . i ¥してほしいというたくさんの依頼もあ った。

その結果、 H乍年 9 月、新潟で'1i' われた土木学会の市民参加行事のひ

とつとし「ステキな土木へ 女性からの従育」と題して開催したの

をはじめ、今までに合計 5 1" 1のファ ッションショーを催している 。

H乍年 9 月の第 3 Inl*，念会の際、女-f 学生48人にアンケー卜調禿を行

っ た 。 そのなかで、 Ｍ ｴ 木 系学科に進んだ ￟ ｾｉｉｉ を尋ねたところ 、半 分

以上の26人が「興味があ ったから」と符えている 。 』ι性だか ら:¥11ft

だからとこだわらずにひとりの人 IflJ として、女性も土木にかかわ っ

ていくべきだと考えている人も多い。11 会法穏をつく っている土木

に、それを 利用する I;..: nと91性がかかわ っていくのが当た り前 と言

ってしまえば当たり前だ。 それなのに、相変わらず 『土木 J =  r男

のロ < ' ! J 的な考え方は級強い。総会を開催するときなど、土木業

界の方々には何かとご協力していただいているが、よ直に喜んでら

れないと感じるときもある 。「 広の子を入れると会社の P R になる 」

「今、業界は入手不足なので女の子にも入社して欲しし、 J ' 女の子

を入れれば男の子も集まる 」等々 言われたときだ。女性が入手不足

の解消剤として考えられてしま っている 。 でも、特に怒る 人はいな

いようだ。注 目されていることに戸惑いはあるが、むしろ 開 き直 っ

て、ひと つのチャンスだと受け止めたいと思う 。

会 の 最 終 目 標 は …

『全国土木系女子学生の会』は戸Z.5 らかに、男 I;..: l ji. 等を訴える会

ではない。最初に述べたように 「上木系久子学生相互の親睦をはか

る」 ことが目的である 。 だから久γ1:が仁木にかかわることや興味を

もつことが当た リ前 で、土木系学科てぜf:. ぶ火性が閉えたら 、会の存

在価値はなくな ってしまう 。 そうなることが、最終 目標なのかもし

れない。

( い とう まゆ こ 『令，-11 水系 J;: {- '，{:'I ，町会 J }.よfl!lll 吋)



環 境 デ ザ イ ン を 学 ん で- 私のなかの人、 空間、自然__ ｭＳｴｾ＠

下出直子/ 古津利恵/ 前野久美子/ 山本玲子

第 i 話

建築に使う自然、建築が使う自然

建築と環境は切りはなしては考 えられない。 この場合の環境 とは、

前自然。とい った見方をすることも可能だろうが、それは建築に使

う自然と建築が使う自然である 。建築に使うものとはその材料に使

う自然、物資であり、建築が使う向然とはその敷地等につながる ｉ ｾ ｉ 然

環境である 。建築と環境とのつながりを意識することは重要なのだ。

今、都市にあふれている建築は、{ t '{gかに私たちのような若い者か

ら見れば、流行とい ったものを意識した今風の受け入れやすいも の

である 。 しかし、それらか慣行しだすとなにかしらの不安を感じる 。

何十年先のことを考えたとき、その工学的安全性であるとか、耐久

性はもちろん、環境を、都市を形成してゆく建築になり得るのか、

取なるオブジェ的造形物のままで終わるのではないかとい う不安で

ある 。新しいことはいつの時代でも素直に' 受け入れられない風潮が

あるが、ブームになるものはその後いつか終わりがくる 。娃築 ジャ

ーナリズムにこぞ って取り上げられるものが、いつまでもその環境

にとけこめるのか 。 日本には古くからの議 ｕｉｾ らしい建築物があり、

それらに培われてきた私たちの柏村!などは 、はたしてオブジェ 的造

形物で満足でμ きるのだろうか。一時のブームで冷たい鉄のかたまり

のような建築が連立し、ど っしりと土に板づいたものは彩 をひそめ

たように思う 。 まちを歩いていても、つつみこんでくれるよ うなあ

たたかさではなく、はじき飛ばされ、強制的に緊張を与えられるよ

うな印象を受ける 。

規模だけは大きく、豪華さではなににも負けない薄 っぺ らな建築

に慣らされてしま った現代に、 一体なにが必要なのだろう 。建築と

環境をもう 一度考え直したとき、やはり必要なのは 、環境が欲し、

その自然結果として生まれた建築ではないだろうか。環境が欲して

いるというのは、同時にその環境をつ くりあげた人々が欲している

のである 。環境を考えるときにはまず、前人。を忘れずにいたいと

私は思う 。 (下山直子)

第2 話

人聞がっくり出して きた環境に学ぶ

人聞は、自分たちがより良〈生前するために環境をつくり変えて

きた。人間は、環境をデザイ ンしていたのだ。 そこに建築、土木と

いった境界はなく、人聞はその土地、風土に応じて 、 さまざまなこ

とに挑み、変化させてい った。18世紀の産業革命を境に、著しい技

術、機械の発達があり、社会、経済が変化し、分業化の波が判l し寄

せてきた。 ここに至 って、環境そのものも変化し、総合的に理解し

把録する ことは困難にな った。

しかしながら、現在、新たな変換期にさしかか っているのだと思

う。社会が複雑になればなるほど、他の分野と関連づけていくこと

が必要になり、全体を包括していかなければならないのだと思う 。

その分野は、建築 ・土木のみならず、人を基本とする社会、文化、

思必、経済などさまざまなところに至る 。一つひとつ専 門的に追求

するだけでなく、総合的に 把握し、デザインしていくことが環境デ

ザイ ンなのだと思う 。

ここで、もうひとつ忘れてはならないのが、環境は人間がっくり

出し、人聞をとりまくも のであるということである 。人間と人問、

人間と自然、人間と文化など、人間を中心としたさまざまな要素や

除l:iili 'ltl:を見つけ 出 し、 問題提起していかなければならないのだ。

これから、環境デザイ ンを学ぶに当た って、多くのことを経験す

ることが必要だ。 しかし、今までのように、司見き見るだけではなく、

ドl分の存る価値を確認し、そこで一度立ち止ま って、追求し、判断

しなければならない。 そしてこれらを積み重ね、総合的デザイ ンを

目標とすることが、環境デザイ ンを学ぶ私に必要なことなのだ。

(古津利忠)

第 3話

地 球単 位 で 環 境 をテ、、ザインすること

建築、土木、修索、 fllt 造、都市計画、環境保護にも及ぶ環境テ。ザ

インという学問は、大学に入学したばかりの私にと って大き過ぎる

よ うに思え、何から手をつけたら良いのか分からない状態であ った。

二回生になり、最初に党えたのは、手を動かすことだ った。本や

講義からの知識はもちろん大切だが、身体で党える知識がとても重

要だと分か った。図面を揃くことで他の而においても深〈理解でき

たし、スケール感を身につけることは、さまざまな所を実 iJli Iするこ

とで始ま った。空間のボ リュームや質を感じるには、意識しなけれ

ばならないし意識するには、最低限の知識も必要なのだ。半年ほ

ど、こうい った機械的なことを繰り返すうちに、や っと最近、街並

みや建築物の在り方を考えながら、観察できるようにな った。

今の私にと って一番気になるのは、街並みの問題である 。都会で

は建物のサイクルが大変速く、例えば、歴史的なH可である京都でも

ここ数年で不釣り合いな建物が; 増え、情緒ある最観が1 I l なわれてい

る。住民からの訴えも出ているが、行政を動かすまでには至ってい

ないようだ。 これらの無秩序が通された結果、そこには 一 貫したも

のがなく、「らしさ」という 言葉が見つからない。つまり、その地

域の倒性が見えてこないのだ。

他の国では、景観や街並みをとても大切にしている 。繁華街の瓦

ん中に何百年も前の建物が縫 っていたり、その隣には、さほど違和

感なく、近代的な建物が建っているのだ。行政商でも、街のなかで

使える色が制限されていたり、個人の感覚も街に対して敏感で与ある 。

歩いてみて、 何かし らの空気を感じてこそ、本当の街だと思う 。

心地良い雰囲気、その街独特の空気を育てるには、長いI時間が必要

なのだ。せ っかちな 円本人には無理な話なのだろうか。笑王It させる

には、地域の住民が、自分たちの環境にも っと関心をもっ必要があ

る。 これは、自然保護、地球保殺にもき っとつながっているはずな

のだから -一。
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新聞で、莱テレビ局の特派員が宇宙から見た地球について、こう

語 っていた。「地球の青さが減っている」

こういった悲観的 な状況のなかで、これから求められるのは 、 自

分たちの身辺、街並み等を含め、 地球単位で考えられることではな

いだろうか。ある箇所、ある音11分だけを 断片的に見ていては、本当

の意味での環境デザ インはや っていけないと思う 。柔軟 な感性と、

満たされることのない好奇心が 現在の立場にいる私には 、不可欠

なようである 。 ( 前野久美子)

第4 話

自然を感じとれる空間- 演習授業での提案-

演習授業が始まり、課題が次々と出された。設計図のトレース、

対立する概念をもっ空間構成、近代建築のパース、児童のためのコ

ミュニティ施設、歩行者モールを含む町並みのデザイン (共同制

作) 、と続いた。考えていることと、出来てくる形態のギャ ップに

私は苦しんでいた。 そんなときに、「い

らないものは削れ」という、ただそれだ

作では、自分のその二面性を、少しずつ

統合できるようになった。

1作 目の、明5 メー トル四方の立方体

の中に、白分のための空間をテザインせ

よH という課題において、夜、は次のよう

な図式を完成させた。 これは、水時を感

じるための空間かであり、時間に追われ

た生活から自分自身を逃避させ、ゆ っ く

8l UとSKY

μ C odε F-t. 4ft' T岬 ι ・

りと自分のためだけに l時が流れていくのを体験させる空間である 。

太陽の動きとともに変化する空の育、日の光、彩の形を、 一 日中ぼ

んやりと見ていたいという想いから、発想した。

2作目は、神戸に残る、すぐ側に海のある煉瓦倉庫を選んで、そ

れを建築家のアトリエとして改造した さを聞を提案した。私は、その

ト モミ

マτ?で: i j ' T""一一一存7
丘

ｬ し よ いｾＧＭべ ＮＯｴ｟
I l A  1' 4" " (  Ｑ ｟ マＮ ｾ ・ Ｂ～

I  " ぐTO 刊 E S.I! "

自然( 海) がわれわれにどのような影響を及ぼし、それによ って、

われわれの創作活動がどう新しく展開されるかということを考 えた 。

これは 、建築そのものを悔のバイオリ ンと見立て、バイオ リンの

弦に当たるものを海の中にまで延ばす。i皮による弦の振動が、建築

物それ自体を共鳴させることによ って、われわれは海のリズムを感

じとり、それが新しい創造力の源となり得るのではないかと考えた。

人間と人問、人間と自然の媒体となる建築について、その新たな

る可能性を追求し、デザイ ンに表現することはなんと楽しいことな

のか。人聞の人間らしい生き方を求め、それらを笑際の建築づくり、

街づくり、環境づくりに反映させることが、すなわち環境デザイ ン

なのだ。今後、さらに、人間や自然やその関係についての深い洞察

が必要なのではないかと思う 。 ( 山本玲子)

神戸芸術工科大学環境デザ イン学科の 4 人向学生から 、 コメントが寄せら れま した. 紙而

の都合で全文が掲載でき ず、編集者 の責任にお いて、 部分的に: 甲l愛 しての総介と なり まし

た。u :l}:tJ '伝わりに くく な ったことを おわ びします。
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建築と土木

モノローグ

環境要素としてみた土木構造物

藤 本 修 三

関西学研都市の凹原地区で住宅 ・都市整備

公団関西支社がニュ ー タウン「ノ マークヒルズ

田原」 を造成中、 数10 トンの田原岩がゴロゴ

ロと出てきた (写真参!朝、)。 このあたりは、も

ともと生駒山系に隣接している所で、火成岩

である、いわゆる生駒石の産地な のだ。

これの処分に困 った公団が、彫刻家の田辺

武氏 ( 山口 県在住) に相談。街づくりに彫刻

の素材として生かすということになり、それ

に協賛した彼の彫刻家11j 1問、圏内 6人、海外

2 人が現地に集合。創作活動を公開し、討議

を重ねながら作品をつく っていく 「彫刻シ ン

ポジウム」 というかたちでスター卜した。

この問、作家とそのアシスタント約40人は

新しい街づくりのためにと、平成 2 年 3 月22

日- 5 月21 日の問、近くの民家に分宿しなが

ら制作にとりかか った。

企画意図としては、 パー クヒルズ田原が、

関西文化学術研究都市として国際性、文化性

と豊かな 自然とを備えた未来都市に ふさ わし

い街づく りを進めてい くのに当たり、 公共空

間の整備事業に関し て、街づ くりコ ンセプ ト

"71< と織と石のある街。づくりを実現するた

めに、計画段階から芸術家が参画し、田原地

区に産出する資源 ( 田原石) を用いたパーク

ヒルズ田原独自の創造的な街づくりを行うこ

とを目的とする、とある 。

先日このシンポジウムに参加したひとりで

ある石彫家の北野正治氏と酒を飲んでいたと

き、彼は 「環境づくりにおいて、彫刻はまさ

に土木である 。今回の仕事はまさに土方の仕

事であり、これまでのギ ャラリーを中心とし

た作家活動の仕事をしていては、そのスケー

ル、考え方にはついていけない。 その点で 、

シンポジウムに参加し た人たちは、ことばは

惑いが、やはりその道を渡 り歩い て制 作する

プロなのだ。 たいへんいい体験をした 」 と熱

っぽく語ってくれた。

ちょうどこの時期にこの原稿を依頼されて

いたこともあ り、よい機会なのでもう少し芸

術家とその依頼者 (建築家を含む関係者) に

ついて考えてみたいと，思う 。

現代の一般的な公共建築物を考えると、不

愛想、で殺風景なカぃラスとコンク リートの箱を

思う 。 こうい った建築物には人聞の精神の糧

となるようなもの、寛容さを意味するような

要素は存在しない。だからこそ、公共の建築

物を芸術化させる必要があると思う 。

これまで芸術家が建築家から仕事 を頼まれ

る; 場合、企画設計図面が完成された後の、例

えば玄関前、ロビーなどの大きな壁面、ある

いは庭園などの空間的処理の段階になり、や

っとここん所に何か先生の作品をつく ってほ

しいと、相談されるのである 。

しかし作家側はまず有名作家でない限り、

あるいは建築家とのコネクショ ンがない限り、

なかなかそうい ったチャンスすら回 ってこな

いのだが、私の経験からも、もう少し早〈設

計段階において作家に参加してもらい、お互

いの仕事の計画を話し合いながら 出来ないも

のかということなのである 。

例えは、、橋をひとっかける場合、続造的な

耐久性、安全性はもちろん、その専門家が計

算した上でのことであるが、その最観に合っ

たかたち、色がデザインさ れているか、 一こ

れは専門的分野ではいろいろと異な った意見、

意向も当然あるが・・・、 結果的には、その場に

合 った、そのものの美 しさとして存在してい

るかが重要と思うのである 。

今、その点において、も っ と初期の段階か

らものをつくる立場に芸術家の参加を求める

時期がきていると思う 。 もっと芸術のもつパ

ワー を芸術家から 引 き出す、そ んな仕事のや

り方であ ってほしいと願う 。

先日田 J京地区に出かけてきたが、総面積約

127 ヘクタール、将来 2 千 5 百戸、約 1 万人

の街づく りとなる地区には、す でに 人が住み、

新しい家々がどんどん建築されている 。そこ

に彫刻家たちが残してい った作品は、生活が

先か芸術が先かよりも、すでに作品として存

在感をもち、あるものはさ りげな く般かに芸

術としていきづ、いていた。

ここに移り住んできた人たち、あるいはこ

こで生まれ育 っていく子供たちは、芸術家た

ちが残してい ったおくりものと 、その環境つ、

くりに何を思うだろうか。岩の上に彫られた

水紋、橋のように組まれた岩々、公園のステ

ージにモニュメ ン トのように立つ作品、 小川

のほとりの垂直壁、さ りげな く歩道に置かれ

た岩々、数トンの岩の真 ん中に円筒がくりぬ

かれ、そ のなかに 1 本の若木が植えられてい

る作品などが語りかけているように思われる 。

パー クヒルズ図版

田原石

入口あたり

( ふじ もと しゅうぞう 造形作家 )
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まちにいきづく大阪の橋

山 田 政 弥

「大阪は良き所なり橋の雨」 とは岸本水府

氏の名吟であり、「大阪は八百八橋の僑のま

ち」とも {谷にいう 。昭和30年ごろまでは、実

|寄与に 800余の橋があったと郷土史家の米谷修

氏から li11いた ことがあるが、その後の川や掬!

の埋め立てによって橋の数は 7 割に減ったら

しい。

しかし、橋が、大阪名物のひとつであるこ

とは、大阪における橋の多様性や伝統からす

れば当然の話で、新聞にも、大阪文化振興策

のひとつとして大阪市域に散在する橋をネ y

トワ ー ク化して、橋の博物館ー「八百八橋ア

ウトドアミ ュージアム」をつくる構想が検討

されることにな ったという記事が出た。( 平

成3. l. 10 日付 朝日 ・産経など朝干1])

そこで、大阪の橋といえば何橋を思いつく

54 挫築と 社会/ 1991年 6 } 内

か、と会社の同僚や手近の人々 一男女半々で

平均年令35歳ぐらいとなる 19人にたずねて

みたら、次のような結果とな った。

難波橋 4 、淀屋橋 4 、天満橋 3 、心

斎橋- 3 、戎橋一 3 、伝法大橋一 l 、大正橋

わずか 19人の印象に過ぎないことだが、大

別して中之島かいわいと ミナ ミの橋々とに集

中していることは納得できそ うである 。橋に

は、港大橋や此花大橋のよ うに下から仰ぎ見

てその壮大さを楽しむ橋もあり、自動車て‘ ド

ライフーする橋もあるが、僑は、やはり水の匂

いと 川風を感じつつ歩いて波るものである 。

中之島かいわいの橋

大阪の都市景観美の第ーは中之島附近であ

錦 僑

ることは誰も異論はあるまい。 その 中之島の

束には 、浪華三大橋、東から西へ天満橋、 天

神橋、難波椅があ って、いずれもスケールと

いい、歴史といい 、長観といい、今さらうん

ぬんするまでもない。景観を損なうという高

速道路でさえ、天満橋の上に乗ることによ っ

て 「天満重ね橋」 といわれて、ひとつの眺め

とな っている 。

ライオン橋の愛称で知られる難波橋は、古

来、繁栄する大阪ビジネスの象徴であ った。

というのは、昭和12年に今の御堂筋が完成す

るまで、堺筋が大阪の目抜き通りであ ったの

で、堺筋の首根 っ子をしめる難波橋は商都大

阪で生活する 人々のも っとも親密なる橋であ

った。

すでにヂ|二原酋鶴は 、 「難波橋西見渡しの百

j去・・・ ・・・ J ( 日本永代蔵 ・1688年干1]) と、元 緑I時

代の活気にあふれる附近の様子を 書 き残して

いるし、昭和の初め頃まで、大阪に就職して

きた多くの人々の思い出も、 H に何度となく

往復した難波橋にまつわることが多 いのであ

る。

ついでながら、今の御堂筋完成とともに、

大阪の賑わし、の中心は淀屋橋に移る 。 そし て

現在の大阪市中でレ利用度No. 1 は淀屋橋であり、

市民が最も魅力を感じているのも淀屋橋の由。

円 ラ

ノ4



僑が美しく、古い歴史と話題性があ って、日

常生活にもなじみ深いことがその袈閃だとい

う。( 松村博氏の大著「大阪の僑」による 。

この本は大阪の慌の百科事典で、大阪の橋に

ついて知りたければこの本を凡よ)

肥後橋は、淀屋橋からさらに下流、すでに

西区に入る。 卜数年前のがｾ 5年間、私は毎日

この橋を渡 って通勤していたし、イ干名な橋で

あろうが、残念ながらこの橋はあまり風情の

ある橋とは思えない。 また、この燃の束に並

行する石の橋には、当時は近づく人もなく、

殺伐たる眺めだった。 これは正雄には橋では

なくて 川の水を調節するための可動根で、出

来た当座( 昭和 6 年) は「ダム」と 言いなら

わしていたと聞いた。( 今の水品橋も同じ)

そのダムが、 lI ?i和60年に 「豊島橋」とな って

市民の前にお ｆ ｉ 見得する 。 橋上には ｾ ｉ 直樹で悩ｉｩ

られた陶板錦絵の僑の画廊となり、橋の両た

もとには、昔の僑の写真や珍しい番付ー表が展

示されて、こよなく楽しいのである 。時間が

許せば回り道をしてでも、肥後僑を波らずに

針; 橋を通りたくなるのが人情というものであ

ろう 。 じつに、肥後橋と鋭橋はこれからの橋

の優劣をみごとに対比させているのだ。 そし

てまた、先にふれた「橋の博物館」の先駆が

すでにここにある 。

ミナ ミの橋

心斎絡はすでになくな った、とはいえない

だろうが、| 控橋と化したこの申告は、私にと っ

ては博物館の陳列物のひとつである。しかし、

「心斎橋」とい う名前は大阪を代表するショ

ッピング街として、今や国の内外に知 Iられて

いる 。それかあらぬか、附近の肯い 11汀名 一炭

民l町、畳屋町、笠屋町、周防町、八幡町、 三

津寺などが、東心斎f氏 西 心 斎 紙 な ど と 「 心

斎僑」でおおわれてしまった。

だから、ミナミを代表する橋はやはり道頓

坊! 川に架かる「戎橋」ということになる 。今

や若者のたまり場のひとつで、グールハン卜

の名所といわれ、「ひっかけ橋」の異名が東

京まで伝わっているというが、もともと、今

宮戎へ通ずる橋として江戸時代初期からあっ

た大阪庶民の橋であった。 ミナミの中心は、

観劇のまち道頓堀と、紅灯の花まち宗右衛門

11汀で、昔も今も大阪ーの盛り場。戎橋は、そ

の歓楽の巷を民〈座標期hの交点て' ある 。

たそがれ時のこの橋はいつも雑断で、まだ

明るさの残る空の下、ネオンはすて・に水に l映

えている 。川の中の11ft 水の音、流れてくる音

楽、橋の手すりにとりついて話しこむ娘たち、

紙上のあちこちに屯する若者のむれ、僑を波

りながら 「較〈ビールを飲も」と相談がまと

まる '1' 年者。… … 菜やかで前々した主主問気てが

心の浮きたつ布告である。その昔、学生時代の

藤沢恒夫が、この紙上で演説をはじめ、熱狂

のあま り帽子を 川へ投げ込んだというし 、最

近は、阪神タイガースの優勝を祝って川にと

びこむ若者もいる 。戎椛は大阪の' i ' j - 恭の杭な

のであろう 。

戎橋から、道頓掘川の上流を東へ向か つて、

アイアウパシ ニッポンパシ

太1 : . e . 術門橋、相合橋、日本僑、下大平IJ 橋と、

いずれも大阪人には知られた名橋であろう 。

第二次大戦後、道頓坊1! )l 1が汚れて社会問題

となったことは記憶に新しいが、同時にその

ころミナミのi J ! J ? 客が心配されて、川や僑の整

備も計画促進された。今、すっかり美しくな

った道頓堀川の、戎橋てもよい、 日本慌でも

よい、橋の上から川を! 眺めるといくつもの橋

を凡渡すことができて、日頃忘れているしみ

じみとした何ものかを感じるのは私だけだろ

フカ‘ 。

相会織もぐんと拡幅されて、橋というより、

IYIるい水上広場となったが、 i僑の雨詰めにた

ケ マ ナ ンポタ

つ食満南北翁の句碑は、まさに大阪における

僑の役割を詩的に表現しているのだ。

蟻り場を む か し に も ど す は し ひ と つ

( ゃま だ まさや大阪. / . r - 秋社代表 ー編集，l f t 発行人)
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「建築」 と「土木」の織りなす空間は、現実の都市のなかで展開さ

れる 。 しかしながら、その機相は、その都市の歴史や文化、産業そ

してそこにかかわる人々の取り組みによ って異な っている 。

京都、大阪、神戸という関西圏につらなる 三都については、多くの

視点から 比較されているが、その差異から個々のアイデンティティ

のもつ良さを再認識し、まちづくりのなかで活かそうとすることも

大切である 。

ここに紹介する 三都における 「建築」と「土木」の出会いの場面は、

どちらかと言えば一方だけの、あるいはこれらふたつの領域を超え

たところからの発想、で生みだされている例も含まれている 。

あるものは美しく誇らしげに、あるものは、泥くさく、どちらかと

言えば醜いものもあろう 。一つ ひとつについての評価は別にして、

おのおのにそれなりの背景や現実が存在する 。 これからのあるべ き

都市の空間を求める視点から、これらの姿をスケ y チしてみた。

エピロークゃ三都にみる建築と土木



ーＭ‘｟ＮＦＮ訓陣 Ｂ ， ｈ を Ｑ ＱＱ て Ｂ Ｂｾまれた京都は、 ＱＧ ［

ｾ＠ . .  恒11、 くから 水 を大切にしてきたH汀て'

ｾＮｊ、官ヨＮＢ
- - . . .  司 固 ある 観光名所と Ｎ Ｑ われる ＯｾｲＡ こ

は 、 必 ず と " って い t 、ぐら いに、心< < ; まる貌水' や

Ii¥Iヵ、あ リ、 6 J 1 になる と鴨 川 や i'Ur. l Jl Iの河川l倣に

ｾｊｾ り ＮＱＱ ｜ さ れる ｪ［ 茶阿のはは 、 Ｔ ＴＮ の胤物 Ｂ 与 とも な っ

て いる ζ うし た u也制のため、 J;( ，"，11 di l人l にはり

11. る 1'，木綿築物には 、水 と の|剥わりあいが深いむ

の が 事 < ((イtーしている 。 また、 ｌｾ 紘築物にむ ｩｬｬ

築物と ｼ 司係 ｬ こ、伝統的 位 Ｇｦ ｾￍＧＮ みと ， ｾｈ ｉｉ したスケール、

伝統文化を総点したデザインの配 ｬ 也がＮ［ｾＮに ま ｴ ＺＺ ｒ さ

れている この た め 、 街 .IEみ を JI:倒 す る よ う な 1(  Ｑ Ｚ 賀茂 の ｾｉ 家 ｈｬｦ は、も と ら と卜 賀 茂神 ｈ の 伸 行 の

大な -t : 水柿築物が、中いにも };' :M，li lλl にはほ とん Ｏｩ ｦ ｴｴ ｌｩ であっ た 。 ｕｾｬ 交付Ａ社の境 内 から流れ 山 て

ど見 られない。 特 に、 ft 琶湖時I l 水 の|民1i1! hl ! i 設やq! 円 い る ｬ リ ｉｾ ｉｉ 川に治 った 卜 幼 ｦ と 小 さなィ ｩ 怖のｕｬ ｔ 41!.み lよ、

川 写にある僑梁に ｬ よ 、 制 ｼ やかな内ｾｊＮ低がされたら の J)Lイi: むf U( の 努 )J で r ，j' ら れている。また 、 I t { 倣内

が事〈比られる 。 に ｬ 列神 川 の ａ＼Ｎ を引き入札、れ ｬＧ 化 して 小 川 に ｊｾ して

伝統文化や ｮ 然と の 調 和 のあり Ｉ ｊ は、 ｊ＿ｾ 昔日ではむ いる水流シ ステムは、 水質{足ノ止の優れた知} J ! .で あ

しろ 卜 ＾Ｑ， ｾ ，ｙｩ築 物 から Ｇ γＺ ぶことが多いよ Ｗ である 。 ったＨ ぶｲＮ ｬｬ､￯ 北区 卜 ｾ￮Ｇｕ ｩｄ

( 鈴木克彦)

上 賀 茂 の 社 家 町

大阪川11 大阪と fわれたのは

u. 、I ( . ，うずいぶん 11の Jん Jj L，(J :の 大

・ｾ｟ＮＮＮＮ 阪は、先人 が 烈したｩＧｴ ｩｬｬ なオ ー

ブ ン ス へ ー ス を 食 い つ ぶ し 、新 た な 全1: 1 1 を求めて

大に flPび、地にもぐ リ‘ そ し て 水 lili を担Hめ て い く。

3  ｊｉ のある Ｂ 、カメ ラをさげて 思い つくまま ｩｬｬ ｾ

と 1'，本 のスナ γ プを; ) (め て大阪を jかさ阿った 初

め て行 った場所! よ新鮮に l映 り 、 久 し ぶ り に 行った

地 所 は そ の 変化にmき、 大 阪の I処の i采さ 、 おむし

ろさを 改 め て感じた一 日であった。

ｈ 年 川 のある ｊｪ ｬ よ、 ＮｦｬＮ か ｾｾｾ断 と ｦ ｬ 時 比 てＧｩＱＡｩんだ大 阪 の

ill 築と | 本14訴 を 来 し ん で ドさい。

( 吉村美緒)

串刺し円筒ビル

1

'

1{梅IJ Iの 11}Jl.lThJ也区に隣慢したところに挫ぷ" ，の

ビルの胴体を、やはリ 1: Ｇ ｉ ｾ ＧＢ の阪 和 ＱＱＱＺ Ｇ Ｚｪ ｩ 主 ｪ 邑路池 ｕ ｉ

線 の H' ，IIラ ン フ がl1iill する このビルの u 也/ijr11

れとのぶち; ! l t - 交渉が 韓11:航 し た た め、 1989 (、ドI広

J l;) ｻｦＭに辺防法 の 刊 ｉｬ 次 Ｑ Ｑ ＧＺ されて ｾ ｉ ミ まれた 「 、 Ｇ ，Ｚ ＱＴＺ

道 路 制j良r をi直川 して II f能 に な っ た 解 決 法

ょ の ビ ル l立、あの F OCUS 2  J 122 r1 りに も 制 介 さ

れたの ( 大 阪 Il ifiM:，¥I><:)

lfz述，UJ' 自の(.;r 'FI ふ 出句にか

からないよ うになっている

神戸 まちには … 創ω州川川……11仲刷附i仲州州や桝判il似!除止

l '山'1然 の 卸 さ が あ る o iM胤 がJ/.i. i立

をかけ上ると 5 、 Mとなくロマ

ンチソクて" ｴＭｊ ｲ しい ｉ ｉｈｾｴｬ 、かある、そん会 ｭｬｬ Ｇｴｾｾ

を 抱かせる 。 民 間 的絡が＿ｾＺｻ う な んて よく ｊ われる

け れ ど. ｊ ｈ ｾ ｉ にはむ い ｙ ｗ ｉ かむし ｨｾ よ い 。

ゎ・っち ょ こ ち よ い の 神 戸 っ 了{ 立、え ー か っ こ しい 、

そtl て・い て、 人 とうそく |日l じよ とは J やリたカずらない

「桝IJ ' はじめ4勿u丹」 ということ 1; 1: " カずあるように、

]j 土初J が多いことを J守リにする e しかしその後はよ

そ の J j で 大 き く な る も の が 多 い。 事|り[ っ (- 1こはお

むしろい人が多い 神) ' には 「よそ」とか P ζ こ」

という 仕切り が少な いよ 7 に ，思 ーんだから 「よそJ

の人も、 すぐに j ; むしろ い判1} i っ fーにな って しよ

そんなj l J l / i っ 子のfi :む まち NI J i では 、 まちづく り

て中，[やかやと 特徴的な、111誌が民IJ fJ さtl てきた。 ，Ii

くは大 姶 ｉ ｦｉの ＱＨ Ｑ の ｾｪｩｬ に始ま り 、 Ｑ ［ＱＮけ Ｇ Ｑ Ｑ Ｑ だ った ｊ 、

111111の納 林 がた ‘ iγ'1l! i"I川の つ け か え 1，'1'; 等々

十111/ i  ｴ ， ｾ ，ボートヒア ・Ａｬ ｬ てＧ イｦ＿Ｇ， になっ た人 ｉ Ｇ， Ａ Ｚ，ＧＩ ， ｦＮ ﾭ

ｬ アイランド、そして内Ｂ告白 ｬ ￭ のー ニュ ータウン ｬ ［ｦｊｾ

ｌ ち ろん 市街地の主 ｾＮｉｾ Ｇ下線道路や公 ｬ 吋、 l' 水 道の

も事ｻ品 、 ｉ 也 ド ｮＮ ・ 新交 ￬ｩｬｬ システム手交 ｪｪｦｪ 険Ａ日Ａの格 ｩｾｪ

':!'f: ＯＮＯ、 ｩＯ ｩＨ ｔ ーなものか句 ｊ 也 ｬ 休 むむのまで、 Ｎ ｾくの人

の 「によ り快 llil l されてきた この な かで 、住 築 や

1  'A... 1よとらに 、 まち - 1 く りに おける フィジカルフ

ランの Ｑ ｮ 人 、 ｆ として 、 ｦｴ Ｇｩ怜 ｩＨＱ 甘な Ｇ Ｑ ｾ Ｑ＿ Ｉｊ 是 ｉｬ ｦｊをｽ 止 せて

きた。 今のまちの安はかなりの部分、新たにつく

られた ものか多いと行える その時々にや11/ i らし

さを! 惑 じさ せるしかけを従議していくのは郎しい

が、 よ れか ら の 神μ の踏となるよ 7 なまちっくり

が 大 切 に な る

ｩｬｬｾ と ｩ 二本ｻ立、 ｬ 則 ｩ 直する ｾＨ ｕ ｉ 主を Ｗ 苛め て 、 郎，Ii の til

上i'l. をどのように 創造し て い くかで協紙面してゆか ね

l工ならない 百II，f i 内に 弘 い ん す ‘1H91j ( 7 ) なかには 、

ｬｴｾ と へのヒン ト となるむのらあろう 今 LuほH介 す

るものはごく - ;mで あ る が、ドI'} i のまちをちえる

ささやかなお ー歩 と し た い ( 田中 直 人)

六 甲 シンフォニー ホー ル

構 想

7](lu各閣

かつて、 l付|彼自11di て' ある 点目11で は、 たえ ずm氷 の

ィ、'b_' にさらされていたため、l - t 也湖からの辿水 l 占

・1' ，が行 われた

レ ン ガjl iの ア ー チ が夫 し い 水 路|制は、全L:.::nrn、

，:':j さ 10mあリ . 明 治21{ドに完成した。

Ｈ ｊ ［ Ｇ Ｚ 自 ｉｬ､ｩ ゾ正 ｊｾＨ ｉ メ ｉｎｾ￬ｱＺ Ｉ

一

ト
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J

、
F

け

い

圏

一

J

ト

ビルの屋根をちょっと拝借

初 U 新 Il IJ の ピ ル の- rmを 阪神山述がl ' t辿する 。 l '

Ｇｐ の ｊｩｲ ，ｾの ｴｲ ｬ には 、す でにあったであろうか。 川

の 卜. 、 ビルの 谷1111、 そ し て ピ ル のW 1: と 、 よ る で

j也 卜をはうツルのように、 Mdiツト1111(7) 1部!日|を さ が

して 刈j虫; i H品は延 びて い く ( 大 阪 市北 1><:)

ｕｴ 刷川 の ｾ Ｇ ｉ ｉ ［ｾ からｨｉＮる

イ ｩ は相 ＱＱＱ 新 ｦ ｬ ｬｬ 大 阪本 ｦ ｬ ｾ

六 中 111の J臨 卜をくり抜いて 、 1( 大な シ ン ヲ ォ ニ ー

ホー ルを ill .J ' しようとする 桃氾! がある そ の 内科

lよ、 " ，火|えの，It 針浄水池以; と背後のI也ド全I i ¥Iを干11

川 して 、 1": Ｇ Ｏｾ の￬Ｇ￭・淡克己が Ｇ ｉｾ ｉ 立泌 ＴＴ したい」 と

思 う シ ン フ t ニ ー ホ ー ルをつく リ、，f jJ ( に Ilt採 の

ト y フア ー テ ィ ス | の 協 会 に 身 近 に ふ れ て む り お

うとするむのである I也ド{ 全lilJ では i品度 目IU伎 が

一定で、 i毛い伐特 ('1 がとれるほか、外のi ' i を; gt析

す る こ と か 作 坊 で あ る 岳 地 ぷ としては、 2 カ所不平

伎の ｊ ｊｬ ｬ Ｂ ，Ｂ ドーム Ｇヂ Ｑ ＺＺ Ｑ を ｩｬｬ ，［ 止し 、 シン Ｗｾ ニーホー

ル と エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル 等 に ヰ11川する 収 作 人u

は よ1じた が IOO() - 2000人作J生で、 北|吹ブイ/ ラン

ド京高liのフ ンカ ハ ル ユ 付 、 レ ト レ ソテイコンサー

トホ ールを 1'. 1"1るものになるという 。 六月1I11地トー

には 、 1ir ';l N司iや i立E告の |‘ ンネルがすでにあるが、

このようなill '!i!: (1守宅1mは 、M: 初j の む の に な る い

ずれにしてら、 J :本 の ト ン ネ ル伐mを駆使する ニ

とがDiil止にな リ、 今 1": 紀 '1'の 完 成 を め ざ し て 、 大

いなるタ' : 7 ランがi l l : められそ 7 て' ある

琵 琶 湖 疎 水 トンネ ル口

lリlif i 2 l 年に完成 した イiij t の ト ン ネ ル は 、 ，'i リll- +ifi;¥:

にデザインされている 。 ｗｾｩＯＧｽｉ 叫 ｵ ｊ＼Ｎ ト ンネル Ｑ ＱＨ よ 、

木 公 明 の 絶llf の 釣 リ場である イ1は i t 色 湖 脱 水 お

3 トンネル Iltill ， ( J;UlII "il ll科|ズI1 /1，V，j )  

高架下を活用した高速道路?

それとも屋上を活用したビル?

船 場 セ ン タ ー ピ ル を 跨 み つ け る よ う な 誕 J J 的 な デ

ィテールに ，.'L' ，; b-r  rκ il'J ! d L !  ，と " いたくなる

'')i ll 刊の Iイf:(}J .ji II JII j  のr.u1: 1;1.、 * ;; -: ・Illj 銀N' のJ "f

r.J i，:百j主i U: Vii J' の 比 で は な い ( 大 阪di'l' 央I.:{ )

や11) i  ::，; ，め さ ん ち か ず ウ ン は 、 フラ リー ロードと

いう市北のシンボルロ ー ドが * 1'1{ の 鉄道仙と グロ

スオーバーする 、 :，，_':: ，の タ ー ミ ナ ル に は 寸 る 地 卜

に 反IJMす る 111' 1' 11υ11 であった こ の 送 路 に は 、 地

ド鉄、 地 1' l h、射 。ド場等、 ｉＺ Ｂ Ｂｩ 地 Ｂ 立が ｕｾ 'i ' し、か

つてのイ1I引の l屯か ら ト っ て 主 た r ; K J の 11:わ リに 、

「人 や r 'Il j の祈uしよども・常1::1がある そ の

地 l' ｬ Ｎｨは ｊｽＮｻ のまち ｾｉＧｉ i りしく、そ の 全11¥1にむ J}止を

もっエキゾチ ソ7 :; ウンである

北 流 す る 疎 水

九条山 ｪ 下水Ｎｲ ｾｾから ｉＪ Ｎｪ ｾ￬ ｩ 、＿ に流れる ｪｴ 也湖 ｬ 駄木は、

なんと不思，ｊｻなことに ｾｴ￬ａｴ している

(J ;(  r.l I，ti }i: Jj( 1メ: ｊ ｴｾ＠ ｾｩ ｩ＠ ，'J' )  

地 上に降りた阪神高速

j也 ドにHlt る般絞め} 与の屯跡を' : 1 ' るため、内訳をや

めて' i ' 央人jjfj リと佐定する取者I'(::ii 虫 怯世: の 市み

と l'lt )j 'll の f¥み に じっと耐える ili 跡 が 次 に 11覚 め

るのは 、 いつ の りの こ と で あ ら う か

( 大 阪 市 '1' 火[ ，( )

教- ( ( 会館liij の':;，;跡Jj;. j.1i.1;I);I). ，'，tj ，火大j泊り をl均に 1，1. ゐ

高架下商庖街一三宮から元町へ

111 と海にはさ止i l . た 市 街 地のなかを 求問に、 J R、

右、鉄が点る そ の- ffll は 地 ドに 、一 部 は 11.5製にな

る。 .:. Ｇｬ ｾ Ｎ Ｇ か， Ｇ， ｊ ｬ［ ｾ ｬ ｲ にコ ｅ る Ｎｊ ｉ ｾ の 点先日、は 、 ｎ Ｇｉ i の

ユ ニ ー ク な il 'fjl，l ii . l 千を片手1I比している ずい. . - ) : ん liij に

比 べ れ ば、 IYI る〈 、 オ シャレになリ 、 iみH百< . イ、

主'¥Iltーなイ j ー ジ は ほ と ん ど な く 会 った 税の fーに

J t らさがりなか ら 歩く幻j い. fl.、の lf に伐 る オ ジさん

ペJ オノぐさん の I どない 、 よ け と く で j の } !i がなに

かし句 なつ か し い J じ阿l には飲食応やノ、チン コJ市

が集 ＧＱ Ｇ し 、 ｬ＿ のＡｫｾ権街のおむかげがある タｾｾれ

に は 税.13や :1' ，かつ} 聖iのに Jj ¥、や仰が |二郎の 鉄 道 11::j

烈 のコンク リ ー ト ｾ 副本 を ほんわ か いよし て 、ヒ ュ

ー ? ンな IIIl あいを! 感じさせてくる。 ーで. ＧＯｾ Ｎ Ｂ あた り に

は 、 7 i " Ｎ ｾンョン 郎市らしく、布地や，ｲＮタ ンの が

門 的が ひ し め き あ っ て い る 北 11111阪 急 ，N'I i，':: ii虫

の ｉ ＢＧｾ 生でに は さま ￜ Ｏｾ ツ去 ｉｩｉ ｊ に は 、 r.J 1  "j の il'6J 也災の た

た ず ま い か あ り、 こi l . また 人l I i J 民 くて↑ ，'Wi かある

哲 学 の道とタヌキ

ｎＧγ のｩｩＡＨ 琵琶湖 ｩ＼ｾ 木分流 Ｉに架か る平 Ｗ 焔 。 Ｑ ､ ｾ 集

の タ ヌ キ が 「 い ら っ し ゃ い ま せ 」 と お 存 を 迎 えて

いる ( 京 都 市 ぶ 点 区 成ヶ谷)

背 の 高 い 歩 道 橋

J  R大手日路線 ・阪府l料! . 上最状線 を 一 公 に ま た ぐ ベ

I J1バ イパ ス に 沿 っ て つ く ら れ た J t 辺 絡の 階段

向さは20 mを 越 え る で あ ろ う か

，: 百校 j 1ドの則、 |、校途' 1' に よのあた リでぶ H1くの

人に呼 び止 め られ、 いかにむし ん ど そ う に の ぼ る

ように納ま れ て( ノT巧 え れ ば ヤ ラ セ で は な い か に

よの 歩道慨 を 批 ｉ ｾｊ す る ｉ Ｉｾ 符の ドキュメンタリ一品

組を そ の 理 LI にUiI13 した 思 い iれがある 。 体 力の あ

ったその よろでしれ，; t I I . きっか っ た ちなみに花、lよ、

ょの JJ;: i立怖 を使 っている 人 を 今 £ で比かけた よと

が な t 、 ( 大 阪，Ii た_1: 守' I :Z)

切 妻 屋根の住まい

( 1川 に あ る 切 J ik{ 般 の 他 物 は 、 鴨 た ち の J'i 憾 の 住

まいて' ある (J;( I:! I"i ，aull l天来川 11 )

琵 琶 湖 疎 水 本 流

ｨＭＡ 、 打 ｬｩ､ｩｬ 判的 Ｔ ｾｊ 物 ＱＢ Ｑ 織の鈷 ｴｺｩ 泌 ｉ ｉｂｫ水本流にて f fJ し

たちの栄| 屯| は動物1':'1、 オ ジ さ ん の 来l弘| はよ二

Ｈ ｊ［Ｈ ｲＮＡ ｬ､￮ ノバ点以，，ｾ ， ｪ 自 ，ｾＩ

渡辺橋にはめられた銘版

1924 Ｈ 大 ｉ ｅｬ Ｓ Ｉ 年に、 ｾ ［七 ｫｗ Ｚ， と大 ｩ ｊＺｴｩ告 のデザイン

が) ' ，附 安、止¥;: llI l i. ー らを事1 f . f; H と す る コ ン ベ

で 決定 さ れ る な ど、 水 の nll ・人阪の僑! よ JTか ら ぷ

Irr: VI : カザ:) か った

よ の 彼 辺 怖 に !立、「綾 1:1966il '，10  1  J 、 .i? lri: '1' 付

ｊＧＡ Ｎ ｊ の 銘 ｊｾｩ がある ぷ u十r，'，f ，が，; じされているのは

ffi 築 で ら 非 常 に 珍 し い の に 、 と う い う 経 紛 が あ っ

たのか駅μ! ，I. : がわく しかし 、せ勺かく な I't をi従ら

したこの備 が、 i u川市北 ( 点 l川市1- . ?  Ｉを ｾ ｎ ，， Ｚ Ｇ Ｚ ｪ

ｩ 主に ｉｉｾ まれ た 正 Ｚｩ ｪ 生道路 ｲ ｬｊｬＮＧｦｬ ・ 」の れ所というのむ、

皮 肉 な 訴 で は な い か。 ( 大 阪 市中央|ズ)

まれ版はｩｉＧＱ ｩｬｬｾ ，ＡＮｩの ｉｴｩ 丙治めにある

祇 闘 の 巽 橋

ぺ ん か ら 怖 f に す だ れ の む 茶hl. か .If;.，;:紙|世lJl df. に

ある ｾｈ 告は， ｾｑ 主さんが ￬ｬ 主るとサマになるも告であ

る。 (J;( mi Ｂｩ 見ｾ I111ベ晴氏|事1)

三 条 大 橋

'I'!J川 に集かる J比(1:の ミ条 大 総iよ. 制村 をWJII した

本治的で あ リ、 U{lf 1l 25 i下に組j込された 挺 ￯ｕ ＺｪＮ［，ＺＧ ｾ

ｴｲｾ がブ条大慌の川 Ｑ 症をとどめている lどさ 13m，

Ｈ ｊ ［ Ｈ ， ｾ ｬｬｲｬ ｩＪｉ ｉｉ ｉＧ＾ＨＩ＠

橋のデザイン一宮跡歩道橋-

繊 細 な 千mの 絡 fーと、アールをつけた Jレ辺慌のド

端 。 舵 ｴ 皮のＧＺｾｾ Ｇ ｪ Ｎｬｬｾ事は、 ｊ￞ｩ 立怖 のデザインさえら 良

くするのであろうか 。Ｈ 大阪 ､ｪ Ｇｬ Ｇｾと ｉ ＾ＨＩ

司
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品

ヒ

比

坂 の あ る 地 下 街

道 路 の下 に ま ち がある み ち か あ る 多くのr . lldi

に は 、 大 な り小なリ 地下 街 が あ る ・ ｊ ｾ 佐 カ、あれば

防 災 卜|日l泌ありと指摘されても、 il L!l:llI l"i! こは新

川大小取り u[ぜ て 、 多 彩 な 安 を 比 せ る i立山のj 也

ド と い う Ｑ ・ Ｔ 、の ｾＨ ｬ ほ か 、 ｩｬｬ 物 の ｊ 也ド と ｌ 、う姐築の

旬I戎か、いずれにしてらその制械は一体化し . 地

|、にま ちをつくる

Ｑ ＧＮ カワ ｾｉ ａ ソ〈イ，、ス パイ J 、スにr . lって

Ｇ ｉ ｴ 辺 の Ｊ ｭｾ に 歩道民，ｊＮＮ Ｇｈ ら れて いる

公 園 地 下駐 車場

公 附 のj也ドを! i j" 1U品lーし て い る 所 が 多 い いや、

抗 'ド場の1 - . 部を公|事iに と; 『うJj が よ い の か い ず

れに してむ 、1: 11" ，にむ ける閉 市場対策{ よ、深刻 で与

あ る 「み どり」と 「則 ' IU持」 を 効 本(1りに伺{ 示す

る手だてとし て、こ のタイ 7 は これからむ多くな

ろう。

て ＮＧ ｬｾ ［ の土日介、 ､ ￯ｬ ｦ 合 と一 体化 さ れたオ ーブム〆スペ

ー スとしての公同|下部にし大i J . I . tx なJ1; i:' IUYi かある 。

{i ' . 限のt結合、 1I1花 限j成tJr，を j，rillJ し 、 そ の 外 観 デ ザ

イ/ に 1'. んが礼句れる 川 Ilij か ら の ス ロ ー フ 、 階

段等のアフローチする所は、 小 さな ｾｾｲ 打のオアシ

ス、 比 附 ら し れ に も な っ て お リ、 住 築 的 1'，イ、m築

物のよ 7 でらあ リ、 ｲ ， ｾ ､ ｬ り ｩｬｬ 築物のようで ｌ ある

ホテルとト ンネ ル

山総パイノ、スは、$ J r ｾｉｉｉ＠ ｩ から ｊ 、叩山 を ｉ Ｇｴｩｾｴ へ抜け

て 、丙相 Ｑ Ｑ ニ ｊ ータウ ン Ｉｪ ｲ Ｈ ｴ ｩ へ Ｑ ｦｴ キょす る ｊ ， ｾ幹道路で

あ り、 そ の ルート の ほ と ん ど は、 トンネルと t，自の

i主絞であリ、 k木 投11:( の I! 協ものである

新1I I 'I i 才 リ エ ン タ ル ホ テ ル は こ の ト ン ネ ル を ま た

ぐ形で往って いる トン ネ ル入 11とぷ テルからの

山 11は隣 Ｍｴ ｴＧし、大 きくカーブした 道路の虫Ｚ［Ａｾ点に

聞し ている 。 また こ の ;llb'i¥ドには J也寸J 欽 がAよって

おり ‘ 検 公t}tや j主主j干附 I止や.i i l l :iお L 除Jをあるいは

休化され ている。 ｾｴ ｦｬｬｬ ｬ は、 J  R新 幹 線駅と 連結さ

れ、， Ｚ ＧｾｦＱ ｬ￬ ｦＺＺや形状等、変化の多い蚊地と ｊ ， ｾ ｊｉｊ ｾ (J 也

ドffl; b  ; >. めて) の条例ーを巧みに、 つの Ｂ ｾ ｮｈ とし

て処J l I!.した プ ロ ジ ェ タ ト の例 と‘ ? える よちのラ

ノ ドマ ークとして 、 ｈＨ ｘＺをわかた ず ｾｉ り ｩ の去、 ｼ 刻 ＱＱ
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( 大阪 di此 化lメ - 11li 1'{ )
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J  Jn l ，怜似I t  NI! ;  dil 付て (i 、はとんと安キ見せな

t 、 J 、'1'11，σ〉々 かを，!lj':: ': ) j l(，iカら ，ILj Iメ)j ｉ Ｈ ， ｩ こ ｾ 'l' 1  

ントルで突き 紘ける わ ｲ か Ｑ ・［ｾをはせるよイン

トのひとつに 、 ｴ ｊ｛ ｾｉＧ ｊ ;!U: がある 転 ＱＺ 合ｉｬＮ、 Ｑｾ ! 止の
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l問防川に弘' 日: 坊カか‘ る御池大締 僑のド[ はよ、 f?引7

:) )  ソフルにt ， )，κ〈同 である (  );，、自問郎11，川1バ山|打iμ川oj小|ド， )斤;(川"什、(1:><:メ夫刈

谷あいの紙のなかにンンソルヘー水、ドゥインを. i，i，く

この ＧＩ ｾｉ ｉｉ のイ ｉｊ リ ｼの沌か Ｎ Ｉ流れるＧ ト川川 の Ｂ ｉ ， ｪｬ［ 生には

たしい fi; ，I f ; 本かつらな り、 4}f'HI され/ リバーサイ

ドハ - '1 ととし γ ‘ / ン ，y， '1 ソア ヘ. ， ｾｉｩ＠ dJ !j( iJl を11t

して L 、る U ，(I(J インソヤとしてのj 幻丘ベ. l ( Il J川‘

j邑路 とと ｌ に、引ｾ ｾｩ ，￭ｦ 換や ｊｾｉＧ Ｚ μ ＱＩ子 汁イＯが ｭ み

ｪ 主ｩＮ ￼ ている ｦｾｉｊ てある
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h号さt L た鋼Hrl ，s てある 終的{ J ij (l_ :l l: 1¥1  1である 干古

川JI にj!.i < 、 ，'， くからの吹一路てあ" ，た ]< ｾＸ ＨＩ ｭ＠
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人ーｼ以に地ド ｦＩ 、カ、 ｩ よしめてｉｬ ｾｪ 泊した Ｑ ＹＳＳ Ｈ ｉｉ Ｈｾ 干 ＱＱ 詰 Ｉ

11' " '， 11年からある心リ苛的制t 吋 ｈＮｾ Ｚ よオ フンカ r ト

でトＯ不ルを Ｑ ｾｬ ｩ . - ) ていたため、打引 11、はk H町、本

町 ｊ のれｾＩＺと ｌ 人 ｊｉ か ｲｾ ， Ｇｊ くゆったリして い て ｾｍ Ｎｾ ち

が L 、ぃ ).: ｊｉ ヵ、 Ｈｊｾぃ ｬｴｩｪ｛ＡＺ の ＱＱｕ よ ‘地ド欽 ヵ ・ ｪＧｬ｝ ｾｙｦ す

るたびに突 I!!止になベ' t さJ. L;も t 大Wi di oj' リと|メー)

連 絡 歩 道 橋

ひとつの'J)' ( l 也のなかの往築キk : l えて、道路| に告で

けた ［ｦＪＭＺｾｊ ｊ［， ｪ ￺ｈ ｦ，によ りて 、 ｩｬｬ 築 ＯＺＱ か I休本化 さiれLる

{作例+刈0肋カか、 i予H t，々ふピ > ご5  た t釧鰍曲品i見則断JrJ応じj辺立に !¥υh ， て ｉ ｲｾ 目 ｊ

tれt るj砂レμi辺m. 怖伝に む‘ ｉｩ Ａ 十 ｈ ｦＮＩｾ、 JJ，'j 0にJ : ，ては fJl! I':，t

ｻ・ ｉ ｾ の ｌ のがＺ ｉＺ ｊｊｌ し 、 よリ，住宅長(I(J 地" 止として、目11

dJ"!' Ii IJ ふ J Hl k j- る上うにな ってきた ｦ ｪ￭ Ｎｾ 屯Ａこ Ｑ Ｂ >  

て Ｑ［ リ てくみ附 ｾｦｾ に 代 わって 、 スロープが ｈＨｴ ら

Ｑ ＱＮＮＱＮ ニリ ‘ ｰ， Ｇｈ をの ｩｬｬ 染物の ｌｉ ｾＱ レ ベルへ ｉｬ､ｴ ，Ｇ ＱＱ 入り

で与る t うになる{ 抑IJ f.， t い 主たえ口 フではな

くE ｜ の Ｑ［ Ｏ ｴ［ｲｬｾ L 号l占されるようにな勺て 3 た

しか し収ＧＩＡＺ の 例 カらは 、今後さらに改 ｧ Ｍ Ｔ る Ｇ ｉ ｾｭ

L - ! t i 摘されている せっかくの Jj.， j邑悦カ¥ ー}j で

ｉ ，Ｇ， ｪｦＧｾ と Ｑ まく ｊ 生私されて いなか っ たリ、ｊｩ ｈｗｬｬＱ 分

が切断されたり、デザイン的1- . 速のi凸路あるい

は悶i川住宅島物と，; l ' . j f ll していなか った り、さ I ぎま

で'- J ，る |弘Jf品r，.のW，) ) ¥" ' J ' j ! 併のむとで、機能的に

1.， jj::18IHH・む上リプ乙' ) こした L のかボめられる

格11蔭 橋

正:j 'l' ;'III に決かる例以 ftiH立、 ｼ、鴨 ｾ ｉＧ 十 ｬ ーの 取にあり、

御必然の ｾ ｉ Ｇ 、 ＿ 二の ｪￚ ￎￍＯ ｪ Ｈ こ‘ り たる 11什1' 11:11q・に411jE さ

れた剣 ｔｲｲｗｩ で、 ｴ ， ￟ 必ｼ見 ｈ 系行 のＱＺＱ Ｑ で ｹｾｲ インの よ ｬ Ｇ 簡

がI¥' ，'j l.- 、 lとさ ;")I m ( J;(  r. lldi Jr: J;¥Iえ)

] R環 状 線 福 島駅 の

高 架支柱

リベ ソトで 叫められ た ｦ ＺｬＮＮ到の ぶれ ｩ 士、十 件 ［ｾ ＨｉＺＧ ｴＮ［Ｎ Ｎ 安

ボをすなおに J. ::fJL したたしさカ、あるが 、よ く礼る

と、ヒンム:fI: の ! がi旦ーj l l l β の小与 なフレートで

飾られ ている ささやかなデザイシ心に、先人の

! どいが (L; i ) る 、大W.zdin"¥};.'il の

リベ

御 手 洗川 の輪 橋

下鴨神社境内の御 n先}l 1 ( みた らしがわ) に匁か

る給総 (そ リはし )。

ふ1': んは簡) r i此川には水がiHt れていないが、 I:I IJ  

か j1 1 : づくとこんこんと水がi必さ :Hることから、 J;(

の じヂ.' e. ' ，J! のひとつとさ 11. . ている

( );':r.J; dJ J ddメー卜'I'(l

桜 並 木

川端ｩｉｦｬに沿 った 似松本 ｉ 立、絡をＱｉＮＧｌｬ のｾＮ ＮｩＱＮＮた名所 で

あ る 。 ( ) ;¥r.J I，li Jμ; (  ｉＩＨｾ ，河野Ｉ

] R環 状 線 西 九 条 駅の

高 架 支 柱

決して洗練されてはいないが、 R C の十i や後 lニr <  

リ咋I ヰ，つけて 、IiJi: /I;!' .'Y: をやi > らげようとしてい

る 卜本のデザ インか11"-'--';: なくなったのは 、いつ

可lからなのだろうと JEえてしまう

(). :WA  ，J i 此{ ヒ|メ )

， ｰｾ なデサイ 〆がかえって Ｑ［むしろい

化 粧 された高架道路と 大 空、 我 が 道を行く道路

ｾｉ ｉｽ＠ ;  ､ ｩ ｬ 人 Ａ の山知 ｪｍ 品で ｬ ［ｩ 、 ｽ ， Ｇ｣ ｉ ｊｩ ｬｬ の ｦｾｕｾ ｾＧ ， ｾｻｾｩＩ にんわ

せて、慌のnべaけた、後' ，' 1. ( . . : 、イv. 1，必Hi 、タイル、

冷淡 35: に上リて化析をぬ t f日l力、 t < 凡ら tL ゐ上う

にな って 与た シンプ ｉｾ で ｍ ｾＡ ＼ 、仇 ｪ ｩｊＮ )J 午ヰそ

のまま ｉｦｾ にしたよすなデサインかう 、川 ｬＧ 刊にベ 》さ

し ｾ Ｎ ¥J L・内1:りをなJ tさはゐ しのか :1:てさた しかし

なおそのスケール! 必に j; 1，. 、 ては‘ Ｇ，Ｇ ｾ ｉ ｊｊ ｉ の ｪｊｩ ・ ＱＱＺ みの

なかで ｾ Ｇ ｈ Ｇｒ会 ｌ のむ ある そのスケール! 忠仁J . t4l( 

する ill 築のスケール悠に上る" ランえのさせ li L  

あるが、今 後( . 1、r. ! idiヤ1111令{ 本のなかてのJ 司拘11.，

モヒカ ン刈 りの一 条 山

モヒカン刈リにさ h たー条 111 j i uLな' とj也』立 fえし

がが摘発され て、111の ー日11をi' jl) リ似 ヮたま去 の状

態で 1: ') Cがス ト y フして い る

(  );(打Ilrlj) 正)l T<i ; ' fr)

人υj てあろう

小品{ } のげかぶihj. i; ・ヘリの 2 t'.:の"J.11. を比比べてい

たた 5 たい l，i ) l i I，Wl rl こ，，:t( t  ，'， J. Lた l句集道路 とあ

るか、そのデザイ/ 処. f I W 全 < wなる 判 長|の イ，.

ｴＢｩｬｬｾＧ ぷ ｩｾ ， ［Ｑ ・のレ λ トランにぷ ｩ ｩＯｬｾ さ れた，｜ ｩ，Ｇ ， のモニ

ュノント は、ょ のスケ ルアウトした似築物に息

;.' .: しくむだえているよ' ) にはえてしまう こんな

Ａ瓜な泊路を ｲＮ 知 ｬ していたのであろうかＮこの， ｩｬｬｾ

'*:j ・.. 

ニオしはイ可だ /

?与え lよ、) ; ( ｾ￟￯ ｬ ｪｴ￭ｾ ケ ｴ ｩＮ ｴｩ 下水場の ￬ ￭ｬＮ ｩＧｦ Ｇ 水附である

( );( ｲＮ ｬ￭､ ｩｊ μ［ｗｴｾ ケ由 ＺＧＰ

ザ・シンフォニーホー j レと公|京|

まるでシ / 7 ォニーホールのIjiJ 起のよ 1 にデ叶r イ

ンさj L た 上九1μ 北 公1.;11 大阪 dj の 公|吋を l(l: iJホ

ールのアフロ ーチヤ111) として税制ii t る交i).I-1I'1には

約くばかりであるが、終 i'lI (絡め感動を {以 勺た り、

/If ' t をさI . ! : ' くのには人いには、，'t ) ている 1立所の

作な{ よから いと " うべきか
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ｾｾＨ＠ ｗＮＨＧｉ ιｦ Ｚｬ［代ｽ ［， ｜ ｾｻのホームと ｉｩ ｈｈ を突さ ｦ ＡＮ＼Ｎ Ｈ t る、 I: ':j

さ2 0 mの大クスノキ ｉＺＧＺｪＯｾＧＮＡＮｲｶ 々似のｲＮ Ｇ Ｑ Ｇ か ｾｙｩ I さ
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シカ ゴのウィ リアム・ ジェ ンニー によって設計されたホ ー ム ・イ ン

シュアランス ビルは、 鉄骨鳥! 雌t による世界で初めての高層建築であ

った。繭一来、 100年余に 亘 る建築技術の発展は 、アールデコやポスト

モ ダニズムなどその表現を変えながらも、 l時代の気: i A と呼応しつつ、

一 貫 して重力の克服をテ ーマ としてきたと 言 って よい 。 そこに見ら

れる、世界を 3 次元的に 「よ り 高 < J ・「より広< J 支配す る願望 は 、

分野を越えて コ ミュ ニケー ション技術の大きな発展をも促がした 。

日11 ち、 最新の エ レク トロニ クスデバイスは、人為的な放送と通信の

規範を無化し てし まい、世界に於けるラ ジオとテレビの夫々 70年と

50年の放送の歴史を大きく塗り替えようとしている 。毎日放送が、

|井l局40周年を 機に、千里丘の 郊外から梅田の都心にそ の 本社の移転

を図ったの は 、このような時代 背景のもとの情報の高度化 と即 時 化

に鑑みれば、必然以外の何物でもない 。そこでは、従来と異なる「双

方 l，iJ J の コミュニケー シ ョンを棋 i傍する姿勢を象徴的に表現するた

めに、 「重くて厚い壁の ある低層部」を無くして、4 T I 白i を開放した広

場、 (. {t でも出入できるアトリウム 、外界 をそのまま反映する総力、 ラ

ス娠りのファ サード 、などの手法を徹底 して駆使した 。地 上の樹木

と空 を繋〈パックマ リオン の緑と青の方、ラスカ ーテ ンウオ ール、者11

￯ ｬｩ の 中 の都 市の様相を ｾ ｉ ｾＮ する大ス パンの 地 上 部分 、 穿た れた 屋上と

カラスルーパー屋棋をもっ空中庭園、など実現 の手段は時代と 共に

変 っても、その下に流れる「意 志」は50年、 70年 あるいは 100年 の昔

も同じものである 。 上田信 也/ 日建設計・大阪設計部長

















放送新時代を先取りした新社屋

毎日政送社長

策 藤 守 慶

毎日 放送は 、わが国最初の民開放送 として 、昭和26年

9 月、大阪 ・梅田で開局 した 。爾来40年、放送事業の急速

な発展、目11 ちラジオから白 黒テレビ、さらにカラー・ テレビ

へと普及が進み、生活メディアとして定着 してい った過

筏で、毎日放送も大きく発展 してきた 。大阪の北部、千里

丘に 6 万 2 千坪に及ぶ「千里丘放送センタ ー」がその放送

の拠点であった 。しかし 、本社機能は、大阪市北区堂島の

毎日大阪会館の一部の狭陥なスペースに限られており、

業務の拡大に伴 つての不便が増大してい った。

放送事業はつねに l時代の流れとともに歩み 、かつ一歩

時代を先取りする動きが必要である 。 そしてつねにジャ

ーナリストとしての感覚を 磨 いておかなければならない 。

そういった意味から、市内の中心部に本社屋をもち、本

社機能と制作機能を総合した新たな拠点をもつことが、

どうしても必要となってきた 。 とくに放送が衛星 を利用

したグローパルな規模のメディアとして、その役割が大

きく飛躍しようという時期であるだけに、新しい時代に

ふ さわしい「城」が不可欠だ ったのである 。

幸 い、昭和61年に取得 した北区茶屋町の土地はしミろい

ろな意味で新しい「城」の立地 として ふ さわしいもので

あった。大阪駅から 4 - 5分の至近距離にあり、大阪の

動脈である新御堂筋に而している 。西側の隣接地に阪急、

系の国際的大規模ホテルと劇場の建設が予定されていた 。

南側にはセゾングループの梅田 ロフト の誘致も きま った。

そういった状況から、この地域は大阪の新しい商業 ・文化

ゾー ンとして大きく変貌することが予想され、毎日放送

はその中の核として機能することも期待された 。

新社屋をつくるにあたって、日建設計の薬袋公明社長

と話しあったことは「ユニー クで特徴のある建物にした

しミ」ということであ った。M型の シンボリックな外観と、

グリ ー ンのガラスのカ ーテンウオ ールにその思いが表現

されており、関係者の方々のご努 力によ って、全体 的に

その目標は達成されたように思う 。

新社屋のためのコンセプトとしては、 ① 衛星時代に対

応する 最新の放送設備を備える、 ② シンボリ ック なデザ

インと洗練されたインテリア 一一 日本文化の伝統美 と国際

感覚の融合をはかる 、③ 視聴者にたいして聞かれた交流

の場を設ける、 ④ i動きやすい職場環境をつくる、 等てあ

っ た。

これらを満たすものとして、テレビスタジオ、劇場、

コンペンションホール等の機能を兼ね備えた「ギャラ ク

シー ホー l レ」、多目的利用の可能な ロビーフロアとアトリ

ウム、 茶室 「星悠庵」、社員の ための 「スカイバー」、その

他特徴のある施設をつくることができた 。

新社屋の完成によ って毎日 放送の イメ ー ジは飛雌的に

向上し、 M型ビルは人々に親しまれる存在とな った。 こ

の新しい建物と環境から作り出される番組が、より創造

的でセンスの良いものと なること も十分 に期待できる 。
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l 新社屋建設計画の基本的問題

来Ir社屋の建設用地として取得した土地は約1300坪 ( 4300 m' ) であ

った。広大な千虫丘スタジオとの二元的運用を想定して、建設用地

は面積よりは位置関係を 重視 し、西日本最大のタ ー ミナル梅田に至

近の場所を選んだ。

建設計画は企画lの段階から日建設計との共同作業で進められた。

当初は、放送局の建物が通常そうであるように、低Joのスタジオ煉

と高層の オフィス十来の組合せ方式で計画を進めた。 当H寺、毎日放送

は堂島本社と千11l 丘放送センタ ーに分かれており、これらの機能を

一本化し、また未来指向の情報発進基地として ニュースを中心とし

た情報系ナマ需品11を制作、放送施設を充実 したい、との思いで計凶l

が進められていた。

その時点では、棒組送出の最終段階でbあるマスタ ーコ ント ロール

施設は広大な敷地を 有する千里丘 に残そうという築が有力であ った。

ところが、民間放送の場合、緊急対応の臨時番組編成にはマスタ ー

を取り巻〈多くの宅見業セクションの円滑な コ ミュニケー ションが不

可欠である 。議論をつくした結果、マスタ ー機能は是非とも新社屋

にも っていこうということになった 。

そのためには従来型の設計では必要な床面積に約6000m' ほど足り

なか った。そこで日建設計から、「大型スタジオを高! 日棟に取り込み、

多重一体化してはどうか」との提案がなされた。多重一体化するこ

とにより、建ベイ率は5 0 %以下に抑えることができ、総合設計の適

用が受けられることになる 。床面積のボーナスがもらえるうえに、

新社屋用地と千里放送センターとの変通ネットワーク

外構にゆとりもでき街区の景観づくりにもつながる 。

さいわい大阪市の理解も得られ、約10 0 %の容積率アップで、延床

面布切1000m' を硲保できた。これは用地面積が広い在阪他局の床面積

を凌却するほどの広さであり、晴れて全社員がマスタ ー と共に新社

屋に移転出来ることとなった。

l 大型スタジオの多重高層一体化による副次的効果

大型スタジオの多重高層 一体化は総合設計制度の適用を可能にし、床

iui 般の I首加lに貢献 したのみならず数々の好ましい結果を生み出した 。

毎日放送は日建設計に対し基本 コンセプ トを提示するに 当たり次

の事項についてはその実現を具体的に要望していた 。

・ビlレのデザインは箱型の平凡なものではなく、 il 好新さをアピ

- Jレしたい。

・119商総カ、ラス張りのビルとする 。

・創造と行動の場として働きやすい社屋 とする 。

・視聴者の交流の場として、アトリウムをつくりたい。

これらの要望は従来型の高層 ・低層 2 棟の組合せ方式でなく多重

高層一体化によってはじめて実現することができたと思っている 。

建物を l f束に集約することによりタテと ヨコ のバランスがとれた

斬新なデザインとなり、四面の yゲラスにも量感が出せた。 また、多

重高Wl 一体化の申し子とも 言 うべき 3 0 mX 3 0 mの無柱空間j を生み 出

し、理想的なオフィスを作ることが出来た 。なお、低層のスタジオ

棟を造れば建物は敷地一杯の建ベイ 率 となりアトリウムは実現しな

かったであろう 。
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このように考え ると、この大型スタ ジオの多重高層一体化構想の

導入は実に新社屋建設のすべてであったとも 言 える 。ちなみに 50001'

以上の広さのスタ ジオをひとつの高層棟の中に取り込んで多重一体

化した放送局の社屋 は、日本はもとより世界で も初めての試みでは

なかろうか。

l ト ー タ ル ザ イ ネ ー タ ー と し て の 事 務 局

新社屋の建設 は、 毎 日放送の開局40周年記念事業の柱 と位置づけ

られた。 そして平成 2 年 9 月 1 日の開局記念日 に新社屋から放送を

開始することとした。

昭和61年秋に用地が決定してすぐ準備にとりかかったが、複雑多

機能の放送局社屋 を建設するにはあまりにも短かすぎる期間であっ

た。 しかし、新社屋は予定どおり 平成 2 年 5 月に竣工 した。関係者

のなみなみならぬ努力の結果であることは言 うまでもないが、毎日

放送の組織体制づくりも成功の大きな要因であ ったと思う 。

当社の社内組織は、短期間のうちに全社の英知を 結集で きる体制

をととのえた 。[!IJ ち事務局が経営 トップと直結 し明確な理念の指示を

受けるとともに、現場の意見も 速やかに I吸収できる体制をつく った。

社長 を委員長 として新社屋建設委員会 を発足 させ、これに直結す

る新社屋建設事務局 (事務局長以下 6 名の専任事務局員) をつくっ

た。事務局 は委員会のスタッフ機関を兼ねたが、 全ての建設業務を

司る執行機関の役割もあわせもつこととした 。

I  BF S スタ y オ

2 ギャラク: : ，. . - ; t ; ール・ごきげん2時・

3 ニューススタン オ

4  ｾのあ る ランヨ ＿ スタン オ

5 ギャラクンーホール音楽イへ/ ト

6 ギャラクン ホ ル・あどりぷランド・

あわせて、 全社内の現場との意志の疎通 を図るため現場各セクシ

ョンから 18名の兼務事務局員を発令した。 このほかに各テーマごと

に20をこえるワーキン ググループ( 事務局の支援体制) を組織する

こととした。独立機|期的なプロジェク トチームという l呼称は敢えて

避けた 。 このワ ーキン ググループは、 事務局の必要に応じて 、事務

局の コーディネートのもと 、社内の コンセンサスと衆知を集めて、

常に新しい提案が得ら れるような、全社の支援 ・協力体需IJ であ った。

とはいえ、われわれはあくまで建設についてはシ ロウト 集団であ

る。 あまり 建設に精通したスタ ッフが事務局 に集 まると 専門家の事

情を配慮しすぎて、ｾ時 ｦｾ ではあるが何の変哲もない魅力に乏しい建

物が出来てしまう恐れがある 。反面、オーナーカンパニーのトップ

のような強烈な個性の持主が独走してしまえばユニークではあるが、

使い勝手の惑い、実情に合わない建物が出来てしまうと聞く 。 当社

の場合、 トップの意向と現場の意見を事務局がト ー タルに コーデイ

ネー卜 して iillu足のいく新社屋が完成したと 自負 している 。 し か し

そのためには、 シロウトの怖さ知らずとも 言 うべきか、 日建設計や

大 林 ・竹中 J Vに対しては妥協せずに無理難題をお願いし 、場合によ

って は納得の い くまてゆ基正追加工事を行っ た。

全社が- j しとなってあらゆる問題に取り組める体制をつくったこ

とが、 工事関係者の共感 と協力を得 ることとなり、結果 として短期

間のうちに立派な満足すべき建物を完成させた大きな要因であった

と確信 している 。

( は こ さ さ す す む 毎 日政送常務取締役 ;e新社屋建 設事 務 /，，; 長)
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テ マによっては分科会
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として 機能 した

新社屋建設プロジェクト体制
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渡辺豪秀/ 藤井詔一/ 安江広

l 都 心 梅 田 茶 屋 町

大阪・梅田は、西日本最大のタ ー ミナ 1レJ R大阪駅、阪急梅田駅、

地下鉄締回収が位置 し、ビジネス ・文化・情報の集積地として大阪

の中心と位置付けられている 。 この梅田にあって、かつての街道口

であった茶屋町は、残された、新しい展開の待たれる地域であった。

南北幹線・新待jJ 道筋に面した敷地に毎日放送が社屋建設を決定する

ことがヲ |きがねとなって、この地域の開発は急激に展開することに

なった 。隣接した南側では西武梅田ロフト( クラレ ・日生ビル) が

建設 され ( 90年 4 月オープンに西側では阪急梅|王! 最後の大規模開発

のオフィス ・ホテル・劇場・ショッピングなどの複合 ビルが建設さ

れ、更に北側にも大規絞rm9I ! ; が計画l されている 。 また、茶屋町・鶴

野Ill Jなど、地元も 一 体となって協議会によるまちづくりがすすめら

れている 。 このような文化・情報・商業 ・業務の核と しての地域開

発に伴って、新しい街“ ちゃやまち" は、新たな人の流れと共に注

目のニューエリアとなりつつある 。

l 都市型放送局ビル

都心に建設される放送局としての談題は、いくつかあげられる 。

第一に、郊外型の従来の放送局であれば、スタジオ棟とオフィス

棟を別棟とする計画が一般的であるが、高密度の都心にあっては、

別棟とすれば敷地い っぱいの余硲のな い形態とな ってし まう 。建築

配置図

的には大きく条件の契る大空間型のスタジオとオフィスを核合的に

一体化することで、これに対応する必要があった。

また、視聴者 ・市民とのコミュニケーションを求めての都市への

移転という位置付けからも当然のこととして、市民・地域に聞かれ

た放送局と してのしかけを組み込む必然性があっ た。

これらの需品題を解決する ために、足元に大きなオ ープンスペース

を設けて、スタジオとオフィスを高府一体化した、これまでにない

“ 都市型放送局" の計画を行った 。いくつかの新しい技術の裏付け

があって、これが可能となった。

l 基本的な考え方

設計の基本的な考え方と して、次の項目を想定 し計画 した。

1  . 情報 ・文化の受発信基地としての建築にふさわ しい市民との接

点になる広場やアトリウム等を ijiil l lこした配慣を試みる 。

2. 都心の良好な環境の形成に寄与すると同時に、ラント、マークと

なるシンボリックな建築デザインとする 。

3 . さまざまな新機構を織込んだスタジオ幹を中心に機能性に富ん

だ立体的な空間構成をテーマとする 。

4. 創造的な仕事にふさわしい魅力的な場をm謡、すると同H寺に、将

来の変更にもフレ キシブルに対応できる効率の良い執務スペース

を総保する 。

5. 放送業務の公共性・重要性から、あらゆる非常事態に充分対応

できる安全性の高い建築とする 。

従 来 の 放 送 局 ビ ル

スタ y オ・オフィス別4車

都 心 型 放 送 局 ピ ル

スタジオとオフィスの一体高層化
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l 景観計画

者11心 ・梅田にあって、新時代の放送局のアイデンティティを示す

建築が求められた。項古11に特徴をもっグリーンのガラスカーテンウ

オールのビルは、村民間のいたるところからその独特の形態を見るこ

とができる 。

l 総合設計と都市型放送局ピル

容積率400% と600% にまたがる敷地での平均は4 9 2 %であっ たが、

総合設計の適用を受け、敷地の ＵＴＥ の公 ｉｭ ｾ 地 を確保することて吟Ｚ＼Ｚｊ

100% の容税制増が可能とな った。これは基準階の約 3 層分のスペー

スにあたっている 。

また、高層化することにより、敷地周図に緑盟かな広場 ・プロム

ナー ドを生み出す ことができ 、アトリウム ・ロビー・カフェレスト

ランなど市民との交流を目的とする機能で構成される l 階部分とと

もに、聞かれた放送局にふさわしいレイアウトが可能となった。

公1m空地に植えられた、けやきの並木は南側の梅田ロフトと揃え、

現在工事中の阪急再開発ともあわせて、街並のプロムナー ドづくり

を計画した。また、 公関空地 であるアトリウム内は、放送センタ ーの

ある千里丘より移値された竹が、訪れる人々に安らぎを与えている 。

l 平面計画

高度な機能をもった都市型I放送局ビルとして、スタジオ ・制作セ

クシ ョンとオフィスを集約的に一体・高府化して、フレキシビリテ

イの高い計画l とし ている 。平面はi I l I i f!! tl にコアをもっ3 0 mX 3 0 mの大

スパン ｾＡｉ Ｎｈ主スペースを基準とした 。 その中に、保々なイベントにも

使用できる 53001'の大型スタジオをはじめ、 220m' のニューススタジ

オ、ラジオスタジオなど 8 つのスタジオを組み込んでいる 。 自由度

の高い大スパン構造の採用は、各階のフ リーア クセスの大幅使用と

あわせ、オフィスから制作セクションへという変更をも含めた将米

計同にも対応できるフレキシプルなものとなっている 。
オフィス基準階平面

l 北東上空よりみる

2 南 面 上 部

3  CGによる横肘

4 公開空地 プロムナード

5 公開空地 ープロムナード酋函



l フゆフルで機能的な構成

1 階は、公関空地であるプロムナー ド、アトリウムに連続して、

ロビー、カフェレストラン、シ ョップがあり、 2 階には、アトリウ

ムよりアプローチする大型スタジオ( フリースペーススタジオ ・ギ

ャラクシー ホー lレ) がある 。遮 音性能の高いこの多目的大型スタジ

オは、 これまでにない多様な用途に使用できるものである 。 6 ・7

階は報道セクシ ョンとし、 ニューススタジオを組み込んでいる 。 8

階には心臓部であるテレビマスタ ー、送出関係、 9 階はスタジオを

含めラジオセクション、10- 12階はオフィス、 13階は食堂、診療所

などの厚生施設と 会議室、それに社内パー とし、 14階は、彫刻のあ

る中庭や茶室 も設 け、ゆとりとやすらぎの役員フロアとした。地下

l 階は、中継車やサー ビス率など搬出入関係、宿泊室などとし 、地

下 2 - 3 階を駐車場としている 。

l アイデンティティのある立面

グリ ー ンを基調としたカ ーテンウォ - )レは、 S AG工法で縦方向の

サッシ ュを消去したディテールと している 。高性能熱線反射yゲラス

は、省エネ効果 とあわせて、 陽光の変化により色が移り変わる l味わ

い深い表情とな っている 。全面yゲラス張りの外観は、 平商形が点対

称になっているため、傾斜した yゲラス屋恨の項音11デザインが視点の

移動に従って変化する独特のシルエットを形づく っている 。 また 、

敷地の南東部を斜めに90 .6 mの高 さで、 NT Tのマイク ロ回線が通過

しており 、 これを回避することもこの形態によ って解決することが

できている 。

更に、放送局 自身の持つパ ラボラアンテナが、生駒、千 lR丘、 六

甲、比叡などのルー トと結んでおり、壁面にこのアンテナをビ1レト

インした機能的な立 面構成とした 。 また、街頭の中継車から衛星 を

利用して映像を送る S NGシステムなどに利用される通信術星用パラ

ボラアンテナは、この傾斜屋根面の角度にほぼ一致しており、 屋恨

面にはめ込むデザインとな った。

情 成 図

1放送局ω 防災計画

事獄宣

， ニユーススタ: : ; ; t

み 牛一 緒温事指宜

ｾ 守 一副醐 聾 ｬｲ

一』 よ広よ一一C Gセノター

大遜具宝

アトリウム

ロヒー

カフェレストラン

大部分が自社で EI ;1片的に使用する建物であるが、より安全性の高

い建物になるように計画した 。両端ダブル コアプランによる日常勤

線と同ーの明快な二方向避難ルー トとし、各 コアの階段は非常用エ

レベータと組合せた附室のある特別避難階段とし、 更 に安全区l直lてe

ある廊下を 設 けてより安全性を高めている 。

また、万ーの災害時にも、放送局 として充分な機能が発織できる

ように、充分な耐震性能、 エネルギー・ 通信のパックアップ機能、

非常用発電機の地上階設置などの対応をしている 。
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l スタジオの計画

・スタジオの権成

スタジオをどのように構成するかは、計画初期からの重要総題で

あった。

テレビの主スタジオであり、また多目的に利用できるフリ ースペ

ーススタジオ“ ギャラクシー ホール" は、 一般客: の利用を考慮して、

アトリウムを介した王手用ルー トにより外部からの直接アプロ ーチの

可能な 2 階に設定した。昇降床、 官JillJJ ll¥J 仕切、電子音響補正装置、

放送 ・イベン卜用の! 照明システムなどいくつかの機構を組み込んで、

公1m番組やイベント、 コンサート、 パーティ、映画など多様な用途

に使用できるこれまでにないスタジオとした 。

ニュース報道は放送局の重要使命てe あり、迷報性と正確性が要求

されることから、テレビ ・ラジオとも" ニューススタジオ" は日IJ調

終室を含めて、 E NG編集室やC G室 と共に 6 階の報道フ ロアにまとめ

て設けた。

ラジオの主スタジオは、同じ機能をも った 2 室を 9 階のラジオフ

ロアに設けた。 2 室の並列配置はラジオ放送の大部分が生放送であ

ることから、番組の交替、引継及び準備などがスムースに行えるこ

と、メンテナンスにも柔軟に対応できるなどのメリットがある 。

・スタジオの遮音

建物の地上官11が鉄骨造( 柔構造) であることから、その中に取り

スタジオ一覧表

F皆 名 称 浮 き情造

N  c f，直 (暗騒音)
残響時間

目標値 実測{ 直 ( sec/500Hz)  

〔ァ レビ〕

2  ギャラ 7 シーホール 防震ゴム N  C  - 2 0  N  C  - 20  1. 20 

6  ニュー ススタ ジオ グラスウール N  C  - 2 5  N  C  - 20 0. 37 

7  ミ ニ ス タ ジ オ グラスウール N  C  - 2 0  N  C  - 20 0. 37 

日| 日 F  S  ダラスウール N  C  - 3 0  N  C  - 15 0. 62 

〔ラジオ〕

6  ラジオニ ューAA7γ オ 防ｾ ゴム N  C  - 1 5  N  C  - 1 5  0. 28 I  

9 10 ス タ ジ オ 防 震 ゴム N  C  - 1 5  N  C  - 1 5  0. 26 1  

9 β ス" y ジ オ 防ｾ コム N  C  - 1 5  N  C  - 1 5  0. 24 I  

9  I  Y ス タ ジ オ 防震 コム N  C  - 1 5  N  C  - 15  0. 19  

遮音性能( 代表的部位)

測 定 場 所 遺音性能

受 音 室 音 源 室 (d日1500Hz )

2  F ギャラクシーホーJ レ ← 1  F エントラ ンス ホーj レ 81 

6  F ニューススタ ジオ ← 6  F 報道局事務室 78 

6  F ラジオニュースス? ジオ ← 6 F 報道局事務室 56 

9  F αスタ ジオ ← 9  F αサフ 63 

9  Fβス ? ジオ ← 9  F ラジオ局事務室 88 

室 内 』 外装カーテンウオール ← 外部騒音
35 

l ア ト リ ウ ム ロ ビ ー

2 浮 床情 誼

3 意向あるスタン オ

込んだスタジオの遮音構造には特に i主立を払った。建物回定側遮音

壁はRC造とし、項音11及びコ ーナ一昔11をスライド工法が可能なディ テ

ールとした。その内部を浮き椛造とし、石f I・ボー ド張りによる浮き

側 遮音壁( 壁、天井とも) を設けている 。 2 階ギャラクシー ホール

は許容騒音レベルとして NC20を目標とし、スタジオ全体を建物本体

と縁を切ったBOX IN  BOX型の完全浮き構造を採用した。これは床 ・

壁 ・天井材料、 一般!照明等設備機器、舞台 ・吊物機構およびスタジ

オ! 照明設備などすべてを鉄骨造の梨椛に取付け、架椛全体を防渓 ゴ

ムで支持するもので、感党的にはビルの中にビルがあるというスケ

ールのものである 。 この構造により、スタジオ外部から内部への遮

音のみならず、大音量を伴う催しゃ番組用セット建込みH寺のナグリ

音 などスタジオ内部の音が、下階のロビーやスタジオに隣接した場

所に設けられた MA室などへ漏れることも防いでいる 。

. 窓のあるスタジオ

α ・ β の両 ラ ジオスタジオは、広いｾのあるスタジオとしている 。

ラジオは生放送が主であり、放送中にも天気や外部の紋子がわかる

ようにとの要望もあり設置しているが、何よりも明るく、天然木を

使用した内装と相候 って、リラックスした雰囲気で政送ができる、

と好評である 。

ニューススタジオ、調控室、マスタ ー室なども、これまでにない

間;放的な窓のある形態とし た。

( な か い す す む 11佳 品.n・Al i!i ，.li:，II . n ' Uわたも べ た け ひ で [，;J ，;9: ，?!， ￬ ｾ ｗＯ＠
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l カーテンウオール

・S A G梅法

S A Gを垂直辺に採用し、水平方向は帯状に回る無目にのみ込みシ

ール固定としている 。 ゴンドラ用ガイドレール組み込みのカ ーテ ン

ウオールとなっているため、垂直方向はかラスエッジの保護を兼ね

て、見付け 7mmの化粧縁 を取り付けたデザインとした。

各部寸法は、全面カ ーテ ンウオールであり椴方向については yゲラ

スののみ込み部分もないため寸法の逃げしろがなく、部材の取り付

け精度、ガラスの寸法精度およびS A GJ ゲスケットの接着精度 を厳し

く要求するデザインとなっている 。また、 S A Gホルダー まで取り付

けられたガラスを押し込んでスライドさせることによりブラケット

に引っ掛ける方式としている 。

シール材の経年劣化による強度不足の事故防止対策と しては仕様

と限界強度を示した計画書に基づ〈調査を 10年毎に行い安全を確認

することにしている 。長期に宣 る調査なので金属板に調査年度等を

書いたものを防災センタ 一等の壁に表示することとした。外部から

行う yゲラスの取替には専用ゴンドラかごを準備している 。

性能的には、 実物模型実験により地上90mの高さで安全な耐風圧性

能、壁面の*11英j戒を考慮した上でも漏水のない水密性能および耐震

性能なとe について[ 1ft 認を行った。

- 映像調整

映像調整法はフリ ー工法を採用し た。S A G辺は方立主材とプラケ

ットを前後スライ ドさせて調整し、終了後方ラスを固定する方式と

している 。 この固定方法はボルトによる摩擦接合としているため、

ボルトの締付けカの管理としてトルクチェックを行った。

ガラスの取り付けは外部側より行う方式にしたので横無目材の中

に足場用つなぎボルトが組み込んであり、これを利用して旗竿や色々

なfiili りつけが出来るようにしている 。

・色塗り分けガラス

使用したグリ ー ンのガラスは高性能熱反射yゲラスであるが、コー

ナ一部分に横縞状のブルーのアクセントガラスを入れている 。各階

スパ ンドレル部分の yゲラスは約1 . 2 mX 1. 5mの大きさであり、コー

ナ一部分はこれと同じ大きさの l 枚のかラスを使って反射被l肢のス

パッタ リングによる 塗り分けをしたものであ る。 これはそれぞれの

反射被! 肢の金属構成が似ていたため可能となっ た。塗り分けf:i sはス

ノ トy タリング‘ の技術上、線をヲ |いたようには塗り分けられないため、

前面に必要最小幅75mmのカバープレートを取り付けてその部分を隠

し、あたかも 2 枚の色迷い yゲラスが小さな音11材で取り付けられてい

るように見せている 。

I  =1':.11'ラ

建物頂部が斜めにな っているため、外壁周囲に沿って走る外壁面

清掃用 ゴンドラは水平て。なく 38度と 221支の勾配がついた斜行式とな

っている 。 レールにはラ ック ギヤーがついており、勾配部分ではえ

行中のゴンドラ本体の滑り落下 ｾｬｪ ｊｴとしてレ ー ルに ｬ 佼み付今〈機憐に

加えて 、ゴンドラがすべり始め落下する前に停止する安全機構を取

り入れている 。

ゴンドラかごはカ ーテンウオールのマリオンに組み込んだYゲイド

レールを利用して上下走行するが、項部から ゴンドラのかごを吊り

込むことは上部にNT Tのマイク ロ回線が近接して通 っているため不

可能であり、 l 階部分のマリオン化粧カバー をー音11着脱式にしてそ

こからガイド ロー ラーを挿入する方式としている 。

l ガラスル4 ー 屋 根

周辺の高層ビル等、上空から の民主II を配臆して外壁面の 2 つの rfj ｾｉｬ＠

から点対称、に三角形のガラスの斜面を計画し、その面に通信衛星用

パラボ ラアンテナを 配置した。空調機恭 ・高架水槽等は斜面の下に

設置して見えないようにした。上空 よりアンテナは 2 つ見えるが、

l つは全体を点対称に見せるためのダミ ーである 。

( きむらけ L ‘ ぞう II <]!，，lt，n・kl l k lr. iFI! 剖l副都11: / やすえひろし 1，;1 ，，ｬｴ ， ｮ Ｇ ，ｾＱＩ＠
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l 無柱空間の支持方法

従来こうした両サイドコアの平面形で、窓側に柱のない場合、コ

ア問のロンク、スパンの梁を配置して床を支持するのが一般的な方法

であった。

図は、 3 種の架椛形式を対象として、長期荷重時の応力、変形に

対して同等の性能を持たせる条件の下で、梁の鋼材畳を比較したも

のである 。長期応力 のみを 比較した段階では、 Y 方向梁方式が最も

鋼材量が少なく、次いで絡子梁方式、 X 方向梁方式の )1阪となってい

る。

ところがロングスパンの執務空間 を設計する際には、環境振動、

例えばデスクでf士事をしている際に感ずる歩行による振動の様な常

時の微振動に対し、充分な配慮が必要となってくる 。 この点で、絡

子梁方式は一方向梁形式に 比べて全体床剛性が高〈 、動的な有効11'[

性質量も大きいため照住性に対して有利と 考えられた。

また地良時に全体架i併にどれだけ寄与するかを考えた際、格子梁

方式ではその梁端部は X 、 Y 両ブ方jJ-向の柱に剛接されているため、骨

組全体の剛性、耐力に大きく 貢献する 。絡子梁方式は Y 方向梁方式

に比べて床の支持だけを考えれば、鋼材比では l 剖アップとな って

いる 。 しかし全体保村正解析を通して、水平耐力のアップを考慮すれ

ばその差 は全体骨組の鋼材 :l iI 低減でカバーされることが確認された。

この様な種々の角度からのスタディを基に、最終的に床組形式と

して絡子梁方式を採用することとな った。

l 基本計画段階での諸課題

この建物の設計を始める段階、すなわち建物の骨格を形づくる段

階で構造設計上特に配慮すべき課題とその技術的対応は以下のよう

なものであった。

1. 高層建物の下部に大きな l次抜空間( ス タジオ) が存在する こと

・・柱が少ない ため、 地震 による水平カを効' * 的に処理する何ら

かの耐展要素が必要

2 . 高層建物の内部にフレキ シビ リティを備えた事務室空間 として

30 m X 3 0 mの無柱空間が必要とされていること ・・・・ 居住性、経済

性を考慮し た床組形式の検討が必要

3 . 高層建物の最上部には基準階の柱レイアウトに対して住告1] りを

全〈異 にする大型の熔屋が存在し、しかもその形は不強形な三角

錐であること ・・・・ 複雑な塔屋の形状に対応するため、本体と熔屋

は相互に影響を及ぼさず、解析上切り離すことができるような架

構形式及びディテールの検討が必要

上記を含め多くの課題の中で特に入念なス タディを通 して決定 さ

れた のが、当時と しては前例のない大スパン事務室空間の支持方法

であ った。
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L x  
格子柔方式 l∞

( 梁端と 格子点両'11董)

床組形式による鋼材量比較

Y 方向梁方式 90

( 梁端剛援)

l 全体計画

構造種別として鉄骨造を採用するに至 った背景 として以下の事柄

があげられる 。

1 . 種々の大空間を内蔵する建物のため械架材には鉄骨梁を用いて

軽量化を図ることが望ましい。

2. 放送局という用途から大地震時にもできるだけ放送機器、 コン

ビュータ一機器の正常稼動を期待するために、柔構造の建物とし

て応答速度を抑えることが望 ましい。

そのほか種々の条件を考慮した上で構造形式として鉄骨造の述層

鋼板壁付ラーメン構造が採用されるに至った。また建物支持方式は、

天満砂燦層 を支持層 とする場所打拡底抗による杭地業とした。

l 骨組の地震時の特性

次に設計された骨組の力学特性を示す。図は、 X 方向に水平力を

受けた際の耐震壁 とラーメンの分担率 を示 したものである 。地i芸荷

重 は約7 0 %程度が笠付ラーメン架構で負担 され、残 りは裕子梁梨椛

を含む純ラ ーメン部分で負担されている 。Y 方向の図は省略してい

るが、若干、ラーメン部分の負担が大きな性状となっている 。格子

梁架構の分担率は弾性時には少ないが、終局耐力の向上には大きく

寄与 している 。

図は、パネ分布と設計用地震荷重時、風荷重時の変形を示したも

のである 。パネ分布は X 、 Y 両方向共似かよっており、 l  次固有周

期は共に 2. 0秒となっている 。

振動応答解析はELCENTRO NS， T  AFT E Wを含む 4種の地辰i皮

で行い、レベlレl 地震動( 最大速度25cm/ 秒) に対して層せん断力

の応答値は弾性限耐力位内、層間変形角は1/ 200以内、レベル 2 地

震動( 最大速度40cm/ 秒) に対して塑性率2.0以下であることがそれ

ぞれ確認された。

( さいとヲゆきお円建設計 . _k阪 情 jil よl; !I ' HV ひらめとみゆき[ ，，[ 構造剖i )
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今井宏郎/ 池津鷹和/ 杉山隆/ 宮野1里:文

l 基本的な考え方

・ノンダウン

放送局は、 24時間・ 365 日運用の施設であることから、停電や故障

による機能停止は許されない状況にある 。 ここでは、無停止運転を

実現するための「設備のデュアルイじ」について述べる 。

以下のデュアル化により、確実なパックアップと保守点検ができ、

信頼性の高い運転が可能とな った。

電気関係

・第 l 電気室( 地下 3 階) と 第 2 電気室 (地 !こ5 階) の 2 電気室構成

. 非常用発電機 2 台構成

- 配線回路の二重化

. 通信回線の 2 回線引き込み

屋上系統熱源

王 室 調機 副 空 調機

第2電 気 室

ノンダウン

空調関係

・電気とカ、スのエネルギー2元化

. 地階系統熱源と 屋上系統熱源

. 多種複数台の熱源機総構成

・主空調機と副空調機

・冷房専用空訴，J，機の彼数台設置

・セキュ1) ティ

放送局 という性絡上セキュリテイが非常に重要であるが、者11心型

の“ 聞かれた放送局" を形成するため l 階を一般の人でも自由に出

入りできる開放スペースとしている 。 このためセキュリテ ィゾーン

を 3 段階に分け最終段階は階段およびエレベータとセキュリテイエ

リアによ って区分されている 。

セキュリテイエリアには、 I Dカードセキュリティシステムおよび

テレビカメラを設置 している 。

オ フ ィ ス

( セキ ュりテ ィゾーン}

聴 退 陣

{ セキ ュリテ ィゾ… ン)

放 送 用 電 唄 宜

c  V  C  F 宜

{ ゼキ ュリテ ィゾー / )

ヱノトラノスホ ール

中央監視盤茸 防虫セ ンター

特高電気重

( セキ ュリテ ィゾ ン}

セキュリティ計画図

セキ ュ リテ ィエ リア

基準階セキュリティ平面図



- インテリジェント化

最新の放送局にふさわしい、創造性の高いオフィススペースを以

下のインテリジェント化手法により 実現した。

・自IBなレイアウトが可能な30 m X 30 mの無柱空間

• H日放感のあるアトリウム、ロビー、カフェレストラン

・緑12かな公関空地、アトリウム

・オフィ ス空間に隣接したリフレッシ ュコーナー

- フレキ シビリ ティに富んだ全面フリ ーアクセスフロア

. グレア防止OA対応照明

・ビl レディングオー トメーションによる遠隔個別制御

・V A V、F C Uによる個別空調制御

・冷房専用空間機に よる特殊負荷対応、

.  L AN HJ配線ルートの確保

応照明

個別宣銅

インテリジ工ント化

ロヒー ・カフェテリア

l デュアル対応の股惜檀器

2 コージェネレーンヨノンステム

- 省エネルギー

放送局は、負荷密度が高〈逆転 11寺問も長いため、エネルギー多消

費型のビルである 。 このような、ノンダウン・エネルギー多消費型

ビルの空間計画では、省エネルギーは、エネルギーの安定供給と並

ふ、重要な テーマである 。

今回採用 した主な省エネルギー手法を以下に記す。

1. 建築的手法

①方 位 計 画 : 東西面 コア配世による日射遮蔽

② 断熱計画: 腹壁、 屋根面の断熱力強化

③ 日射遮蔽: 高性能熱線反射ガラスの採用

2 . 設備的手法

① 、ノ、ーニング: きめ細かな述mが可能なゾー ン設定

②高効率機器 : 高効率の機454、様具、 モーターの採用

③高効率運転 : 必要最小限台数運転による高効率運転の維持

④熱 回 収 : 熱 回 収 型 ヒートポ ンプの採用

コー ジェネ( エ ンジン排熱利用)

⑤ V  A  V : 空調機台数制御、 V A Vユニットによる変風量

⑥ V  W V : ポンプ台数{blj 御による 変流量

⑦最 適 運 転 : 熱 源 台 数ibIj 御による最適運転

⑧外気の利用 : 外気直取入れによる 外気冷房

⑨金光の利用: 畳光の! 照明利用

⑮夜 間 電 力 : 夜間電力利用の氷欝熱( 電力ピークシフト)

相 回岨ヒートポノフ 屋機断 M

空 間咽 古 融 制 剖

V AV  

畳先手 '1用

省エネルギー



l 電気設備

・電源計画

デュアル電源システム

241時間放送時代への対応として、デュア 1レ電源システムを採用し

た。地下 3 階に A ・B 系電源を供給する特高受変電設備 を、 5 階に

C 系電源、を供給する自家発電機設備を設け、デュアル電波、システム

を構成している 。発電機は放送業務およびオフィス業務が支隊なく

継続できる容量( 2 基2000KVA) を備えている 。

自家用発電機のデュアル設置

発電設備は、起動信頼性が高〈、スタジオへの騒音・振動の影響

の少ないガスタ ー ビンエ ンジン直結発電機を設置した 。

業務l時間内のメンテナンス対応として、 1 台をメンテナンスして

いるときでも万が一 の停電に備えられるよう、 2 基2000KVAのデュ

アル設置とした。

商用電源、と自家発電源との並列運転

商用電源の計画停電l時 ・停電が予測される l侍・メンテナンス時お

よび商用電源、が停電した後の復電時にl瞬時停電をなくするために商

用電源と自家発電源との並列運転を行える計画とした。それにより、

放送機器や一般機器への影響なくメンテナンス等ができるようにな

った。

平行 2 回線高圧配電 + 無瞬断予備活ぬ方式

特高電気室より A 系 ・B 系の平行 2 回線を供給 している 。 これに

よる高圧受変電機器及び高圧幹線のメンテナンスを放送継続時ても可

能な計画 とし信頼性の向上を図 っている 。

また自 家発電機設備 より C 系の無l舜断予備電源 を供給している 。

これにより特高受変電設備のメンテナンスを放送継続時でも可能に

すると共に商用停電時でも電源供給が可能な計画としている 。

UPSシステム

音声 ・映像を無瞬断で送出し続けるために、オンライン系の主調

整室、送出機器およびスタジオ別調整室の機器等へは、 C V C F電源、を

採用した。C V C F装置は2 0 0 KVA 3 基並列冗長システムを採用し信頼

性を確保すると共に、その実効容量4 0 0 KVAは将来の放送機器の全デ

ィジタル化に対応するものである 。 また、さらにそのパックアップ

として、 C V C F より無瞬断にて切り替え可能な商用バイパス回路を設

けている 。

0 ) 予備 ( E ) 唱系統

D.  .Eの並ヲIJ 運用 QR無掃断明 日

非 常 用 尭電 慢

電 源 系 統 図

A . C系 電 J車
日系電且

U P Sシステム



. 放送機能の拡張対応

床配線対応

1 フロア約1500m' .  8 府にて構成される放送階に配置した放送機

424問を有機的に配線するために、全フ ロアにフリーアクセスフ ロア

システムを採用 した。このフリ ーア クセス フロアは放送階に限らず、

オフィス階にも採用し、将来の放送機器のリプレイスへの対応と共

にオフィスグレードの向上を図 っている 。

放送専用E PS と電源専用E P S

縦 8J Hに重なった放送階と各階のフリーアクセスフロアーを有機

的に結ぶための放送専用のE P S を設けた。放送専用 E PSの容量は将

来の噌設および リプレ イスを考慮して現使用量の 2 倍とした。 また

このE PS はオフィス階にも接続し、放送現場と管理部門聞の情報の

一体化を図 っている 。

・監視設備

中央監視設備

地下 3 階中央政祝盤室および 5 階放送電源用電気室に中央監視線

を設世し、電力・照明 ・熱源J機総 ・空調 ・衛生 ・防災の一括監視を

行 っている 。

中央盟主祝システムは、マスター コン トロー 1レユニ ッ トを中央監視

線室に 2 台 ( A系、 B 系) 、放送用電気室に l 台 ( C系) を持ち各ユ

ニ ットは l 台だけでも中央肢視システムを構成できる 。特に C 系ユ

ニ ッ トについては C 系予備屯源と 一体てつtc害等の災害11寺てe も放送機

能を維持できるように計画している 。

防災民視設備

地下 1 階防災センターに防災監視盤 ・非常;放送用アンプ ・セキュ

リテ ィ肢視盤および監視カメラ制御蛇視盤を設置し建物の防災 ・セ

キュリテ ィ監視を行っている 。 また 各情報は 中央監視システム側へ

移報し各設備機器との一体監視を行っている 。

基準階 E P S平面図

3国管スポ ノトエ千 J トワーク

I  SOOKVA  X  3  

E P S断面計画図

基準階E P S断面図

中央監視システム系統図

l 肱 送専用 E P S

Z 中灸監視盤

M送用 EPS

/  電J軍用 E PS

/  i 一一一



l 空調設備衛生設備

. 熱源計画

熱源は、現在のエネルギー供給状況、エネルギーの単価、機器効

率等を考慮すると共に、将来の諸条件の変化に柔軟に対応できるよ

う、電気+ ガスのデュアル熱源方式とした。

熱湯{ 機器は、多機種複数台の組み合わせとすると共に、基幹放送

機採用は屋上に設置し、万ーの水害に対しても安定した エネルギー

供給ができるように計画した。 また、エネルギーの有効活用が期待

できる、氷蓄熱と コー ジェネを採用した。

H  H  C  H  屋 上 系 統 H R H  C R H  

|] 2 1  

正出 ……一 一一一|

EE??円 円 一 l

H  H  C  H  

且(

C R H  H R H  

地階 系 統

凡 例

一 一 一 冷水配符 けi HX I 潟水熱交換出

:品水配管 I A RI 温水吸収式冷凍償

H  P  C  :  "" Yorヒー トポ ンプチラー

1  S  H  PI 空冷スク リュー ヒートポンプチラ -

IS  H P I 空冷スク リュー ヒー トポンプチラ ー

G A R  ガス制収式Kli 品水機

C H X  冷水熱交換 器

圧ｾ水炉柵
|  批回収型

A HU  空; 羽織

F C U : 7 アン コイルユニ y ト

C  H  冷水ヘ ソ ダ ( t t )

C R H  冷水へ y ダ( i 垣)

H  H  温水へ y ダ { 往)

H  R  H  :  i品水へ，9 ' (返)

熱源システム図

- 空調計画

放送局の空調系統は、 一般オフィスの他、スタジオ、調整室、編

集室、放送送受信関係諸室など、様々な系統があり、低い室内許容

騒音レベルで連続運転を必要とする系統も多い。以下に、主な系統

の空調設備について述べる 。

1 . オ フィス系統

オフィス系統の空調方式は、単一ダクト V A V + F C U( ファンコ

イルユニ ッ ト) で、空調機は、主空調機と別空調機を、風量比約

2 対 1 の割合で設置し、省エネルギー . {l !l分運転とパックアップ

を兼ねたデュアル空調機方式とした。

2 . スタジオ系統

ギャラクシーホール( フリースペース ・スタジオ) の空調は、

単一 ダクト方式で、空調機は、 主空調機 2 台と副空調機 4 台を組

み合わせた台数制御による変風量方式を採用した 。

3. 放送機議室系統

オンライン系の放送機器室の空調は、上記1 . オフィス系統の空

調システムに加え、放送機器発熱処理用の専用空調機を付加した

システムとした 。

主空調機 フアノコイルユニ y 卜 副空闘機

オフィス系統空調平面図

l4 J M 

F C U  

{ ベリ ノータ )

専 用 空 掴償

( パ y クア y プ被 安宅}

4 古

空調システム図



- ダクト系の防音防振

本ビルにおいて行っ たダクト系の防音防振対策を表に示す。

低騒音レベ l レの要求される 室 と空調機との距離が、あまりとれな

いため、 i向音器の設置位置とダクト内風速の設定を、要求レベルに

応じて適切に決定し、所定のレベlレを達成した。

・氷蓄熱システム

本 ビルの氷蓄熱シス テムは、屋上設置の空冷スクリ ューヒー トポ

ンプチラ一、地下 2 階床下の氷帯熱槽お よびそ の問の冷媒述絡配管

で構成されている 。

空冷スクリューヒ ー トポンプチラーは、夜間製氷逆転を行い、昼

間は熱負荷に応じ、冷水運転または温水運転を行う 。氷蓄熱槽は、

地下 2 階床と基礎底の聞に約72m' X 4 槽をとり、防水断熱を施 した

槽内に、鋼管製の直膨 コイルを設置した 。氷充填率 (I PF ) は、 メン

テナ ンス性を考慮 し、 25% とした 。製氷運転は、中央監視総からの蓄

熱運転指令を受けて開始し 、氷厚センサーによ って所定の氷厚 (40

mm) を確認後 、終了 する 。蓄熱の取 り出しは、搬送動力を少なく す

るため、 冷水熱交換器を 介して Iln:t，妾的に行う 。冷水熱交換器の能力

は余裕を持 たせてあるので 、状況に応、じ、集中的に蓄熱を取り出す

ことも可能である 。

ダクト系の防音防娠

室内騒音レベル
N C - 1 5  N C - 2 0  N C - 2 5  

各アナ ブース ， F  ギャラクシーホール ， F  楽器庫

衛生設備概要

給 水 股 憎

給 湯 段 備

排 水 股 繍

- 受 木 憎 s  u  s パ ネ ル 製 9 0 m目

・高置水槽 s  u  s パ ネ ル 製 3 6 m'  ( 2 帽 式 )

中 央 式 ガ ス 突 真 空 式4且水機 高 層 、 低 層 系 統

・局 所 式 貯 湯 式 電 気 湯 沸 か し 器

- 汚 水 雑 排 木 介 流 式 排 水 ポ ン プ

ガ ス 股 備 |  ・低 圧 ( 13 A )  コ ー ジ ェ ネ 用 . 厨 房 用

厨 房 股 備 | ・カ フ ェ レ ス ト ラ ン 、 宜 堂 、 ハ ブ

消 火 設 備 | ・屋 内 消 火 栓 全 館

・ 閉 鎖 型 ス プ リ ン ク ラ 全館

・開放型スプリ ンクラ ー ス タ ジ オ

・泡 消 火 駐 車 場

ハ ロ ン 消 火 放 送 機 器 宣 . 電 気 室 他

製) j <コイル

N C - 3 0  N C - 35  

6  F  CG宜‘ E NG編集主 ， F  醐先宜. 暁写宣

ｾランオスタ ジオ 7  F  ミニスタジオ ， F  ギャラクシーホールサブ ニューススタジオサブ 8  F  テレビマスタ 一、PV室

4  F  MA宜 音瞳蝿霊室 8  F  パ y ク宜‘ CMパンク宜 文字組進宜他

階 、 宜 名

6  F  ニューススタジ才 B  I  F  AV室、 BF S 9  F  ラジオマスター、 電リク

7  F  ミニスタンオサブ 宜 試 聴 宜 飽

完パケ サブ

各ラジオスタンオサプ

9  F  ダビングルーム

空間檀械室内
防 揖 ① ダクトＮ配菅共防 ｬｾ 吊金具ＨゴムＩ告使用する Ｎ ② サプライフア〆、リタノファン共防揖スプリノグ架台にて防領令行う .

2 僧

1 得

岳 l 台

全 15台

全 6 系 統

l  系 統

1 系 統

2 系 統

l  系 統

全 27系 統

N C - 4 0  

左 l e以外田制宜

前居宜

( 空調檀揖室内

防 音 ①サプライファン、リタンファン共騒音ボックス { グラスつ ール' 5 1向貼) 向に担嗣する. ②量軒エルポ ー空調檀蝿宜出口以降 5 則的ダクト l率直音修理そ行う . (鉛ン ト2 置巻き )
はグラスウール

吸音貼リ )
，肖音器 ① S A制 空回岨吐出弧音; f ，- : f クス (GW501内貼) + 消音エルポ 2 ヶ ② RA骨l 消音ヱルポ Z ヶ ③S A、旧共上記包囲はダクト消音ライニング( グラスウール) そ行う .

ダクトサイズ S A ① VAVまで I : O. ZmmAqf m ①同左 ① 問左ただし. ギャラクン- ; r . ①岡左 ① 岡左 ①問左> t lj. O. l mmAq/ m

ール輯遍スタジ オ. ，長器庫は‘

O. l mmAq/ mかつ8 m/ s以下

( VAV' . ' し)

rtJ VAV以降O. l mmAqf mかつ4 m/ s ②問左 rt) VAV以降泡 I mmAQ/ mかつ6 m/ s @ 同左 rt) VAV以降O. l mmAqf m ⑧ 同左3l . 1: O. I  mmAq/ m 

空閥横械室
以下 以下

RA ①O. 2mmAqj m ①問主 ① 同左ただし、ギャラクンーホ ①同左 ①同車 ① 同左 x1: 0.  I  mmAq/ m 

ール報道スタンオ. 楽器l車u

各室まで

S Aに同じ

消 音 器 S A ① 室直前に消音マフラ一段置以 ①同左 ① 問左ただし. 且速は O. l mmAq/ ①室直前に消膏エルボ 1ペd i 置、 ①宜直前に消音ヱル; f ， 1ヶ設置、 ①問左

RA 障室三で遮音仮置 mかつ6 m/ s以下 風速は O. l mrr前. /mかつ 6 m/ s  風連は O. l mmAq/ m

( 鉛ンート，. 零会 ) 以下

血亜は O. l mmAq/ mかつ 4 m/ s  

以下

ダクトサイズ S A 由O. l mmAQ/ mかっ 4 m/ s以下 ① 同左 ①O. l mmAq/ mかつ6 m/ s以下 ①同左 ①O. l mmAqf m ① 同左

RA ②最終舟植以降O. l mmAqJ mかっ ②量経分植以降O. l mmAq/ m

4 m/ s以下

消 音 韓 日 ①最終骨髄以降、消音ヱルボ 2 ① 同左 ①同左 ①量償分植以降、消音エルポ 2 ① 量終分晒以陣、グラスウール ①同左

各室王弁内

RA ヶ1宝章 ヶ股置 製フレキ y ブルダクト

②以降グラスウール製フレキン ② 問左 ② 岡左 ②問左

プルダクト

世 出 口 ① カームライン型又はノスル型 ¢ 悶左 ① 岡左 ①パン型 ① パノ型 ①特に似し

1. 5- 2 m/ s  2 - 2 . 5 m/ s  Z. 5- 3 m/ s  3 m/ s以下 4 m/ s以下 4m/ s以下

堀 込 ロ ① スリット型 ① 同左 ① 問左 ①同友 ① 岡左 ①問左

I m/ s以下 I m/ s以下 I . Sm/ s以下 2 m/ s以下 3 m/ s以下 3 m/ s以下

位騒音型のダンパの採用 。 。 。 。
重壁‘ 床防揖貫通仕崎町揖周

。 。 。 。 。
宝庫下. 王弁防仮吊白樺用

。 。 。 。 。

Ｈｴ 、 まいひろお Ｑ Ｑ 主 ￟ ， 北 ， ＱＱ Ｇ Ｎ ｫ 阪設備部 Ｑ ｾＯｾ 、けさわひろかず ｛，Ｎ｛ 占 備 郎 副 部 品 / す ぎ や ま た か し hiJ ，; 9: 備投JI ' ｪ ｾ Ｉ ＡｦＯ［Ｂや の さ と ｊ み ｛，［｛ 次1拓郎)



施工 c…

小 栗 武 男 / 侮 原 弘 記

l 工事 工程

総合工程表を図に示す。工期を決定する大きな要因として、放送

開始時期が開局40周年にあたる平成 2 1p 9 月 1 日と定められていた。

そのうち建設工事は26ヶ月、放送設備据付・調強・準備期| 昔j は 3 ヶ

月であった。過去の例からすると、市街地で同程度の規模、グレー

ドのビルを建設した場合、 6 ヶ月程度不足することがわかった。工

期短縮を計るため下記に示す工法の採用、および調整を行った。

3 . 鉄骨主t 方斤j タワ ークレーン (J CC- 200) は、ポスト クライミング

として、早期に解体し駄目穴を閉鎖し、 I芸展の建方はジブクレー

ン ( J CC- 100) で行った 。

4. 階高の高いフロア ( H> 6  m) は、中間に仮設吊床を 設け、設

備工事と建築工事が平行して作業ができるようにした 。

5. 設備の配管をプレハブ、化した 。

6 . 本設エレベータを早期に仮設使用し、仮設リフ トによるスラブ

の駄目穴閉鎖を仕上げ工事 に影響を与えることなくスムースに行

った。1  . 地下躯体工事は、高層部が敷地境界よりセットパックしており、外周

部に作業スペースを設けることができるため、地下の掘削、躯体工事

と地上の鉄骨・建方工事とが平行して行える逆打工法を採用した 。

7. 防火区i ! ! i ! 、耐火区画を先行し、仕上工程上支障が出ない様に手

}I闘を明確にした。

2  . 逆打部の打継ぎは水平とし、立入 りコン ク リートとの問を約100

mmあけて、そこに無収縮モルタルを注入する工法とした 。

8. 基準階が少〈、内外装の仕上げや複雑な建物であったため、施

工図の工程管理1 I には特に i主立を払った 。

総合工程表

l 'J U  I  198哩 1曹司。

|叶V' -eft Y!・ 11 1 9 1 1 1 1刊 凡 同 11 I  111 I  )  n 河 川 611 I  1  A  I  811 I  ' )円 1刊 11" t  12 11 I  I  "  I  2: 11 I  111 r  ... 11 I  ｾ肉ｻ， n  1  J 阿 川 ' "

2: I  J  t ... I  !> 1 (， t  1  I  8  1 ' )  1 10 I  '1 1 1 2  I  1) I  14  I  I!> ・(， I  11 I  18  11' )  1 2 0  I  21 I  U  I  23 I  U  I  2!1 I  26 I  21 I  21 I  2'  I  30 

I  I  i  I  I  I  I  I  I  I  I  l  Ｑ｟ ，ｦＮ Ｚ ｴ ＺＺｴｾＮ Ｎｌ＠ f  I  ，J ，d; t  

... 

明 記

山 内 彰

断 ｾ Ｑ ， ＺＴ 山 ・1/

主同 公 ι F 時
Io_ ..1.同市 山 ; 品 位ν 噸 ;t  

唱 川 ｾ 詰 ｣ｩ . h! v &. i O I  I  ｉ Ｎ ｾ＠ 1" . ' " ・"，，，
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慣 叫 " ‘ 1 唱 叫 酬 曹

蓬打支柱i星込" 11醤写面図

1  j  出 品 二 肘

ペ 2円 可 ・2l ｅ 悌ｾ 1  1  ;( 1  1  1  1  1  ｾ“ 仰 ｬ テ〆 品ｾ 品宮 .  

連打支後11込み計 画断面図



l 地下工事計画

施工計画を立案する上で、下記の点について特に注意 を払い施工

を行った。

1 . 掘) !j ll 敷がG L-17.5 mと深〈、地銀はG L- 8. 0m- 22. 0mまで軟弱

なれjl 積層( 梅田府) が続くため、山留め壁は 1111げ剛性が大きく、

止水性に優れた連続地中壁 ( OWS工法、厚800mm) とした。

2. 地下自由水はG L- 2. 0mと高〈、 GL- 27. 0m付近の洪積層には被

圧水があ り、被庄水頭はGL- 2. 4- 3 .0 mである。地下自由水につい

ては 、連続壁で仕切 っているため、溜水と考え、テ‘イープウェル ( L =

30  m) を4 本設け雨水と共に排水した 。

3 . 被圧水については、洪積砂礁の下にある GL- 35. 0m付近の粘土層

まで連続地中墜を入れて注水をした 。

4. 逆打工法は、工期短縮だけでなく、 山留め壁の安定、変形防止

に対しても有効て' ある 。地下 3 階と 基礎部分 l主連続壁のスパンが

長 くなるため、斜め切梁を設け変形防止を図 った。各掘削段階に

おける山留め壁の変化量を図に示す。

5 . 逆打ち支柱の場所打杭建込み方法は、本設支柱を先入れ工法、仮設

支柱を後入れ工法とした。先入れ工法はコンクリート打設前に建

込みをして 、頭部の位置決めを先に行 った。次に測定管に水を入

れて、柱中央音1)に仮置きした油圧ジャッキを操作する ことにより、

中の「ウキ」を移動させ、脚部の位置決めをして垂直精度管理を

行った 。

6 . 地下 3 階の二重山留め壁は親杭横矢板 とした 。親杭は特殊治具

を考案 し、ヤット コ打ち ( GL-12. 0m) にて施工した。

「安全と施工の一体化を図り、全工期無災害の達成」を目標とし

て、安全活動を積極的に推進した。特に、階高も高〈 、吹抜部も多

wol: !iI .，."，'2: U・4陶"

1 0 0 1 0 1 0 初 刊 鈎 ω 1 0 M M  

Ｚ ｾ＠
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連続地中壁変形言十;則

， ，次雌耐震7

.  ，次‘ 剣豪7

1  Ｑｾ Ｑｬ 鋼需 Ｗ

.  . 次鑑刷'T

ｾ＠ ｾ ｾ 史観 ｅ 刷費 ｮ

l 地中連副盟工務 1988・5

2 抗工事 1988・9

3 1陪 庫 連 打 ち タワークレーン組立 1989・l

4 酷骨彊方 ( 覇2師 ) 1 9 8 H

5 鉄骨理方 (胃¥6酷 ) 1989・7

6 鉄骨彊方( 寝屋) 1989・9

7 外接工事 1989・11

8 足 渇 解 体 ・内甚工事 1990・l

いことから、墜落災害 による 重大災害の防止を最重点においた 。KY

活動の充実、パ トロールの強化、不安全設備の即是正、仕上段階に

おける各フロア担当者 による徹底管理等 により災害発生要因の除去

に努めた 。

長期に亘 る安全活動の結果、延労働時間数1，500，000時間然災害 を

記録し、労働大臣進歩i ' . I : ・を受賞した。

(お くり たけお .kt.U Il ・竹'1' 仁拍 /，1; 1モ1，;1企 草体 所 長 / 守的 は句 ひろ さ 1，;1 U t， HE )  



放送システム… C A S… STE

繁沢孝/ 松並利和

l 本邦初( 世界初) ラジオ テレビの送出系のディジタル化

ラジオ ・テレビ共に音声の送出系は全ディジタル化、映像の送出

系については信号処理古1I のディジタル化を行うことで、従来のアナ

ログ方式の送出系に比し、システムの安定住1 : ・信頼性が格段に向上

した。この技術は 当社がNE Cと共同して開発したもので、わが国は

もとより世界的にも初めてのシステムであり、今後のディジタル化

放送局に向けての先進技術の先取りをしたものである 。 また、最先

端の機能を生かすために仕事の流れに沿った、合理的なレイアウト

を行った。 さらに窓の有るテレビマスタ ー室の採用などアメ ニティ

マスターの試みを行 っている 。

l ラジオ テレビ総合の自動監視システムの導入

ラジオ・テレビのマスター音1I 門から送信所に至るまでのト ー タル

な放送の自動j監視システムを導入した。 これにより、ラジオ ・テレ

ビの総合政祝はもとより、 24時間放送に対する深夜監視業務の負担

軽減にもつながると共に事故発生H寺の迅速な対応や運用状況の自動

記録が可能になった。

l 放送情報管理システムの導入

今回新しく現行EDPS ( 電算室コンビュータ) とラジオ ・テレビの

送出制御コ ンヒ。ユータとの問に 、放送業務専用の コンビュー タを導

入した。本システムは、 EDPSから放送に必要な基本の番組情報を受

け取り、ここで放送に適した情報に加工し、送出 コンビ ュー タを制

御するものである 。放送情報の作成や番組変更に対し、 241時間の対

応が可能にな った上に、放送直前までの番組変更など、臨機応変の

千件組編成が可能になった。

1ラジオ部門のステレオ化対応とα 問 ジ オ

設備はきたるべき A Mステレオ放送に備え、ステレオシス テムとし

た。スタジオは、務折いた木部lの内装に加えて、ディジタルレコ ー

デイングも可能な優れた 背響特性を有している 。

l 日 Jレネット共に独立の番組送出が可能なT V送出システム

選抜高校! 野球期 fln中のネット帯組送出のように、ローカルと異な

るネット番組を、ネットキュー制御信号を含む完全な形で送出可能

にした。言 い換えれば、全〈別の 2 番組を独立 して;放送することが

できる機能を有しているということである 。

l テレビ番組のパッケージシステムの新設

従来のシステムでは、フィルム ・テロップ・テープ等の複数素材

は放送 ＱＱ 寺にこれらの機器 Ｔ を級車 ｦｾ に切り替えながら放送を行っており、

この部分の事故発生 はllll 放送事故につながっていた。今回ディジタ

ルV T Rによりこれらの後数紫材を事前に番組単位で完全パッケージ

化することで、送出 11寺の安全性の向上と急な番組変更に対する柔軟

な対応を可能とした。特に深夜帯組は放送形態が単純になり、深夜

業務の負担軽減、省力化に:1:，(・献 している 。

l 星の時代対応のリモート室

リモート 室では通信衛星nJ パラボラアンテナによる S NG ( 術星を

利用した報道取材システム) 設備を始めとして、マイクロウェープ、

無線中継設備 ・新しいアイデアを擁込んだ、述絡無線設備、お天気カ

メラや本社一千里スタジオを結ぶ光ファイパ一回線と、各種の伝送

回線による対外的な放送情報の入出カ管理を行っている 。



l 最新鋭の二日スタジオ

報道階はニュース番組制作の総指郷をとるヘッド コー ターを中心

にして、周辺に各種情報処理部を機能的に配置し、人と仕事の流れ

を重視したレイアウトとした。システム的にはコンビュータ技術が

ベース恭継としてあるが、運用者との接点である操作部については

感性重視の単純明快な操作機構としている 。例えば、各ニュース項

目に対する画面構成には報道担当者の イメージを容易に表現できる

ブラウン管タッチ・パネル方式を採用するなど、担当者自身による

自由自在なニュース送出が可能となった。 また、 項目 盤を並べ変え

るだけで周辺の機器が追随するニュース項目入 力方式の採用により、

項目の急な変更にも安全かつ容易に対応することがすきる 。

l 多目的なギャラクシーホール

テレビスタジオとしての機能はもちろん、各種のイベントやセレ

モニーのための設備も兼ね備えた多 目的スタ ジオである 。

舞台設備では多彩なイベント展開に対応するために、機能的な昇

降ステージや可動間仕切りと共に充実 したパック ヤードを備えてい

る。! 照明設備は、その名の通りホー1レ! 照明としての鮮やかなギャラ

クシーラインと、スタジオ用の照明設備を備え、両設備はコンビュ

ー タによって多彩な! 照明効果を演出できる 。 また、 音響設備 として

は屯子音響補正装置 ( AAシステム) の導入により、コンサートや各

種イベントに対 し、映画や放送でのサラウンド・システム( 立体音

響) も加え、より充実 した音響空I1lJを 実現 している 。

1放送局の中枢である通信回線設備

1 テレビマスター宜

2 ランオマスター宜

3 政道情帽菅理ンステム唱末

• a スタジ. - サブ

5  PACK宣

6 リモート宜

7 ニュ ス項目鑓ンステム

8 ギャラクシーホール

放送局の神経である通信系については、 本社を中心とした無線に

よる通信網 とともに、千里スタジオや外部劇場との聞の高規格光フ

ァイパー映像回線を始め、東京支社一本社一千盟スタジオI t I 1 の光フ

ァイパーによる通信回線など、無線と光ファイ パーによる 一大通信

網を構築し、将来、国際間にまで広がる I SDNネットワークにも対応

できる設備設計を行った。

17 1) - 7クセス化とM ユータL A N回線

将来のO A機器端末の増加や多目的ユースに対応して、放送階は 巾

然のことながら事務階に至 るまで、各階の床を可能な限りフリーア

クセス化した。( 放送階は30cm高、事務階は15cm高) また、 全館にE DPS

用のL A N、放送実施 ・回線予約別のL A N、報道取材 管理用のL A N等

のシステムが縦横に行き交っている 。将来的には、 G 4 高速ファッ

クス網の計画も行っている 。

1館内C A T V設備の充実

社内のC A T V設備 は、放送波のみの一般系と 、中継現場の画像や各

スタジオの信号、さらには通信衛星の画像情報、気象情報やNT Tネ

ット回線の情報を収容した特殊系の 2 系統から成り、館内各所であ

らゆる情報を入手することが可能である 。

ｻ しげさわたかし Ｑｾ ＱＱ 欣送技 梓 ｩｬ［［Ｂ ｴ＼Ｏまつなみとしヵ、ず 同技術ｉＮＮｬ副 部長 Ｉ



インテリア. ア一卜 I NT川 山T花TER印R… 白

中小 路 泰 久 / 山本 和仁

H寺には衝撃的な映像と共に、世界の情報がl跨H寺に茶の間やオフィ

スのブラウン管 を通じてあらゆる聴視者に提供されるという、まさ

に「衛星のH寺代」であることを、我々は実感している 。 このような

放送メディア革新の真只中に毎日放送本社ビルは計画さ れ建設され

その t 部天井に銀河を象徴するライテイングオブジ ェ ( 伊藤隆道氏

作) が目にはいる 。 ロビーの南ゾー ンには来訪者を対象としたカフ

ェレスト ランを設け、 北ゾー ンは待合いを兼ねた打合せ ロビー とな

っている 。 このフ ロア全体が、 ミニコ ンサー トやギャ ラ リーなどの

イベントや放送ができるように設備を考慮し、視聴者との コミュ ニ

ケーションという コンセプトに沿った空1:1 j となっている 。

外部のプロムナー ドには、伊勝隆道氏のキネティックア ー ト「星

雲 ( ネビュラ) J をシンボルアー トとして設けた。

l 一般オフィスフロア( 10- 12階)

情報発信基地の中枢としての執務空間は、 30 m ｘＳ Ｐ ｭ の ｾ Ａｉ ，ｦ［柱空 間

に多機能、高密度、フレキシプルなレイアウトが要求 された。 この

ため l 年近くの問綿密な業務分析と従案を 重ね、 一方では家具類の

スタンダー ド化 を進め、全社員の コンセンサスを得て、 l 人 当 り5

m' に近い高密度のレイアウトを 実現した。

更に、従来は個室であった局長室のオープン化・ 小スペース化を

提案し、討議を 重ねて最終的には、高品質の家具と ローパーティシ

た。

最新最高の設備、放送事業と してのシンボル性、視聴者との コミ

ュニケーシ ョン、アメ ニティに富んだ職場環境という 4 つの コンセ

プトに基つe いて、イン テ リアの計画をすすめた。

Iアプローチ工ン同ンスロビー

M型のシルエ ッ トを持つグ リー ンのカ ーテンウオ ールの外観は、

新 し く生まれ変る茶屋町・ 文化商業ゾー ンにあ って、新鮮でハイテ

クな 印象を与える 。 1 階フロ アは この外部イメ ー ジをそのままとり

いれ、グレーの花向石をベースカラ ーに、シンボルカラー としての

サイプレスグリ ー ン( 糸杉の濃緑色) をアクセントカ ラー として構

成し、全体にシンプルでダイナミックな色調とした。

エ ン トランス ロビーに立っと、直径 12 mの円形人工池の水面と、

戸

1階平面図



ョンによるモデルスペースの提示によ って承認決定 された。窓際に

配置された局長ゾーンではあるが、市さ 1. 4 mのロ ーパーティシ ョン

の一部は透光性があるため、オフィスの中央官11 まで自然光が応き、

開放! 惑を残している 。 このように最小のスペースでプライパシー を

保ちグレー ドの高い局長ゾー ンを実現した。

床 はフリーア クセス、タイルカーペット )1占り、 天井高 は2.8m と、

飽かな無柱空間とした 。 この広い執務空!日] のレイアウトは、東西の

コアを結ぶメインの通路を斜めにとることによ って、 単調 さに変化

を与え 、各局毎の ゾーニ ング( スペース配分) にも有効であった。

この斜めの主動線の中央に円形の コアブースを設け、 コピーなどの

機器類を収め、変化と コ ミュ ニケー シ ョンを図り、快適な執務空間

を実現することができた。

オフィス階平面図

l 役員フロア (14階)

1 皇 軍( ネヒュラ ) 伊 日 陸 直 作

2  " 笛ヱ ントラン スロビー

3 カフェレストラン { スタ ンンフ }

， " 皆ギャラリー

S 制的に動線をもったオ フ ィス

6 局 長 プ ス

7 役員F首ロヒ

8 水墨画のある役員階ロビー

9 慣賓 室

10 性員会踊宜

コンセプトの一つのシンボ 1レ性は、イン テ リアにおいては役員階

の随所に「放送事業の国際性と伝統文化の融合」 という形で表出 し

ている 。フロアの中央に l次抜の和風庭園を配置し、「天まで上がれ」

と題するオブジェ( 河合隆三氏作) が置かれ、その中庭をめぐる ロ

ビー には、 3 枚の水墨画i r天 ・地・ 人 J ( 伊藤紫虹氏作) が並ぶ。ハ

イテクな建築の中でこの14階は、自然とやすらぎを l味わえるギャラ

リー空間が中央に位置 し、その両側には茶室を含め、 多彩で国際性

盟かな各室が並んでいる。

( なかようじやすひき 11 住民主，lt .k 阪 イ 〆テリア剖;J: ( Ｏやまらとかずひと い ｬ イノテリ Ｗｾ ， ｮ ￬ｾＮＪＩ＠

10 



事 務 室

基準階平面図 1/100日

寸「

建築概要

名 称 I，j 11 放送本社ピル

建 築 主 株式会社毎 日政送

所 在 地 大 阪 市 北区 茶 鼠 町 17帯J - ¥，

設 計 監 理 日 k . l ! aι11 ・大阪

施 工 大林制 l ' 1' r 'l'工務的共同企業体

工 期 H日.fI I63年( 1988年) 4  J'J -

B階平面図 υ1000

E階平面図 1/1000

道 路

l 階平面図 ν l 日目。

ハ

基 準 階 附ｾＺｲ， ＴＮＴｭＮ ｾ訓 品 ＲＮＸｭ

舛 装 ア ｪ レミカーテンウォＭＩレＮ市刊 Ｈ ｊｾ 熱 線反射ガラス

屋 根 鉄叶ガラス Jレーパー

受 変 電 設 備 3φ3W22KV60Hま 31!! 1線スポットネットワーク受' ; 1 l

TR22KV/ 6.6K V  1500KVAX  3  t; 

発 電 被 設 備 . 1'常11] 3 φ3 W6. 6KV60Hz 1000KVA X  2 台

平成 2 '1'  (l 990.Q'.) 5  J'J  ( 26ヶ月)

地 域 ・ 地 区 商業地域 ・防火地峨

コ- ; / ェネJ l J 3φ3W2J OV60l h 4 0 0 KVAx  1 台

蓄 電 池 設 備 財 担 型 船 帯 電 池'100・700 AH、全自由Jサイリス タ式

1'!b'l事40日%. 600% (hnl fi 平 均491. 61 % ) c  V  C  F 設 備 3φ31V2J OV 400KVA 

事 務 室

ラジオ

i  

テレビマスタ

南北断面図 1/1000

給 水 設 備 受 水 附90m' x  2 附. 高知水榊36m' . 悌水ポンプ

1 2 5 φX 1 8 0 0 UmX 2 台

給湯設備中央給 湯方式 ・ガスうｴｊ ｬ ｾ 式出 水機屯古 ｕｾｾｩ 部出

昇 降 機 乗 m 20入車 120m/rnin 4  fi 

ｾｩＧ［Ｇ［Ｚ［ｲ ｬｬ＠ 17人車 l 05m/ mi n 1  fi 

ｾｊ 常 ｊｕ 33入車 90m/ mIn  1  fi 

展望J l l 13人最 30m/mi n 2  h  

荷物JU 6000同 30m/ mi n 1 台

機 械 駐 車 水 平 循 環 式 中 型 車4'li 号、J ' i ，t 式刷 l1i51 台、 ，n95f i

敷 地 面 積 '1. 303.  33 m'  熱 海 機 器 ガ ス 吸 収 式 冷 温 本機 150USR T x 2  fi 防 災 ｾ ｉ 常ｈｬＡ附 Ｇｧ｝ 避 ';11滋断、防排煙山IJ l J i ! 設備. 機械lJI

煉設備. 非常川エレベ タ. 防災センタ一、室内建 築 面 積 2，075，67m' ( 他べド事48. 23%)

延 床 面 積 30，958. 93m'

容積対車床面積 25. 781 . 10 01'  (手対立準599. 09%)

公 開 空 地 面 積 2. 306. 90m' ( 公開空地率53.61%)

構 造 規 模 地1. : S  J 1 i . 地下S R C泊、 RCri l

地 J : 15附 地 下 3 陪 貯 尿 11荷

Ｉ，ｾ健 ｩ 呆き ｇｌ ー ＱＷＮＰ Ｓ ｭ

J，;{;¥r，耳目百百さ GL +90. 00m

刺 /::;GL + 7 0.80m

: 品ホロ品収式firl 点機( コージェネ系) 10日US R T x 1  t; 

ｾＨￍ ￬ スクリューヒートポンプＨ氷帯熱 ＩＱＵＰｕｓ ｒｔ ｸ

2 台

:1:I"I i ヒートポンプチラ - 9 0 US RT x 2  t; 

空 調 方 式 各府111- ダクト ( VAV) ) ; 式7 アンコイルユニ y

トi持政

換 気 方 式 第 l 樋換気一院11i場' ; 1 l 気主 1eoliM量主. 機械室

. WJ . ゴミ処四l 室

第 3 傾換宣¥- i .. ｾｩ 品約五‘ ｩ 出所

消火校設備、スプリユ ιil ， j包消火設備、

ハロゲン化物消火設備‘ 迎結送/k i ' r 設備 ＨＡｾｊｊ 火

災報知設備、非常放送設備 " ' 1.';屯，!fi 設 備 誘i.t:J

灯設備、 "'1古コンセント設備 ガス漏れ火災腎軒i

設備

- 本文掲戴写真由撮影者 東出清彦、柄松捻 、安 ，工広 、毎日グラフィ

y クセン夕 、5 5大阪、ニューオフィスヱインキ土
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T atsuno  Br anch  of  Kobe Di strict 

Public Prosecutors  Of f ice 



国際花と緑の博覧会政府苑

] apanese Gover nment  Garden  for 

the Int ernat i onal  Gar den and 

Greenery  Expositi on  

大阪労働衛生総合センター

Osaka  Occupat i onal  Health Servi ce Center 



山寸.......

八尾税務署

Yao T ax Offi ce  

本州四国連絡橋公団

淡路南パーキングエリア

Honsyu- Shi koku Bri dge Aut hori t y 

Awaj i  Minami  Parki ng  A rea 



神戸税関ポートアイランド

出張所

K obe  Cust oms Port Island Cust oms  

Sub- Branch  

神戸第 2 地方合同斤舎

Kobe  N  ati onal  Gover nment  Build 

ing  NO.2  



彦根地方合同斤舎

H  ik one  N  ati onal  Gov er nment  

Bui l di ng  

国立曽爾少年自然の家

Soni Nati onal  Chi l dren's Cent er  
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大阪第 3 地方合同斤舎

Osaka  N ati onal  Gover nment Bui l di ng  N O.3  



神戸税関六甲アイランド出張所

K obe  Customs  Rokko  Isl and Customs  Sub- Br anch  

西宮地方合同斤舎

ishi nomi ya at ional  Gover nment Bui l di ng  

敦賀地方合同庁舎

T suruga  Nati onal  Gover nment Bui l di ng  



岸和田公共職業安定所

K ishi wada P lI bli c  E mplo y ment Secllr ity Of f ice  

奈良地方法務局斑鳩出張所

Ik arll ga Br anch of N  ara Dist rict Legal  Af fai rs  

B lI real l  

福知山地方合同斤舎

F lI kl l chiyama  N  at i onal  Gover nment  BlI il di ng  



••• 
圃
・
・

••• 
・

司

咽

圃

闇

盟

問

神戸税務署

K obe  T ax Offi ce 

豊岡地方合同斤舎

T oyooka  Nati onal  Gover nment Bui lding  

田辺港湾合同庁舎

Tanabe  N  ati onal  Gover nment Bui l di ng  for  Port 

Offi ce 



大阪税関研修所

Osaka Customs  Trai ni ng  Institut es 

池田法務総合斤舎

Ikeda N  ational  Gover nment Bui l di ng  for  Mi ni stry  

of J usti ce 

福井財務部

Fukui  Local  Fi nance Offi c巴



伏見公共職業安定所

F lI shi mi  P lI bli c  E mployment Sec lI rit y  Offi ce 

下里水路測候所

Shi mosato  Hydrographi c  Observatory  

川上村中学校

K a wakami ml l r a  J lI ni or  Hi gh  School  



神戸税関分斤舎

Br anch  Buil di ng  of  Kobe Customs  

近畿農政局土地改良事務所

T he  Gr ound Impr ovement Off i ce  of  Ki nki  Di stri ct 

Agr icultural  A d mini st rati on  

奈良第 2地方合同斤舎

Nara  Nati onal  Gover nment  Buil di ng  NO. 2  

一一 ｾＮ



深山レーダ一雨量計局舎

Rai nf all Radar  Stat ion  of  Mi yama  part 

大阪第 2 法務合同斤舎

Osaka  Nati onal  Gover nment Bui l di ng  for  Mini str y  of  J usti ce NO.2  

兵庫県警察学校

Hyogo Prefectural  Poli ce School  



大阪港湾合同斤舎

Osaka  N  ati onal  Gover nment  Bui lding  for  Port 

Of fice 

大阪第 2 地方合同斤舎

Osaka  Nati onal  Gover nment Bui ldi ng  NO.2  

大阪第 1 地方合同庁舎

Osaka Nat ional  Gover nment Bui l di ng  NO.l  
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. 作品

1  . 神戸地方 ・簡易裁判所合同庁舎

2. 亀岡市庁舎

3. 奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮発掘調査部

4  . 京都 国立近代 美術 館

5. 国立京都国際会館

6 . 国立若狭湾少年自然の家

7. 天理市庁舎

8  国立文楽劇場

9  神戸第 l 地方合同庁舎

10. 奈良国立博物館

11 奈良県庁舎

12. 宮津地方合同庁舎

13 北大阪労働基準監督署

14 大阪法務局天王寺庁舎

15. 伊 丹労働総合庁舎

16 奈良第 3 地方合同庁舎

17. 神戸地方検察庁瀧野支部

18  国際花と緑の博覧会政府苑

19 大 阪 労 働 衛 生 総 合 セ ン タ -

20. 八尾税務署

21 . 本仲間国連絡橋公団淡路南パーキ ングエリア

22. 神戸税関ポートアイラ ン ド出張所

23. 神戸第 2 地方合同庁舎

24. 彦根地方合同庁舎

25. 国立曽爾少年自然の家

26. 大阪安全衛生技術セ ンタ-

27 大阪第 3 地方合同庁舎

28. 神戸税関六甲アイランド出張所

29 西 宮地方合同庁舎

30. 敦賀 地方合 同庁舎

31 . 岸和田公共職業安定所

32. 奈良地方法務局斑鳩出張所

33. 福知山地方合同庁舎

34 神戸税務署

35. 豊岡地方合同庁舎

36 田辺港湾合同庁舎

37. 大阪税関研修所

38. 池田法務総合庁舎

39. 福井財務部

40. 伏見公共職業安定所

Ｔ ＱＮ下里水路 ｩｾｉｊ 候所

42. 川上村中学校

43. 神戸税関分庁舎

44 . 近畿農政局土地改良事務所

45. 奈良第 2 地方合同庁舎

46 . 深山レーダー雨量計局舎

47 大阪第 2 法務合同庁舎

48. 兵庫県警察学校

49 大阪港湾合同庁舎

50 大阪第 2 地方合同庁舎

51 . 大阪第 l 地方合同庁舎

- 撒 影 作 品 1 - 1 1 烏 修一

作品 1全景は55大阪

. WOR K S  ・位置

Kobe Local. summary Courthouse Uni on Government' s  神戸市

Kameoka Cit y  Hall 亀岡市

ara  N  at ional  Cultural  Properties  Research  lnstit ut e  橿原市

T he  Nat ional Museum of Modern Art Kyoto 京者ｾ市

Kyoto Int ernati onal  Conference Hal l  京都市

Wakasawan Nati onal  Children's  Center  小浜市

Tenri  Cit y  Hall 天理 市

The Nati onal Bunraku Theater 大阪市

Kobe Nati onal  Government  Bui lding NO.l 神戸市

The Nat ional  Museum Nara  奈良市

N  ara Prefectural  Office 奈良市

M抑 制 Nati onal Government  Bui lding  宮津市

Osaka Ki ta Labor Standards  Inspection Office 枚方市

Tennoj i  Offi ce of  Osaka Distr ict  Legal  Af fairs  Bureau 大阪市

l tami  National  Government  Bui lding  for  Mi ni stry of Labor  伊丹市

Nara Nati onal  Government  Buildi ng NO. 3 奈良市

Tatsuno  Branch of Kobe District Publ i c  Prosecutors Office 竜野市

]apanese Govemment Garden for the International Garden and Greenery Exposition 大阪市

Osaka Occupati onal  Health Servi ce Cent er 大阪市

Yao Tax Offi ce 八尾市

Honsyu.Shikoku Bri dge Authori ty Awaj i  Mi nami  Parking  Area 兵庫県三原郡

Kobe Customs  Port Island Customs Sub.Branch 神戸市

Kobe Nat ional Government  Bui l di ng NO. 2 神戸市

Hi kone Nat ional  Government  Bui ldi ng 彦 根市

Soni  N  ati onal  Chi ldren's  Center  奈良県字陀郡

Osaka Industrial Safety and Hygieni c  Techni cal  Center  河内長野市

Osaka Nati onal  Govemment Bui lding NO.3 大阪市

Kobe Customs  Rokko Island Customs Sub. Branch  神戸市

ishinomi ya Nati onal  Government Bui lding  西宮市

Tsuruga Nati onal  Government  Building 敦賀市

Ki shi wada Publ i c  Empl oyment  Secur ity  Office 岸和田市

Ikaruga Branch  of  Nara Di st rict Legal  Af fairs Bureau 奈良県生駒郡

Fukuchi yama Nati onal  Government Bui lding  福 知 山市

Kobe  Tax Office  神戸市

Toyooka Nati onal  Government  Bui lding  豊岡市

Tanabe. Nat ional Govemment Bui lding  for Port Office 田辺市

Osaka Customs Trai ni ng Instit utes 大阪市

Ikeda N  at ional  Government  Building for Mi nist ry  of  J  ust ice 池田市

Fukui  Local Fi nance Office 福井市

Fushimi  Publ i c  Employment  Secur it y  Office 京都市

Shi mosato Hydrographic Observatory 和 歌山県東牟婁郡

Kawakami mura Juni or  Hi gh  School  奈良県吉野郡

Branch  Bui lding  of  Kobe Cust oms  神戸市

The Ground Improvement Off ice of Ki nki  Di stri ct  Agricultural  Admi nistration 京者日市

Nara Nati onal  Government  Bui lding NO. 2 奈良市

Rainfal l  Radar Station of Mi yama part 大阪府豊能郡

Osaka Nati onal  Govemment Bui lding  for Mi ni stry of Justi ce NO. 2 大阪市

Hyogo Pref ectural Pol ice School  芦 屋市

Osaka Nat ional  Government  Bui lding for Port Office 大 阪市

Osaka  Nat ional  Govemment  Building NO. 2 大阪市

Osaka Nati onal Government Bui lding NO.l 大阪市

145 



挨 拶

よりよい公共建築をつくるために

樫 山正彦

建設省といえば、道路や夕、ムや河 川 を思いうかべられると思

うが、歴史のある官庁営繕部があ って国のさまさまな施設をつ

くっている 。

その組織は、遠〈明治 2 年 に大蔵営椛司が発足したときにさ

かのぼるが、近畿地建に営給部が設置されたのは昭和24年 6 月

である 。範囲は大阪 ・京都 ・兵庫 ・滋引 ・奈良 ・和歌山・ 福井

の 2 府 5 県である 。本局に計画課 ・建築課 ・設備課 ・工務検査

課 ・監督室と京都 ・神戸の営利f工事事務所て、構成されていて、

企画から計画 ・設計 ・工事監理 ・検査と保全指導という一連の

業務を目前で行・っている 。 また地方自治体との連携につとめ、

ときには建築業界との対応を行し、受皿 となっている 。

近畿地方は根づいている歴史 ・文化が独特で、あ り、手がける

建物もノ〈ラエティに富んでいる 。

最近の作品をし、くつか、利介すると、昨年11 月に完成した「神

戸地方裁判所」がある 。 旧庁舎は明治38年 、司法省建築技師河

介浩蔵の設計によるものであるが 、赤い煉瓦と白いテラ コッタ

と石から成る外壁をそのまま利用した、 31; 持から上部はノ、ーフ

ミラーのカーテンウオールの建築である 。市民に長〈親しまれ

てきた明治の外壁を保存しなヵ、ら再生したものである 。保存と

. J 1i - 生の事例である 。

i  (1色岡市庁舎」 も昨年 11 月に完成した 。 カジュアルでライト

感覚な市庁舎として市のシンボルとな って 、周辺の環境整備が

進みはじめている 。

「奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部」は天の香

具山のふもとに建つ、和風の6000111 の平家( 一部 21; 骨建) の建築

である 。本 i ‘ しを使用し、先日瓦業界から i ｊｉｾ 鳥賞 」 を受賞した 。

大阪では 「大阪第 4 合同庁舎」が工事中で、近代的なオフィ

スビルを目さしている 。馬場町の行政拠点として「第 2 合同庁

合」 と一体とな り機能することになる 。

今回の企画は、最近 10数年の作品の 中心になっているが、少

しさかのぼ ってみると 、昭和29年には「大手前病院」の病棟が

完成している 。 その年 「大阪第 l 合同庁舎」 を着工した。今も

使用しているが、 S R C造 8 階建、地下 l 階、延べ面積 2 万 6

千川の建築である 。全国に先がけ、財務局 ・国税局 ・通産局 ・

，建設局の 4 官署が入居する合同庁舎で、現イlーにも通用する土地

の高度利用を図った企画においても画期的な官庁建築である 。
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これを契機に全国で合同庁舎の建設が進められた 。

特別なものでは 、労災病院がある 。関西 ・大阪、神戸労災と

いくつか設計している 。早いのは「関西労災病院」で昭和27年の

スタートである 。当時は経験も資本| もなく、アメリカのものを

勉強したりして苦労したが若〈、その過犯で最も大切なものは何

かを抽出する能力とか、ものをつくる本質をつかんでいき、その

後の設計室の体質を形成したものと思う 。昭和38年には「大阪

労災病院」が完成した 。アールのついたやわらかい外観と一貫

したディテールは今も好評を得ている 。大阪で初めての全館空

J持の病院である 。

「奈良県庁舎」は昭和40年で、議論を呼んだが今はすっかり

周辺にとけこんでいる 。擬古建築でなく、能率的な近代建築で

あ り、 かつ i辺境にマ y チしたものであることを設計のポ リシー

としている 。片山先生 ( 当時の建築課長 ) の設計であるが、京都

でも大阪でもない、奈良に建つのだと考え、奈良ののびやかな

美しさに対するあこがれがあの建築に実現したものと思う。

その後、夕日に輝ゃく尖塔をもっ 市民を大切にした 「天理市

庁舎」は完成度の高い基本設計を行い、設計者は天理市に出向

し、技術媛助を行 っている 。i [1色岡市庁舎」では企画と設計 ・監

ＮｬＺＡｪｾのコーディネーターを務めている 。 それぞれ好評を得ており、

街のシンボルとして地域になじんでいる 。近畿地建営繕部は行

政事務に精通している建築組織として自治体に評価されている 。

その他コンペ等で外部の先生方によるものは、 「国立京都国際

会館 ・京都近代美術館 ・奈良国立博物館」大阪では 「国立文楽劇

場」 などがある 。

作品の 一 端を、利介したが、 ｾ ｲｬ して流れている思想はい平

H月で直裁な思考々である 。 その建築が利用者、使用者に対して

如何にあるべきかと考え、サービスから取りついている 。 この

ことを共通のベースにそれぞれの個性を大事にして{ 小、よく ・分

か りやすい ・目的に合 った、そして明るく快適な表現をもっ建

築をめさしてきた 。

地方性というようなことにしても、その地方の環境に合わせ

て、その建築の目的を素夜に追求すれば、自然、に輸にじみ出る H

ものであるという考えに立っている 。特殊な場合に特別な人が

設計する場合は別であるが、組織による設計はその最大公約数

となるものを抽出して検討されるべきで、バランス感覚を第一



に:考えている 。

うるおい ・ゆとりあるいはアメニィティという 言葉に表われ

ている ように、時代背景は変化しているが使う人に対するサー

ビスの精神とバランス感覚は大切なものとして、 l宅実で長〈親

しまれる 、そして魅力ある建築 をつく っていきたいと考えている。

，建設省では毎年 3 月、設計コンクールという楽しい行事があ

る。全国から代表作をもちより、 一つ一つの作品について批評

し、J す議するものである 。昭和26年 ・設計のレベルア ップを目

的に始められ、 H下年で45回を数えている 。近畿地建の作品は話

題になることが多〈、大臣賞をはじめ、ほとんと" 11}一年、 8 寄IJ 方

受賞して いる 。何か新らしいこと を提案しようと励んでいる 。

4主設省の役割は、優れた官庁建築をつくることと、もう一つ

車要なことは公共建築全体のレベルア y プとそのしくみを考え

実行する ことと考えている 。昭和63年 「公共建築賞」が創設さ

れ、公共建築に対する関心をも ってもらい質の向上をはかろう

としている 。 その特徴は設計 ・施工が優れているだけでなく、

市民に税しまれ、地域に貢献していること、保全がよく行われ

ていること などの視点からも 評価するもので、 3 年以上経過し

た建築を対象としている 。 第 l 回では「兵庫県公館」が建設大

臣1 ' t を受賞している 。

営的組織の多くは設計ーを外部に委託しているが質の高い建築

をつくるには 、なんとしても質の高い設計を求める必要カ、ある

わけでその委託のあり方を「官庁施設の設計業務委託のあり方」

として建築審議会に諮問し答申を得ている 。 また新しい庁舎像

についてもそのイメージを描こうと具体的な作業を行っている 。

先日、建設省では外部空間の襟 il' ¥が出来たが、技術資料の主主

fiiij にも努めている 。 なかでも建築 ・電気 ・機械の共通仕様書は

4 年ごとに改訂され、自治体のほぼ1 0 0 %に利用されている 。最

j5 : は積算資料に関心がもたれており、説明会には多数参加いた

だいている 。

また、外に向 つては、大阪建築業協会とは他の国の機関、自

治体の方々にも参加してもらい、近畿公共建築問題懇談会およ

び研究会を設けて、精算 ・工Jtil など当面の問題について意見を

かわして広い意味で公共建築のレベルア ップに努めてい る。

営締組織の仕事のかかわり方であるが、建設省と自治体て‘ は

多少異なるが、国のすべての施設は建設大臣の意見をつけて予

算要求されるしくみにな っている 。 その実施にさいしては自主

設計 ・監理を行うことを原則としている 。近畿地方では大阪府

・兵庫県をはじめ、多くの自治体が白から設計 ・院理を目ざし、

地設の構想、 ・企画にもより初期の段階から参画するよう努力さ

れているのは心強く思 っている 。

|ニ|から設計し監理することは人手のこともあるが、いくらか

でも行うことは大事なことと考えている 。 これがなくなると、

技術力が低下して、ひいては委託先の業務の良し悪しや、経済

性の半IJ 断が出来なくな って、組織が空洞化し、再生能力がなく

なってしまう 。芯、のないリンゴにな ってはならない 。すぐれた

建築をつくる能力があ ってこそ、企画 ・計画にも力を発揮でき

ると考えてい る。

これからの営的ということになるが、公共建築は街の核とも

シン ボj レともなり、ときには賑わいの T/t. f i になる 。 このことを

H党し、単に建物を建てるだけでなく、そ の地域に何が必要か、

求められているものは何かを把み、企画し実現できるよう、す

べての営繕組織が連携して、 この目的に向うことが必要で・ある 。

，建設省では「第 2 次官庁施設経備 10 ヶ年計画」 をたてて順次

終備を進めているが、自治体との計画とも主主合して、その地域

にふさわしい行政の場をつく っていきたいと思 っている 。国の

施設のスト ックは膨大なもので7000万円ずとも 言われて いる 。保

全の必要からも、施設台 Ipk を笠備して、 これからの企画に生か

していきたい。

大阪では 、 O B P というビジネスパークが完成した 。大阪城

ともあいまって、休日もにぎわ っている 。 食事もお茶も楽しめ

て、時には散歩に訪れたくなるような官庁街を実現し、街づく

りに六献していきたい。

そのためにも近畿地建営械部は、のびやかで自由な空気のな

かで、どんどん新しい発想 ・考えが生かされ活性化したはなや

いだ集団でありたい 。時には 冒険し、心と想いをこめて創造力

作かな建築をつくり、近畿の建築文化の向上に一層の努力をす

る所存である 。

変らぬ御支援をお I，9.II 1 ，- 、するとともに、私どもへのメ ッセージ

を頂いた諸先生方をはじめ、この企画をされた日本建築協会、

御協力 くださいました関係者の皆様に心から厚くお礼申し上げ

て、こ挨拶といたします。

( かしやま ま さ ひ こＯ ｾ 建 設 省 近畿 地 Ｑｭ 設 ｽＮ［ｪ 営綿 郎氏 Ｉ

l¥( 'ド成 3 年 6 月 l 日付a! 1¥
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公としての度量

大谷幸夫

京都の宝ヶ池に立つ国際会議場では、その建設に際して、私

は近畿地方建設局営繕部の皆さんから大変なお力添えをいただ

いた 。私の能力を超えて難しい仕事であ ったこと 、その上いわ

ゆる政治的要請で、コンペ終了から杭打ち開始まで 5 ヶ月足ら

ずというスケジュールが強行されたため、全工事期間を通じて

保留してきたさまざまな問題の調箆に追われました 。 そうした

対応や取組みにあた って、建設省営給部が 身につけ蓄積してこ

られた見識と経験に私は大いに支えられた、ということです。

その会議場竣工から既に四半世紀の時が過ぎています。 その

問、昭和44年から 46年には第 2 J切の建設として施設の増築があ

り、昭和57年から 60年にかけて第 3 期の展示棟の建設が続いて

います。つまり、私は - i 'I して近畿地建営利部のサポートをい

ただきながら、時代の移り変りの中で、会議場が社会の要請に

答えようとする慎索と営為に関わり続けることができたわけで

す。建築家としてそれは大変幸せなことであり、建築家として

の地位が永続して認められたことに、私は i采〈感謝しています。

なお、昭和62年度には、竣工から 20年を 経た会議場の改修に

関わる建物の調査 ・診断そして改修計画が近畿地建営給部のも

とで綿密、に行われています。会議場の建築に責任を負う者とし

て、改めて建築 を守 り育む上で、建築に取組む確かな体制 ・組

織が社会の 中で確立し、それが持続しているという ことが如何

に大切なことかを痛感しました 。 そこでは次の 2 つの ことを私

は心に銘記しています。

第 1 は、この調査を担当する建築保全センターの責任者は、

会議場を実現させるべく計画を推進された当時の小場営結局長

であり、調査 ・改修計画の直接の責任者は、最も難渋した第 l

J閉め現場で指揮をとられ 、建設の過れを熟知された近畿地建の

楠部さんです。会議場の調査 ・改修計画でこれ以上頼りになる

人選は 考 えられません。固め機関として、公共建築を永続して

育んでゆ こうとする国の営械部の存在 なくして、 このような好

条件で建築を見守 ってゆくことはできないでしょう 。社会の中

に建築を考え経験してゆく永続する体制 ・組織、ということを

私が強〈意識したのも 、こうした事実を見せつけられたからで

す。

もう l つの理由は、私が 1 人の建築家という立場に固執し、

確固たる体制 ・組織の対極のようなところにさまよっているこ

とに関係しています。それは、孤立した l 人の建築家が一生の

聞に経験できる建築は、その数も種類も極めて限定されたもの

148  建築と社会/ 1991年 6 月号

です。私は この限られた経験と機会しか許されていない条件の

もとで、如何にして建築をより深〈捉え表明することができる

かを考えてゆかなければならないわけです。

そこで考えられることの一つは、優れた社会の部分としての

的固たる体制 ・組織と、適度なコ ンタク トを成立さ せ私の限界

を補填 ・修正することです。 しかしそこでは、巨大な組織体へ

の従属という 「自律的な在り方の解体」 を常に意識しておく必

要があり ます。 もう一つは、関われる建築は脅しく限定されて

いて も、その建築への関わりを永続さ せることです。一つの建

築を時代や社会が変動する場に据えて、捉え続け考え続けるこ

とで、建築への考えと経験を深めることを期待するわけです 。

l 人の建築家が、自己の限定性を乗り超えるための有力な方

j金と して以上の 2 つを考えますと 、京都の会議場では、私は建

設省営給部と りわけ近畿地建の営給部の支持によ って、 この 2

つの方途を 同時に満たすことを 杵され たことになります。つま

り国の機関は、長い年月にわた って蓄積された情報や知恵を私

に提供され、 3 期四半世紀にわた って会議場の永続的取り組み

の機会を私に保証された のです。

こうした事実を踏まえて私が改めて 、公的機関の見識と度量

そしてほんとうの自負心、とい ったことを 心 に銘記したのは 当

然の感慨 というべきでし ょう 。 そしてこの感慨はさらに広が っ

て、固 め機関として 培か つてこられた公といも のの見識と度量

によって、より広範な社会の部分の受容を果されること 。ある

いは 、時代の変動によ って提起 された新たな社会的問題への果

敢な取組みによ って 、新しい H寺代における公の見識と気品を体

現されることへの期待て、す。

それは、わが国が国際社会の 中で約束した膨大な公共事業の

こと、さらに、東京への一極集 中構造のもとで、関西を預かる

近畿地建の公としての責務は大変なものと思われます。 そこで

私が気持|、 1) なことの一つは 、今日では膨張する国際社会や国家

の レベルの巨大な社会的・公共的命題と 事業が 、{ 問別 の地域を

構成する人びとのこれまでの生活や歴史を圧倒していることで

す。近畿地建の皆さんが、機関としてこれまでに培 ってこ られ 、

私にも示 して下 さった公としての見識や公正性への気概と度量

によ って、現代のわが国に広カ、る社会性 ・公共性の次元でのこ

の極端な分裂状況に果敢に取組んでいただき 、公というものの

ほんとうの気品を示していただきたいと思っています。

( おおたに きちお/ 東京大学名 督教段、大谷研究家 )
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公共建築のパブリック性

中長

現代都市の特徴として、個別の建築が各々一つの都市であり、

その連鎖性によ って都市全体としての豊銭性を求める動きがあ

る。 そうい った建築そのものが一つの都市であるための第一条

件に、人びとが精神 の高揚を感ずる場としてのパブ リック性を

もって いるかどうかにある 。

実| 僚の建築の「公共性」は、パブリ ック性の有無が問題であ

り、いわゆる公共建築でも パブ リック性の無いものもある 。 ま

た、商業建築や住宅でも 時代のパブリ ック性の主張や表現が

あり、あるいは社会にそういうかたちで受け入れられていくと

いうものがたくさんある 。 そういう認識に立って 「公共性」と

は何か ということを考えていく必要がある 。

京都国立近代美術館では、京都という都市の場所性、時代性

における 状況とのかかわ りあいの中から、建築のあり方を考え

ていた 。平安神宮を中心に鱗えた岡崎公園の建築群、大鳥居 、

琵琶湖j疏水、東山の風景とい った環境の中で、 20世紀の美術と

日本画 ・工芸を 中心 とした展示と収蔵、倣地と建物の規税、風

致地区条例の制約などの条件のもとに、建築の表現において、

日本と西洋、近代と過去、透明性と 重厚性 、水平性と垂直性、

部分と全体などが二重の様相 として写し 出されている 。

また、内部空間は、そういったコンテクストを意識しながら、

文彦

1  ，; 皆の展示ロビーにおける疏水と刈り込み、 4 階ロビーの東山

と大鳥居との関係は、訪れる人びとが美術の置かれた空間のな

かで、豊かな時を過ごすことのできる雰囲気を醸しだしている 。

美術館は、人び とを感動させる よっなノ マブリ y ク性の高い場

である 。美術との 出会いは、人 びとに感動を与え、創造力を高

める 。 しかし、美術館の中での感動は、美術との出会いだけで

なく、それが置かれ た場に対する印象が絶えず 同時に 記憶に残

っていく 。つま り、 美術館というのは絵を観賞す るだけ でなく 、

同時に、立ち止ま った瞬間にある場としての経験がある 。つね

に美術というのは場所性をも っており 、場所の記憶と結びつい

ている 。 そういう場をたくさん持つということは、小さな都市

のようなもので、建築というのは 、そ のなかを旅する場所と い

うことである 。

京都国立近代美術館は、近畿地方建設局営結部の監督のもと、

私たちの事務所で設計・監理を行い、昭和61年に完成した 。 設

計 ・監理にあたり、プ ログラムづくりから、関係官庁や地元と

の折衝、技術面での検討調査などにおいて、近畿地方建設局営

繕部による全面的な協力と優れた技術的パ ックア ップによ って

はじめて完成したことを感じている。

( まさ 山み ひこ / 柑I総介aHiIii 事務所代表取締役 )
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官公庁営繕の将来の在り方

近畿地建営給部は、これまでに、優れた堅実な実績を柏重ね

てきている 。全国の地建のなかで関東地建に次ぐ施設件数を擁

しているという事情も作用しているのだろうが、建設省営械工

事設計コンクールにほとんど初回入賞しているのは 、近畿地建

の技術水準の高さを示しているものといえよう 。特に感心する

のは、設計の外注化が一般形態とな ってしま っている官公庁営

結の なかにあ って、近畿地建がーこれは建設省営給に共通して

いることかも知れないが 一内部設計を行 っているという事実で

ある。内部設計主義が i'Iかれていてこそ、技術水準の維持向上

が図れるのであろう 。

近畿地建のこのような仕事ぶりは高〈評価できるとして、 「官

公庁営約の将来の在リ方」については、検討しなければならな

い点がいくつかありそうに思われる 。

「官公庁営給」 の設計主体としての特質は 、「官公庁」 と 「営

結」 とにある 。 まず 「営結」 について 。営的は建築主に直属す

る設計主体である 。 したが って、建築需要者としての建築主の

控築要求を直接に詳細にくみ取ることカ、出来る 。特殊な要求や

機恋を要する事柄にも対応しうる利点がある 。同種の建築が繰

り返し建設される場合には、次第に欠陥を修正して洗練の度合

いを高めることも出来る 。営的の宿命的な弱点は、ひとつには、

設計事務所の ような自由な振舞いカ、できないことであり、もう

ひとつには、建設業のように生産技術とつなが っているわけで

はなく 、ハードの技術開発とは紘遠いことである 。

常持の設計外注化は、設計活動が建築主に直属するメリ ッ 卜

よりもデメリ ッ トの方が大きい、という建築主自身の判断を 示

しているように思われる 。営純 の立場を高めるためには、まず

，建築主に直属性のメリ y トを意識させ 、「中i ( りにされる存在」に

ならなけれは.ならない 。 そこでは 二つの役割が大事である 。 ひ

とつは 「企画」の役割である 。主管音[S局の建築要求を待 ってい

て、依 ｾｩￚ に応じてはじめて業務に取り組むのではなく、絶えず

建築詰要ーを独自の調査によ り把慢して、建築化への提案として

千六位的に打出す姿勢が求められる 。官公庁営械の場合は、庁内

主管部局の行政要求を超えて、直接国民や住民の建築要求に接

して、これを組織化する努力が望まれる 。もうひとつは 「保全」

の役割である 。営絡は、数多くの建築物を保有する建築主が、
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和夫

それら全体を適切に運営して最大限有効に活用する仕事に参加

すべきである 。 この仕事は、建築主に直属する 「営的」 という

立場のメリ y トである 。省庁や部局を超えた土地・建物の資産

竹; 理が可能になれば、建築の複合化や合築にも発展しうる 。 こ

の ような意味で、建設省営t出の イニシ ャティブによる 「合同庁

合」 システムは見事な成果だといえよう 。

次ぎに、 「官公庁」について 。我が国の近代初期において官公

庁は最大の建築主 であり、建築家の最良の職場でもあ った。民

間建築の比重が圧倒的に大きくな っている今日では、官公庁の

比重はごく小さくな っている 。 それと同時に、官公庁建築の意

義がかなり変容している 。 このことは案外気イすかれていない 。

つまり、かつて建築界の主流をしめていた頃の官公庁建築が近

代国家を形成するための活動であ ったとすれば、現イlーは、国や

円治体が住民の福祉のための空間として公共建築を提供する行

政活動とな っている 。閉じ建築活動ではあるが、その行政上の

意味合いは、今日、より強くな っていると理解されよう 。官公

庁営的には従来より以上に 「行政」 という観点を強めることが

肝要で‘ある 。

近畿地建のかつて の建築課長であり、名建築 「奈良県庁」の

設計者でもあ った片山光生氏が、官庁建築に必要な設計態度と

して挙げられておられた 9 つのポイ ン トー使いやすさ、分かり

やすい平面、実質性、維持管理のしやすさ、安全、ローコスト、

紋新の技術、明るく快適な表現ーは、社会の中での 「建築」 と

いうもののスタ ンダードな在り方を示している 。有そやかな前衛

ではなく、むしろ堅実な後衛としての役割を自ら演じてみせよ

う、とい ったところに 「行政」 の意識が感じられる 。

各時代にはそれぞれの建築テーマがある 。かつて、 fl(O・I震件ーの

IIl J上」、「不燃化の促進」、「生産の工業化 ・合理化」 などがテー

マとな った時代があ った。現在は、 「環境の保全」、「景観の良好

な形成」、「居住者の参力日」、「高齢者への対応」 などが、重要な

テーマとして登場している 。 これからの官公庁営絡に期待した

いのは、こうしたテーマを掲げて新時代の魅力あるまちづ くり

に貢献して欲しいことである 。近畿地建が、その先頭に立 って

頂けるように、切に望みたい。

( たつみ かず お/ 京間i大-'1:教授 )



メッセージ

魅力ある公共建築をめざして

原田明治

近年、生活水準の向上や余暇 l時聞の増大を背景として、人々

の生活意識が個性化、多様化するとともに 、 日常生活ーにおいて

も、ゆとりゃうるおいとい った真の位かさが実感できる生活を

ポめる声が高ま ってお り、生活基鍛である都市環境についても 、

地域の文化や伝統を生かした個性 11かで魅力ある都市景観を創

出していくことが求められています。

また、公共建築についても行政需要の変化に対応、した新たな

公共建築像が求められてお り、利用者にと って使い易〈 、地域

に永〈親しまれる施設であることは勿論のこと 、まちのランド

マークとして、都市の景観やまちなみをリードする等、いわゆ

る「いい建築物」を造るとし寸本来的な役割lが求められていま

す。 また、公共施 設の一団地化によるンピ ックセンターづく り、

公共建築の合築複合化によるまちの活性化や土地の高度利用促

進等、都市計画やまちづくりへの参画が重要な課題とな ってい

ます。

こうした中にあ って 、国や各自治体において、まちづくりや

公共建築のありかたについて様々な取り組みがなされており、

大阪府においても、 21世紀に向けた世界都市大阪にふさわしい

文化性叩かな魅力あるまちづく りに向けて、景観上優れた建築

物やまちなみを表杉する「大阪都市景観建築賞 ( 大阪まちなみ

社 )J や、まちづくりに関して、特に顕著な功績のあ った団体や

個人に対し、まちづく り功労者知事表杉を行うなど、市町村と

迎携して都市美観の誘導や 、住みよいまちづくりを進めており

ます。

また、公共建築についても、文化 ・芸術性が高〈、多くの人々

に愛され親しまれる公共建築づくりをめざし 、大阪府が建築し、

運営 ・管理する 公共建築の哲学 ・ポ リシーと な る「公共建築特備

帰針」 を昨年 9 月に策定し、現ギ「、その具体化の一環として、

今築複合化や 、公共施設における駐車場のあり方についての検

討を行うとともに 、これらの施策を実現させるために 、刊かな

創造性と技術力を議桁すべ〈組織づくりを進めていると ころで

あります。

近畿地建営約百1¥は、昭和 2 4 年の創設以来 、内部の技術者が

設計 ・監理を行い、いわゆる「手づくりの公共建築」 を続けて

おられ、そのため 、近畿地建営給部の作品には、公共建築に対

する雌固たる計画理念とそれを支える技術力が感じられます 。

公共建築として 、利用者に親しまれ、使い易い建物はどうある

べ きか、保全のしやすい建物はどうあるべきかとい った建築計

阿の基本を常に考え、また、まちの景観をリードするような魅

力ある建物づくりを目指した技術の蓄桁と実力がみうけられま

す。 その計画カと技術力こそが奈良県庁舎、天理市庁舎等 、街

のシン ボルとな っている建物を数多く生み、最近では八尾税務

将や大阪法務局天王寺出張所等の明るく 、明快で 、ゆと りと親

しみのある公共建築づくりの原動力となるとともに 、神戸地裁

にお いては明治時代の赤レンカ、の 外壁を保存する手法を生み出

す源とな っているのでありましょう 。

文化 ・芸術を備えた魅力あるまちには 、人々が集まり、賑わ

い、まちの活力を生み、さらには 、人々が自ら魅力あるまちつも

くりに取り組んでいく原動力となっていく 。今後、都市の景観

をリードし、まちの魅力を高めていく公共建築への期待が高ま

る中で、近畿地建営時部の活躍がますます重要にな っていると

存じてお ります。

一方、営*- /，' Ｇ ｊ Ｂｾ 業を進めるうえでは、建設労働者不足の問題、

建設業界の構造改善、発注条件の改善など、発注者として取り

組んでいかなければならない問題や、さらには、省資 ｩｊｾｬ や省エ

ネルギーを始めとした 地球環境につながる 問題 、高齢化社会や

附害者への対策 、車社会、情報化社会、国際化への対応等 、今

日的な行政課題を数多く抱えています。

近畿地建は、 このような行政課題に先進的に取 り組み、モデ

ル事業の笑施や研究会を 開催するなど 、自治体 に対 し常に 刺 激

を与えるとともに、 問題の解決に努めていただいている 。

今後とも、多様化、複雑化していく行政課題に積極的に取り

組まれるとともに、 地域のシンボルとなる公共建築づく りを進

められ 、都市景観の向上や、魅力あるまちづくりに貢献されて

いくよう期待しております。

Ｈ はらだあきじ Ｏ 大阪 ｉ ｃｦ ｩｬｬｾｭ ＾ｬ正 Ｉ
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『近畿地方建設局営繕部』作品特集

協 賛

建設難 大 日 本 土 木 22 大 阪 支 底 大阪市北区堂向2- 2- 2 T E L06- 341- 5931  

25 青 木 建 設 大阪市北区大淀南 ト4- 15 T E L06- 458- 5851 鉄 建 建 設 25 大 阪 支 底
大阪市中央区瓦町3- 3- 7 T E L06- 201-1881  

22i 菱沼組 大阪市天王寺区東高津町12- 6 T EL 06-768- 5222  戸 田 建 設 塁 塁 大 阪 支 庖 大阪市西区西本町ト13- 47 T E L06- 531- 6095 

安 藤 建 設 塁 塁 大 阪 支 庖 大阪市悩);h区福 jゐ6- 3- 21 T EL 06- 453- 2190 
東 海 興 業 雲 芸 大 阪 支 庖 大|仮市北区堂 J，b浜2- 2- 8東洋紡ビル

T E L06- 348- 5602 

25 大 林 組
大阪市中央区北浜東4- 33 T E L 06- 946- 4578 東 急 建 設 塁 塁 大 阪 支 底 大阪市北区西天満5- 14- 10 T E L 06- 313-1371  

22 奥 村 組 大阪市阿倍野区松崎町2- 2- 2 T E L06- 621- 1101  苦 言 中 野 組 大 阪 支 底 大阪 市城東区中道ト1- 1 T E L06- 972- 6221  

海 原 建 設 短 大阪市北区悔回1-2- 2- 300 T EL 06- 346-1900 日産建 設 雲 塁
大阪市西区江戸現1I ト6- 14 目立造船ビル T EL06- 444一1611

鹿 島 建 設 鮒式 建 設 総 事 業 本 部 大阪市西区阿波座 1- 3- 15

日 本 国 土 開 発 25
大阪市西区西本町 1- 10- 10西本町全日常ピル

大 阪 支 庖 T E L06- 536- 3311  T E L06- 538- 7351  

勝 村 建 設 25 大阪市淀 川 区西 中 ｽ ＺＧ｜ＶＭＷＭＸ 大 ｉｉｾ ビル ｔｅｌ ＰＶ Ｍ ＳＰ Ｔ Ｍ ＶＰ Ｑ Ｑ フ ジ タ 工 業 言 語

大阪市北区立山2ート 16 7 ジタ ・東洋紡ビル

T E L06- 348-4510  

25 神 崎 組 大 阪 支 庖 大阪市北区曽十l { 的新地l ート36 T E L06- 341- 7371  
前 田 建 設 工 業 雲 芸 大 阪 支 庖 大阪市都島区東野田 町2- 4- 20

T E L06- 353- 7891  

協 和 建 設 工 業 雲 華 大 阪 支 庖

大阪市北区天神怖2- 3- 9第一ピル

真 柄 建 設 言 語 全沢市彦三町ト13- 43 T E L0762- 3ト1266

T EL 06- 351- 9701  

25 熊 谷 組 大 阪 支 底
大阪市若II!:.¥区)11"町2- 10- 5 T E L06- 352-1151 25 増 田 組 京都市伏見区京町北7-1 1 T E L075- 601- 7321  

25 鴻 池 組 大阪市 中央区北久宝、子町3- 6-1 T E L06- 244- 3500 ま 若 松 村 組
大阪市北区天I1日)2ート33 T E L 06- 353- 1131  

佐 藤 工 業 25 大 阪 支 庖 大阪市中央区北浜ト1- 6 T EL 06- 203- 7221  三 井 建 設 言 語 大 阪 支 庖 大阪市 1' 1' 央区本町4- 4- 25 T E L06- 243- 3411  

清 水 建 設 25 大阪市 中央区本町3- 5- 7 T E L06- 263- 2811 村 本 建 設 言 語 大阪市天 J:. .'f 区四天_ E .' J' I- 5- 43 T E L06- 774- 2111 

25 銭 高 組 大阪市西区西本町2- 2- 11 T E L06- 531- 6431  ま ま 明 和 工 務 庖 担l'戸市 中央区下 山手通5- 6- 6 T E L078- 351- 0921  

大 成 建 設 苦言 大 阪 支 底 大阪市中央区北浜3- 7- 12 T E L06- 203- 1131  塁塁 森 組 大阪市 中央区道修町4- 5- 17 T EL 06- 20ト2761

竹 島 建 設 言 語 京都市南区西九条御幸田 町14 T EL 075- 681- 1441  認 ヤ シ ロ 工 務 庖 ｴ［ ｾｾ ｾ Ｚ＠ rl1洲町15- 8 T E L0776- 36- 4500 

言 語 竹 中 工 務l吉 大阪市 中央区本町4- 1- 13 T E L06- 252- 1201  
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電気・空調・衛生設備 新 日 本 空 調 塁塁 大 阪 支 庖

大阪市北区立! : ，¥i J U- 2- 6新ダイピル

T E L06- 344- 6031  

浅 海 電 気 製 大阪市北区西天満3- 7- 4 T E L06- 362- 8701  須 賀 工 業 密 大阪市西区土佐痢 1- 2- 30 T E L06- 441- 5171 

浦 安 工 業 言語 大 阪 支l吉 大阪市北区知的2- 3- 5 T E L06- 35ト7502 住 友 電 設 22 大阪市西区阿波座2- 1- 4 T E L06- 573- 3450 

沖 電 気 工 事 22 関 西 支 庖

大阪市 ｲ ｬ ｾ Ｇ 央区本 ｬ 町 ＳＭＴ Ｍ Ｘ 東京建物本町ビル
ダイダン 22 大阪市西区江戸坊i1- 9- 25 T E LOか 44ト8231

T E L06- 266- 7701  

川 崎 設 備 工業 ま ま 大阪市部品区中野町4- 3- 9 T E L06- 352- 5371  き語 大 気 社 大 阪 支 社

大阪市北区中之仏 3- 2-18住友 中之jゐピ ル

T E L06- 448- 5851 

川 本 工 業 苦喜 大 阪 支 庖 大阪市中央区瓦IIIT4-5-9 T E L06- 232- 2471 大 成 温 調 塁塁 大 阪 支 盾 大阪市北区西天1的5- 2-18 T E L06- 361- 7591  

25 協 和 エ ク シ オ 関 西 支 庖

旧 社 名 協 和 電 設(附 大阪市西区京l町t!ll 3-6-13 T E L06-459- 2820 第 一 工 業 雲芸 大 阪 支l吉 大阪市北区西天川13-6- 14 T E L06- 364- 6661  

旭日 電気 工業雲芸 大 阪 支 社 大阪市西区北掛 U -I- 30 T E L06- 531- 5566 東 光電 気 工事塁塁 大阪市中央区高魔統4- 3- 7 T EL 06- 202- 0325 

栗 原 工 業 22 大阪市北区角田 町1-1 T E L 06- 313-1101  東 邦 電 気 工業雲芸 大阪支庖 大阪市北区大淀南3-8- 12 T E L06- 452-190 1  

塁塁 弘電 社 大 阪 支 庖 大阪市東淀川区西淡路 1- 13-18 T E L06- 322- 5671  言語 西 原衛 生 工業 所 大 阪 后 大阪市北区 '1' i-lt6- 8- 4  T E L06- 458- 3628 

五 建 工業 雲 託 大 阪 支 底

大阪市北区 中之!:占3- 6- 32ダイビル

日 本 エ レ ベ ー タ 製 造 雪芸 大 阪 営 業 所

大阪市西区江戸刷会6- 35

T E L06- 443- 4171  T E L06- 441- 8021  

三 建 設 備 工業 若 草 大 阪 支 庖 大阪市北区約怖IIIT3-5 T E L06- 352-1131  日本電 設 工業室主 大 阪 支 庖 大阪市北区 Ｚ［ ｾｉｉｉ［ＮｪＳＭ Ｑ ＷＭＱＵ T E L06- 372- 3533 

三 精 輸送 機 25 大阪府吹田市川坂町ト13-18 T E L06- 385- 5621  フジ テ ッ ク 塁塁 大 阪 支 庖 大阪市西区靭本町]- 7- 4 T E L06- 44ト8521

三 宝 電機 雲 量 大阪市 ｾ ｴ ｬｒ天ｩｊ Ｚ ｬＮ ｪＲ Ｍ Ｖ Ｍ ＸＧ［ｾＺ ビル T E L06- 364- 1471  
一 菱 電機 塁 塁 間 支 社 ー 部 大阪市北区立 J占2- 2- 2

=  西 ビ ル シ ス ァ ム T E L06- 347- 2316  

新 生電 業 25 大 阪 支l吉 大阪市北区! 在山初 八 千 代電 設 工業 雲 芸 大阪市中央区森ノ宮中央l ート38 T E L06- 941- 6532 
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機能、デザイン、カラー。術「の新い、スタンダード li 、この方向に向かう。

サクラノレは、仕立ての良 L 、スーツのように、あなたの体にジャストフィットす

るチェアです。ヒップチル ト機惜の 採用 tボディの 大恥i な軽 註化により、オ

フィスワーカーの 迩 勢 の 変化を常にが.Jp艇にサポート。座っているニとを意

識させて快適なテ.スタワークを実現します。テ.ザインの重要なフアクター

である 色彩システムに li 、イタリアの デザイナー、 クリ ー ノ・トリーニ ・カス

テッリとの 共同開発による「イトーキ ・ニューカ ラー ・プログラム」を適用。

本体色に Ｒ 額 ｾｩ のグレ 一 、それぞれにグレ ー と コーデ イヰ ートさせた Ｗ 色

ずつの街地カラーを係 111してL'.!: す。機能、デサ'イン、カラーシステム、全て

にニれからのスタンダー ドに」、さわい、厳しい基準を設定した サ クラノレ

チェ九その帝王やかな r必心 JtEJ がオフィスワークを変λ ます。

f士機・ヒップテ Jレト機備、ガス上下限節、樹脂製5本脚 本体色・ダーフグレー. グ

レー 張地色. グレイッシュブJ L- - 、グレイッシユグリーノ、グレイッシュピン? など、全11色

サクラjレチェア|Sacral l

ソ

フ

ト

タ

ッ

チ

の

椅

ヴ

セ

7 G 

ITOKI  

NEWCOLOR 

PROGRAM 

影 務 次色

新発売

相転式会社イトー字

東 京 都 中 央 区 銀座 ト8- 19 干104 T e1ephone  0 3  3566- 5211 お客線係wイヤJ レイン)

大阪市中央区道修田J 1- 5- 18 干541 Te1ephone 0 6  223- 3050お客機係 (ダイヤルイン)
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ガス温水床暖 l

京 都 支 社 京 郡 市 下 京 区 中 堂 寺 票 田 町1tr075(312)3961 

奈 良 支 社 奈 良 市 学 園 北 2 ・ 4 ・ 1tr0742(44)1111 

和 歌 山 支 社 和 敏 山 市 本 町 1 ・5tr0734(31)2481 

姫 路 支 社 姫 路 市 神 屋 町 4 - 8  tr0792(85)2221 

東 婦 支 社 加 古 川 市加古川町粟津29・1tr0794(21 )1801 

豊 岡 支 社 豊 岡 市 三 板 町 6 - 5  7tr0796(23)2221 

湖 南 支 社 草 津 市 追 分 町 字 荒 縄680-1 tr0775(62)5311 

彦 根 支 社 彦 線 市 大 東 町 12  - 11 tr0749(22)3131 

( よーし、わが家も考えてみようと思ったら、)

ｬ ガス温水床暖層に関する資料請求 ・お 問合せ ｉｾ ，お近くの大阪ガス 畠支 社まで Ａ

大阪エネルギー宮軍部 大阪市西区千代崎3-2-95tr 06(582)0471 

南 部 支 社 幌 市 住 吉 橋 町 2- 2  - 1  9tr0722(38)1131 

北 部 支 社 高 級 市 藤 の 里 町 39- 6tr0726(71) 0361 

阪 神 支 社 西 宮 市 和 上 町 4 - 1  1  tr0798(26)31 01 

東 部 支 社 東 大 阪 市 稲 葉 2- 3  - 1  7tr0729(62)1131 

神 戸 支 社 神 戸 市 中 央 区 東 川 崎 町1ーか2tr078(360)3024 
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カンベフロンcw

レタンP A

レタンP A Q

マジクロン

21世 紀 を 目 前 に 控 え た 今 地球をとりまく 環 境 は決し

て安心で、きるものではなく、今後ますますその状態は

進 む と 思 わ れ ま す 。 オソ守ンホ ー ノレの破壊や酸性雨、地

球 全 体 の 温 暖 化 な ど が も た ら す 影 響 は 大 き く 、 私 た ち

の 生 活 に 無 関 係 で は あ り ま せ ん 。無 論 、 そ れ は 建 築 物

つ い て も 同 じ で す 。 これから 建 設 さ れ る 建 物 は も ち ろ

ん、塗り 替 え な ど を 行 な う 際 に は 、 そ れ に よ っ て 建 物

の 寿 命が 大 き く 変 わ っ て く る た め 、 塗 肢 も 厳 しい 自然

環 境 に 耐 え ら れ る も の が 必要 とされてきます 。私 た ち

は 今 日 の よ う な 高 度の 耐 候 性 が 要 求 さ れ る 時 代 を 予 期

し、時代のニーズに応えるべく 塗料 の 研 究 ・開発にし、

ち早く 着 手 して 参 り ま し た 。 |到 西 ペ イ ン トの 外 装 建 材

シ リーズは厳 しい品質検査、 耐 候 性 試 験 を 繰 り返 し、

実 績 にお し、 てもその性能が証明されているものばかり 、

さまざまな T P O、設 計 者 ・施 工 の ニ ー ズにお応えする

スーパ ー ペ イ ン ト で ず 。

国AL ES CQ 

関西ペイント株式会社

- ぉIl nい合わせ、資料のご前求 11...

本社/ 干541 大阪市中央区伏見町4- 3-6 

TEL 06-203-5012 

東京/ 干140 東京都品川区東大井5-24-15

TEL:03- 3472- 3111 
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ｾ￭ｮ､ ｬＡ ｮ＠ 設備総合エンジニアリングで

世の中を支えま主

あなたの暮らしと「きんでん」は、じつはわろんなとニ

ろで結びついていますL アークヒルズのインテリシェン

トピル群で、大阪ヒ.シネスパークの超高層ヒル群で。

さらにはマンションのホームオートメーションにも

「きんでん』の妓術カ旬、きづいているのですL膨大な経

験の蓄積とひたむきな冒険心で、いつも 『世の中の

底力』でありたい。もっといろんなところであなたと

株式会社きん乱

本 庖 〒531 大阪市北区本庄東2丁目 3番41号 ft 06 (375)  6000 東京本社 干141 東京都品川区東五反田5丁目 25番 12号 ft 03 (3447) 3151  15 7  



カーテンウオール

エクステリア

158 

ピル用建材

住宅用建材

E E国

庖舗用建材・中低層ピル用建材

あ

な

fニ

の

息

d フ

ぞ

E  

新

日

軽

の

「

快

適

」

倍以。 学ぶ。 遊ぶ。 憩う。あらゆる暮らしのシーンに、息づく新日$ 査の「快適」。

総合建材の供給を通 し て、住む人の心を大切に した 環境づくりを提案 し て ｾ ，ｾ Ｍｴ ｯ＠

総合建材サプライヤー

新日軽株式会社 主阪支EjZ思惑22T昆ZLl7lTJ2L阪ビル3F) 雪1251Jf:1i



新時代のホテルを快適に演出する、

スミノ工のトー勿レ・インテリ九

ゆとりに満ちたコミュニティ・ステージ、から、個性を生かしたパーソカν ・スペースまで、優雅なくつろぎシーンをトータルにコ一戸川、イト。

スミノエは、時代のトレンドを促えた豊かな商品群で、クオリ到の高い快適空間づ〈りをサポートしますL

E閣 ゆ帥仇…伝制ル…イ作M〆汁テ庁閃…ラ刊叩九イ作叶フ苅 を 叩 … す 刊 叫 一る叫曙繍W町肘ブ

置 |住 江 織 物 株 式 会 社

SUMI NOE 

. 大阪支庖/ 大阪市中央区南船場3-1 ト20 TEL. 06 (251) 7944 ・本社/ 大阪市 中央区南船場3-11-20 TEL. 06(251)0698 ・東京支庖/ 東京都港区三因子 13-16第43森ビル8F TEL. 03(3456) 3011 

. 営業所/ 札幌/ 仙台/ 新潟/ 大宮/ 千葉/ 機浜/ 静岡/ 金沢/ 名古屋/ 京都/ 神戸/ 岡山/ 広島/ 福岡 ・連絡所/ 盛岡/ 多摩/ 松山
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未来に伝える芸術品。

都市空間を飾る 車問 問 ιｾＭｅ ｀

色調 鮮 明

スタ ンダードカラーは、 シル バ ー ・グレ

ー・ ブル ー ・ブロ ンズがあります。

オー ダー カラ ー も自由です。( ご相談 に応

じます 。)

防 火 区域 ・乙種 防 火には、 6 8' % • 10' %網

入 り の高 性能 熱 線反 射 ガ ラスを用 途 に合

わせてお使いください。

ιｾＭｅ ｀ の平面 ｒ 曲 げ加工 。 Ｈ ワイヤ 一 入

り、 単 板合わせ、 複層共 ) (300 R以上 、こ、

相談 ください。)

安 全設計 ιｾ Ｍ ｅ ｀ の合わせガラス ・ 強 化

ガラス 。

アーケード ・ト ッフライト等に ι フ-E @

の 合 わせガラス、 複 層。

〈室内 か ら見た感じ は、 目がつかれません。とて

もソ フト です。〉

。 ガラス厚さ / 3"Xn、5"Xn、 6"Xn、 8"Xn、1O"Xn、 12"Xn

ワイヤ 一入 り6.8"Xn、 10"Xn

。大 き さ / 1  ，900"Xn x  3  ， 050"Xn 

。納期/ スタンダー ドは常備品( 固定品番) 、 オーダ

カ ラ (40色) は、色調等ご相談後、 1週間一 10

日問、 R 曲げ約 4 週間です。

需品r. Ja ' T 製作所

本 社 ・工 場/ 奈 良 県 田 原 本 町 阪 手 6 9 3 TEL0744(33)11 11 (代) FAX.0744 (33) 1223 

東 京 営 業 所/ 東 京 都 新 宿 区 矢 来 町 11  5 番 102 号 TEL.03(3267)5537 FAX 03(3267)5805 

名古屋営業所/ 名古屋市 中区大須4丁目 14番48号 ツ パ サ ビ ル2階 TEL. 052 (263) 4971 FAX  052 (251 )8023 

天王寺法務局

( 大阪市天王寺区六万体町 1)

! U十建設省近畿地方建設局

営繕部建築線

施 工 醐 熊 谷 組

PHB L ブルー 35-6. 8"lm・IO"lm

(網入り )
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1  1  

ふところの狭L、天 )十や、配管・jJI! 信機誌などが密集している天 j1'

ては、最小 限のスペースで設置できる吋支たろう。が大活躍。

・盟宮; な光i原を、 ご使用. 場所に合わせてお選びいただけます0

・光源別に埋込穴径を共過しているので; 工事現場での急な

変更にも、 即 対応 出来まマ九 (ノ、ロゲンランプ添付商 品 除o

コノパクト形蛍光ラ ンプ 13ワ 汁

7RH22W欄準価格 9.500円 (税制

埋込 穴径 五 ｾ Ｑ ＵＰ 深 Ｑ ∞Ｈ 他 、 ＴＳ 品樋同時発 売Ｉ

た》つ

日本電気ホームエレクトロニクス株式会社
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サッシ、それは

建物と環境のインターフェイスc

窓は、人の暮らしと自然環境の接点。

そのインターフェイスに求められるあらゆるニーズ、

気密性、水密性、採光、換気、耐久性、美観、使い勝手…

これらにお応えすべ〈、不二サ ッシは技術力を結集 し、

製品をお届けしてまし、りました。

私たちはまた、 設計され、施工される皆様と、

多様なニー ズをお持ちの施主の方々との接点として、

不ニのビル用サッシ

¥に曽山己
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多様なニーズにお応えする、ヒツレ用サッシのラインアッズ ・多機能製品 ホールディングウインドウ、リバーシフソレウインドウ、

・ー骨量製品 FRS- 70、ビル用出窓、カ・ラスルー1 ¥ー 欧風窓シリース:( F Eドレーキップ、 F Eへーベシーベ、 FEシーベキップ)

・防音製品 FRS- AT70、FB70- I 型 .11 型、AEシリーズ、F DBシリーズ、 ・カーテンウ オールサンライズ、ニューサンライス'

高性能竪軸70- 100 ・改装シリーズ F RS・70、FB70- 1  型、F R-60目、FR- 70、カーテンウオール、上げ下げ窓

- 省エネ製品 FRS- AT70P、AE- I OOPN、高性能竪軸70・100、円・ 160、

フーク70・100、断熱・防音二重窓、断熱竪輔、

高性能竪軸サンエックス、検事由サンエックス

- エクステリア 手すり( スペースエコー、ニューヱコ一日 型、ニューエコー I 型、

トッフ.エコー)

・インテリア 学校型間仕切 11 型、インテリア建具、アルミサウナ
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NAX  

人・問・空・問

た い せ つ に

ｉｎａ ｘ ガ提唱 する「環涜美 ｾｬ ￫ｉＺ、都 市空間を再構成する都市美、

高質の住まいづくりを縫進する生活美、

そして企業イメージを建獲物で高める企業美

この3 つが柱となっています。

そしてここ! こ共通する基盤|志、「セラミック筏術」です。

台所、浴室、トイレ怠ど水まわりはもとより 、

門、庭園、玄関まわり怠どのエクステリ? をカバーし、

さらに建築の内外装から街の広場づくりへと、

I NAXタイルの世界は大きく未来をひろげつつあります。

線王町会社 I NA X

大阪支庖 〒550 大阪市西区新道 1 - 7  - 1  TEL. 06 - 532- 6081 

本 社 干479 愛知県常滑市鯉江本町5- 1 TEL.05693- 5- 2700 

フt- Siーの I WAZUMI

カーテンウオール・アルミスチールサッシドア

設計 製造 施工

防潮・耐風・軽量ド ア・遮音ブース・トイレブース

A 居 佳 廿 出 株 式 会 社

大 阪 営 業 所 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 6 丁 目 7 番 8 号 大 昭 ビ ル 内 干532

電話 (06) 305-2011番

本 社

尼 崎 市 水 堂 町 4 丁 目 3 番 2 1 号 干661

尼 崎 工 場

電話 (06) 438- 67引番

営 業 所 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

163 



1単位床材

川1 ) '1i 合/ ( レストラン) 控訴詰;zzgtE;:tL =  

ニチマンは、いつも人々の行働を考えた、安全で快適なrウォーキング、ノーン」を実現します。

= チマンr ミカゲゴルフ; P- J I <l:、

多くことへのアメニティ思想から創り出された、人! こ値しい高性能床材です。

薬取で表面復元住ガあり、スパイクシューズ等でも自由lこ多けるなど、

新しい行l 1 J 織式1;: 対応する床材として、建物の内部と外観とのスムーズ怠受流ガ図れます。

汚れやキズ怠どガ目立だす、日常のお手入れもモッブ鼠きだけの簡単清帰。

シックなクレー系とベージュ系の美しい仕上ガり| 立、いつまでも強特の質感を保持します。

また優れだ耐火性を備え、適度なクッション位、l以地よい歩行感、91れた消音効果など、

「快適怠歩行感J を生む優れだ素材と して、活用範囲はさまざまです。

コルフ績のクラブハウスはもちろん、各種餓妓掲やレストラン・ホールなど、

過艶な条件をもっ空間の床造り! こ費量適です。

用途

. スパイク等を使用する岳種施設 ゴルフ場のクラブハウス、スケート場、野球場、陸上践技場 等。

・安全性と消音効果が必要な場所 官公斤 ・会館ロビー、銀行、図書館、樽物館、 レストラン等。

l i J IlD翠mm

500x500x6胴

500x500x9闘

13.50日円/ 附( 材料のみ)

14 .8∞円 / ，が( 村刺町み)

/ T 株 式 会 社 Z テマz，

本柱/ 干726 広島県府中市府中町74-1

東日本発売元東京二チマン商事株式会社

干111 東京都台東区浅草6T呂8-3 TEL03-3871-3561( 代褒) F AX03-3871-3546 

西日本発売元大阪二チマン商事柄正式会往
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TEL0847-41・5600( 代表) FAX0847-41-5420・8021 干536 大阪市婦東区関目1 T 呂21-11 TEL06-939-3521( 代理理) FAX06-939-3592 

eヨ三予 定二季

同 志 刈 生 き る 川 崎。

配 電 盤 類

ｾ、

邑 業

・ 閉 鎖 配 電 盤 ・キューピク J レ 式 高 圧 受 電 設 備

・キューピク J レ 式 非 常 電 源 専 用 受 電 設 備 ( 既定品)

・ 開 放 形 配 電 盤

・薄 形キュー ピク J レ式 高 圧 受 電 設 備 ( K Fンリ ズ)

ｾ 干見告Ｑ｝ＱＮ卸主韮苦頁

・ 中 央 監 視 制 御 設 備 ( N ES CA ' M C/ 了C ンリーズ )

・電 力 監 視 盤 ・ 動力皇討見主主 ・電 灯 監 視 盤

・ 言十返さ呈主字見主主

制 御 盤 類

・制 御 盤 ・ユ ニ y 卜形 制 御 盤

・ 消 防 防 災 用 制 御 室 主 ( 既定品)

・コン トロールセ ンタ 形 制 御 盤 ( KMC . K 氏 、 肝C ン リ ス 守

ロ

ロロ 目

- 操 作 鐙

介 電 悠 ・端 子 盤 類

- 電 灯 介 電 主 主 ・動 力 分 電 盤

・一 種 耐 熱 形 分 電 盤 ( W定品)

・二 種 耐熱形介電盤( 認定品)

・ 住 宅 周 介 電 鐙 (1問 品) ・ 引 込盤 ・ 開 閉 器 箱

・ 集 合 計 器 箱 ・電 話 端 子 箱 ・ 中 継 端 子 箱

・ 安 定 器 収 納 箱 ・接 地 端 子 箱 ・T V収 納 箱

そ の 他

- 電圧言十 ・電 流 計 ・ 指示電力言十

・ 自動交互継電器 Ｈａｒｾ リーズ Ｉ

・遠 方 監 視 装 置 ( S PACS )

・各 種 ス イ ッ チ 類 、 端 子 類

情 川 崎 電 気 株 式 雲 耐

本 キ土 〒999- 23山 形 県 南 陽 市 小 岩 沢225番 地 f i 0238( 49) 2011 大 代 表 FAX0238( 49) 2554 

営 業 本 部 干108東 京 都 港 区 芝 浦3丁目 7番4号 f i 03(3454) 5141 大 代 表 FAX03 (3454) 5188 

大 阪 営 業 部 干530大 阪 市 北 区 天 神 橋2丁目 3番1( 1:号ニチヱンビル f i  06 (357)1 381 FAX  06( 357) 1380 

大 阪 工 場 〒576 大阪府交聖子市幾里子4丁目 7番 1号 f i 0720( 91) 4881 FAX0720( 92) 7054  

神 戸 工 場 干673神 戸 市 西 区 室 谷2丁目 7番 3号神戸ノ、ィテクパ ーク f i 078(992)  1020 FAX078 (992)  1025 



lくawas hi ma

新鮮で生き生きした空闘を個性的に

演出するフアプリックス。

川島信物はカーテン・力J てット ・クロスと

インテリアフアプリックスのトータルな

お手つだいができるメーカーです。

Kawashi ma 

Intεri orFabr、I CS

被 川 島 微 妙

営業昂目/ カーテン ・カーペッ ト ・街子張

壁装・美術I工芸織物・ t段帳

織物壁装は

これで決まり/

氏改孤"
エース・ウオールの特徴

1 . オープンタイムを長くとれます/

2. ピニルクロスと同等の施工が可能/

3. 快適空闘を創り出します/

4. ジョイン卜部分の処理が美しい/

5.下地のアク等を表面に出しません/

樟覧室祉川島際物 中央銀 術文化センタ一 世 ωＷＵＩＷｾＱＭＳＱＱＱ 本社事務所 京都市上京区東堀川週一最上Jレ製富田町432 ft (07日414-970!Xf1'l 東京営業本部 宮 (03)3506-0800 大阪曾草本館 ft l日6)347-ω51

東 京 営 簾 所 冒 (03)3日6・0805 東関東宮車所 官 ＨｾＷＲＩＲＵＭＹＲＵＰ 宇都宮営業所官ωE邸 )33-3473 北関東曾揮所 官 ωｾＸＩＶｾＵＭＹＴＱＱ 慣浜営聾所 宮 ＨＰ ＴＵＩＶＶＲ ・ ｾＶＳｾ 静岡宮轟所 世 ωＵｾＲＩｾＷＭＲＸＵＲ

新 渇 曾 車 所 ft (025) 24) -8日31 名古屋曾車所 世 (052) 932-7661 軍 部 営 業 所 世ω75)612-302日 童 沢 営 難 所 ft (07皮)9卜009日 大 阪 営 業 所 官 (06) ＳｾＷ ・旧 ＳＱ 南大阪管損所 E ω72白23-1981

神 戸 営 業 所 官 (07日)332-5配5 岡 山 曾 轟 所 宮 ( 即位)26-2677 高 松 曾 聾 所 世 佃878)35-351日 松 山 出 張 所 宮 ωB自由25-7げ日 広島雪量所 ｦｴ ＨｯｂＲ ＩＲＳＲＭｾ 日日目 福 岡 曾 車 所 世 (日92)573-2414

鹿兜島出現所 ft (日992)55-9107 倒閣置川島揖物 置 {日11)26ト2131 旭川宮築所 官 Ｈ日 ＱＶＶＩｾＸ Ｍ ＶＷＳＱ 南 広 曾 車 所 官 (015日22-6806 悌軍 ｪｴ ｊｬ ｉ 畠慣鴨 宮 ＨＰＲＲＩＲＳＵＭＵＳｾ Ｑ 郡 山 宮 集 所 ft ＱＰＲｾＹＩ＠ 22-9931 

ショーJJ ，. . ーム札幌 官 佃11) 26卜2131 東京 官 ωω3355- 0575 名古屋 E ω52)932-86自1 京都 宮 ω75) 配1 日292 大阪 E ω6)347-0423 広島 官 (082)292-1681 ル・モンドショ→レーム東京 官 ω3)349日一日595 1(') ニューヨーヲミラノ

快 適 性 、 低 騒 音 ・ 低 振 動 省 ス ペ ー ス を 求 め て
特長

ターミナル空調機& システム

①スーパー消音チャンパを装着すれば、風量 100

m' j mln用で吐出音 NC40以下となります。

業 界に先がけて 開発した 当社のターミナル空調機は 、徹底 した QC

活動 によ り製品も一段と向上し、笠高なバリエーションで 、 多様化

するニーズに対応する空調機& システ ムを構成し ます。

。 京 拘X U 1 輸豆電宮棺

本社 干541 大阪市中央区1専労町4- 2- 15 ( ヨド コウ第2 ビl レ)

②機内で完全防娠しているので振動が少なく、通

常では据え付け時に防振ユニ ッ トやキャンパス

ダクトで後続する必要はありません。

③機体は超薄形低騒音で、機械室を設ける必要は

なく、フロアスペ スの有効活用ができます。

東 京 支 庖 TEL 03-3273・8821 金 沢 出 張 所 TEL 0762-21-5480 

名 古 屋 支 居 TEL 052- 21ト5048 長 野 出 張 所 TEL 0262-27-8654 

福 岡 営 業 所 TEL 092-44ト4357 新 潟 出 張 所 TEL 025-244-7771 

広 島 営 業 所 TEL 082-262-5039 札 幌 事 務 所 TEL 01卜222・1181

仙 台 営 業 所 TEL 022- 26卜1561 八尾 事 業 所 TEL 0729-23-0621 
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地球サイズの快適と、人間サイス‘の素敵を。

n然との調和、ライフスタイノレの変化へのフレキシフツレな対応。さらには、行Il diの ぷ怖を22かにI首HP. する

感 性。私たち = 協アノレミは、これからも、地球 ・1I;'i'(-C '人11¥1を凡つめ、快適常 lll 昨日IJ . i i i しつづける企業であ

り ｴ ｾ ｾ 、 ｌ Ｇ ￰ＮＧ Ｎ ｾＧ＼ｩＺす 。 そして今 ＱＢ Ｑ 、そ の， 官、い をより共体的にＧ丈引させるために、新たなテ ー＿を掲げました 。 、、ド

リームワー グ ーＭ ｾ，をひとつずつカタチにすること 。 令問のお存緩から寄せられる、さまざまなご要望にお

! 止、えするために、私たちは、 J計六されたノウハウのすべてを生かし、 このテ ー ? のもむこ未来を日桁します。

。三首I ?比三二つム工繁練式会社

本 社 干933 富山県高岡市早川 70 ピル建材本部 TEL. (日766) 20- 2201

大阪本部 干550 大阪府大阪市西区靭本町 1- 9- 15 近健富山会館ピJ凶 陪 営 業 推 進 部 TEL. (06)  448- 545 1  

1: 0 三 組アルミ ニウムヱ要録 式 会 社 内 引 等
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機能するピル空間づくり。シリーズ 合

ヒ幽 証主記岨

A RE-25 

スベリオ→レ

后 窓口7日(871 )5530 

后 念日75(6B2)0333
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支

支

戸

部

s  06(396)6日11 ・押

窓 口6(675) BB99 ・京

雪 印 (396)6日71

三年巴シャッター工業株式会社

・関西地区事業部 ・関西ピル建材支后

・大 阪 支 后

・関 西 営 業 i量進部. 営 業 本 部



機械室 をなくし、かつハイレベルな 空調環境 を実現

ターミナル空気調和機・力一ムマルチ

空調新時代のひとつの解答として一一

高層化するピル。そこには、多彩なテナントガ入居し、

后舗に、オフィスにと、さまざまに使用されます。新晃

工業ガ開発し疋ターミナル空気調和機・力ームマルチは、

変化するピル環涜に柔較に対応する建物一体形の個別制

御システム。その最大のメリット Iel: 、空気調和機を天井

内ヘ設置まだは、建物内のデツドスペースにコンパフト

に分敏設置することによる機械室レスの実現です。

C H型( 天井埋込型) フ ィルタ庄

イ ンパー

制

温度機出セ ンサ

温度検出セ ンサ

セ ンサ

R A(週気)

OA(外気)

ハイグレードな空気環境を実現

徹密な個別制御・個別運転
ユ

タ

サ

一

ン

モ

セ

ン

出

、

/

ア

検

型

7

唱

置

目

床型

v

 

c

 

最 適 メ ン テ ナ ン ス 時 期 や 異 常 を

チ ェ ッ ク す る 中 央 監 視

電動 2

高い省エネルギー効果

イニシャルコスト低減
。% イニ ン ヤルコスト比 1∞%  

新晃工業株式会社

本社・大阪支社: T ' 530 大阪市北区南森町1-4-5 ｾＨＰＶＩＳＶＷＭＱＸＰＱ＠ ( 代表)

東 京 本 部 : 干100 東京都千代田区有楽町1・10・1 ｾＨＰＳＩＳＲＱＶ Ｍ ＴＳＱＱＨ 代表Ｉ

名 古 屋 支 庖 :n( 052) 581-8661

従 来

システム

シントーの外装材シリーズはあらゆるシーンにマッチしますL

無機系超耐候性不燃形仕上システム

|  ムキテックス

J SA6910防水形複層仕上塗料

ｼω ト］ｾｾ回診 ＺＺｾｭｭｬ

アク ソルシリコン上塗塗料

|  ハイテントップ

JI SA印10防水形複層仕上塗材(単層形)

「 = 呂 田 劉 回 診 |  

弾性形アクリルシリコン上塗塗料

|  ハイテンフレックス |  

J I SA回10防水形複層仕上塗材

|  開診= 砂 |  

常温乾燥形フッ素樹脂塗料

|シントーフロン茸200

材

何

一

塗

之

円

J

一

壮

一

』

ト

一

{

-

1
一

間

一

切

一

形
一

一

ν円

一

一

「
ノ

-

E

会

川

一

一

F

;

 

。 神 東 塗 料

東京 大阪 名 古 屋

n  (03)  3272- 4031 合 (06)42ト9851 合 (052)262-5810

1 6 7  



ｓ･ ｲｩ･ｳ Ａｾ＠ _  

. 1地 臓 の1 附防略1811'1
目シンワ狙自のクリーンシステム。 l1li'"

- シンワプリュージョン

白煙防止装置付冷却塔

設置スペースのコンパクト化。

乾・湿勲突慢器を重ね定ことにより、最小限のスペース

で高効率の性能を引き出します。

l従来型の性能、コスト

及びメンテナンスを、大幅lこクリ丸

ハイレベルの白熱対策性能。

乾式勲突慎器の効果的怠ポジショニングと、乾・湿空気

の効果的な混合を可能lこするミックス・タクト! こより、高

効率の白煙対策を実現しましだ。

メンテナンスガ容易。

狙自の盤計と按術で開発された乾式熱奈慢器は、錆びな

い素材を使用している上、目づまりの起き| こくいシンフ

ルな情造です。

信和産業争株式曾世

大阪営業所 干530 大阪市北区中之島3-2-4朝日ビル fi (06)  203-3771 (代 表) F AX(06)  223- 1960 

本 社 干104 東 京 都 中 央 区 八 丁 場 4- 2- 2 合 (03)3552-8171 (大代表) F AX(03) 3555-0998 

ヲ = ヤV 遺 風 機

生きた風を創ります;

168 

LAF9#SI - F 

リミットロード排煙機 (BCJ 認可済)

竺霊霊長奇襲護 設計・製造・販売

⑥ 附 § 柱 ヲ ニT - Y

本 社 ・工 場 〒536 大阪市城東区中央2- 3- 17 TEL. 06-93ト7802附 FAX. 06- 933- 3733 

東京営業所 干113 東京都文京区湯島4- 6- 17 TEL.03- 3814- 6651間 FAX. 03-3814- 6653



タイルの数だ吠イメージは広カ渇。

Da!nlTOS:"トー

大 阪 営 業 所 シ ョールー ム

干550 大 阪市 西 区 阿 波 座1丁 自3番 15号 三 井 ビル

TEL06- 533- 2435 FAX06- 533- 2430 

満 足

⑧ 瞥

か ら 感 動 へO

インテリアからスペースへO

タカシマヤ建 築業 本部の歴 史は、110年。

伝統に裏づけされた技術レベルの高さは、日本はもとより海外でも、

たいへん高い評価をいただ、いておりますL

インテリア・設 計・施工 からソフト開発まで、

1，000人のスタッフボご期待 にお応えします二

- 関 西 建 装 部/ 干 556 大 阪市 浪 速 区 日本 橋3- 5- 25 高 島 屋 東 別 館 T Eし ( 06) 632- 3190

・ 京 都 オ フ ィ ス / 干 600 京 都市 下 京 区 烏 丸 通 高 辻 下 ル薬 師 前 町707 T E L  (075) 252- 7237  

烏 丸 シ テ ィ ・コ ア 3 階
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人

空間×

i f t  

与己

創るのは、人の環境です。

D 吋 M A Rリ

大 丸・装 工 事 業 部

K
…

 

E S PC・D C・T C

キューピクル武

庫 要

PO. OO. TO 
ーーーｉｉｉｅＮｾＺ［［［・ ＢＧＧＧ ｊ ｾ 柑 臨 調ｬＺｓｩＧ遇 措 轟 古 学 孟 ｦ 同 ーーーー

キューピ? ル式高圧受電I i : 備シリーズ P Q ・O Q ・T

Q は、配電被録制御メ カーとして、半世紀にわたる

研舗と経験とによって培われた伝統の技術を跨る当社

が、その皇宮な資料と実績をもとに鋭意、 4車準骨類化

を図って# ' リました合理的且つ経済的屯: ー遣の y リー

ズ化創品であります。

近年、益々編様化の一途をたどる送配電網目保徳 ・保

安股備として最も信頼性が高〈また経済的にも慣 れ た

γ リ- ; ( P Q ・O Q ・T Qは、伝統を跨る中立電機の

キューピ? ル式高庄受電位備として皆繍方の絶大なこ'

好肝を得ております 。

C田2 申宣電機株式会祖

支 社/ 氷 点 r，，' ，"I-t1 |民'J i'Y JL ')+1 

..... 明副....，..，・ec明 朝 営業所/ 札 似 ・ 茨 城 ｾｴｊ 民 ｊｊｕ .  T 柴

本 ネ土/ 名 ，'，- I-t1 di ' i' !左大m l' LJ J "l 11 2孫 8 ¥; ( 米トHi l (pr ; ビル)

t賞 以 ・ . f li i幻 ・ 長 野 静 |前l

T EL( 052) 262- 2261  F AX( 052)25ト6559 ⑤ '160
浜 松 岐 阜

市一
11よ 1.b

東京本社/ 氷点I : I l f i 点!xj 史小柄|凡1J  11 2得2 '，; .  Ｈ￬ Ｎ ｈＧｴｲｾ ｬ Ｇｬｪ＠ 11 ピル) 1"1 松 It.i JL')+I i' l ' 織

TEL( 03)  3865- 7000 F A X  (03) 3865- 7011 ⑤ 111 工 場/ JU J;( 

T  *  
γ' ，，';);-， JL .)+] 
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• 

. ユーライン 3 6 W3灯用、 4Hff l 全 20俄荷主? ラインアップ I

・趨薄形だから l宣付タイプでも、天 ) t ; l ; :すっきり見えますL

1  下而開放形で39mm/

2Ommインバーターミニ内蔵、 ・Jq! .ー込タイプも埋込高さ26mmt超薄形 I

・90年代のニューベースライト ・C チャンオJ レを切らずにすみますL

シリーズの誕生で主 . 下面 カバーもワンタッチ着J l 見/

-~
.…
 

とにかく薄形。

| 超薄形ベースライトシリーズ I

「ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『ーーー寸

36W4灯( 電子式) 下面開般・直付形

F T-34604 

￥56. 000(税別) @ 閣内けザイン制

ーーーーーーー ーーーーーー ーーー寸

1 ・超薄形/ インバーターミニ ｾｊ＠
l 薄さ1/2( 当社比) 世界ーの ＢＧ ｾ話耕三ｙ［ I  

:  ＲＰｭｭｾ 実現Ｏ ...._ 部 グ

. .  - - 竺::;.;-- I  

L _ ーーーーーーーーーーーーーーー- ーーーーーーーーーーー」

+  

「・小形・軽量のユーライン プー1

1 光色さわやかなメロウルック ＭＭＭＭＭ二一 ｾ土 ､

:  3 6 W F P L 3 6 E X - N Ｎ ｾ 叱 ｾ i  
｟ＮＮｲ γ ぞ 一副盛 醤 画ｾ ，Ｎ［［［ 唖盛 ｾ I  

) 、

ーも ' 一

一‘ 。. .  

36W4灯{ 電子式) エクセルルーパ・直付形

F T-34608K 

￥75.即 日 { 税 制 @田 川 刊

36W4灯( 電子式)倫子ルーパ・直付形

F T-34606K 

￥73.0日目{ 税制@由 州 内 相

L _ _ _ ーーーー二P二:ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」

東 芝 ラ イ テ ッ ク 株 式 会 社 西 日 本 支 社 刊 ! 大 阪 市 中 央 区 本 町 ト 山 東 芝 大 阪 り 川 (06) 山

東洋シャッター株式会社

本 社/ 大阪市中央区常盤町ト3- 8( 日本生命谷町ビル) 干540

TEL. 06- 943- 6571甘t)

東京本社/ 東京都港区六本木6- 3- 18 (第一地所麻布ヒル) 干 106

ｔ ｅ ｌＮ ＰＳ ・ Ｓ Ｔ ＷＹ ＭＲ ＹＱＱｾ 喧

:11M昌三Fョ=，

TOy; ) Shut t er 

光り輝くビジュアル・シャッターが、

閉庖後のお庖をアピール。

絵 や写 真、文字を使って自由にデザインされたス

クリーンとバックライトを、 シャッターに組み込 んだ

くアドビジ‘ ョン〉。浮かびあがる美 しいメァセージが、

閉庖 後のお庖喜久効果的にアピール、夜 間でも、

あなたのお庖を強〈印象づけます。〈アドビジョン〉

は、 今 、新しL、時代の、新しL、扉を聞きますL

171  
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90年代のオフィスカラー沈下: よ( : ぷぷ

るモノク ロ Ｗ テイ ズ ムの ρｉＡ ｾ ーから Ｇ Ｑ ま 札 てきます Ｎ 明 ＱＱ 日 的 色 はひと の 向 ｬ 植 でき ま Ｇ Ｉ

ます Ｎ ひとは千 ［ ＱＱ｜Ｑ を 情成 する ｪｬ＼ｒＨ ひと つ ひと つの 色を ， ｬＲＮ ｾ Ｑ する ので はな し 全 体 的

111訟として明日目的色をとらえます. 人にやさしい快過な乍I!lJ がポめられている90' 1

f?なクォリスティックな空間; : ?広広三

ったカラ ー開請が必1 l ! とされます. クロ7 テイ y クカラ一とニユ一トラル yカ? ラ一を

うま〈軒飢lみ 介h せ その中でi荷骨s雌世な 7 ロ ? テイ γ 7 ，カうラ一を色 として際 JιRたせる .

ニ の 荷 ｳ艇 旺 な色 ｆが うｾ ｬ ＮＱ 引 そ ＱＱＱ

:ヨr;兵:;;; fι おけるモノク口マテイスズ‘ ムの理論う立J  
ポめら れるσ伺〉は. こ のモノ 7 ロ7 テイ ズムに J品よづ iきF オフイ ス伺 '1中lド' 町1隙= な々叩" と内

Ｕ弘 ｾ ｉ 材 Ｔ を パ ランスよ 〈 コ一デイネイト し た守令 ［ ＱＱ川ｬｊ で す

閏 モノクロマテイズム理論に基づいた、新しい原着素材です}

Eコ

ロ口

新しい積 色筏術を駆使した原着ナイロンが、カーペットから色を際立た

せますh

繊維を原料の時点で着色し、最終段階でミックスしてカーベットの色を表現して

いますので、ひとつひとつの色が独立していますhこの原潜が、カーペットにおける

モノクロマテイズムを実現しました。

人の銅線と反射率を考慮した色の週定。人・空間・床の関わりをふまえ

たカラ一段E十で昔、

色の決定には人間の身長を考え、銅線から2mの距磁での色の見え方を基本に

し、照明管理でポイントとなる反射率( 明度) を考慮したカラ- 1宣言fでまゐ

微妙なカラーバランスが空間に応じて衷情に変化を与えま曹h

GA- BOOOの表現する色は、 ニュートラルカラーとクロマティックカラーの微妙な

バランスから成り立っています。このバランスが使用される空間の条件によって異

った表情を生み出しま衣己

G A-BOOOでご提案する 24色は、 日本のオ

フィス市窃におけるカラートレンドを考慮した

上で、モノクロマテイズムの理論をタイルカーペッ

トに反映させた独創的なカラーバリエーションで菅b

a  G  E  J :二二|

ば二三ア

姐」ーー一一ーーーーーー

貝
タ イJレカーペット GAシ リ ー ズ一 一 一 GA-100/GA-150/GA-210/GA-410/GA- 500/GA- B凹/GA-700/GA-900/GA-8000

ゴ ル フ カ ー ペ ッ ト GAシ リ ー ズ一 一一 GA-250/GA叩日/GA-350/GA- B印

プ リ ン ト タ イ ル カ ー ペ ッ ト G Aシリーズ一一一GA- 1000/GA- 1100/GA- 20凹/GA- 21凹/GA- 3凹日/G A-31 OO/GA- 4凹日/GA- 4100

東洋リノリユーム抹式会社

干540大阪市中央区大手前ト7-310MMピル

大阪第 1営禦所含 06(943) 1671 

大阪第 2 営難所 n 06(943) 1672 

西日本官揖開尭部 合 06(943) 1645  大阪ンヨールーム 宮 06(943)  1641 

大阪特販営難所 n 06(943) 1673 

東リ

工ントランスはニュー・コンホ。スタイル。

こ れ は も う イ ン テ リ ア 感 覚 。

美 し い ス ウ 工 ー ド タ ッ チ 。

扉は、符殊樹脂にやわらかいスウ工 ド

調のコーテインク仕上げ。カラーコー

テイネイ卜されたオーディオ・コンポー

ネントのような斬新芯デザインは、工

ントランスホルを美しく演出します。

・タイプは前入前出しタイプ、タテ型・

ヨコ裂の{ 也に前久後出しを加え、盤
企

富なパリエ イションを取備えており I  ¥- ←一←/ 、、I ー ア rl ¥ 

レ 10 ' 、亡? 、に← 1¥.. . . .1("事、 ¥/ 1ます。 ｾ ・) 、 ) 、 、ー， ー) 、 v .  

・キー はタイヤル錠。

・カラーは、クレー、モスクリーン、ロイ 骨 r r " " " " = 士= ムームロ特

ヤルブルーの 3 色。 来ゴ ｔｾζ ＱＱＧ Ｏ Ｑ ロ ｬ
ノ1γI / T' よ '..J 1 己ハ

住まいの安全を考える

日 肩 日 iIL耐 )7222

NAKA CORPORATI C別 〒訪日太田市i ! ! l 1i 1花竜江3-IN31三 社 J凶

1 72  

本 社 03 (3501 )82)5 干100 東京都千代田区内幸町 1 - 1  - 1  ( イ ンベ リアルタワー 10 F )

札 観 念011 (222) 1332 東 北 含022(211)6711 北関東 ft04日(64日)0871 横 浜 n 045(20I)7751

名古屋 岱052(204) IB80 広 島 n 082(246) 9200 福 岡 n 092(272)3511

、.



g  

新しいコンセフトが生み出したインテリジェントの新しい形

総 合 監 視 シ ス テ ム 中小規模の設備群向 けに新登場.グ

ｎａｂａｃＭｾｲ は

- 小型・高機能 ・低価格.グ

・簡単施工グ

・通信機能も充実グ(オプション)

・上位コ ン ヒ. ユー ター に接続 可 能 11

(オプシ ョン)

- 完壁なア フ ターサ ー ビス .グ

営業面白

FA時代のモニタリングシステムの新しし、形

PAS- 9000は

- 設備管理と直結グ

・生産工程の管理/ /

・通信機能の充実グ

・配線工事が容易グ

・伝送式総合監視盤 ・各種電子式制御装置 ・ホーム分電盤

NA B A Cシリーズ ・キューピクル式受変電股備 ・各種練準分配電盤

・コンビュータ応用制御装置 . 自働力率調益制御盤 ・各橿ボックス

H25肉' 1 1 - 電椛製作町

車京特i主晶嘗蟻 〒 160 東京都新宿 区新 宿2- 1- 15(古鷹 ピル) 宮(03)3356・1361HI) FAX(03)3356・1363

大阪特注品世 舞 子577 東大阪市問弁悶本通3-5 ft (06)782・1161ff l) FAX(06)78卜3791

曾 車 2巨額 〒160 型車副新宿区新宿2- ト15( <511ピル} 官 (03)3350- 的日l 附 F A X (03) 3350-0902 

R 日本曾車部 干160 型車副斬宿区新宿2-1-15( <511ピル) 冒 (03) 3350-0761 附 F AX (03)3350-0B49

中日本曾媛餌 〒46日名古車市中区大須か 14-26  ( ジツタピル) 官(052)142-152国司F AX(052)142- 1770 

西日本営車邸 〒577 亜大阪市高3宇宙本通3- 5 冒(凶)7自2-0181拘 F AX(凶)782- 4731

商 ・g 干577 亜大阪市高持田本適正5 ft (06) 782-967日F AX(国i ) 783- 印箇

本 社 干577 園大阪市高子字国本通3- 5 ft (由)7回ーお61 F AX(団;)783・関節

美 しL、オフィス空 聞を演出する〈ニチアスシグマフロア〉。

さま ざまなOA機 器の配線 や配管 などをフ ロア下に収

納 し 空 閉そ機能的に有 効に生かす先進のオフィスフ

ロアて.す。 オフィス気分は、 快適 そのもの。

最大 限に仕上 り高さを低〈、 2重床を感じさせ い 、歩行

感て 居住性も抜群。シグマフロアならではの理想のイ

ンテリ ジ、エント空 聞を実現します。施工性がよく、レイア

ウトも自由 自在。既設オフィスにもO Kです。

理想のインテリジェントフロア

= チアスシタマフロア

函ニチアス|
大阪フ ロア事業部1T542大阪市中央区南船場4- 11・l凹 _ _252・137 1

本社 ・フロア事業 部/ 〒 105東京都港区芝大門 1-1-26ftω3433-7257

173 



最新セキュリティ・システム

R X N- 5  

防災ネ ッ トワーク の{行頼性を 一 府 ，'，，'J めた

o

 

p
h

d

 

ニ ッタン R X

[ 41'; の

トータルコストダウンなど

ｾＧ Ｚｪ Ｉ 支な

|坊災テクノロジーを多彩に装備しています。

ー

火災検出 の信頼性、中小規模ビルにおいて、

簡易化、中継器の保守性、

Ｇ交 Ｔ でを守るニーズに ｲｬ ｾ ｊ 確にお応えするため 、

」

ｾ＠ ..  . ・ ・! ・・ a  

・ 園田.. .. ・- ・・ ・ー
- Ｎ ｾ ＮＮＮ＠ _. ，' " _. . ・

防災保全部

圃 園 田_E_ー・・・一ー歯薗

センサ・モニタ移信停止地区譜停止

く9 >=" / 9ユ備式会祉

174 
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多彩な空間を活かす多・彩・な・シ・ス・テ・ム

スペースの生産性を高める日本ファイリングの優れた思想と確かな対応

|時イ七のニ ーズに合っ た盟国 なラインナップ。 日本 干存続されました。これが発展して 、その分野独 自の

フ ァイリ ングは 「よ り良 い保管システムの創造J を 専 )'11製品・専「サ システムとしてまとめられていまヲ九

テー7 として 、研究開発に、新分野|非l折iにと 、}j_¥ffi [i ・可動棚/ スターy クランナーシリーズ、フロントランナー

な ｩ ｍＡＡ を Ｑ Ｑｦ ｾ し進めてまい り ました 。 それは 一 方 で ・図書館家具/ ビブリオシリーズ、木製家具シリーズ

多彩な.l' ;t:{i¥' 製品 とな り、他方ではそれぞれのニー ・文化財収蔵・展示設備/ 絵画ラック、展示パネル

ズ ｬ こ ｅ 必 じた ｾ ｉ ｕｉｉ システムを 刊 は合する技術 Ｉ ｊ として ・間仕切/ パネラックN 、クロスウオーJ レ、マルチウオール

よりよい保管システムを提供する

置田原フアイリシク"

本 社 干101 東京都千代田区神田駿河台卜6( 主燭の左ピル)

s 03(3294)  1751  

大阪支1吉 〒542 大阪市中央区南船場4-1-9(南船場軍1草津ピル)

告 白 (271 )3091 

営喋 所 札曜日11 (241)8574 仙台022(297)5855 繍浜045(651)2214

名古置日52(582)7075 広島ω2(246)8226 柵岡092(721)7印 1

l8 S T S U K I I剛 |独自の技術でエネルギーの創造領域を広げる。

営業昂目

・コントロールセンター ・ 高 低 圧 配 電 盤
⑫雲訪日川製住所

・グラフィックパネル ・制 御 盤

・FA・しAシステム ・分 電 盤
干530 大阪市北区間天i，li:j 6  - 8  - 7  "t!: T会館 5 F

・ 電 子 応 用 製 晶 ・監 視 盤
f i (06) 312- 4471附 F A X  (06) 315- 8329  
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国際花と緑の博覧会政府苑貴賓室家具

- 世界のロックメーカー

MI WAは・…

高級シリンタL 錠から

ビル・ホテル・(主宅用セキュリティシステム、

ド、アクローザ、 高級建給物まで

幅広い製品をお届けしています。

美和ロック稼式会社

本 社干105 蘇 搬 毘3丁目 1番12号TeI03(3452)5551(付

大飯話 。干536 大肺糠鴎中浜5丁目7番35号TeI. 06(962)5551(的

176 

⑥幹事塁

卜一切にトディネートの GI GAシリーズ

ランダム天ノキ- uvク

T K2しタイプ

《易

設計= 東畑建築事務所

ハイブリットカードロック

MC20 タイプ



新工法を1) ードする新技術。

新しい発想を大胆に具現化。Tai yoは、いつも新しい。

〈埋 込 み 工 法〉 〈埋込み ・打込み併用工法〉 〈場 所 打 ち 杭〉

r  
セメ ン 卜ミルク 工 法 プレポーリング打撃工 法 アースドリル工法 ACE工 法

TS ロータリ ー工 法 中掘打撃 工法 ぺ ノ卜工法 深礎工 法

中掘りセメント ミルク工法 ネオパ イル工 法 リパース工法 NKT B杭

アトラス工法 BH工 法 SKT B杭

大 径CMJ 工 法 M&Ct広底工法 KKTBキ克

• 
F  

域開ぷ

ヨーコン株式会社 ( 1自社名(槻大洋 コンク リート本社〕

. 本 社 : 名 古屋市東区葵 三丁 目24番2号 干461 ・東京 営 業 所 ・東京都港区西新橋 ト5-10 新情アマ ノビル7F 干 105

Tel <052>936-0211 Fax<052>937- 4759 Tel <03>3593-074 1  Fax<03>3593- 0740 

・大 阪 支 庖 . 大 阪 市 北 区 大 淀 中 ト 7-19 〒531 ・岡 山 営 業 所 : 岡山市野田 屋町 1- 9-12 干700

Tel <06>458-5761 Fax <06>458- 5370 Tel <0862>25- 5451 Fax<0862>25-5454 

. 名 古 屋 支 広 . 名 古屋市東区葵三丁目 24番2号 干 461 .工
Tel <052>936-0211 Fax<052>935- 3683 

場 : 岐 阜 ・滋賀 ・兵 庫 ・和歌 山

『近畿地方建設局営繕部」作品特集

関 連 広 告 目 次
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1 78  

ｴＺｾヲＱｉＡｦＡｊ 複合防水工法

ヒ、ッグサンの概要

ビッグサ ンの複合防水は、特殊高分子エマルジョ ン ( エチレン、画f - ビ、題ビ) を主成分とする原液= ビ y グサ ン

コートとセメント系無機防水性骨材を主成分とする粉体= ビ ッグサン パ ウダーを混合塗布することによ って、強

靭で耐久性のある弾性塗膜をつくります。

ビッグサンは、 従来の防水材に比べ、無機質のもつ優れた耐候性、作業性を有し、未硬化がな く、安全な防水層

ができます。

また、屋上等動きの大きい防水には、不織布を積層することにより完全な防水層をつくります。

急激なクラ ックなど下地偵IJ から大 きなカがビ ッグサ ン防水層にかか った場合、 J¥方水層強度が下地への付着強度よ

り大きいため、先に下地 との界面破壊が生じ、防水の拘束を緩め防水層の破断を防ぐように働き、防水効果を保

持します。

ビッグサン複合防水は、すべて無毒性、無公害なので、施工場所を選ばず、工期短縮を可能にします。

特 長

新タイプの複合防水材

ビッグサン 防水材は、; ( : j 機的結合 力と無

機材料の耐候性 をもっ新しいタイ プの後

会防水材です。

軽量 、シームレス

防水府は経世でシームレスですので建築

物の怪枇化に貢献します。

優れた弾性

防水府は柔軟で、5単位に富んでいるため、

下地の仰紛に対して追従性があります。

標準施工工程

優れた耐久性、耐候性

防水! 日は耐久性、耐候性、耐 ア l レカ リ

性、耐然性に優れています。

あらゆる下地に抜群の接着性

防水府は、モ J レタノレ、コンクリート、鉄

4反はも ちろん 、アス 7 7 ) レト 、ウレタ

ン、シート等の防水府にも接禁カがあ り

ますので、改修工事にも最適です。

作業が簡単

エマ j レジョンタイプの 防水材な の で、

竹 業相こ ｦｾ れ、 ｴｾｩ 世間 への 施工も可能て ι す 。

勾配面への施工も可能

半フロータイプなのでセ y トパ y クや壁

への地工がて・きます。

カラフル仕上げも可能

ピ y グサントップを 使用することによ

り、美 しいカラー仕上げができます。

歩 行 者 |モルタル・コンクリート |押 え 工 法 軽歩行用 露 出 工 法

. RA- 3工 法 . RB- 5工 法 . RA- 4工 法 . RB- 6工 法

上量り トγ プ

塗布量 塗布量 2 .5kg/  m'  3. 5kg/ m'  

- ーーー・独創の技術が明日を拓く

高 田 区 画 幅 倉 祉

本 社 ⑤ 571 大 阪 府 門 真 市 末 広 町 8- 13 H( 06)  909- 6755附 F AX (06)  909- 6702 

東京営業所 w l 05 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 2  - 1  H( 03) 3436- 3801附 F AX ( 03) 3436- 3803 

岡 山 工 場 ⑤ 709- 43 岡山県勝田郡勝央町黒土 115-1 合 ( 0668) 38- 5151附 F AX ( 0868) 38- 3745 

1  
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ポリマー・セメント複合型

塗 膜 防 水 材

( ビッグサン複合防水工法)

大 久 保 芳 博

ポ リマ ー ・セ メ ン ト 後 合 型材 料 は 、 ポ リ7 ー セ

メントモノレタノレ、弾性モノレタ J レなどの名称のもと

に 、 建 設 分 野 、 特 に 、 防 水 材 、 補 修 材、 表 面も直視

保 護 塗 材 の 分 野 で 使 用 さ れ る ケ ー ス が地 え つ つ あ

ります。

最 近 、 こ の秘 材 料に対し、" 水和 雄 図 形 樹)J旨注

目梨 ( 防 水 材) " な る 名 称 提 起 も あ り 、 ま た 、 こ の

額 用 途 向 け 合 成 樹 脂 ( 主 と し て エ < ' J レジョ ン型 )

の開発、改良も進み、その用途を拡げつつあります。

ビ ッグ サ ン複 合 (金 目先) 防水工法は、上市千五、

十 余年 を 経過 した 材 料、工法て¥そのシステムは、

ポ リ7 ー ( 樹 脂 ) を セ メ ン トモルタノレの領域で使

う 物 と ポ 1) < ' ーを主体としてセメ ン トを充墳材的

に 使 う 物 を 組 合 せ 、 ま た は 、 使 い 分 け て 椛 成 し て

い ま す。

代 表 的 な 昼 上防水 工 法 (材 ) ビ ッグサン R B - 6

工 法 と 、 対1'T而 水圧 抵抗' 11:の あ る ピ y グサ ン U G

タ イ プA 工 法 を 例 と し て 、 こ の 桶 防 水 工 法 ( 材 )

に 対 す る 当 社 の コ ンセ プ ト を 紹 介 、 説 明 し ま す。

表 ー 1

1 ， 使 用 す る 材 料 と そ の 物 性 U Gタイ プ A 工 法/ 主 防 水 府 は 、 極 め て 柔 軟 な

使 用 す る 材 料 と そ の 物 性 は 、 ( 表 ー 1 ) の 通 り 樹 脂 (T g : ー72.C ) を比 較 的 樹脂 比 の 小 さ い 領

で す。 両 工 法 と も 、 主 防水 Mは、セメ ン トとの出 域 で使 用 し 、 セ メ ン ト成分 で補 強す る 形 で、 強度

和 性が良いエマノレジ ョン 型 の 樹)J旨を用い、柔軟てべ とイ'1

'

び の バ ラ ンス を 取 って い ま す。

耐 水 位 、 耐 ア ノ レ カ リ 性 に 白 ん だ 皮 朕 を 形 成 す る 樹 同/ 保 滋!百 は 、 物 性 が示 し ま す よ う に 完 全 な モ

脂 を 選 ん で い ま す。 屋 上 防 水 では 、 通 常 、 同 系の ノレタノレ領域にあります。

樹 脂 を 主 ノぐイ ンダ ー に し た 保 護主主料 ( ビ ッグ サ ン

トップ ) を 組 合 せ て 用 い ま す が 、 保 議J習を必 袈と

する l時は 、 当祉のディーエノレモルタ J レ、または、

テ' ィーエノレ フ ィ y クスを浪干11 したポリ 7 ー セメ ン

トモノレタノレを 別 工 事 と し てイ汁月1します。

地 下 防 水 工 法 で は 、 こ の 保 護 防 水l習 が 重 要 な 役

目を 担 いますので、 主 防水 府 との相 性 の 良 い 保 議

防 水l百を そ の 工 法 の 中 に組 み 込 ん で い ま す。

2  . 材 料 の 配 合 と 塗 工 法

両 材 料 の 施 工 現 場 で の 様 準 的 な 材 料 配 合 と 主主工

法は、 ( 表 - 2 ) の 通 り で す。

但 し、 R B- 6 工 法 て柿の 数値 は 、 全 面 ク ロス補 強

を施 し た 場 合 のイ[立 てa 示 し て あ ります。

U Gタ イ プA 工 法、 保被 J宵の 配 合 は 床 ( 底 ) 而

周の自己合で、壁面 ( 垂 直 而) 用 の 配 合 は別 に 用 意

し で あ り ま す。{S C- 3000/ G - 1000 :  2 .  5/ 16kg  :  3 . 2  

kg/ m'} 

表 が 示 す よ う に 、反 上防 水の 配 合 は 、 完全 な主主

膜 防 水の 領域 に あ り、地下 防水は、 樹 )J 旨を ほ ぼ限

度 一杯 に 混和 し た ポ リ マー セメ ン トモルタノレの領

域 に あ り ま す。 こ れ は 、 展 上 防 水 で は、 カ よ り も

や1
1
ぴ ( 柔 軟 性) 性 能 が重要で、 地 下 防 水 で は 、 力

が 重 要 な 要 因 と な る か ら で す。

3  . 硬 化 体 ( 塗 膜 ) の 物 性

ビ ッ グ サ ン R B- 6 工 法/ 主 |坊 水 層 、 及 び 、 同

U Gタ イ プA 工 法/ 主防 水j習は 皇制英として捉 らえ、

同 U Gタ イ プA/ 保 護 防 水 府 は モ J レタノレとし て悦

えた l時 の 夫 々 の 硬化 体 ( 塗 朕) の 物 性 は 、 ( 表 ー

3  ) の通り で す。

R B - 6 工 法 では、 こ の 秘用 途 周 の通 常のI飽きの

樹 脂 (T g : Ｍ Ｑ Ｒ Ｎ ｃ Ｉ を緩め て 位 ｾ ｮ 旨の多い領域 で

使 用 し 、 強度と や1

'

ぴ の バ ラ ンス を 取 って い ま す。

表 - 2

4 . 関連 商 品 ( 工 法) に つ い て

両 工 法 と も l可系 の材 料 を使 つて の 多層積 層 構 成

とな って い ま す。

ピ ングサ ン R B- 6 工 法 に は 、 |百l材 料 ・同 配 合 で

の 積 層 回 数 、 引 い て は 塗 工 品 を 変 え た 各 工 法 が あ

ります。 ( R B- 5 、 R A - 4 、 R A- 3 )

また 、 U Gタ イ プA に は 、 そ の 樹脂 の 特 長 を 活

用 した低 水圧 水 j習用防水工 法 。U G- A 工 法、 コ ン

ク リー ト表 而 保 鍛被 覆 工 : S T- E 工 法 な ど が あ り

ます。

同 工 法 と も 、 た ま た ま あ った 樹 脂 ( エ < ' J レジョ

ン) を 用 い た の で は な く 、 目 的 に 合 致 し た特 性 を

有 す る 樹 脂 ( エ マ ノレジョ ン) を 逃 ぴ、 そ の 樹 脂

( エマノレ ジ ョン) に 適 し た 配 合 を 組 ん で一 つ の 工

法 と し て 仕 上 げ た も の で す。

こ の 混の材 料 、 工 法 で は 、 プ ラ イ 7 ー か ら 仕 上

げ 塗 材 ま で 、 場 合 に よ って は 、 下地調 整材 や 、 躯

体 修 復 材 ま で を 含め、 - 1't し た シ ス テ ム を 使 うこ

と が肝 要 で す。 組 体 修 復 はA 社 、 下地 調 整 は B 社、

防水 は C 社、 仕 上げ主主材 は D社 、と 言 う関 連 の 無

い 組 合 せ て 廿 リ ス ク が 大 き く、 効 栄 に 禍 根 を 残 し

ます。

5  . 水 系 思考 に つ い て

この 防 水工 法は 、 補 修工 法 に 使 用 され るケ ー ス

が 多 く 、 人 が 住 ん で い る 状 態 で の地 工 が中 心 とな

り、安 全 施 工 が 必 須 条件 となります。

また 、最近ですま 、作 業 者 の 術 生 上 の 安 全 は も と

よ り、 周 辺 環 境 の 汚 染 の 問題 も ク ロ ー ズ ア ッ プ さ

れ て 来 ま す。

セフティ ー アプライ 、 イー ジ ィ ア プ ラ イ を 目指

し た 復 合防 水工法て・す。

( おお くぽ よしひ ろ / 大日化成闘技術部)

ビ y グサ ンR B- 6 コこ法
ビッグサ ンU GタイプA 工法

ピy グサンRB- 6工法 ビッグサン U G? イプA 工 法

(主防水j百)
( 主防水間 1  (保設防水府)

( 主防水層) (主防水府) (イ足後防水層)

材料と配合 5C- I00  9. kg  5 C- 2000 10.  kg  5 C- 3000 2.5  kg  

適用部位 屋上など ドフイエリア 地下構造体

(重品部) R  - 100  7.  kg R  - 2000 25. kg  R  -2000 25  kg  

1)樹脂成分
ビ y グサ ンコー ト ピ y グサ ンコー ト

添加l水 3  kg 添加水 o  kg 添加水 2  kg 

材料名 S C- I00 5C- 2000 5 C- 3000 
計 19  kg  計 35 kg  計 29. 5 kg  

主成分 エチレ ン ・酢 ビ ・塩ビ アク リl レ鮫 アク リJ レ椴

共重合樹脂 エステJ レ樹脂 エステ j レwn旨

(性状) ( エ< ' )レジョン) (エ7 Jレジョン) (エ7 Jレジョン)

tJi 工 1; 1 2 .7kg/ m'  3. 5kg/ m'  9. 8kg/ m'  

主主工方法

塗料用 塗料用 左官周

刷毛、 ローラー等 昂IJ 毛、ローラ一等 金 ご て 等

P/ C  約290% 約3 2 % 約 14 %

樹脂濃度 約56% 約4 0 % Ｊ， ｾ ＴＰ Ｅ＠

粘度 約4，500cp が，4. 600cP 約4.500cP

* P/ C ポリ 7 ー/ セメ ン ト比 (重量)

* 詳細は各工法技術資料をご参! R¥願います。

pH  4. 5 - 5. 5  6.5- 8.5 6.0- 7.0  

紛脂粒子径 0. 811m (平均) 0. 2川 (平均) 0.411m (平均)
表 - 3

イオン性 弱アニオ ン アニオ ン ノニオ ン ビッグサ ン ビッグサ ン ビッグサ ン

T g (ガラス転移点) 12.C  ー72.C ー12.C R B- 6 工 法 UG タイ プA 工 法 UG タイプA 工 法

皮膜強度 約60kgf /耐 約 5 kgf /耐 約 1l 0kgf/耐
主防水府 主防水層 保護防水屑

皮膜 ｦｩｉ Ｇ ｬｾ 約700% *，，2，000%  約600%
づ|っ張り強さ 約 20kgf/cm' 約 14kgf/cm'

2) 粉体成分 ピ ソグサ ンパ ウダー ピ y グサンパウダー

材料名 R- I00 R- 2000  G- 2000 

破断 H寺イqlぴ 約 100% *' ， 60%  

1品冷繰返し 後

引っ娘り強さ が-J 37kgf/耐

主成分

アル ミナセメ ン ト ポル f ' i ンドセノン} ポル} ラン『セノノト

けい砂 けい砂 けい砂

破断時{'I'ぴ が， 9 3 % 

按箔強さ

セメ ン ト/ 砂比 1/ 3  1/ 1  1/ 2.5  
対コ ンクリ ー ト 約 14. 3kgf/cm' 約 10. 4kgf/cm' 約20kgf/cm'

対鉄 il ii 約 17.1kgf/ cm' 約 10. 4kgf/ cm'

透 水低抗性 透 水i;1 O. Ogr  水 M O. lgr  水品 1. 7gr  

(防水性) ( コントラスト 47gr) ( コントラスト 30gr) ( コント ラスト20gr)

中性化抑止性 中性化深さ omm 中性化深さ 2 .8mm

単位容積質111 1. 86 

1111げ強度 約 105同f / cm'

圧*l ii ｾＡＱｵＮ 支 約270kgf! cm'

建 築 と社会/ 1991年 6 月号 179 
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関西国際空港旅客ター

ミナルビルの構造計画

内田直樹/ 多賀謙蔵

t也悠改良工法は、鳥内で行われた 地盤改良試験

工事の結果等をもとに、サンドコンパクションパ

イル工法 (埋立地盤中に振動を与えながら砂杭を

構築し、地盤を締め固める工法) とし、建物直下

の所要の範囲を N 値15以上に改良している 。

構造計画の基本方針

旅客ター ミナルピルの設計にあた って は、空港

島の地盤の特性をふまえ、不同沈下の聖書因を可能

な限り排除するよう、以下の点を構造計画の基本

方針とした。構造概要を 図ー 2 に示す。

(1)基礎工法としては、主E立地擦を地盤改良したう

えで、直接基礎とする 。

(2)排土バランス( 建物重量と排土重量のバランス )

をよくする 。

関西国際空港の中核施設となる旅客ター ミナル (3) 上部構造は、軽量化と施工性を考慮して、鉄骨

ピルが、平成 6 年夏の開港を目指していよいよ着 造とする 。

工した。 この建物は、完成時には延べ床面積約30 (4)不同沈下の調撃対策として、柱脚 をジャ y キア

万m'の、関西国際空港最大の施設であり、国際コ ンプすることが可能なテ' ィテールとする 。

ンべにより採用されたレンゾ ・ピアノ氏のデザイ (5)不同沈下の影響を直接受ける基礎梁は、適切な

ン、地盤沈下対策等話題の多い建物であるが、こ 剛性と耐力および変形能力を確保する 。

こでは 、その構造計画と不同沈下対策の概要を紹 (6) 地下水位以下の鉄筋コンクリート部材の鉄筋に

介する 。 ついては防鋭対策を行う 。

地盤概要 不同沈下低減対策

空港島は 、大阪湾南東部、泉州沖約 5 kmの海上 先に述べたように、 沖積粘土層の圧密沈下は、

に位置する 。埋立前の平均水深は約 18 m で、そ 樫立完了後早期にほぼ終了すると予測されるため、

の下におよそ 20mの層厚を有する j中積粘土居と、 それに対する不同沈下量もわずかであると考えら

さらにその下に砂層と粘性土が互層となった洪積 れる 。一方、洪積粘土層の沈下が、埋立完了直後

層が数百 m にわたり土佐積している 。沖積粘土層は、 から顕著にあらわれはじめ、ターミナルビル着工

柔らかい粘土層ではあるが、サ ン ドドレー ン工法

(粘土層に砂杭を打ち込み、埋立土砂の重みで水

を抜きながら沈下を促 進させ、強度増加を図る工

法) によ り地盤改良されているため、埋立荷重に

よる圧密沈下は工事期間中 に終了し、開港後に沈

後も数 m の沈下査が予測されるため、これに対す

る不同沈下を適切に評価することが重要である 。

旅客ター ミナルビルの設計 ・施工にあた って考

慮すべき不同沈下の主 な要因は 以下のようである 。

(1) 荷重条件の差による不同沈下

下は残らないと想定される 。一方、洪積層につい (2)埋立工程のずれによる不同沈下

ては空港島の大規模な埋立の影響iが深層にまで及 (3) 土質定数等のばらつきによる不同沈下

び、沈下も長期にわたると予想されている 。

埋立土は、比較的大きな岩砕 ( 最大粒径300mm)

を含むレキ質土で構成され、底開パージによる直

このうちター ミナルビル本館の場合、荷重条件

の差による不同沈下を低減することが重要課題と

なった。すなわち、流麗な屋根と巨大な内部空間

投を行った後リクレーマ船で一気に 楊土するとい をもっタ ーミナルピル本館は、機械室を地下階に

う急速施工法を採用した若齢地盤であり、層厚が 納める必要があり、地下 l 階の階高、基礎梁せい

大きい (約33m) という特徴を有しており、締め を、可能な限り小さくして、 排土量の削減を計っ

固めおよび不同沈下の防止等の目的で、 必要な箇 ているものの、排土重 i誌が建物重量より約 8 t/ m'  

所については所要の地 盤改良工が実施される 。 大きい。 さらに平面規模が約 150 mx 300mと大き

空港島全体の平均的な沈下の推移を 図ー 1 に示 いため、そのアンバランスの影響は洪積層にまで

す。 及び、建物端部に対して中央官I1が凸状に沈下する

建物支持条件

以上のような特性をもっ空港島埋立地盤におけ

形の不同沈下 (図- 3  ) が徐々に生ずることが予

測される 。 この要因による不同沈下を低減させる

目的で基礎下の地盤を重量材で置換し重量のア

る基礎工法としては、基本計画以前の早い段階か ンパラン又を 4 t/ m'程度回復することとした。

ら検討が行われてきており、支持カ ・沈下特性 ・ 重量材としては、種々の要件 を勘案して鉄鉱石

耐震性 ・施工性 ・経済性等の点から、 一般建築物 を選定し、 室内試験、施工試験を行 って、必要な

同

門

8. 5m 

関西国際空港旅客ターミナルビル全体模型

図一1

埋立完了時 開港時 開 港後 ＵＰｾ 手

沖積粘土層

洪積層

図-2 構造概要図

客 約44t /m' 約36t/m' 埋立土層

よL 一 一 一 一

沖積粘土層

J共柵 層

Ll W= 排土軍最 ー建物箆hl ' T 8 t / m'

(約 !7t / m' } (約 9 t/ m' )  

。
建物端部に対して中央書11が凸状に沈下する

図 3 荷重条件の差による不同沈下

なお、この建物の笑施設計は、関西国際空港株

式会社の関係各位ならびにご指導をいただいた諸

は締め固めにより埋立地盤を地盤改良したうえで、 重量を得るための調合、施工法等を定めている 。 先生方の多大なご支援のもとで、レンソヘピアノ ・

直接基礎にて建物を支持させることが適切である

との結論が得られた。 本建物の場合も建物規模、

構造特性等を考慮したうえで、この基本方針に沿

い、地盤改良された埋立地盤を直接支持地盤とす

ることとした。
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このほか挫立工程のずれによる不同沈下が懸念

される南ウイング先端部には、載荷盛土を行 って

残留沈下量の差を低減させることとしている 。

( ヲ ち だ 山 株式 会 社 日 建 献 阪構造設問 所 長¥

たがけんぞう !日;J KIA. PTB実地設計主権造設計主IT/

ビルデイングワ クショ ップ、パ リ空港公団、 H

本空港コンサルタンツ、日建設計の共同企業体に

より進められた。 ここに紹介した不同沈下対策を

含む基礎および下部架構の構造設計は、主として

日建設計が担当したものである 。

、

'  
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- だれでもわかる - すぐに役立つ - いつでも受講できる

. テキス卜の4蕎成

日 1惇街算慨喜E

5il 2事仮設、土工 .t世業

ｾＳ 寝 く{本 1 コンクリート、型肝

5il 4 偉く{ 本 2 ｾ筋

業5 惇 く体3 壁武1畠遺

ｾＶｾ 雇く Ｑ 本 Ｔ 鉄骨

一7i i 仕上 Ｑ 間仕切下地、外 ｧｾ 仕上、陵口 ｧｾ

ｾｂ 縛仕上 ｅ 内 ｧ￟ 仕上、木工

ｾＹｩｩ＠ 不透( 輪組俗遣に よる戸建住宅)

手IQ停 まとめ、値入れ等

日 111事諸経資、契約

日 12ii 還築設備、概算手法等、コンヒュ ータ積算

技 術 監 修 ( 社) 日本建築積算協会

( 平成3 年4 月1回開講 〉

体系的で実務的な積算講座

発注機関・受注業界の職員教育に

添削指導と質問回答方式による

実践的な講座です。

。受講期間 12ヶ月 ( 1編につき 1ヶ月 3ヶ月延長可)

土木工事積算

通信教育構座

〈フ月期準受付中1)

・建設機械経費の積算

・数量積算の方法

・直接工事費・間接工事費の

算出事例

・施工条件明示設計変更について

・設計事例による総合訓練なと

。受講期間 9 ヶ月 (1章にっさ 1ヶ月 、3ヶ月延長可)

受講料/ 一括前納 8 0，0 0 0円( 税込) 分割払い・団体割引もあり

財団法人 経済調査会関西支部 干 問 255品弓PLFf(ocr間早レ

切司全図書庖で好評発売中/

建築技術建物の劣化診断と

4 月増刊号 補修・改修工法

住物の劣化状態をどう IF. (i在 に診断するか 、 IF. L  

ｌ 、補修 ・ 改 ｦｬ 多 ｉ Ｎ Ｎ ｾ 斗の Ｗｩ￬ 去など、昔 ｬ￭ 位別 ・ ｌ￬ ｬｊｬｬｊ

にフ ローチャー卜などでわ か り やすく角 ｦｦＮｾ Ｎ見 。

折笠覇監修 A4判 296頁税込定価3，500円

住宅の防音と調音のすべて

サ ウ ン ド ・ 戸 メ 二 テ ィ の 設 計 技 術A to Z  

|山 EFs札tIーの考え Ji を建物音li 杭月 IJ に年Ii 介したうえ、

Ｑ ｊ 宅 の音寺 ｾｾ設計Ｈｙ ｉｊ を 豊富に慌り込み、快適な 音

環I克づくり の ノウハウ喜子わかりやすく解説。

久我新一 監 修 A 4判 214頁税込定価3，200円

復旧事例による

耐震診断・補強設計の実務

既存および被災した R C建 物 の 診断 と 補 強 計

画 ・設 計・施工のノ ウハウをわかりやす く解説。

建設省建築研究所

広沢雅也・山崎硲監修 A5判 572頁税込定価8，500円

株 式 会 社 建 築 技 術

干 151 東京都渋谷区幡ケ谷卜1- 2 福西ビル

TEL. 03- 537卜3811 F AX. 03-5371-8282 

りま快適住宅が変わ否

現 在 は、快 適 ブー ムと 呼 ば れ、住

宅 の み な ら ず 他 の 分 野 で も 評 価 尺

度 を 霊 力 ら 質へ 変 え て 行 く べ き だ

と 盛 ん に 議 論 さ れ て い ま す 。 冷 暖

房 ・ 空 調 の 分 野 で も 快適性， 戸 メ

二 テ ィ ， 人 間 性 な ど の 文 字 ガ 否 応

な し に 自 に 入 っ て き ま す 。

こ の 特 集 で は ， 最 近 の住 宅 に 導

入 さ れ て い る 新 素 材 ・ 新 授 術や ハ

イ テ7 設 備 に ス ポ ッ ト を あ て る と

と も に ， 居 住 者 ガ ど の よ う に こ れ

らとかかわっていつだらよいのか

を 考 え ま す。

新遍I ・・・・・・・
住まいのアメニティ

~生理人類学力、らのメッセージ~

1  . 住宅のファサード形成

2. 住宅の構造安全性

住宅用免震妓術/ 地豊富補強技術

3. 居住環境のグレードアップ

空調倹気扇/ 新しい照明妓術/ 天井暖

房システム/ 太陽光採光装置/ 音環境

創造技術/ ホームエレベータ/ 合併処

理浄化槽

4. 新H Aシステム

5. 住宅のセキュリティ

ホームセキュリティシステム/ スプリ

ンクラーシステム

6. バリアフリー住宅

7. ホ一口ーコンクリート

. i 裏献 地 下 水 の は な し

燭 水 は 公 曹 を 招 く の か

. i 重 艶 限 界 状態 設 計 法

限 界 状 態 腔 針 で の 荷 量 の 担 い
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日本建築協会

月間の動き

平成 3 年 4 月分

E里

第 1 固定例理事会

事

d 合、

::n;: 

24 日 4 時 - 4  U寺50分 於 本 会 会 議 室

出席者 佐野 ・金多正日IJ 会長ほか27名

議事 (1)定時評議員会議決事項報告の件

(2)役員の会務分掌 ・常任理事18名選任の件

(3)定U寺評議只会、通常総会、定例理事会、

常任理事会 |非Jf! ll 日時決定の件

Ｈ ＴＩ 前年度のう ｼ き継ぎ Ｇ ｬ ｾ ｬｊｩ承認のｻ斗

(5) 平成 3 年度委員会委只委嘱の {牛

Ｈ Ｖ Ｉ 会員現 ｩＷ Ｑ 報告と会貝 ￞ ［ｴ ｬｬ［ｾｾ の何ニ

(7)第 3 回 ' F UJ IK I A R CHI - T R E N D セミ

ナー 」後援

及び建築新技術展/ 国 際 セ ミ ナ - A / E /  

C  S Y S T E M S  J A P A N'91協伎の件

(8)入退会者承認の件

(9 )報告事項

編 集 委 員 会

合同計画分科会特集第 1 団幹事会

2 日 6 時半 - 9 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 田中 幹事はか 4 1'， 

議 事 9 月号 「合同計画」特集案検討

10 月号「大林組」特集第 2 回編集会議

3 日 1  U寺半- 0寺 於大林組会議室

出席者 本間利雄氏 ( 大林組 ) ほか 4 名

議事 10月号 「大林組 j ( 仮柄、) 特集案検討

E 月号「近自陸地建」特集第 4 回編集会議

3 日 10時 - 11時半 於 近 畿 地 盤 会 議 室

出席者 架部正怒氏 ( 近畿地連) ほか 5 名

議事 6 月号 「近畿地主主 j ( 阪府l、) 特集案検討

第 1 圏構造分科会

4 日 4H寺 - 6 時 15分 於 本 会 会 議 室

出席者 山崎委只ほか 2 1' ，

議事( 1) ，椛造の貞 」 の企画

(2 )憐造分科会斡' f.. の互選

(3)  ，; 建築と土 木」特集合同筋 の経過報告

(4)  ，建築と土木」特一段、構造的 の企画 の可能

性

第 1 回作品作風小委員会

4 日 6 時 半 - 8  U与 於本会会議定

出席者 宮下両IJ 委只長ほか 3 名

殺事( 1)小委員会t I l 当副委員長、同代行の互選

(2)本年度の小委員会の運営について

(3 )最疋 の作品 i ! ; J ，波状況 ・予定報告

(4)  ，新建築制作表」の作品選定
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(5)  ' Gall eryj 内容報告及び今後の予定

第 1 回設備分科会

8 日 4  U寺- 6  J時 半 於 本 会 会 議 室

出! 市者 安 倍 旧 委 員 、河津委員ほか 4 1"，

議事 ＨＱ Ｉ 新年度設備分科会委員構成 と幹 ｾ ｊＢ の 内定

(2) ，設備 の頁」の企画

(3) 新年度の設備特集の企画の方向

第 1 回会員企画小委員会

9 日 6  U寺半 - 8 時半 於本会会議主

出席一者 高田副委員長ほか 9 ｾ，＠

議 事 ( 1)小委員 会相当副委員長、同代行の互選

(2)本年度の小委員会の運営について

( 3) シ リーズものの報告と ぬ総予定

6 月号「近畿地建」特集第 5 回編集会議

10 日 1  U寺半 - 3 1時半 於近畿地位会議室

出席者 黒部正憲氏 ( 近畿地建) ほか 4 名

殺事 6 月号「近畿地建 j ( 仮称) 特集案検討

編集委員会総会 ・第 1 回編集委員会 (新 旧合同 )

11 日 4  U寺- 7 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 構 村I宏至朗ほか 21 1' ，

議事 (1) 自己申;[1 介

Ｈ Ｒ Ｉ 副会長丘 ｬｬ Ｍ ｾＺ ［ のあいさつ

(3) 制集委 貝長のあいさつ

(4) 各小委員会話IJ 委員長 ・各分科会 l除'J" のI工

i遂とあいさつ

(5)編集委員会の精成と制集についての説明

(6)51 き継ぎ事項 ( 4 月号以降 )

(7)本年度の編集のあり方および収支目標に

ついて

議事終了後、立食ノ マーティ

第15回 ' bei ngj 幹事会

16 日 71侍- 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 北 村 幹4 ほか 4 名

議事 ' beingj 報告と今後の企画

10 月号「大林組」特集第 3 回編集会議

22 日 l  時 半 - 41時 於大林組会議室

出 席 者 林浩二氏 ( 大林組) ほか 4 1' ，

議4' ; 10月号 「大林組 j (仮柄、) 特集案検討

第 1 回広告企画小委員会

23 日 4  U寺- 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 構 事11委員長ほか 6 名

議事 ( 1) 4 月号 「大阪東京海上ビルデイング」特

集広告途 中経過報告

(2 )  5 月号 「今 、京都」・rj建築家のための設備

知識」・「きんでん 」特集広告i金中経過報告

(3 )  6 月号 「建築と土木」・「近畿地建」・「毎

日放送本社ビル」特集広告途中経過報管

(4 )  7 月号 「施工材料」特集広告i金中終過報

企t

o  

(5)平成 3 年度独自特集企画 、その他

(6) 平成 3 年度予算報告

第 1 回施工材料分科会

25 日 41侍- 6  U寺45分 j六本会会談宅

出席者 村上 幹事ほか 6 1"，

殺事 (1) 平成 3 年度第 l 回特集の iE: lllij

(2施 工材料の頁の企画

事 業 委 員 会

第 1 国広報小委員会

3 日 6  U寺半- 8  U寺45分 於本会会議室

出 席 者 原 見1; i1J委μ 長ほか 12名

談事( 1)前回事業委員会の報告

(2)第 l 分科会からの報告と検討

(3)第 2 分科会からの報告と般討

(4)新年度の筒IJ 委員長 、幹事について

第 1 回新旧合同見学会小委員会

4 日 6 1時 - 91時 於 「志可〉堂鳥居

出席者 南副委員長ほか 11名

議事 (1) 前回事業委只会の報告

(2) 今後の見学予定報侍

(3)今後の企画について

(4)新年 l支の日IJ 委只長、幹事について

第 1 回新| 日合同若い会員の集い小委員会

9 日 6 時半 - 9 時 ＱｩＧｾＮ￮ｬ ｈｾ 飯応

出席者 杉本、庄野、新前副委員長ほか 12名

議事 (1)前年度の卒業報告

Ｈ Ｒ Ｉ 新 ＱＱ ＺＱ委 ｲｾ の自己似介

(3)本年度の lrilJ 委μ 長、幹事の互選

(4)本年度の企画について

Ｈ Ｕ Ｉ 本年度 小 委 ｦ Ｎｬ会の ＱＴｾｊＨｭ について

第 1 回リゾート施設見学分科会

12 日 61時 - 8 1侍 於 本 会 会 議 室

出 席 者 南 面IJ 委員長ほか 2 名

議事 ' R E S OR T  l S L A ND 淡路島一講演会と見

学会 . 1  irl 2 日の旅 ー」 について

第 1 回事業委員会

18 日 l  時半 - 2 時45分 於 本 会 会 議 室

出席者 三 好、商、! 点見、杉本各副委員長ほか

7 名

議事 (1) 各委. u 自己初介

(2)各小委員会からの報符と検討

(3)委員の出張旅費について

第 1 回九州著名建築見学分科会

22 日 6  U寺- 8  U寺45分 於 本 会 会 議 室

出席者 南副委 fi 長ほか 3 名

議事 (1)本年度の企画について

(2)当分科会の名粉、について

第 1 団関西の近代建築を訪ねて分科会

24 日 6  U寺- 8  U寺 於 本会会議室

出 席 者 杉 本 国IJ 委μ 長ほか 4 名

殺事( 1)本年度の企画について

(2)分科会の名利、について

第 2 回リゾート施設見学分科会

25 日 6 1時 - 8  U寺 l六本会会議室

出席 者 術 家 幹 事ほか 2 名

議事 ' R E S OR T  l S L A N D  淡路向 講演会と見

学会 ・1 i (1 2 日の旅 一」 について

第 1 回近代建築・古建築見学分科会

30 日 61時- 8 時半 l伶本会会議室

出席者 ゲスト武 日 ｉｗｊｉｾｉ 氏 Ｈ 武 図鑑 築設計 事務

所 ) 、南而IJ 委以長はか 3 名

議事 本年度の企画について

教 育 委 員 会

第 1 回委員会

1  



23 日 6 時 - 7 時半 於本会会議室

出 席 者 片 fr 委只長ほか 11名

議 事 ( 1)平成 3 年度正 ・副委. QI長及び幹・J'; の 選 t_lj

(2)講科会 ・工高生教育両小委只会の本年度

の事業企画

(3) 日本建築協会創立75周年記念事業、そ の

他

建 材 委 員 会

「

第 1 回委員会

10 日 3 時 半 - 6  JI寺 於本会会議主

出 席 者 近 雄 副 委 艮 長 ほ か 18名

材料説明 治両ｴｉＡ ｾｅ 鉛 め っ き Ｎ ｏｍ Ｍ ｚｐ 処思

組当/ 三輪委員

議 事 (1)今後の検汀建材

(2)今後の 「新建材利介コ ーナー」 仙紋予定

議 事 終 了 後 懇 親 会

出 版 委 員 会

第 1 固委員会

18 日 5 時 - 7 時 於 本 会 会 議室

出席者 mn委只長ほか 6 名

殺 事 (1)平成 3 年度正 ・函IJ 委只長 の選出

(2) <プロのノウハウ 〉 と特装本の経過報告

(3)今後のテー? と執筆者選定について

(4)  r プロ の ノウハウ 」講座 シ リーズについ

て

建 築 ク ラ ブ

i  ｾＧ｝ＺｉｍＡｬ Ｎ｛Ｇｎｊ＠ お知らせ l  

環境にやさしい建築デザインは可能か?

一一 関西設計者会議公開シンポジウム

関西の気鋭の建築設計者、デザイナ一、大学研 両日恭行 ( 建 築 家 ・4持良女ー子大マ: 数段・

究者、行政組当者、ジャーナリストなどで構成さ 一心寺住職 )

れている関西設計者会議が、環境問題と建築デザ コー引平ート作家主L子 ( 建築家 ・あるくネ ントワー

インの共存の可能性を探る公 ｉＩｾ ｊ シ ン ポジウムを ＱＩ 日 キング)

ｈｾ する 。 口 日時 1991年 7 月26 日ω P M6:0 0 - 9 :00

同会議は、発足から本年で 3 年目を迎え、いま 口 会場 一心寺日恕殿 ( 大阪市天正寺区i生坂 2 ー

まで例会のゲストに鐙築家の篠原一 男氏、狩野忠 8  - 69 T E L  06ー771- 0444 ・地下鉄谷

正氏、アーテイストの今井l ' 1?Jlt 氏、北山善夫氏な 町線四天王寺前駅下 '111有西徒歩 7 分)

どが出席して会議メンバーのみの研究会をこれま

で、年 1 - 2 回行 ってきたが、今回 、初めて一般

公開のシンポジウムを行う 。

現在、生きる我々すべてが、切実な 問題として

直面している向然環境の保，ｾについて 、 建築設計

r . I I 市づくりに隙わる者も新ためて考えようという

趣骨て¥環境にやさしい建築デザインは果たして

ありうるのかという のがテ ーマ。 シンポジウム の

会場も、今回のテーマにふさわしく ー一 自然、生

と死にち襲いかかわ 1) のあるお守一一大阪で由緒と

絡式で知られる天正寺の一心寺の回想殿 ( 設計 :

高口恭行十造家研究室 ) を特別に 1甘りて開催する 。

〔概 要〕

・関西設計者会談m3 回例会公開シンポジウム

口 テー 7 環境にやさしい怨築デザインは可能か?

口入場料 1000円 ( 飲み物、おつまみ付き、当日

受 付 で)

口定只 200名 ( 先着順 )

口 主1m 関西設計者会議

口後援 (社) 日本建築学会近畿支部、 (社)新 日 本 池 袋

( 予 定 ) 家協会近畿支部、 (社) 日本建築協会、 (社)大

阪府建築士会

口 協ｾ 大阪ガスインテリアスタール、

東陶機器株式会社

口お間合わせ (社)大阪府建築士会内 側西設計宇;

会 議 事 務 局 鶴 田 、 母 合 ま で

〒540 大阪市中央区常総田T1  - 2  

- 17  大阪フコク生命ピル

T E L  06 - 947- 1961  

F A X  06- 947- 7103 
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ビ デ オ 映 写 会 11 深化する建築- 居住空間の未来を探る

GA L L E R Y - MA講演ビデオ第 4 回 | 一 松下電器側

24 日 6 時 半 - 811寺 於本会会議室

川石山修武 「技術の万華鏡一石山修武の仕事J I  建築フォーラム 「深化する建築 ー住居根源論」 口主催 松下泣然関西 HA L S 支防

(2)早川邦彦 「風対としての建築 J I を発展させ、オフィスや道路、公共施設なども含 口後段 位築フォーラム

参加者 38名 | めた、広い意味での 「居住空間」にテーマを拡大。 ※ 同エキ ジビジョン

ｼ同時に視点を 「 似 ｩｊｾＨ Ｈ 過去 Ｉｊ から 「 未来 」 へと移 ・ テ- 7 シーラカンスヴィ ジ ョン

4 月の入会者団林略 ) 11 し、未来展望の中から、屑住 ｾｉｈｊ のあるべき姿、 口会期 1991年 7 月 1 日 川 - 8 月 7 日附

〔団体会員 1 社〕

( 附アナベル

〔側人会員 6 名〕

，，ｾ＠

飯 国 料 三 時 国 光 浩 紛i国 泰 彦

Ｈ ｍ［ｊｾｊ 十 Ｉ ( 高品工 務前 ) ( it' i 水lI¥訪 れ山 hl l

松 原 光 男 山本態 ｾｦ￬
( 松 j卓也築研究所 1 ( 岡松控訴 )

‘司 会只の言ト報

〔例人会只 〕

雑 ｴｾ 幸夫 (77i :&) 平 成 3 年 3 )  J  11 tI 死亡

松ヂI:i ，'l 之助 ( 93歳〕平成 3 年 5 月24 tI 死亡

問題点 、方向性を探 ってし、< 0  A M10:0 0 - P M6:00 

• r深化する建築ー府住空間の未米を採る」 無休 ・入場無料

フォーラム 口会場 HA L S GA L L E R Y  

ロ タイトル シーラカンスのいる世界 ( 東京都港区新情 6 ー17- 15ナシ ョナ ル

口 講師 司会/ 安総正維( 縫築家・千葉大学講師 ) HA L S館 1 F )  

l京 広司 ( 建 築 家・東京大学教筏 ) T E L  03 - 3436- 6165)  

ンーラカンス ( 建築設計集団 ) 口主催 ナショナルリビ ン グプラザ東京

口 日時 1991年 7 月12 日制P M2・3 0 - 5 :00 口 後f在 住築フォーラム

口会場 ツイ ン21ナショナルタワー2 0 F 特設会

場 ( 〒 540 大阪市 中央区域見2- 1- 61)

口定員 予約先 l l ' 350名※ 入場無料

口問合せ 絵下電器除.J il!i H A L S 支応営業推進部設

計約報セ ンター

T E L  0120- 06ー2203( フリーダイヤル)

183 



I NF ORMAT I ON お知らせ E  

渡辺豊和氏の出版記念ノ f ー

ティ開催

「 ｩ 児科 ｬ 村 ｬＨ 体 ｦｲｦｩ ￎ￭ ｊ 、対 馬 「 文化の郷 」 など Ｉｊｯ［ ｾｬ '、

作品を次々に党ぶしている@ 築家 ・I1主jll Ｇ［ｾ＠ 1' 11氏 li

5  )J 、 6 H とあi けて 「発光するアトランティス 」

( 人文市院 ) と 「天井伐敷から江戸を見る J ( 1f，4: i

'

r-

ｉ ｊｽ Ｉ を発 刊した 。 ｊ 二百 じ符作 の ｆｉｊ 行 を記念して 、 ｮｾ

版記念ノ、ーティが F 記のように H甘かれる 。

参加l希望!i は 、 t! 上山fi 人に ご J主総いただきた L 、。

と き 1991年 7 }- J  20 1:l U: l 午後 2 時よリ

ところ 大阪市中之山中央公会堂引; 皆中集会主

主 fill Ｇｾ利略 Ｈ 世話人と同じ Ｉ

会 代 10 .000円 ( 21111' の本代を含む )

世 話 人 大|坂 d'jl l'央 区 瓦IHTl - 7- 7 御堂設計 |付

称、U] ，支犬 T C L  06- 222- 3100 

I NAXギャラリー大阪

「グリコのおまけ展」

，;佐も が知l っている江崎グリコのキ ャ ラノ ルのお

まけ 。 戦 前 . ｬ ｩｩ ｾｲ ｬＧ のアンチモ ニ ー 製戦艦や紙 の兵

隊 、 終 戦IHJ もないころの紙、土、ゴムの人形や動

物、セ ル ロイドやブリキ の おまけを続 て 、カ ラフ

ルなプラスチ y クのシステ ムキ y チ ン や プ '1 ; ./ ユ

ホン屯 ii7i まで、その 65年の、妙に日本の成長の l歴

史 とタ'フ' って比えるおまけ の 歴 史を版ポす る。

会 期 1991年 7 H  5 日 制 - 7 月3 0 日( 刈

AMI 0 :00- PM6:00 ( 会 期 中無休 )

会 場 INA X大阪ン ヨールーム ( 大阪市西区新町 )

協 力 t工的グリコ( 側、 グリコピア神戸

山 本 順三氏 ( 山三化学工業代表取締役)

日本建築学会の「建築家講

演会」開催

社会に向けた処 ｷ［文 化・ ｗｾ r建 築 家 講 演 会 」 が

下記日時に開催される 。 これは、日本建築学会主

催によるも の で、松近の 作 ihI をI l . ! I して語 られる 。

・東京

テー 7 建 築 と か た ち

講師 川口 li.l i氏 ( 住吉長椛泣家 ・法政大学教佼 )

ml 日 1991年 9 )J 27 日制 18:  30- 20:30 

会 場 建 築 会 館 ホ ー ル ( 点京都港区芝5- 26- 20)  

定員 360名 ( 当日先，{f ll 凶 ・入場無料)

司会 長 尾 豆 武 氏 ( 武縦針美術大学教授 )

・金沢

テー 7 近 代 と 未 来

E講師 鈴 木 エ ド ワ ー ド 氏 ( 往 築 家 )

WJ 日 1991年 1ｏ Ｉｾ＠ 3 日同 18:  30 - 20:  30 

会 場 石 川 県 文 教 会 館 ( 金 沢 市尾山町 10- 5)

定員 500名 ( 当日先，{i li ln . 入場無料)

司会 妹ぬ手口世: 氏 ( 妹 1::; 1' lli 止処築設計事務所長 )

・広jみ

テー 7 京都から の メ y セージ

議fliti 若 林 広 幸 氏 ( 主j I ; 築家 )

WI 日 1991年 1on  9  H附 18 :30- 20:30

会場 広 島 Y MC A ホール ( 1..1際 文 化 ホール )

( 広島市中区八丁刷7- 11 )

Aμ 300名 ( 当 日 先 山l闘 ・入場無料 )

司 会 井 上 章 一 氏 ( I.li l際 H 本文化研究センター

助 教 授 )

間合せ 日本位W; ' 下会; " [ . i止'J'; 業 謀 ( 東 京 都 港 区芝

5- 26- 20 'oI.e，:M 3- 3456- 2051)  

立 体 道 路 制 度 を 活 用 し て一第二京阪道路上にコミュニティ・スペースを建設一

住 設省 ( 近 畿地，ill . 浪速I J i lj 立 ・京都凶辺 ) 、 Ji '，

ｲＮｬ ＱＱ ｻＮｦ 、凶 ｪｬｬ 町、日本道路 公団 、京阪ｾｴＡＺ気 鉄道 Ｈ 仰は、

21  i ! Hdl Hi f i の完成をめざして用地買収 中の 第二 京

| 坂道路 ( 大 阪 府 門 以 市ー 京高IIJ(.f 久御山町 ) の 京 高I1

I(.ff J!l J 、京高III(.f 川辺 町 でJ)L .(t :事業中 の 京 阪 * ロー ズ

タウン松井地区に、 r i 日本道路制度」 を泊 Jf f した

大規模休疋!施設を往設する計画をまとめた 。

地設は、恥，70m- 100mの刷; 甲l桃迭の道路上に人

工地盤を設け、シ ョン ピングゾーン 、レ ストラン、

休憩施 盤イメージ " ース

コンベンシ ョン地設の入る 3 - 0皆往てのコミュ

ニティ ・スペース ( 約 l ha ) が建設される 。 さら

に 道 路 沿 い の 約 2 ｨ｡ の リ ｉｽ ｾｊ 也に は ＵＱＺ 皆鐙てビル Ｈ 1  

1; 皆は 160台 収 容 のハーキ ン グエリア 、 2 - 3[ : 皆は

l ( 間駐卓功、 4 - ＵＱＺ 符は￭ｬＧ ｾ 業施設 Ｉ を 建設する 。

総 Ｍ Ｇｊｾ 業費は ＱＰＰ 億円引 ｪ 立 て｜今 後は休Ａ￭ｾｾ施 設 、

i丘路の立体区成苦手を位 i泣付ける都市計画決定のた

めの手続き 、およ び京阪 * ロ ーズタウンの 事業 計

画との調終に人リ、 2 - 3 年 後 に は 着 工 す る 子 定。

一一「ヒゴ-----;:-;;;

に ［Ｗ Ｗ 戸ｾｾ，
三ユJ-. 二 ｾ ｾ ￞ｾ ｾＡ ｾＭ ｾ ｾ ｩ Ａ ｾｾｾ ｾ 戸 ム也』

日 品川 ｬ Ｎ ｟｟ｌ｟ｊｾ

コミュニティ・スペース部断面図

184 組築と社会/ 1991 年 611 サ

第 5回建築環境デザインコン

ペティション

「人聞 のコミュニティは 、幼 ・!? ・tl ・・.t:がILt ざ

り千子いながら循環している 。 全体 の桃 成 は 変 化 せ

ずとも、そのなかの11明人はゆるやかに変化を続け、

コミュニティのなかでの位訟関係は時間とともに

変わ っていくのである 。 そうした観点からみれば、

向齢者だけを集めた泌設はいか に充実し ていよう

とも生きた コ ミュ ニ ティとはなり 伴なし、 。 各年齢

層 が ! 当然に泌ざり合い 、チ供や-，'f 年 が 人 生 の 先 輩

の背中 をみて育 って い く な か で、高齢者が そ の 役

; 別を卜分に来たせるようなコミュニティづくりこ

そ、; ] <ゲコら II ているので" はないか。

今 凶の課 題 『高齢者にやさしいコミュニテイ 』

は 、高齢者対応 を主1Il{ としながらも、アクティビ

ティがあ リ、周辺邸段と の 繋が リが 好 ま し い 形 で

l民間していくようなコミュニティのあり }J を求め

ている 。 一万、商船者への 、設備計画、半面計画、

所要総設、デザイン、人と自然と のつき合い万 の

誘導などにおけるやさしい配慮も必要で、そうし

たコンセプトも従不してほしい J ( 主催者 )

コミュニティの鋭校や施設内作、立地 条例4 は Lι

ｾＧ￟字 ｩ の 氾Ａ 定に委ねた ｊｬ ｛京 ｹγ スＨ州主 ｦｩ ｈ のコンペ 。

ｌιｾｽ ＧｊｬＺ ｪ ｩ＼＠ 1991年 9 ) J  30 日までに i f 製ハガキ rj l込。

作品締り1) 1991.if- ll H  5  I:l(必

従 .'H図面l 乎I飼図、配泣図、世fr luj III 、設備システ

ム図、その j 主本的々え万のi霊視図 L し

くは悦叩Ａ万点、 そ の 他 。 剖 Ｈｩ ｪＭｾはｊＧｊ 山 。

中間 ケ ン ト 紙 ( あるいはおlする 600mm

X  840mmの l写紙 ) をfJj_J)羽 。 i' n尭き、 Sh

ｾ ｉ Ｉ 、明人 ｉｉ 、，ｻ ｩ 色、 ＧＱ ｪＺ￹Ｚｬ Ａｬ￮ 付は ｊＧｊ [!_I o  

従ｬｉｾ光 ( 附新往 築 社 後 築 現 段デザインコン ペ テ

インヨ/ ' ff- ( T E L  03- 3811 - 7101)  

第 3回タキロン・デザ、インコンペ

「 現代目 ＱＱ 市は、Ｈｩ ｻｦｩ かに ｉｾｕｪｾ ではあるが 、 そこには

大 きな) } が渦巻き、 H寺代の! 瓜に包まれた新しい生

命体となる r可能性をはらんでいる 。 それはr . l 11打の

illlfil した システムの rl' に、現代人に生 きる活力を

与えてくれる次 Jeの災な った n然が存代すること

と無関係ではなし、。 こ うした r.l ld1f宗岐に立ち 、 カ

オスの係机lをさらに延長しm附 す る と い う 不 E な

ｊｩ ｩ 去によ っ てではなく、すてＧに付 ＧｬＧｾ ｬＺ ｬｬ 二した 行 ｉ ｬｲｬ ｪＧを

11見コード化し、より1 : ' 101で新鮮な建築を発見した

い。 それは既成n J l Tli の tfll i!J IJ 力から脱出し、 i! t . やか

む辺動を引き起こす川li 主総となるだろう 。 そうし

たく第二の向然としての 1:11市 〉を以) ) L化するために

r時代 の風をはらむ都市装置』 をテーマ とした 」

Ｑｈ ｾ 締切 1991年 10l J 14 日までに 'r¥・製ノ、ガキ巾込。

作品締切1) 1991年 10) J31日(村

ＱＩｾ ｴｉ ｾ作品 A  1 ケント紙あるいはそれに :wするも

の l 枚を jJj_J用 。 !? 焼 、f. (ĵ ji: 、斗L 入II 、

ｉ ｴｦ 色、 ｾＯ氏 、説明 文等表 ｦ ｊｬＮ は自 由 。
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資料をご傭3 1 < 下さい。

新しい時代の、新しい扉をひらきたい。

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
A 、

ヱミ 社

本 社

支 庖

倉 庫

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸7 7 トクピ ル5階)

電 話 村戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石田T4丁目 (電話811-3610)
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本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ピル T EL 03(3571 ) 2703附 F AX03( 3571) 0264 

大匝事務所 TEL06(391) 1081- 1FAX 06(395)1109 名古車出張所花L051(811) 3660

慣埠宮車iIi TEL045(310)4831 FAX045(310)  4765 庫 本 出 張 所 TEL0461(11) 1761  FAX0461(13)  1341  

埼玉宮築所 TELO叫 (774)18時 五 埴 出 張 所 TEL0191(18)  0878 FAX0191 (18)  1614 
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本 ヰ土 干 540 大 阪 南 中 央 区 常 盤 町 1 - 3 - 8 ( 日 本 生 命 谷 町 ビ ル)

T E  し ( 06) 943 - 6 5 7 1  ( イて)
東洋シャッター株式会社

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大津/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

⑨日本写植印刷株式会社

代表取締役 神 田 都 義

本 社

日本写値センタ

津山写値センタ

干545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30

干892 鹿児島市名山田T4- 7 三宝ビル

干708 ，章 山 市 信 田 1 3  7 2  - 1  

合 06( 印6) 1111代

合 ω 9 2 ( 26) 4371 

含 0868 ( 28 ) 4377 

奉仕感謝の庖

タイル工事施工

⑩25 川 岸 窯 業 高 庖

本 キ土

天理営業所

哩11>550 大阪市西区西本町 1 - 13 - 33

電 話 大 阪 06( 532) 代046 1 ⑮ 550

天 理 市 丹 波 市 新 町 5 0
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商昂は字気ですo ¥1 r-
掴 掴 熱と空気の工ンジ二戸川 一 一

〉ー〈/ 5T21
・宮

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施 工

練武盲目 ｃｾ 姐島各 Ｔ
e絃 W 可 日 ーι 例号. ，' . L

東京都港区浜松町 1 - 25- 7  電話( 3434)6171  ( 大代 )

大阪市淀川区加烏 1 - 58- 59 電話 ( 302)2271(代 )

北 海 道 ・東 北 ・名 古 屋 ・中 間 } L 州

釧 va ' 函館 ・椛|出1 ・倒t ｾｊｾ＠ .  111' 問 ，<j>: r.II 神 l'

• 本 社

大阪支社

支 l古

' .i背 業 所

1  

空 気 調 不[[ どとさL 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 、てτ 7 設 計 施 工

人に優 しい環境づく り.

第一工擬撒式倉祖

干 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁七1 6 孫 1 4 号

定 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

干 100 東 京 都 千 代 trl [玄J しの 内 3 丁 1=1 3 昏 1 サ

TE al 丙 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 炎 )

大 阪 支 庖
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宇土本

電 気・空調・ 衛生 ・ 防災 ・産業廃 水設備

設 計 施 工

8 > ヲイヲレ械式会社

本后大臣本社 干650 大 阪 rli 州 I，，( fll; 刷 1I  119 lf1: 25 '.; - '，Ii.，，1， (06) 441 8231  

東 京 本 社 干 102 ｾ Ａｊ ￎｯｭ＠ ｲ Ｇ ｦ｜Ｚｉｉｉｉ ｽ Ｈｪ［ ｾ＠ I は2r  11 15品 川 廿 司li !!. (03)326J 山 川

支 社 れ，l iW. ' ｾＧｉＧｴ Ｇｉ ｉ ＮＺｌ ｬ＠

主 底 札 純 白111; .  fJ dL;  大 川

Jム品 l:j 松 熊本

営 難 所 帯 広 副 館 山 氏 杭 川

ｾｉ ，＠ I t - 悼 111 松 山 尚 知

組 川 ｾ＠ .. ¥品 川崎 ー怯 ; 1

ン 〆 ガ ポ ー ル ホノ コ J

干 354 ｴ ゐ ｫ ｬｲ ，ｾ 人 Ｏｴｉ ｬｭ［ '，y，町 大 下 北 水 川 円 。 昨 地 屯，;10 ( 0岬 2)5H 1511  

「且ｴ｜ｬＧ Ｑ Ｑ ｊｩ Ｎ 奇 Ｇ＿ｩｊｾ .  ，;. :  r. u  .  Jtl ll ・

出 積 所

海 外 支 庖

伎 情 研 究 所

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・ 大阪ガス住設機器特約庖

大晃設備株式会社
。

'i.!L 06- 313ー 1846大阪市北区西天満 5 - 1ト 12

本 社

大阪営業所

枚方営喋所

/  X  '¥ P(; ;t 設 備

1 /冨¥1 ホ処 f哩胞 s没

マー---v 環 t克 胞 設

三機工業株式会社

取 締 役 世 l..i 1' 1 谷 { !? 二

大阪支 ＱＱＱｾ 長 三 田村 4A也

大阪市中央区北 ｩｊｾＲ Ｍ Ｒ Ｍ Ｒ Ｑ '，[L，l，f;Q6( 202 )3071  ( 代ぷ )

東京初千代 IJJ 医イl 栄町 1- 4- 1 電話03( 3502) 6111 ( 大代 )

r， ，l i M 九州 ・北海道 小 lli l 点北 北|地 ・I'LJ[ 1i 1

空気調和設備

中日俳ノド設備

電 気 設 備

大阪支庖

本 盾

支 庖
11L0720- 49- 2128 枚 方市 甲斐悶* 田T 9  - 3  

空 気 調 和設 備

衛 生 設 備 設 計施 工

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

三建設備工業株式奮社-令

おお西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 庖 営 業 所 福 岡 ・京都 ・天 理 ・ 川 西 ・ 神 戸

大 阪 市 北| メキ[ 悔同r 3 吊: 5  ，;- '，I.[ J i  (352 )  1  1  3  1  Ｈ Ｈｾ ｉ＠

*J ; ( (，1I
I
[1央1'( 11 本U! i 蝋殺陣r2  - 2 2  屯話( 3667 ) 3431( 大 代 )

r， ;1i J.t i  '  fII l f i ・.fL 1悦 ・!ム 向 ・飼料'i[ ・<'r，: 沢 tlr ｩ ｾｊ＠ 陥 ｩ ｲｾ

大 阪支 庖

本 社

支 社

⑨日本管工業株式会社

設 計並 施 工

、，

京 都市南 区 西九条 ｾｅｂ 町 Ｒ 0 番 地 の l

電話( 681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間I専用 ( 691 ) 1045  

大阪市北区天満 1- 5- 20 111訴 ( 06)352 - 350111り

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  ';11話 ( 0592 )26- 3610間

四日市r ! i 凶 末 広 町T 111話 (0593)53- 7431刊

大津市中央 2 丁目 4- 28 ｾＱＱ ， ￯ｦ￭ Ｈ＠ 0775 )22 - 9738(ltl 

本社亙京都支庖

大 阪 支 庖

三 軍 支 唐

四日市営集所

滋 賀 営 難 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

晃 空 調

) : 阪市中央区域且2丁目l番61号-"/イン 21MI D7ワ - 1lL，，1，06- 949- 1371 

*  京 都 新 街 区 内 新 1(1 新術 Ii')i ピル 屯 ，，1，03- 3344 - 191 1

大阪市北 区 阿天 ｪ ，ｾ， 4 丁目 6 lI'i 18サ' ; 1l 話 06- 363- 1371

Itllf; Ｇ ｬ￬Ｇｉ ｩｩ ｾ Ｍ 名 ｉｬｩ 民 ー Ａよｽ［Ｎ｜九Ｇ，Ｑ，ｬ， ｪ

十L映 京 高11 - J! 1'p' 松ι1:

行本 ・牧町 ・雌悶 ・人ー'/;'; • T']出・川崎 ，i; ';UI '  N，IJI 制 :Iklll

u取岡山 ・1:Ji 松ト| 剥能本鹿児) ; ，¥. ;11
1
制

-・・

-・回・・‘掠式会社
。
本 社

*J;( 牛: /1
1
1

大阪本m

Ｑ ピ ｽ ｩｬｾ

，Ｚ ［ ｾ Ｎ＠ ｾ世 一 所

:H ';U /' 1斤

tI :  ｫ 阪 Ｂ￭ ｾＱ 央区瓦 屋 町 Ｒｔ ｅｬ ｉｉ 爵16ザ( オートセン 7ーヒル 1 ， 2附

重l;f Ji.iIl P) - 542 "ι BEEt 大出λ (06) 768- 5  0  3  1  ｦｾ＠ l三

ノノテムノス部 'Ih: 自治 ).; I以 (  0  6 )  7  6  8  - 1  6  5  1  ｦｾ＠ i 也

氏J主主! 山 東京都文京区小石川 1丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ビル7陪)

到; 便番号 112 ';11訴 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1  代表

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

0・9 よりよき環境へ技術で挑む一一一一

守 株 式 会 社 精 研
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本 社 大 阪 市北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 立 ビ ル 5 階 )

電 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 ( 代 )

支 底 東 京 行11中 央 区 日 本 僑 穿 場 町 2 丁目 1 7 番 3 号

'; l!. 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8  (代 )

営 業 所 堺 ・ 米 .J +¥ . 以 南 滋 l"i  

電気段備・計義制御訟備・空調役備・クリ ーンルーム役備・プラント設備

鎗排水衛生設備 ・エネルギ ー集中監視システ ム 段計施工

& 三 宝 電 機 株 式 会 社

取締役社長 嘉 納 秀 一

事 担 干5却文節制区西天盟12-6- 8狙ピJレ) TEL 田(364)1471・FAX 00(3倒)5533

車京豆担 刊応東京甑港区斬廠ー16( ニュー斬蝿ピM TEL国( お側)0131.FAX 閃( 抑)0268

l ' I oDE 干461 l ' 1o&耐晦童耳目-11- 14 TEL051(釧 )5131. FAX051倒的7535

陣戸豆 ｅ 干 句碑戸市 轟丞岩畳明町 ＱＭＲｾ Ｈ 工ピスピ川 TELG珂(倒 )55' 1・FAX078(871l 6甜1

堺研究所青由主飯府精査三宝町t T3国 TELOn2(2n脳18. FAX0n2(2n1哩4

特殊壁装材製造販売 和室に最適

回-ー:!:::!?)(株' )i Ii ! ]: J : J !]C: 

営 業 種 目

.  

- 防 水 工 事 的 イ ｾｪ ｾｪｪ 水 ・ シー ト防水 ・ モルタノレ 防水

・ 樹 脂 i主入 接 着 工 法 科 純 樹 脂 注 入接稲荷I i 修工 事

・ 亀 裂 補 修 工 事 各 般 樹 脂 注 入 ・充 峨 コ ー キ ン グ

・シ ー リ ン グ 工 事 :.... ' ) コ ン ・チオコ ー ル ・ウ レ タン ・アク リJ レ

・ 吹 付 工 事 アク リノレ ・リシン . ｾｪｩ ｬ 性タイル ・ そ の 他

く〉建 般 業 許 可 大 阪 府 知 ，)'; 許 可 ( 般 ー 53) 第 51225号

o 日本 シ ー リン グ工 事 業協 会 4 員

ー
( 株) 特殊技研

大 阪 市 北 区末 広 町 3 - 21  

Ｇ ｉ ｾ Ｎ 千 ｕｊ 也 所尉 町 ビ ｊ レ ＲＰ Ｑ S  

T E L 06( 315) 0  7 0 1  

⑧語講道晶画雄式会議t

代表取締役社長 依 藤 孝 行

〒534 大 阪 市 都 島 区 中 野 町2丁目 10番 11号 T E L ( 06)351- 5428附

F A X( 06) 351- 5299 

@ 遥 暖 房m

d・F電・司....

⑧時掛王在来長持

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 1 [ " " 司 : 1 :・E唖: 1

一一一誠 実 と 技 術 で お 応 え す る 一一一

。 住友 電 設株 式会社

取締役会長 代 谷 正 元

取締役社長 相 馬 一 男

6月に革担睡眠予定( i'! 却式鼠市i ! ! i I 8同盟座2- 1- 4)

S圏直E送電線工事 工揖電気股働工事

泡申送電膿工事 防爆電気厳備 工 思 椅 掠 配 管 工

電 気 設 備 ⑤ 設 吋 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代 表取 締 役 山 本 i't 士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル TEL 大阪06 (3お)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385) 1361( 代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1l 85(代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 0665  福岡出張所 TEL 福岡ω2 ( i71 ) 6 1 6 8

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西

専務取締役支社長

支 社

横 田 幸 一

大 阪 市 中 央 区 高 股 情 4 丁目 3{書7号 電話 大 阪 (202)0325 - 9 番

本 社 東 京 都 千 代 国 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北 海 道 ・東北・丸 / 内 ・新 宿 ・神 家 川 東 関 東 ・中 部 ・九州

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

Mast er BUllders  Technol 押 田

JICモ.J " I J コ1(，.: ' ー!I" ｴＮ司 ｫｾ 謡言語量

日曹マスヲ Ｍｾ Ｎ ｊ ｉＢ ヂ弐株式会員
本 社 : 点 京 都 泌 氏 人 本 本 3 - 16  - 26 T  E  L  03-3582-81¥13  

大阪支庖 太阪市中央区北浜3 2・23( 1. 1霊ピル) T  E  LOti 202 329. 1  

。..， ..TJ_)¥}長J 酬の断熱用シ~人

Jるシ・ 司 令

目立/¥"
1

イナ11ーシート P

目立バイナリーシート P は，日立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ妓術て相帽した. 二重構宣の断熱策周二重防水シートです。

目 豆 電 線 株 式 曾 祉 制 開平畑区納汀自1・2雪(刊 困ピ1(1)
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特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 Tl I J I !J 9J 乱暴ゆJl

可

責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

- オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ー ( ETC- F)

色 彩 豊 富長 尺 物

ロ

ロロ

i皮板規格 S小 波 . s大i皮 ・Vi 皮 ・ポ y クス j皮 ・W ジ ャ ン ポj皮 ・V デ y キ

SVジ ャ ン ポ 波 ・ ボ ル ト レ ス ル ー フ BL ' 其の 他

平板・波板・棟包・雨押類・昔樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニターベンチレータームーパーエキゾスター(強制))

ボーロイド( 断熱材 ) D. G. K. ※ カタログをこ・請求下さい。

干 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 電 話 大 阪 (06) 412- 5131刊

大阪 ・九州・名古届 ・広島 ・東条 ・il:! 路

干 ＳＳＵ 磯市以越 Ｕ 丁臼 Ｖ 番 ＳＲ 号￭Ｑￍ ｾ 芦敵 ＨＰＴＸＴＩ 42- 3115(1ω  

.!l [- It ・J l [ 京・関東 ・熊谷

運勢 市I J I !J 9J l :J 9J l 製造綜式会祉

半 世 紀 の 実 績 が 誇 る

技術むつフチウヲユデ

途用

エターノコアー F大和郡山市九条スポーツセンター屋根

デンカC S Aファミリー製品

- T二. . OCSA ( 膨張| 出昆和材 ) コンクリー卜のひびわれ防止に

Ｍｔ 二 ＮＮＰ 弓 ｉｾ ，ヨニ ｊ Ｈ ク ラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・寄与 ｮ 〒ョー宇 ｉＮｊ Ｇｊｾ Ｈ耕一 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に

・安ニJ nES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安ニJ nzl ooo(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

-

4
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ネ土

.，0.. .  

' A  式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

守

TEL 本 社 ・京 都 ・k，Ii: ]肝 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

vn飢 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

TEL 大|仮 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄式株業産

TEL  大|坂 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 見〈 京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

コトネ土

A

ム

玄式株ネ土
ふ

玄式株産キ勿羊光

188 

TEL  ［ｾｾ＠ i'i .  '.' ]' 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  T E L 大 liN



坑2

・r_ 問 無F艮

太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイノレのわず‘ かな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリズ〉ムの中の陰影、

タイノレ一枚一枚がまるで意思をもっているかのように語りかけてくる。

TOTOエクステリアタイル。

T O T Oエクステリアタイル

カタログをご希望の方は 、 干 530 大 阪 市 北 区 曽 根 崎2- 3- 7 t旬新第一生 命ビル 東 館 東 陶 機 器仰 大阪支社までご請求ください 含 06(364) 1181 
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さんさんと輝く太陽、ほとばしる水しぶき 。そんな美しい自然

のディテールも、床 には過酷な条件で 1九タジマアクサンスは、直

射日光や水に変質・ 変色しにくいノンスリップタ長尺床材。さらに

遮音性、而サ摩耗'1生なと数々の機能に優れ、フールサイドや

マンションの開放廊下、ベランダなどに最適です。シー ル 工

法によりめくれ、最IJ かれ対策も万全。太陽と語り、水と遊ぶ。

時代の屋タト半屋外ス ペースに、安心と快適をお届けしますL

水と太陽に強いノンスリップ床材。

営業本部 東京営業所 大阪営業所 i・
'r- l ・u園、 干 Ｑ ＰＱ 東京都千代田区岩本町ｾＭＭ 干 101 東京都千代田区岩本町3-10- 12山源ビル 〒550 大阪市西区京町制r!l...1i

株式会社ｾぜ 念 日 Ｓ 剖 ＶＶ 一ＱｩｉＱｉｉＮ［ｲ ＮＡＮｾＴＱ Ａｃ ｬ 叩｛ＱｊＧＦＱｈ ｬｬｬｬ 窓口3剖 Bト1W! m=r ，1" U"I!C1Rl日Bト3615 怨 ＰＶＭＴＴ ト ｏｉｉＢ ，Ｎ［ｲＮＡｙ Ｈｉｊ ｩｗ ｴｬｾ ｉＧＮｬｴＧＱ￯ ｉｾ l・

雑誌 03379- 6


